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角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「術式を開始するよ」

　看護師の服装をした女が、滅めつ菌きんされた手て袋ぶくろを嵌はめながらそう言った。

　麗うるわしい顔がん貌ぼうを、恥はじらうように覆いマスクで包んでいる。禁きん欲よく的なひっつめ髪がみ。艶なまめかしい身体からだの起き伏ふくを白衣で隠かくしているが、仕草のすべてから色いろ香かが匂においたつようだった。

　かつて『大奥』で巻き起こった騒そう動どうの仕し掛かけ人にして、元豊とよ臣とみ幕府内部監かん察さつ局『腐肉食堂ハゲタカ』一級職員──識別名『阿あ呆ほう鳥どり』である。

　諜報員スパイとして複数の名前を使いわけ様々な勢力のなかで暗あん躍やくしていた彼女だが、現在は『阿呆鳥』とのみ名乗り、贖しよく罪ざいのためにその能力を医い療りように役立てている。

『阿呆鳥』は彼女の昔なじみで姉のような存在、『水蛇みずち』を荼だ毘びに付すために帰郷していたのだが、先だって所用を済ませて帰参し──合流したのだった。

　やや長旅に疲つかれたような顔をしているものの、『阿呆鳥』は悠ゆう然ぜんと、手術刀メスや鉗かん子しなどの手術道具や、己おのれの体液操作の能力でつくった薬液の小こ瓶びんを用意している。

「念のため、確かく認にんしとくけど──」

　のらりくらりとした、軽けい薄はくな態度で『阿呆鳥』は問うた。

「ほんとに、手術しちゃっていいの？　あたしも本格的な手術は経験ないし、理論上は完成していても人体に実じつ践せんするのは初めての術式だからさ──ぶっちゃけ、死んじゃうかもしんないよ？」

「是ぜ非ひもありません」

　応こたえたのは、『阿呆鳥』の正面──手術台で仰あお向むけになった少女である。

　華か麗れいな、桜色の髪かみ。育ちのいい猫ねこのような双そう眸ぼう。肌はだを隠す簡素な手術着。包帯を巻きつけられた、欠損した手足の断面には血がにじんでいる。

『大奥』序列四位『百手むかで姫ひめ』、本名さくらである。

　先だって皇居での戦せん闘とうにより四し肢しを失ったさくらは、薬くす師しとしての技能ももつ『阿呆鳥』に己の治ち療りようを頼たのんだのだった。

「予断をゆるさぬ状じよう況きようなのに、このまま動けもしないのではお荷物ですから。わたしは、寝ねている場合ではないんです。すこしでも、秀ひで影かげさまのお役に立たなくては──」

「そゆことじゃ、なくてさ」

『阿呆鳥』は生き真面目まじめな態度のさくらに、辟へき易えきしたように。

「手術すんのが、あたしでいいのかってことさ。いちお、あたしはあんたと殺しあった宿敵のはずだけど？　そんなあたしに好き放題に身体を弄いじられてもいいわけ？」

　さくらこと『百手姫』と『阿呆鳥』は、『大奥』で命の遣やり取りをした関係である。結果として、さくらは『阿呆鳥』を打ち倒たおし、その陰いん謀ぼうを阻そ止しした。

　因いん縁ねん浅からぬ、まごうことなき怨おん敵てきといえるのに。

　さくらは微笑ほほえんだ。

「……秀影さまが、信じた姉貴分ですから」

　裏表なく。

「わたしにとっても、姐ねえさん、のようなものと思いたいです」

　すこし複雑そうに『姉』という単語を口にするさくらに、『阿呆鳥』は頰ほおを搔かいて「ん～、『姉』とか言われると弱いんだよなぁ」とぼやいた。

　そして手術道具を手にして、髪を頭ず巾きんで覆う。

「まぁ、実際問題──早めに施せ術じゆつしないと死んじゃうしね。応急手当はしてあるみたいだけど、重傷だし。幸い、四肢はもげてるけどそれは最初からだし、胴どう体たいはほとんど無事だから見た目ほど酷ひどくはないっぽいけど」

　さくらのお腹なかのあたりに指で触ふれて、その身体の状態を確かめる。

「ふつうは、死んじゃってる怪け我がだからね。あたしの到とう着ちやくが遅おくれてたら、そのままお陀だ仏ぶつだったよ～？　ふつうの医者には、どうしようもないからね。よくよく悪運が強いよ、あんたも──ほんとに、よく死なないよね～？」

「自分でも不思議です」

　さくらが素す直なおにそう言うので、『阿呆鳥』は毒気を抜ぬかれたように肩かたをすくめる。

「んじゃあ、無む駄だ話してるだけで苦しいだろうし──さっさと終わらせちゃうよ。あんた、麻ま酔すいが効ききにくいんだっけ？」

「ええ。毒や薬品などはなかば自動的に、己の能力で分解してしまうみたいです。わたしの能力は植物操作のはずですが、自分の生体にも影えい響きようを与あたえてるみたいで。義ぎ肢しを繫つなぐときなど、日常的に麻酔を打ってるせいもあって、耐たい性せいもありますし」

「おっけ、おっけ」

『阿呆鳥』はそういう玩具おもちやのように機械的に、頷うなずくと。

　手元の医い療りよう棚だなに置かれた帳簿カルテを、一いち瞥べつする。

「あたしには、ふつうの義肢を繫ぐ技術はない。『水蛇』姐さんの、門外不出の医術だからね。でも、『水蛇』姐さんがこっそりと封ふう印いんし──故郷に秘ひ匿とくしていた『強化義肢』についての研究書は、手にいれて穴があくほど読みこんでる」

『阿呆鳥』は『水蛇』の葬そう儀ぎをするため、その故郷に戻もどり、そこで『強化義肢』にまつわる技術に触れたのだという。

　さくらがこれまで繫いでいた通常の義肢とは異なる、『水蛇』がかつての妹分だったさくらの身を案じて施ほどこさなかった──禁断の医療技術。

「ご丁てい寧ねいに、あたしへの遺ゆい言ごんつきでね」

『阿呆鳥』はつとめて淡たん々たんと、己の哀かなしみを押し殺すように。

「『水蛇』姐さんが死ぬような事態になったら──そこまで過か酷こくな状況になっていて、『百手姫』、あんたが望むなら『強化義肢』の技術を解放してもいい。そんな約定だった。最後まで、『水蛇』姐さんはあんたの身を案じてたよ」

『水蛇』。

　さくらの頼たよれる仲間であり家族のようだった、心優やさしき薬師。

　あの忌いまわしき将軍御ご前ぜん試合で壮そう絶ぜつに散った彼女をさくらは永遠に、忘れない。彼女の遺のこしてくれた技術があるなら、たとえそれがどれだけ血なまぐさいものでも──。

　受けとりたい。

　そう主張するようなさくらの真っ直すぐな視線を、『阿呆鳥』は静かに観察している。

　だが、さくらの決意が揺ゆるがぬのを察したのか、溜ため息いきをついた。

「『水蛇』姐さんが『強化義肢』を封印してた理由はわかる。あまりにも危険なんだよ。姐さんは、あんたに傷ついてほしくなかった、死ぬような目に遭あってほしくなかったんだ。お人ひと好よしだから、姐さんは──でも、この時代に甘っちょろいこと言ってられないよね」

『大奥』『黒船』『新しん撰せん組ぐみ』が三つ巴どもえで相争う、激動の現代。

　内ない憂ゆう外がい患かんのなか──生き残るためには、戦わなくてはいけない。

「これまでの義肢はふつうに生活するための、最低限の機能しかなかった。医療器具だったんだよ、松まつ葉ば杖づえみたいなね。でも『強化義肢』はまぎれもなく武器だ──管理を過てば命取りになる、暴発しやすい銃じゆうみたいな、じゃじゃ馬だよ」

　どこか怯おびえるように、『阿呆鳥』は帳簿を眺ながめている。

「この『強化義肢』を装備すれば、あんたの戦闘力は何倍にも跳はねあがるかもね。でも、武器を身体に仕込むっていう意味を──ちゃんと考えて、理解してね？　あとで文句言われたら、鬱うつ陶とうしいからさ～？」

　内心を隠すような、飄ひよう々ひようとした態度で。

「『強化義肢』はその名のとおり、あんたの全身の細さい胞ぼうを活性化させ強化する。あんたは本来もっていた肉体の限界を超こえた、おおいなるちからを得ることになる。実際にどの程度、強化されるかは未知数だけどね」

『阿呆鳥』はくどいほどに、言葉を重ねる。

　それほど危険なのだろう──『水蛇』が善意から秘匿していた、『強化義肢』は。

「限界を超える、って言ったら聞こえはいいけど。無理やり強化された肉体には当然、多大な負ふ荷かがかかる。『強化義肢』を使用しつづければ──疲ひ労ろうと負担で骨は砕くだけ、筋肉は断だん裂れつし、すべてが崩くずれてあんたは死ぬ」

　それでもいいの～？　とほのかに心配そうに、『阿呆鳥』が問うので。

　安心させるみたいに、さくらは微笑んだ。

「『鎌かま切きり』さんとの戦いで──いいえそれ以前からずっと、わたしは己の不ふ甲が斐いなさにうんざりしていました。秀影さまに、『銀ぎん狼ろう』姐さんや『水蛇』……姐さん、『蛍ほたる』さんや『女じよ王おう蜂ばち』さん、もちろん姫さまたち──みんなに支えられなければ、ここまで辿たどりつけずにどこかで命を落としていたことでしょう」

　四肢を失い屍し体たいのように寝そべったさくらは、それでも眼光だけは炯けい々けいとして。

「ただ生きているだけのわたしでは、この激動の時代を生き抜くことはできないんです。それが悪あく魔まの技術でもいい、地じ獄ごくへの一本道でもいい、この身体のすべてを己と敵の血で真っ赤に染めても──わたしは、強くなりたい」

「『鴉からす』ちゃんはさ」

『阿呆鳥』が、ふとその名前をだした。

　さくらの、愛いとしいあのひと──征せい夷い大たい将しよう軍ぐん、豊臣秀影。かつて『腐肉食堂ハゲタカ』で同どう僚りようだった『阿呆鳥』は、今でも何だか自ら距きよ離りをおくように、識別名コードネームで彼を呼ぶ。

「あんたがどれだけ自分のために戦ってくれても、あんたが死んじゃったら──やっぱり、哀しむだけだと思うな。絶対に『ありがとう、俺のために死んでくれて』なんて言わないよ～？」

「そうですね。秀影さまには、怒おこられてしまうかもしれません」

「怒るとかじゃなくてさ」

『阿呆鳥』はうまく言えないのか、口ごもってから、面めん倒どうくさそうにそっぽを向いた。

「ほんとに、頑がん固こだよね～。『鴉』ちゃんも、あんたもさ～？　めんどいな～？　この手術、失敗できないじゃん～？」

　駄だ々だをこねるように、覆いマスクのしたでくちびるを尖とがらせる。

「まぁいいや。あたしとしても、『水蛇』姐さんの弔とむらい合がつ戦せんって気分なんだ。姐さんは死んじゃったけど、その技術があんたを強化する。そんなあんたがこの悲ひ惨さんな時代を終わらせて、この国の未来をつくってくれるなら、痛快じゃん？」

「ふふ」

　さくらは嬉うれしそうに笑った。

「『阿呆鳥』さんは、ほんとに──『水蛇』……姐さんが好きだったんですね」

「あんたが『姐さん』て呼ぶなよう、まぁいいけど……あぁもうっ」

　会話を切りあげ、『阿呆鳥』は消毒した注射器に薬液を注入する。

　それを、さくらの首筋に添そえた。

「あんたと喋しやべってると気が抜けるから──真面目に、始めるよ～。いちお、麻酔しとくからね～？　超ちようすごい濃のう度どのやつ。効いてきたら寝ちゃっていいからね～？」

　のんびり語りながら、注射針をそっとさくらの肌に刺さした。

『阿呆鳥』の手て際ぎわはよく、ほとんど痛みもないが、さくらは己に這は入いってくる異物感が嫌いやなのか失った四肢の付け根を「びくん」と震ふるわせる。

「キツいかもしんないけど、ちから抜いてね～？」

　筒栓ピストンを押して薬液を注入しつつ、『阿呆鳥』が告げる。

「あんたの身体からだ、頑がん丈じようだからさ──筋肉が強こわばってると、手術刀メスとか通んないし」

　天下分け目の合戦で投下された、歴史を歪ゆがめる『時空間爆ばく弾だん』の副産物として、さくらや『阿呆鳥』などは肉体が変質した新人類ミユータントとなっている。

　その影響は様々だが、おおむね一いつ般ぱん人よりも頑丈な肉体になっており、外げ科か手術のときなどはやや苦労する。ゆえに『大奥』では内科＝投薬治療を専門とした薬くす師しが主に治療に当たっていたわけだが。

「緊きん張ちようしないように、こじゃれた雑談でもする～？」

『阿呆鳥』は注射針を抜いて、脱だつ脂し綿めんを貼はりつけたりなど、てきぱきと進めつつ。

「あんた、『鴉』ちゃんとはどこまで進んでんの？　あたしがいない間に、えっちなことヤりまくりなんじゃないの～？」

「に、にゃにを言い始めるんですか『阿呆鳥』さん!?」

　生き真面目まじめなさくらは下品な『阿呆鳥』の物言いに、耳まで紅潮した。

「な、な、何もしてませんから！　秀影さま、奥手ですし！　そっち方面の知識ありませんし！　そういう状じよう況きようでもないですし！」

「え～、噓うそでしょ～？　愛しあっている若い男と女がずっとそばにいて、何もないわけないでしょ～？　照れずに言っちゃえよう～？」
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「そんな！　そりゃあ、わたしだってイチャイチャしたいですが！　そばにいてくれるだけで幸せですし！　何もなくてもわたしと秀影さまの愛は永遠ですから……♪」

「ふぅん」

『阿呆鳥』は自分からそっち方面の話題を振ふったくせに、何だか気に食わなさそうに、手術刀メスをくるくると指先で回して。

「何か意外と元気そうだし、思いっきりヤっちゃうね～？」

「え？　『阿呆鳥』さん、何か怒ってません？」

「べつに怒ってないよ～？」

　手術刀メスを、さくらの柔やわらかな肉に添える。

「んじゃあ、さくっとイッちゃうからね～？　痛かったら手をあげてね～？」

「手をあげようにも手がないんですけど!?　あ痛ぁぁあぁあああああああ!?」




『大奥』『黒船』『新撰組』──。

　歪んだ現代日本で繰くりひろげられた三つ巴の戦いが、間もなく終わる。







　第一幕　強化義肢　ちまみれのわたし
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　征夷大将軍、豊とよ臣とみ秀ひで影かげはそわそわと落ちつかない。

　愛する少女──さくらの、ものすごい悲鳴が聞こえてくるのである。

　先だって激しい戦せん闘とうが行われた皇居から、やや離はなれた大おお阪さか城城下町──。

　その片かた隅すみにある、旅館の一室である。

　現在は秀影たちと協力関係にある『新撰組』の『吸血姫ばんぱいあ』などの面々は城下町で人気が高いため、彼女らに宿を手配してもらい、宿しゆく泊はく費は秀影が持参した金きん子すで支し払はらっている。

　権力と財力でごり押し、というのは好みの方法ではないが、背に腹は代えられない。皇居付近は『吸血姫』をつけ狙ねらう皇族の支配下だし、なるべく早めに遠ざかりたかった。

　だが城下町も、自分たちとは緊きん迫ぱくした関係にある『腐肉食堂ハゲタカ』の息がかかっている。長居はできないだろう。けれど戦闘で四し肢しを失い重傷を負ったさくらは、早さつ急きゆうに治ち療りようが必要だった。

　永らく不在だった『阿あ呆ほう鳥どり』と連れん絡らくがついたこともあり、急いで合流してもらって、さくらの手術を任せている段である。

　秀影と『新撰組』の面々は、さくらの復帰をじりじりとしながら待つしかなかった。

　いつ襲しゆう撃げきがあってもおかしくはない。警けい戒かいは怠おこたっていないので、神経は磨すりへっていく。秀影は蝕むしばむような倦けん怠たい感のなかで、深々と溜ため息いきをついた。

　秀影は現在、鳥を模した仮面をかぶっており、羽根で飾かざられた奇き態たいな服装だ。

　秀影のもうひとつの顔である、『腐肉食堂ハゲタカ』二級局員『鴉からす』の態である。

　仮面を嵌はめたままだと蒸むれるし寛くつろげないのだが、なぜか最愛のさくらに「絶対に仮面を取らないでくださいね！　ややこしいことになりますから！」と念を押されてしまい、寝ねるときすらもこの外見だった。

　さくらの望みはできるかぎり叶かなえてあげたいので、言うとおりにしているが。

　旅館の一室──広々とした和室の壁かべに背中を預け、ぐったりと放心している。とにかく気が休まらず、不安ばかりが湧わいてきて、さすがの秀影も参ってしまいそうだった。

「やっぱり、『百手むかで姫ひめ』ちゃんが心配なのぉ？」

　間延びした声に驚おどろいて秀影が顔をあげると、いつの間にか、すぐ真横──肩かたが触ふれそうな距離にひとりの女が座っていた。

　城下町の自警団のごとき荒あらくれ集団『新しん撰せん組ぐみ』の副局長──だという双ふた子ごの片割れ、『血ち祭まつり』である。

　同じく双子の『血ち眼なまこ』に比べれば柔らかな曲線美が目立つふわふわした女性だが、それでも体格はかなりよく、長身の秀影の横にいてもさほど視線の高さが変わらない。

『新撰組』共通らしい学生服＋法はつ被ぴという変ちくりんな衣装をまとっているが、窮きゆう屈くつなのか胸むな元もとなどをおおきく着き崩くずしている。かさぶた色の髪かみの毛はお団子にしている。

　彼女は先ほど得意らしい料理を振る舞まってくれて（毒を仕込まれる危険があるので、材料は彼女自身が仕入れて、厨ちゆう房ぼうを借りてつくっていた）、それらの後片付けを終えて部屋に戻もどってきたところらしい。

　見ていると、どこに隠かくしているのやら、学生服の内側から「ひょい、ひょい」と苦く無ないやら鉄てつ爪づめやら毒針やらの暗あん器きを取りだし、それを「～♪」と楽しそうに手入れし始める。

　秀影にも多少の心得はあるし、手持ちぶさただったのもあって手伝うことにする。

「そりゃ、ね──当然、心配だよ」

　彼女の主力武器である蛇じや矛ぼうを和紙で磨みがきながら、まだ喋っていたほうが気が紛まぎれる、と雑談をしてみる。

　ちなみに『血祭』『血眼』の双子は年上っぽいので──秀影は敬語だったのだが、嫌がられたので、今はふつうの口調で接している。

　双子はどうも、腰こしが低いというか、卑ひ屈くつなところがある。

「『阿呆鳥』はもう改心してると信じてるし、その治療の腕うで前まえはかなりのものだけど──やっぱり、さくらちゃんは瀕ひん死しの重傷だったしね。万が一、っていうこともあるから」

　自分が口にしたその言葉に、秀影は震える。

　さくら──死なないでほしい。自らの危険を顧かえりみずに死地に飛びこみつづけてきた彼女は、また傷つき、今度こそ命を失ってしまうかもしれない。

　秀影はこれまで──ほとんど何もできずに、彼女が血を流すのを見ていることしかできなかった。

　もう二度と、と決めて大阪城を飛びだしてきたはずなのに。

「『強化義肢』とやらも未知の技術だしね、さくらちゃんの身体にどんな影えい響きようを及およぼすかわからない──不安は尽つきないよ」

「まぁ、そうだろうけどぉ」

『血祭』は垂れ目をさらに細めて、どこか誇ほこらしげに語った。

「愛するひとのために、血にまみれるのは、慶よろこびでもあるんだぁ。心配されるのは、否定しかされないのは、とても寂さびしい。わたしたちも同じだから、いちばん大事なもののために命かけてるから──『百手姫』ちゃんの気持ち、わかるんだぁ」

　ほんのすこしだけ、神しん妙みような表情で。

「ろくでなしの盗賊クズでしかなかった、わたしたちを──姫さまが拾ってくれた。だから、わたしたちの人生は姫さまのために捧ささげるって決めてるんだぁ」

　思考を放ほう棄きして、長いものに巻かれる──だけではない。

　己おのれの意志で、仕えるべき主あるじを、心身を賭とする理想と覚かく悟ごを見定めた──ひとりの女の決意が、そこにはあった。

「ただ強いだけだった、いつか野垂れ死ぬだけだったはずのわたしたちを、姫さまが見つけてくれた。価値をくれた、意味をくれた、人生をくれたの。そのご恩に報むくいたいんだ、ううん──姫さまが大事だから、好きだから支えるんだ」

　瞬しゆん間かん、『血祭』の指先が蝶ちようさながらにふわりと動いて──。

　いつの間にか握にぎられていた短刀が、秀影の首筋に添えられていた。

「わたしは難しいことはわからない、わたしが自分に定めた規則ルールはたったひとつ──姫さまの理想を穢けがすやつは、邪じや魔まするやつはわたしが潰つぶす。あなたが姫さまの敵になるなら、わたしはあなたを切り刻んで殺す」

「……肝きもに銘めいじておくよ」

　秀影は『血祭』が放つ凄すさまじい殺気に怯ひるみ、両手をあげて降参、という態度をとった。

『血祭』は「うふふ～♪」と満足げに微笑ほほえみ、ついでに秀影の頭を良い子良い子、と撫なでてから暗器のお手入れに戻った。

　冷や汗あせをかいたが、とりあえず当面は──『新撰組』とは共きよう闘とうできるはずだ。双子の逆げき鱗りんに触れないかぎり、つまり『吸血姫』の純情を踏ふみにじらないかぎり。

　だが、状況は決して楽観視できるものではない。

　誘ゆう拐かいされた『吸血姫』を無事に救出できたのは、一安心だが。

　この国を巡めぐる現状は、すべてを見通せぬほど複雑怪かい奇きになっている。

『大奥』『新撰組』『黒船』の三つ巴どもえ、という単純な図式では割り切れぬ。

　実際、皇居での『吸血姫』救出も『百手姫』ことさくら、『血祭』と『血眼』の双子、『モモ』──とみっつの勢力のものたちが共同戦線を張ったわけで、それひとつとっても様々な思おも惑わくが混じりあい入り組んでいる。

　事件の陰かげに見え隠れする『大奥』序列一位『蠅王べるぜぶる』の暗あん躍やくも、憂ゆう慮りよすべきだ。

　問題は山積みで、いまだ何ひとつ解決しておらず、その場しのぎで乗りきっているものの──刻一刻と状況は悪化している気がする。

　政治的にも、混こん迷めいを極きわめている。

　秀影たちは『新撰組』の面々と行動をともにしているが、世間的には幕府の機関である『腐肉食堂ハゲタカ』の詰つめ所『池田屋』を襲撃し血の雨を降らせた『新撰組』は、秀影の所属する幕府と緊迫した状態になってしまっている。

『黒船』は先日の隕いん石せき落とし以来、なりを潜ひそめてはいるが──その大幹部である『モモ』はあちこちで不可解な動きをしているし、『吸血姫』誘拐や城下町に蔓まん延えんする武器の密輸などに関かかわっている形けい跡せきもある。

　内戦状態の、一歩手前の段階に思える──きっかけがあれば、とぐろを巻いた怨えん恨こんと因いん縁ねんは火を噴ふき、この国は拭ぬぐいきれぬほどの血に染まるだろう。

　そんな情勢のなか、足あし踏ぶみしているしかないのが歯がゆくはある。

　とはいえ、秀影にとっては最愛のさくらが何よりも優先される。彼女の治療が終わるのを待つつもりだが──その後、どう動くべきか。

　これから先はひとつの失敗もゆるされぬ、綱つな渡わたりとなるだろう。

「そういえばさぁ」

　口に武器の手入れ用のポンポンをくわえ、くぐもった声で『血祭』が言った。

「あの『鎌かま切きり』ちゃんて子はどうしたのぉ？　途と中ちゆうまで一いつ緒しよだったのに、気がついたらいなくなってたよね？」

「あぁ──」

『鎌切』。

　泣く子も黙だまる、刑けい罰ばつ執しつ行こう人。

　無む邪じや気きで人ひと懐なつっこい子供にしか見えぬ、けれど『大奥』序列二位の地位に相応ふさわしい兇きよう悪あくな能力をもつ純じゆん粋すい戦士。彼女はさくらと死し闘とうを演じたあと何があったのか改心（？）し、それなりに協力的な態度を見せていたのだが。

　四肢を失ったさくらを、己も深手だったのに遠路はるばる背負って、秀影のもとまで届けてくれた──あの可愛かわいらしい処しよ刑けい人を、想起する。

　──『百手姫』ちゃんのこと、お願いねお願いねお願いねっ。

　──怪け我がさせたの『鎌切』だから、こんなこと頼たのめないかもだけど。

　──助けてあげて。まだ『百手姫』ちゃんに、教えてほしいことがあるんだもん。

　そのようなことを、彼女なりに必死に、舌足らずに訴うつたえていた。

　何だか居たたまれない気分になって、秀影は嘆たん息そくする。

「『鎌切』ちゃんには、立場がある。俺たちの事情に巻きこむわけにもいかないさ。彼女は『大奥』序列二位にして『執しつ行こう部ぶ』の長として、その帯びた任務についての報告をしなきゃいけなかった──『大奥』に、帰き還かんしたよ」

『鎌切』がどんな任務を帯びていたのか、誰だれに何を命じられたのかは、曖あい昧まいなところがある。だが彼女は『吸血姫』を誘拐した下げ手しゆ人にんであり、さくらの殺害を目もく論ろんでいた。

『大奥』序列二位である彼女に命令をくだせる立場のものは、今の幕府にはほとんどいない──否いな、考えうるかぎりひとりしかいない。

『大奥』序列一位『蠅王』。

　もしかしたら、秀影が母のように慕したっていた『腐肉食堂ハゲタカ』頭領『冥土鳥ほととぎす』と同一人物かもしれぬ──己にとっても、因縁深き存在。

『蠅王』こそが陰いん謀ぼうを巡らせている黒幕ならば、『鎌切』をそんな悪意に満ちた人物のいる『大奥』に帰らせたくはなかったが──。

『鎌切』は規則を守ることを、己のアイデンすべてテイテイとしている。上位者に従い、その命令を厳密に守り、ひたすら良い子でいることを己に課している。

　さくらとの交戦ですこしは心変わりもあったようだが、そうすんなりと、それまで積み重ねてきた生きかたを変えられはしない。

　引き留めることは、できなかった。

「あんまり、ひとりで抱かかえこんじゃだめだよぉ？」

　沈ちん痛つうな面おも持もちの秀影に、『血祭』が距きよ離りを詰めて、密着してきた。

　そして、ふんわりした胸元に、秀影の頭を抱だきこんでくる。

「『鴉』さんもさ、まだ若いんだから──男の子、なんだからね。たまには甘えん坊ぼうさんになっちゃえば？　そっちのほうが可愛いよ～、ずっと気を張ってたら疲つかれちゃうよぉ？」

　癒いやしてあげるね～♪　と楽しそうに、あったかいものに包んでくれる。

『血祭』の優やさしい体温に、とおい昔──己を厳しく鍛きたえあげてくれた母代わりのあのひと、『冥土鳥』を思いだし、秀影はすこし寂しくなってしまった。

　厳格だったあのひとは、いちども抱だきしめてくれはしなかったけれど。

　それでも、家族だったのに。
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「こらーっ！」

　かんしゃく玉のような元気いっぱいな声が、響ひびいた。

　驚おどろいて秀影が顔をあげると──部屋の真ん中に置かれた衝つい立たての向こうから、ひとりの少女が「むっつり」とした顔を覗のぞかせた。

『新しん撰せん組ぐみ』の親玉であり、やんごとなきお姫ひめさま──『吸血姫』だった。

　ちいさくて片手でつまめそうな、あどけない童女である。鮮あざやかな彼岸花色の髪の毛を、鉢はち巻まきで飾かざっている。ちょっと太めの眉まゆに尖とがった八や重え歯ば。『新撰組』お揃そろいの学生服をまとっていて、その肩かたには『誠まこと』の文字が輝かがやく紋もん章しようが目立つ。

　育ちがよさそうだが、どこか少年的に自由奔ほん放ぽうで、子犬のように愛くるしい。

　彼女は衝立を蹴け倒たおし、いちいち騒さわがしく姿を見せながら、腰に手を当て何やらお怒いかりの様子である。

『吸血姫』は誘拐・監かん禁きんされた皇居にて生き血を搾しぼられるという拷ごう問もんを受けており、疲ひ弊へいし傷ついていた。けれど持ち前の前向きさと潑はつ剌らつとした性格から、空元気を振ふりしぼって気き丈じように振る舞まっている。

　あらゆる異能力を模も倣ほうするという、その血に流れる超ちよう人じん的なちからによって──先ほどまで治ち癒ゆの能力を発揮し、さくらの応急手当をしてくれていた。

　さくらが『阿呆鳥』の合流まで、何とか命脈を保っていたのは『吸血姫』の功績だ。

　けれど『吸血姫』は能力を使用するたびに、身体からだに多大な負ふ荷かがかかる。

　よって心身ともに疲ひ労ろう困こん憊ぱいした『吸血姫』は、己の快復に努めていた。

　具体的にいうと、衝立の向こうで『新撰組』副局長たる双ふた子ごの姉──『血眼』の胸むな元もとをはだけさせ、露ろ出しゆつしたその立派な乳ち房ぶさの尖せん端たんに嚙かみついて吸血していた。

『吸血姫』は他人の血液＝生命力と遺伝子のかたまりを摂せつ取しゆすることで、能力を模倣し、また対たい症しよう療りよう法ほうにしかならないがやや楽になるようだった。

『吸血姫』は己の腹心の部下である双子の血を、まるで授乳するようにして摂取する習慣があり、いちおう異性である秀影にはやや目の毒ではあった。

　衝立が用を為なさなくなって、その向こうにいた『血眼』が小こ柄がらな『吸血姫』の向こうにしっかり見えた。さすがに双子である『血祭』とよく似ているが、よく鍛えられており引きしまっている。野生の獣けもののような、動的な美があった。

　本人は嫌いやがっている子供っぽい学生服の上着を脱ぬぎ、逞たくましい腹筋のうえに瑞みず々みずしい乳房を晒さらしていて、それを慌あわてて両手で隠かくした。妹とちがって吊つり目がちな双そう眸ぼうを恥はじらいと怒りに染めて、傍かたわらに置かれた彼女の主力武器──青せい竜りゆう刀とうに手を伸のばすと。

　引っ摑つかんで、ぶん投げてきた。

「えぇい、いつまで見てんすか!?」

　獰どう猛もうに飛来した青竜刀を、『血祭』が空中で無造作に摑んで止めた。

　大事そうに、それを抱きよせるようにして確保すると。

「あはは～、お姉ちゃん顔真っ赤！　これも整備しとくね～？」

　悪びれない妹の様子に、『血眼』は「ぐ、ぐう」と怒おこるに怒れないのか呻うめいた。

　そんな『血眼』の膝ひざのあたりに腰こしかけ、その胸元に頰ほおを添そえて、愛いとしそうに頰ずりしながら『吸血姫』が威い嚇かくするように八重歯を軋きしらせる。

「ていうかっ、『血祭』！　くっつきすぎよ！　そのひとはあたくし様の愛しいダーひとリンなんだからね！　変な悪戯いたずらしたら酷ひどいわよ、おっぱい萎しぼむまで血を吸うわよ！」

　当たり前のように、可愛らしくやきもちを焼いた。

　どうも先日、皇居から直接──己おのれを救いだした恩人である『鴉』に、『吸血姫』はご執しゆう心しんらしい。その感情は生々しい色いろ恋こいというより、少女的な憧あこがれのようだが、どう対応したらいいのか秀影にはわからない。先日までは、毛虫のように嫌きらわれていたのに。

　そんなふたりを面おも白しろがるように、『血祭』が秀影を熱ねつ烈れつに抱きよせて。

　挑ちよう発はつ的に、頭を撫なで撫で……。

「うふふ～♪　主君の慕う男性を横から奪うばうとか──興奮しちゃう！」

「もう！　『血祭』、もう！　悪い癖くせよ！」

　ほんきで不安そうに『吸血姫』が涙なみだぐむので、『血祭』は「噓うそ、噓。冗じよう談だんだよぉ姫さま～？」と言いながらも、やっぱり密着するのをやめないのだった。

　どうも『血祭』は、主君を狼狽うろたえさせるのが好きなようだった。

　困った家臣である。

　呆あきれつつも、いちおう秀影も健康な男である──触ふれている『血祭』の異様に柔やわらかな手のひらや胸元の感かん触しよくに、変になりそうだったけれど。

　そんなこちらの仮面で隠れた耳元に、『血祭』がくちびるを寄せて。

「ごめんね～。うちの姫さま、まだあなたの正体に気づいてないみたいでさ──でも、あなたは『百手姫』ちゃんと、相思相愛なんでしょ？」

　囁ささやいてくる。

「どうせ傷つくことになるなら、早めに未練を断たち切らせたほうがいい。姫さまはむかしから惚ほれっぽいから、よくあるんだぁ──こういうこと。そのうちお熱も冷めると思うから、我が慢まんして構ってあげてね～？　拗すねちゃうから」

　この言い分だと、『血祭』は──おそらく『血眼』も、こちらの正体を察しているのか。彼女らは『新撰組』の実戦担当のようだし、情報収集にも抜ぬかりはないのだろう。

　というか、むしろ『吸血姫』が鈍にぶすぎるというか、何も考えてなさすぎるのだが。

　抜けているが、だからこそ後ろ暗いところを感じさせない、不思議な魅み力りよくをもつお姫さまなのだった──『吸血姫』は。

「うん、まぁ善処するよ」

　秀影はいつものように、昼ひる行あん灯どんの面めん目もく躍やく如じよでのほほんと応こたえた。

「『吸血姫』ちゃんには、さくらちゃんの治ち療りようをしてもらった──命を救ってもらったんだ、感謝しているよ。もちろん、ちいさな女の子に慕ってもらえるのは嬉うれしいしね」

　微笑ほほえみかけると、『吸血姫』は「かぁっ」と真っ赤になって、『血眼』のお腹なかに顔を押しつけてもじもじと恥じらった。愛らしい。

「とにかく、『百手姫』が起きたらどうするか──決めておいたほうがいいっすよ」

『吸血姫』に抱きつかれて動けないらしい『血眼』が、己の学生服の上着を肌はだに押しつけて隠しながら、こちらを睨にらんでくる。

　丁てい寧ねいに語るのが不慣れなのか、ぎこちない口調で。

「あたしら『新撰組』の裏側にはあの『腐肉食堂ハゲタカ』の、『冥土鳥』の悪意が根付いてるってわかったんだ。これまでどおり、義ぎ賊ぞくぶってるわけにもいかない」

『新撰組』という、ひとりの少女の夢がつくった英えい雄ゆうたちの、今後について語る。

「かといって、民たみの味方でなくては『新撰組』には価値がない。緊きん迫ぱく状態にある幕府と、民を兵隊にして戦うなんてのは最悪だ──どうも、時代はそういう流れになってるみたいっすけどね」

『腐肉食堂ハゲタカ』頭領『冥土鳥』＝『大奥』序列一位『蠅王べるぜぶる』かもしれない魔ま人じんの策略により、城下町には武器と悪意が拡散しとぐろを巻いている。

『新撰組』はそんな民草の旗はた頭がしらとして、今はまだ標ひよう榜ぼうされているが、今後の行動次し第だいでは民に落らく胆たんされ愛あい想そを尽つかされ──孤こ立りつ無む援えんとなる。

　民の人気と信しん頼らいでちからを得た『新撰組』は、民を無視できない。

　それは『新撰組』の強みでもあるが、明確な弱点でもある。

　民衆の間で『新撰組』の名声を高めた『腐肉食堂ハゲタカ』に悪意があったと判明した今は、とくに。どんな行動が、破は滅めつ的な未来を招きよせるかわからない。

「『腐肉食堂ハゲタカ』がばらまいた武器を、民衆は手放さない。『黒船』の隕いん石せき落としで民には恐きよう怖ふが根付いてる。今さらあたしらが『争いをやめよう！』って言ったって、聞いちゃくれない。それならせめて、民に号令をくだして、味方につけ──対『黒船』の軍備を整えさせたほうがいい、っすかね」

　せめて幕府と戦い、内乱を引き起こすのではなく。

　外敵、『黒船』を共通の敵として一いつ致ち団結する。

　それしかないのだろうか──だが、民の不満は『黒船』だけでなく幕府に、『大奥』にも向いている。『大奥』の生徒が無む惨ざんに殺される事件もあった、『池田屋』の襲しゆう撃げきも尾おを引いている、『新撰組』が手出しをせずとも幕府が民を弾だん圧あつする可能性はある。

『大奥』序列一位『蠅王』が黒幕ならば、その程度のことは容易たやすくできる。

　権力を行使し、軍を動かし、民を刺し激げきし──悲ひ惨さんな内乱を勃ぼつ発ぱつさせるかもしれない。

「幕府と『新撰組』が敵対するなら、こうして仲良く一いつ緒しよにいられない──っすね」

「嫌よ！」

『吸血姫』が駄だ々だをこねた。

　不ふ機き嫌げんそうに顔をあげると、涙目で主張する。

「さくらとも、『鴉』さまとも離はなればなれになりたくないわ──そうよ！　きっと誰だれも傷つかずに平和的に解決する方策があるはずよ！　なぜなら人間は誰しもが幸せになるために生きているのだから！」

　性善説そのものの、甘っちょろい──けれど尊いことを、『吸血姫』は叫さけぶ。

「そして、あたくし様は運命に愛されたこの国の正統なる王なのだから……！」

　むふん、といつもの台詞せりふを口にした『吸血姫』の後頭部を摑んで、間近で騒がれてうるさかったのか『血眼』が自分の胸元に押しつけた。

　いまだ垂れ流されている血を、もったいないから飲ませるつもりらしい。『吸血姫』は不承不承、といった様子で「ちゅう、ちゅう」と授乳（？）させられる。

　あやされている赤子そのものだが、そんな『吸血姫』の様子を見て秀影は和なごんだ。

「そうだね。『吸血姫』ちゃんの言うとおりだ、誰も傷つかないのがいちばんだよ」

　仮面の奥で、決意をこめて。

「幸い、俺たちと君たちは、共同戦線を張っている。今はちいさな絆きずなだけれど、この繫つながりを足がかりにして──幕府と『新撰組』を取りなすことも、夢じゃないはずだ」

「となると問題になってくるのは、やっぱり『黒船』っすね」

『血眼』が慣れた様子で、『吸血姫』の背中を叩たたいてげっぷをさせている。

「臭くさい匂においは元から断つべきっすよ。すべての問題の根っこにいる『黒船』をどうにかすりゃあ──そのうち、この国の動どう揺ようも収まるんじゃないっすかね？」

　その発言は、道理ではある。

　この国の長き泰たい平へいは、『黒船』来航によって打ち砕くだかれた。『黒船』のいれた亀き裂れつから、四百年のうちに溜たまっていた膿うみがどっとでて──すべてを穢けがしている。

　けれど。

「それは、そうね。現実的だわ。幕府も『新撰組』も元をただせば同じ国の住民──争いあっても、外敵である『黒船』を喜ばせるだけよ」

　ちゅっちゅ♪　と『血眼』の胸元にくちびるを添えつつ、『吸血姫』が言った。

「『黒船』は隕石落としなどを可能とする超ちよう科学──『才古銃サイコガン』だっけ？　あの兵器で優位性を保ってるけど、あくまで艦かん隊たいひとつぶんの戦力でしかないわ。倒たおして、倒せないことはないはずよ」

「兵力に余よ裕ゆうのない『黒船』は、この国すべてを相手どるほどの体力はないはずだしね」

　秀影も頷うなずく。

　あくまで『黒船』はこの国に運悪く漂ひよう流りゆうした艦隊、でしかないのだ。

　凍てつインセクトいた霧・ケージで閉とざされたこの国に『黒船』の本国から援えん軍ぐんが送られてくる可能性は、あまり高くない。単純な兵数でいえば、『黒船』はあまりおおきな勢力ではないのだ。

　だからこそ民衆に武器を配布して、各地で蜂ほう起きさせて幕府を弱体化させる──などの、迂う遠えんな策を用いて全面戦争に打ってでないともいえる。

　戦争は数だ。この国が一致団結して『黒船』を攻せめれば──『黒船』は凌しのぎきれずに押しつぶされる、はずである。

「あるいは──そうね！　こういう方法もあるわ！」

『吸血姫』が目を輝かがやかせた。

「『黒船』が態勢を整える前に、奇き襲しゆうして殲せん滅めつするのよ！　それなら、少人数でも可能なはずだわ！　『黒船』に侵しん入にゆうし、敵の親玉のあの『デンキ』をぶち倒して、それで一挙解決よ！」

『吸血姫』の言い分は乱暴だが、それもひとつの手段ではある。

　秀影と『吸血姫』がその気になれば幕府と『新しん撰せん組ぐみ』の全戦力を『黒船』に差し向けることも可能だが──それでは、血が流れすぎる。幕府にも『新撰組』にも『冥土鳥』＝『蠅王』の息がかかっているはずだから、あまり頼たよりたくないのもある。

　少数精せい鋭えいで乗りこみ、敵の首しゆ魁かいを撃げき破はし、すべてを収束させる。

　危険だが、それが最も被ひ害がいのすくない方策に思える。

　とはいえ──。

「博ばく打ちではあるし、敵も馬ば鹿かじゃないから防備を整えているだろう。『黒船』は『デンキ』を中心とした独裁勢力、みたいだしね。その中心である『デンキ』は厳重に保護されているはずだよ。暗殺は効果的だけど──それゆえに、難しいと思う」

　先日の皇居襲撃のときのように、快かい刀とう乱らん麻まで勝利、とはいかないはずだ。

『黒船』のものたちは鍛きたえあげられた『大奥』の戦士や百ひやく戦せん錬れん磨まの『新撰組』の双ふた子ごに比べて、個人個人の戦せん闘とう力はさほど高くないように思える。大幹部の『モモ』だって、不意打ちだったのに、さくらと『蛍ほたる』に返り討うちにされる程度の実力しかなかったという。

　だが『黒船』に侵入するとなれば、地の利は敵にあるし、もちろん必死に抵てい抗こうするだろう。まだ未知なる『才古銃サイコガン』があるかもしれない。確実に勝てる保証はないのだ。

「万が一に備えて、俺は大おお阪さか城にいちど帰参したい。『大奥』で怪あやしい動きをしている『蠅王』と対たい峙じしておきたいんだ。できれば幕府を制せい御ぎよし、軍備を整えて──暗殺が失敗したとしても、つづけて兵を差し向けられる程度の準備はしておきたい」

　それが現実的な対応だろう。

　さくらや双子に比べて、秀影はほとんど戦力にならない。むしろ敵に捕ほ獲かくされ、人ひと質じちにでもされればこの国は終わる。仮にも征せい夷い大たい将しよう軍ぐん──この国の王者なのだから。

　少数精鋭で暗殺、となると秀影は足を引っぱるだけだ。それならば、不ふ穏おんな動きをしている『蠅王』の牽けん制せいと、今後の『黒船』との戦いのために『大奥』に戻もどっておきたい。

　ずっと『蛍』に影かげ武む者しやをやらせるのも可か哀わい想そうだし──『鎌かま切きり』のことも、心配だ。

「大阪城に──帰参する？」

『吸血姫』がきょとんとした。

「どういうことよ？　あなた、『腐肉食堂ハゲタカ』のひとでしょ？　本ほん拠きよ地ちは城下町であって、お城そのものじゃないでしょ？　っていうか、軍備を整えるってどういうこと？　そんなことができるの？　あなた──どういう立場なの？」

　疑ぎ問もん符ふをいっぱい浮うかべて、ときどき妙みように勘かんが鋭するどい『吸血姫』が──本能的に、何かを察しようとした瞬しゆん間かんだった。

「その会話、一旦停止ストツプ！」

　おおきく木戸が開いて、桜色の髪かみの少女──さくらが、登場した。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




「さくらちゃん！」「さくら！」

　秀影と『吸血姫』が同時に跳とびあがって反応し、さくらに慌あわてて駆かけ寄ろうとして姿勢を崩くずして転び、ごろんごろんと回転してからお互たがい「ごつんっ☆」と頭をぶつけた。

　絡からまりあうように倒れ、痛みに呻うめくふたりを見て、さくらが溜ため息いきをついた。

「何やってんですか、ふたりとも……？」

　呆あきれた様子で立ち尽くしているさくらには、見た目の変化はあまりなかった。

　失われた四し肢しは補ほ塡てんされており、革帯ベルトを幾いく重えにも巻きつけられた腕うでも足も、見たところふつうの人間のそれと大差ない。肌は艶つや々つやとしており、生まれたての赤ん坊ぼうのようだった。『強化義ぎ肢し』と胴どう体たいの継つぎ目には、いまだ包帯が巻かれているけれど。

　さすがに手術のあとで疲ひ弊へいしているのか、さくらはやや顔色がよくない。だがふつうに動くぶんには支障がないらしく、しっかりとした足取りで入室してくる。

　肌はだ襦じゆ袢ばんのうえから、どてらを羽織った、楽そうな格好をしている。

「よかった、手術は成功した……のかな？」

　秀影は今すぐ最愛のさくらを抱だきしめたかったが、ぐっと我が慢まんして、怖こわ々ごわと問うた。

　さくらは、床ゆかの感かん触しよくを確かめるように一歩一歩、ぎこちなく動いている。

「はい、今のところ快適です。手術中は激痛で死ぬかと思いましたけど──おっとっと。身体からだが軽すぎて、まだちょっと馴な染じめませんが」

　綱つな渡わたりでもするみたいに、両手を広げて己おのれの姿勢を保っている。

　名前のとおり身体を強化する『強化義肢』は、さくらの運動能力を増大させている。これまでの義肢とは性能がちがうのだろうし、文字どおり己の身体のように動かすにはまだ調整と習熟が必要なのだろう。

「手を貸すよ」

　危なっかしい歩調のさくらを見かねて、秀影がそっと彼女の手を取った。これまでの義肢と同様に内部には血液なども循じゆん環かんしているのか、ちゃんと体温も感じる。

　さくらは恐きよう縮しゆくするように身を竦すくませて、でも嬉うれしそうにはにかむと。

「それより、秀影さま」

　ふと思いだしたように、こちらに小声で囁ささやきかけてくる。

「言ったでしょう、『吸血姫』さまには征夷大将軍であることを秘密にしてくださいって──正体を疑われるような言動は、なるべく慎つつしんでくださいっ」

「なぜだい？」

　秀影はきょとんとする。

「状じよう況きようから鑑かんがみるに、仮にも幕府の頂点である俺と『新撰組』の親分である『吸血姫』ちゃんが手を結ぶのは、有益だし、必要なことだと思うよ。そのためには、俺は『腐肉食堂ハゲタカ』の二級局員ではなく、将軍として話をするべきだよ」

「そうですけどっ──そうじゃないんです、あぁもうっ！」

「どういうことだい？　ちゃんと言ってくれないとわからないよ──俺は、鈍どん感かんだからね。でもなるべく、そんな自分を変えたいと思ってるんだよ？」

「で、ですからぁっ……姫さまはそのう、秀影さまのことが──」

　言いあぐねて、さくらが「もじ、もじ」と身を揺ゆすっていると。

「あんま興奮しちゃだめだよ、しばらく安静にしといてね～？」

　吞のん気きに言いながら、遅おくれて『阿呆鳥』が登場した。

　かなり、ぐったりした様子である。手術そのものが重労働だし、『阿呆鳥』の体液操作の能力は文字どおり己の生き血を搾しぼるようなもので、かなり消しよう耗もうするのだ。

　貧血なのかふらふらして、返り血のついた白衣姿のまま、そのへんに座りこむ。

「まだ『強化義肢』と胴体の接着をしたばかりだからさ、安定するまではあんまり派手に動かないでね──もげちゃうから」

　怖こわいことを言いつつも、座ざ椅い子すに体重を預けて足を伸のばし、脱だつ力りよくしている。

「日常生活に支障がなくなるまで、早くて三日ぐらい。戦闘は、できれば一ヶ月ぐらいは避さけてほしいんだけど──そうもいかないんだよね？」

「ええ」

　さくらは、決意をこめて頷いた。

「そんなに長い間、お荷物でいるわけにはいきませんから──今は、ひとりでも多く戦力が必要なんです。わたしも、なるべく早く戦線に復帰したいです」

「まったく……あたしがいない間に、ずいぶんきな臭くさい状況になってんだね～？」

　うんざりしたように言う『阿呆鳥』に、そっと秀影が頭をさげる。

「ありがとう、『阿呆鳥』。さくらちゃんを助けてくれて」

「よしてよ、『鴉』ちゃん」

　そっぽを向いて、独り言のように。

「感謝するなら、『水蛇みずち』姐ねえさんにして。『百手姫』を助けたのは、『水蛇』姐さんの遺志を尊重しただけだから。だいたい、あたしの命は『鴉』ちゃんのお陰かげで存在してる──ほんとなら重罪人だし、首落とされてても仕方ないんだから」

　だからお互いさまさ～、と感謝されることに慣れていないのか、『阿呆鳥』は照れくさそうにしていた。

　そして話題を変えるように、わざとらしく欠伸あくびする。

「ふああ。疲つかれちゃったよ、あたし──もう今日は寝ねちゃいたいんだけど？」

「あ、じゃあひとっ風ぷ呂ろ浴びて着き替がえてきて？　その間に、お布ふ団とん敷しいておくから♪」

　気の利きく『血祭』が提案したので、『阿呆鳥』は「こくん」と頷く。

　ちなみに合流した時点では、双子は『阿呆鳥』が元『腐肉食堂ハゲタカ』の構成員と知って、やや警けい戒かいしていたようだった。

　今でもまだ、ぎこちないが──元『腐肉食堂ハゲタカ』といえば自分もそうだし、『阿呆鳥』は恩人だ、と秀影が取りなしたこともあって双子はやや警戒を解いてくれたようである。

「水分を摂とったほうがいいわよ、『阿呆鳥』ってひと」

　倒たおれっぱなしだった『吸血姫』が「むくり」と起きあがり、裏表なく言った。

「『血祭』や『血眼』も、あたくし様が血液を吸ったあとは水分補給をするもの。生命って、体液なのよ。『血眼』──お茶でも用意してあげなさい」

「人使いが荒あらいっすね、ほんとに」

　急いで肌はだ着ぎをまとっていた『血眼』が、げんなりした様子で応こたえた。

「『百手姫』も、お茶ぐらい飲んどいたほうがいいっすよ。外げ科か手術だったんだ、けっこう血を流したっしょ？」

「はい、喉のどからからです。ありがたいです」

　嬉しそうに頷うなずくさくらに、我慢できなくなったのか『吸血姫』が「さくら～」と彼女的にはそれなりに遠えん慮りよしたのだろう、優やさしく抱だきついて、頰ほおをすりすりとした。

「さくら、きれいな──さくら。あたくし様のせいで、迷めい惑わくをかけたわね。あなたが死んでしまったら、どうしようかと思っていたわ」

　溜たまっていたものが噴ふん出しゆつしたのか、ぐずぐずと泣きじゃくって。

「無事でよかった、ほんとによかったわ……。もう二度と、無む茶ちやなことしちゃ、やぁよ。でも嬉しかった、助けてくれて。あなたはやっぱり──あたくし様の英えい雄ゆうだわ♪」

　微び笑しようして、さくらはそんな『吸血姫』の彼岸花色の髪を、指先で梳くしけずる。

「心配をかけました、姫さま」

　ちいさな妹にそうするように、『吸血姫』のおでこに「ちょん」とくちづけると、さくらは横目で秀影を見た。

「念のため聞きますが──わたしが不在の間、姫さまに変なことしてませんよね？」

「いや、何もしてないよ」

「ほんとですかぁ？」

「妙みようなこと聞くね、さくらちゃん。どうしたんだい、近ごろすこし変だよ？」

「察してほしいですけど。うう、鈍どん感かんなの、どうにかしてほしいです。秀影さま、『蛍』さんにもエッチなことをしたみたいですし、目を離はなすと心配ですっ」

「だから何もしてないって。『蛍』さんには寝ね惚ぼけて変なことをしたような気もするけど──俺が愛してるのは、さくらちゃんだけだよ。それは信じてほしいな」

「信じてますけど、ですけどぉ……」

　もじもじイチャイチャと、乳ちち繰くりあっているふたりを見て、『吸血姫』が可愛かわいらしい太眉まゆを「むうっ」とひそめた。

　じーっ、と疑わしげにふたりを見て。

「前から気になってたんだけど、ふたりはどういう関係なの？　どうも、ただならぬ仲の良さよね？　でも、さくらの好きなひとは将軍のはずだし──つまりえっと、あぁ！　何かに気づいたかもっ、あたくし様！」

「気づいてはいけません！　姫さまほらっ、ちゅっちゅ♪　何も考えちゃだめ～♪」

　おでこに接吻キスの嵐あらしを降らせて、『吸血姫』の思考を消そうとするさくらだった。

『吸血姫』は「にゃ～♪」と幸せそうにして、いろいろ気にするのをやめたようだ。

　ふう、とさくらは冷や汗あせを拭ぬぐう。

『吸血姫』は己を救出してくれた『鴉』に淡あわい恋こい心ごころを抱いているが、その正体がさくらの最愛の青年──征せい夷い大たい将しよう軍ぐん、豊臣秀影だとは気づいていない。

　ややこしい三角関係、めいたものが成立してしまっているのだ。

　どうすればいいのだろう。秀影が言ったとおりに、彼の正体を明かして幕府と『新しん撰せん組ぐみ』が手を組むのは必要なことだろう。だが、秀影の正体を知れば『吸血姫』は悩なやみ、たぶん傷つく。取りかえしのつかないほどに、落ちこんでしまう可能性もある。

　どうすればいいのか、どういう対応をするのが正解なのか──さくらが生き真面目まじめに、悩んでいると。

　ふと、双ふた子ごが同時に顔をあげた。

　そして整備を終えたそれぞれの武器──青せい竜りゆう刀とうと蛇じや矛ぼうを握にぎりしめて、立ちあがる。

「ど、どうしました？」

　色惚ぼけたことを考えて気を抜ぬいていたさくらは、「びくっ」とした。

　双子は油断なく身構えると、何もない壁かべを睨にらみつける。

　姉のほう──『血眼』が前に進みでて、青竜刀を大上段に振ふりあげた。

「『血祭』、姫さまたちを頼たのむ。何かが近づいてくるっす。敵なら、あたしが迎げい撃げきする」

「はぁい♪」

『血祭』が頷き、ふだんのおっとりした動きからは信じられない速度と怪かい力りきで、さくらたちを部屋の隅すみっこに誘ゆう導どうし、避ひ難なんさせてくれる。

　緊きん迫ぱく感が増してくるなか──さくらは、目を白黒させる。

「何かが近づいてくる？　何が？　敵てき襲しゆうですか？」

　ならば己も戦うべきか、と武器を探すように己の腰こしに手を添そえたが。

『血眼』が手をふって、それを制した。

「あんたは休んでなってば──病やみあがりっしょ？」

　瞬しゆん間かんである。

　壁にめりめりと蜘く蛛もの巣状の亀き裂れつが走り、おおきく震しん撼かんして粉々になった。飛び散る破は片へんと砂すな埃ぼこりを、『血眼』が気合をいれて振るった青竜刀が弾はじき散らす。

　拓ひらけた視界の向こう──。

　吹雪ふぶきのなかを突つっ切って、何かが飛びこんできた。

　積雪を蹴け散ちらし、ほとんど体当たりをするようにして壁を貫かん通つうして部屋に転がりこんできたのは──巨きよ大だいな、馬体である。

　馬だ。おおきな、背の高い双子がか細く見える重量感。それなりに広いこの部屋を埋うめ尽つくさんばかりの、威い圧あつ的な獣けものである。

　異様なことに、その全身は鋼色の金属で装そう甲こうされており、あちこち破損しているのかひび割れて、火花を放っている。

　壊こわれかけの、機械仕じ掛かけの馬──。

　慣性に従って部屋の奥まで転がり、停止したその不可思議な馬を見て、さくらは「ぎょっ」とする。

　しばし口元を押さえて絶句し、おおきく瞠どう目もくした。

「こいつは……!?」

　丸まる腰ごしのまま、秀影を守るように臨戦態勢になると、猫ねこのような双そう眸ぼうを爛らん々らんとさせる。

「見覚えがあります！　以前、『大奥』に侵しん入にゆうしてきた『黒船』の大幹部！　お姉ちゃ……『モモ』さんが名前を呼んでいましたが、たしか『ピカドール』!?」

「つまり、『黒船』の刺し客かくってことね！」

『吸血姫』が彼岸花色の髪かみの毛を逆立てて、その身に宿る無数の能力を励れい起きさせる。

「いいわよ、さんざ弄もてあそばれた仇討ちリベンジ合戦・マツチといこうじゃない！　いいかげん、あんたらには腸はらわた煮にえくりかえってんのよ！　あたくし様の国で好き放題してくれちゃってさ！」

　座椅子に寝ね転ころがっていた『阿呆鳥』もむくりと起きあがり、彼女の姉貴分──『水蛇』を真似まねるように、水容器ペツトボトルを手にして闘とう志しを充じゆう満まんさせていく。

　秀影も、懐ふところから扇せん子すを取りだし、何があっても対応できるように身構えた。

　緊きん張ちよう感が増していく、高級旅館の一室で──。

　全員に注目された『ピカドール』が、おもむろに馬首をもたげた。

　その頭部で独眼が、人間的な理性の光を放っている。

「お待ちください！」

　一いつ瞬しゆん、誰だれが声を発したか──ひとりも理解できなかった。

　だがすぐに、『ピカドール』の声だと、さくらが察する。以前『大奥』で相まみえたときも、『ピカドール』は人語を口にしていた。

　兇きよう悪あくともいえる見た目とは反した、若々しくも優しげな青年の声だった。

「武器を収めてください、争いあうために参ったのではありません！」

　ひれ伏ふしたような姿勢のまま、『ピカドール』は必死に主張する。

　きりり、と『吸血姫』が太眉を吊つりあげた。

「どの口でそんなこと言うのよ！　ええ、その口かしら!?　あたくし様の国に、町に、民たみに、隕いん石せき落とした蛮ばん族ぞくどもが！　盗人ぬすつと猛たけ々だけしいわよ！」

「無論、怨うらみはありましょう！　重々、承知のうえでございます！　私めの命が欲しければ、どうぞ差しあげましょう！　けれど今は、今だけはご寛かん恕じよを！」

　吹ふきこんでくるぼた雪のなか、惨みじめっぽく『ピカドール』は訴うつたえた。

　そして馬首を廻めぐらせ、さくらの背後に秀影の姿を確かく認にんすると。

「征夷大将軍──豊臣秀影さまとお見受けする！」

　ずうっと、さくらが懸けん命めいに隠かくしていたその正体を、呆あつ気けなく口にしてしまった。

　誰もが言葉を失うなか、『黒船』の大幹部は悲痛に叫さけんだ。

「恥はじを忍しのんでお願い申しあげまする！　どうか──どうか我々を助けてくださいませ！」

　歪ゆがんで絡からまりあった歴史の歯車が、すべてを破は砕さいしながら回りつづける。







　第二幕　夜祭　かあにばる
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「次から次へと忙いそがしいね～、ほんとに。あたしマジでぶっ倒たおれちゃうよ～？」

『阿あ呆ほう鳥どり』がげんなりした表情で、ぶちぶちと愚ぐ痴ちを漏もらしている。

　返り血や薬液で汚よごれた白衣姿のまま、口元を覆おおっていた覆いマスクを取ると、ぐったりと憔しよう悴すいした様子で座ざ椅い子すに身を預ける。皇居からやや離れた旅館の一室──窓から射さしこむ朝あさ陽ひに、『阿呆鳥』は眩まぶしそうに目を細める。

「あぁ、太陽が黄色く見える──けっきょく徹てつ夜やだよ、んもう」

　おおきく吐と息いきを漏らして、もう嫌いや、という感じにほとんど仰あお向むけになってしまう。

　当然だろう、『阿呆鳥』は『百手むかで姫ひめ』に『強化義ぎ肢し』を接続する大手術からほとんど間を置かずに──『ピカドール』というらしい、『黒船』所属の青年を治ち療りようしていたのだ。

　夜を徹てつしての、重労働である。いかな『阿呆鳥』が『大奥』で激戦を戦いぬいた新人類ミユータントとはいえ、疲ひ労ろうは隠しきれない。治療に体液を消費する彼女にとって、連続の治療はほとんど自殺行こう為いだ──限界があり、無理があった。

　肌はだつやを失い、目元に隈くまをつくって美人を台無しにしている『阿呆鳥』は、目を閉じそのまま眠ねむってしまいそうだ。

　けれど医い療りように携たずさわるものとしての意地なのか、患かん者じやの容態について説明する。

「あの『ピカドール』ってひと──かなりの重傷だったからね。あちこちぶっ壊れる寸前でさ、処置が遅おくれてたら死んでたかもよ。そんなんばっかし……」

　大おお欠伸あくびをして、あ～、と生ける屍しかばねのような呻うめき声をあげると。

「いちおう峠とうげは越こしたけどさ、しばらくは安静にさせといて。こんだけ苦労して治療したんだから、ぽっくり死なれちゃ堪たまんないもん」

「お疲つかれさま、『阿呆鳥』」

　秀ひで影かげが寄り添って、『阿呆鳥』にそっとお茶を差しだす。他ほかに何かできることはないか、と考えたのか、『阿呆鳥』の肩かたを優やさしく按あん摩まする。

「あぁ『鴉からす』ちゃん、そこそこ──気持ちいいにゃ～、って天下の大将軍にこんなことさせて御ご免めんだけど」

「いいんだ。今の俺は『腐肉食堂ハゲタカ』の『鴉』だ──『阿呆鳥』は、尊敬している先せん輩ぱいだよ。他にできることはあるかい？　何でも言ってくれるといい、俺も何かがしたいんだ」

「真面目だねぇ～、『鴉』ちゃんは。可愛かわいいなぁ、はふう……」

　気持ちよさそうに吐息を漏らし、『阿呆鳥』はお茶をちょびちょびと啜すすると。

「あの『ピカドール』ってひとさ、異国の勢力──『黒船』だっけ？　そこに所属してるんでしょ？　そのせいなのか知らないけど、ちょっと変わった身体からだしてたよ。臓器や体組織のいちぶが機械に置き換かわってる」

　興味深そうに、思案すると。

「お陰かげでけっこう苦労したよ～。医術はともかく機械工学なんか知識ないもん、あたし。いちおう生身の部分は治療したけどさ、ちゃんと完治するかは正直びみょうかも？」

　最善は尽くしたけどね、と『阿呆鳥』はすこしだけ真面目につぶやくと。

「ほんとはもうちょい手当してあげたいんだけど、ごめん──もう限界。すこし休ませてね～。あたし以外にも治療できるひとがいればいいんだけど」

「『吸血姫ばんぱいあ』ちゃんは、あんな感じだしね」

　秀影が頷うなずき、部屋の隅っこに視線を向ける。

　そこには噂うわさの『吸血姫』がいる。多種多様な異能力を習得している彼女は治療もできるのだが──先ほどから、ほとんど役立たずになってしまっていた。

「うにゃ～♪」

　奇き妙みような声をあげて、名前を呼ばれたせいか、『吸血姫』が彼岸花色の髪を揺ゆらして反応した。彼女がいるのは朝陽が照らす縁えん側がわで、そこで丸まって、ごろごろしている。

「うにゃ～お♪」

　その頭からは猫の耳が生え、学生服の腰巻きスカートのしたからは尻しつ尾ぽまで生えている。お飾かざりではなく本物の耳と尻尾らしく、ぴくんぴくんと動いている。顔をあげ、可愛らしく招まねき猫のような仕草をして、『吸血姫』は「うにゃうにゃ♪」と鳴いている。

　それを、どうしたもんかという表情で眺ながめて──『阿呆鳥』が呼びかける。

「ちょっと、あんた？　どうしちゃったの？　さっきから変だけど？」

「にゃ～ん？」

「いや『にゃ～ん？』じゃなくてさ……」

　飄ひよう然ぜんとした『阿呆鳥』も、さすがに戸と惑まどうしかない感じだ。

「どうしたんだろ、マジで──さっき、あたしが『猫の手も借りたい』って言ったせい？　それで猫っぽくなっちゃったの？」

　目を白黒させている『阿呆鳥』の疑問に答えたのは、ご乱心（？）した『吸血姫』のそばで「おろ、おろ」としている双ふた子ごである。

　姉のほう──『血ち眼まなこ』がはしたなく覗のぞいた『吸血姫』の下着を両手で隠したりしながら、泣きそうな困り顔になる。

「たぶん、姫さまが再現できる異能力のひとつ──獣じゆう化か能力、が中ちゆう途とはんぱに発動してるんだと思うっす。本来、完全に野獣に変化して戦う異能力なんですが、まだ上手に操作できなくて耳と尻尾だけが生えちゃうんすよ～？」

「精神は肉体の奴ど隷れい──獣化すると、知能も野獣並みに低下しちゃうんだぁ」

　妹のほう、『血ち祭まつり』は何だか幸せそうに、猫じゃらしを揺らして「にゃ、にゃっ♪」と反応する『吸血姫』と戯たわむれている。

「たぶん、かるく現実逃とう避ひしてるんだと思うんだけど。ほら──」

　意味ありげに、『血祭』は秀影に流し目を送る。

　秀影本人は「？」と小首を傾かしげているが、ともあれ。

　不意打ちのように飛びこんできた『ピカドール』の発言によって、『吸血姫』は自分が恋こいした『鴉』という青年が＝征せい夷い大たい将しよう軍ぐん豊とよ臣とみ秀影である、という構図を知ってしまった。

　秀影は、『吸血姫』が憧あこがれ慕したっている『百手姫』──さくらの最愛の人物である。
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　これまで『鴉』と秀影が別人であると誤解していたため表面化しなかった、ややこしい三角関係の図式を、『吸血姫』はついに察してしまったのだ。遅おそすぎるぐらいだが。

『鴉』は好きだ、けれど『鴉』は秀影将軍である、秀影将軍はさくらの愛いとしいひとである、秀影将軍と恋こい仲なかになるには、さくらが邪じや魔まだ、でもさくらも好きだから喧けん嘩かしたくない──いまだ幼い『吸血姫』の心はこの現実を処理できなかった。

　よって結論を保留するためにか、獣化能力で知性を放ほう棄きしてしまったわけである。

　この錯さく綜そうした状じよう況きようのなか、『吸血姫』がにゃんこになってしまったのは手痛くはあるのだけれど──まぁ、複雑な政治情勢にくわえて色恋沙ざ汰たまで入り乱れても面めん倒どうだ。

「それよりさ～？」

　とりあえず『阿呆鳥』は放置することにしたのか、話題を戻もどした。

「いま幕府と『黒船』って敵対関係なんでしょ？　あの『ピカドール』ってひと、治療しちゃってよかったの？　あの重傷じゃ、悪さもできないだろうけどさ～？」

「是ぜ非ひもない、とは思うよ」

　秀影は昼間のお化けみたいなふだんの雰ふん囲い気きを捨てて、真しん摯しに語った。

「気になることを、言ってたからね──彼は何かに追われているような様子だったし、もしかしたら『黒船』を裏切って何か機密を持参してきたのかもしれない。それに、事情はわからないけど俺を頼たよってきたみたいだし、見殺しにするのも寝ね覚ざめが悪いよ」

「征せい夷い大たい将しよう軍ぐん！　って名指しだったもんね、きな臭くさい匂においがぷんぷんするね～？」

　将軍、という単語に反応して、縁側にいた『吸血姫』が「うにゃ!?」と反応した。

　そして素す早ばやく室内にある炬こ燵たつに潜もぐりこむと、尻尾だけだして震ふるえ始めてしまった。

　こっちはこっちで、面倒くさい。

「いいなぁ炬燵、気持ちよさそうだね～？　あたしもお邪魔していい～？」

『阿呆鳥』は起きあがると、炬燵に移動して、『吸血姫』の横に収まった。

　そのまま、暑かったのか「ぷはっ」と顔をだした『吸血姫』を、撫なで撫でしてあげる。

「まぁ、いま『ピカドール』ってひとの体内にはあたしの薬液が大量に循じゆん環かんしてるしさ。いざとなればそれを毒に変じさせて、ぶっ殺すこともできるからね～？」

　和なごやかな態度のまま、『阿呆鳥』は恐おそろしいことを語る。

『阿呆鳥』は己おのれの体液ならば、他人の体内に流れているものすら操作できる。その異能力を活用し、『大奥』では『女じよ王おう蜂ばち』の身体を乗っ取ったりもしていたわけだが。

　万が一のときに備えて、治療のついでに『ピカドール』のなかに時限爆ばく弾だんのような己の体液を設置しておいた、ということか。

　抜ぬけ目がない、さすがは元諜報員スパイ──という感じの、やりくちだった。

　秀影はけれど苦く渋じゆうに満みちた表情で、そっと『阿呆鳥』を見み据すえる。

「君には、苦労ばかりかけている。二度と、汚れ仕事をさせたくなかったのだけど。君に頼ってばかりの、自分が不ふ甲が斐いないよ」

「頼られるのも、嬉うれしいもんさ。ど～んと構えてなよ、将軍なんだからさ」

『阿呆鳥』がすこし思いつめた様子の秀影を案じたのか、軽口めいて言った。

　その直後である。

　廊ろう下かに繫つながった出入り口の板戸が、開いた。

　つづけて襖ふすまも音をたてて横よこ滑すべりし、その奥から何者かが姿を見せる。

　別室で仮か眠みんをとっていた『百手姫』──さくらである。さすがに大手術の直後で、治療の役にも立たない彼女は休む必要があるからと、『阿呆鳥』が寝ねかしつけたのだ。

「おはようございます、皆みなさん──お陰さまで、ゆっくり休めました」

　安あん眠みんを貪むさぼっていたのが申し訳ないのか、さくらは俯うつむいている。

「さぁ、あなたも──どうぞ」

　さくらは、ひとりではなかった。

　後ろを振ふり向むき、後からつづくもうひとりを促うながす。

　さくらが横に避よけて、その背後にいた人物が踏ふみだしてくる。

　それは、秀影には見覚えのない青年である。年の頃ころは秀影と同じか、すこし若いぐらいであろうか。旅館が用意した浴衣ゆかた姿で、裸足はだしである。男性にしてはやや長い髪かみと穏おだやかそうな目元も相あい俟まって、どこか優しげに見える好青年だ。

　彼は所在なさそうに入室してくると、その場にひれ伏ふす。

　いったい誰だれなのだろうか──。

　当とう惑わくする秀影に、炬燵のなかに潜ったままの『阿呆鳥』が言った。

「あ、そのひと『ピカドール』ってひとだよ～？　何かね、変形したの──手術してる途と中ちゆうにさ、超ちようびっくりしちゃった」

　あの装そう甲こうされた馬、としか表現できない見た目は仮のものだったのか。

　この爽さわやかな青年としての姿が、『ピカドール』の本ほん性しようのようだった。

　見た目を変へん貌ぼうさせる異能力は、それほど珍めずらしくはない。中途はんぱなかたちだが『吸血姫』も獣化能力で耳や尻尾を生やしているし、『大奥』でも『熊くまん蜂ばち』と呼ばれた少女が異形に変じた記録がある。

『ピカドール』は『黒船』に所属している──基本的には、異能力を備えていないはずだ。変化したのは異能力を発動させる『黒船』の特とく殊しゆな兵装、『才古銃サイコガン』に因よるものか。

　いまだ『黒船』については曖あい昧まいな部分が多いので、詳しよう細さいは不明だが。

『ピカドール』らしき青年は反応せず、ひたすら畏かしこまって平へい伏ふくしている。

「ちょっと、あんた──まだ動いちゃだめだって、死ぬよ～？」

『阿呆鳥』が呆あきれたように、そう呼びかけた。

「私のことなど、どうでもよいのです」

　けれど『ピカドール』は顔を伏ふせたまま首をふり、どこか堅かた苦くるしく応こたえる。

「突とつ然ぜんの来訪で驚おどろかせたばかりか、命を繫いでくれたこと──深く感謝いたします。恩義を受けながら失礼甚はなはだしいのですが、まずは私の話を……うぐっ!?」

　胸を押さえて、『ピカドール』が激しく咳せきこむ。

　あきらかに失調している──ほとんど重病人のようだった。

「ほら、言わないこっちゃない」

　億おつ劫くうそうに『阿呆鳥』が炬燵からでてきて、間近に置かれた湯飲みを手にすると、そこに唾だ液えきを垂らす。体液操作の能力で薬液に変じさせたのか、薄うす緑みどり色に発光したそれにお茶を混ぜて、そっと『ピカドール』に差しだした。

「能力の使いすぎで干ひ涸からびちゃいそうだよ、まったくもう──とにかく、これ飲んで落ちつきなよ。気付け薬だよん、お姉さんの体液エキスで元気になんな～？」

「忝かたじけない」

『ピカドール』は律りち儀ぎに頭をさげ、湯飲みの中身を一気にあけた。

　噎むせてやや咳きこんだものの、薬液の効果か──すこしだけ顔色がよくなった。

　人ひと心ごこ地ちついてから、『ピカドール』は再び床ゆかに頭を擦こすりつけて、土下座する。

「あらためて、征夷大将軍豊臣秀影さま──恥はずかしながら直じき訴そさせていただく！」

「うにゃ～あっ!?」

　やはり「将軍」という言葉は禁句なのか、『吸血姫』がまた炬燵のなかに潜りこんでしまったが、今はそちらはいい──。

　秀影は困ってしまって（庶しよ民みん的な暮らしが長かったので、いまだにお偉えらいさん扱あつかいに慣れていない）、おずおずと『ピカドール』に呼びかける。

「あの、とりあえず面おもてをあげてください。ついでに、あまり大声で将軍とか呼ばないでいただけると──ほら、いま幕府は批判の的ですし。怨うらみも買っていますから、俺が将軍だとわかると襲しゆう撃げきされるかもしれませんし」

　誰かさんたちのせいでね、と幕府の悪評を広めている『黒船』のものに嫌いや味みをちくりと刺さすほどには、秀影は性しよう悪わるではなかった。

　ただ『ピカドール』は察したのか、赤面してさらに深々と頭を垂れるのみ。

「ほんとうに、何と言ってお詫わびをすればよいのか──ただ弁明させていただくと、汚きたない裏工作をして幕府の名声に傷をつけたのは、『黒船』の本意ではありませぬ！　すべては『モモ』という大幹部の独断です、言い訳がましく聞こえるかもしれませぬが！」

『モモ』、という名前にさくらが反応し、複雑そうな表情をした。

　秀影は最愛のさくらの物もの憂うげな様子がすこし気がかりだったが、まったく話が進まないので、やや焦じれったく思い始めてきた。

「とにかく落ちついてください、何の話かはわかりませんが──聞きますから。子細を説明してください。事と次し第だいによっては、俺でよければちからになりますよ？」

「ありがたき、お言葉……！」

『ピカドール』は涙なみだぐみすらして、感極きわまった様子で顔をあげる。

　そして祈いのるように両手を絡からめると、鬼き気き迫せまった態度で秀影に陳ちん情じようする。

「厚かましいかぎりですが、どうかおちから添ぞえをいただきたい！　この国の、いいえ歴史の危機なのです！　対応を過てば四百年前の、『時空間爆弾』による悲劇の再来になりかねません！」

　どういうことだろう──と秀影は戸と惑まどったが、尋じん常じようではない『ピカドール』の言い草に、態度を改めて聞く姿勢となる。

　それから『ピカドール』が語った内容は、おおよそ信じがたい、けれど事実とすればたしかに捨て置けぬ事こと柄がらであった。

『ピカドール』もすべてを知っているわけではないようだったが、息苦しそうにしながら彼の語った内容を、要約すると──。
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　刻ときを遡さかのぼること、半月ほど前。

　血色の夕焼けに染まった長なが崎さき出島を、ひとりの女が歩いていた。

　元『大奥』序列二位、『赫竜あかとんぼ』である。

　異人らしく彫ほりの深い顔立ちに、童女のようなそばかすがやや不似合いだ。くすんだ金属のような髪の毛をきつく三つ編みにしている。魔ま女じよめいて見える尖とがり帽ぼう子し。派手な外套マントのしたは肌はだ寒ざむい季節だというのに、局部のみを隠かくした淫いん猥わいな水着姿である。

　奇き態たいではあるが──異人に変人、半身が機械の『黒船』のものなどまでが吹ふき溜だまる長崎出島においてはさして素すっ頓とんきょうな容よう貌ぼうではなく、人目をひくものでもない。

　とくに本日は誰もが仮装し参加する、夜祭カーニバルの真っ最中である。

　ただでさえ奇き怪かいな見た目のものが多い出島の住民たちが思い思いに着き飾かざり、道どう化けや獣けものなどの仮装や毒々しい化け粧しようで素す性じようを隠して踊おどり歌い──浴びるように酒を吞のみ、誰も他人の見み栄ばえなど気にしていない。

　魑ち魅み魍もう魎りようの群れのごとき奇きっ怪かいな面相のものどもが浮うかれ騒さわぎ、地じ獄ごくが溢あふれかえったような喧けん噪そうと混こん沌とんで充みち満ちていた。

　仏ぶつ頂ちよう面づらで歩く『赫竜』のそばでも、全ぜん裸らに仮面をつけただけの男女が踊りなのか性交なのかわからぬ動きで絡みあい、酔すい漢かんどもが酒瓶びんで殴なぐりあって垂れた焼しよう酎ちゆうや鮮せん血けつを啜すすりほろ酔よいいい気分、やたらと腕うでの多い曲芸師がくるくると小刀ナイフをお手玉し、背中から翼つばさを生やした怪かい人じんどもが月を横切り喚わめきながら飛ひ翔しようしていく。

　正気を失った画家が本能のままに描えがきだしたような妙みようちくりんな光景のなか、『赫竜』は揉もみあう群衆を鬱うつ陶とうしそうに眺ながめつつ、大おお股またで歩いていく。

「『大奥』モ大たい概がい、変ナ場所ダト思ッテタケド──」

　うんざりとして、『赫竜』はやたらと尖った犬歯を不ふ機き嫌げんそうに軋きしらせる。

「ソレ以上カモネ。ッテイウカ、出島モズイブント変ワッチャッタワ・ネェ？」

『赫竜』にとって、この出島はふるさとである。

　鎖さ国こく政策を敷しいているこの国において、異人はまとめて出島に押しこまれる定めだ。

『赫竜』は、己の両親がどういう経けい緯いでこの国で暮らすことを選んだのかは、よく知らない。物心もつかぬ幼いころに誘ゆう拐かいされ、見み世せ物もの小屋で育ったからだ。

　両親は貿易商だったのか、異国の知識を伝えにきた学者か、あるいは伝道師だったのか──祖国で何らかの罪を犯おかして逃にげ延のびてきたのか、よく知らない。

　後に『赫竜』を拾い『大奥』へ導いた『絲妃あらくね』が、手を回して調べてくれたのだけれど。『赫竜』が見世物小屋で家か畜ちくのように暮らしていた時分、両親はひっそりと亡なくなっていた──とだけ聞いている。

『絲妃』はとくに意味もなく噓うそをつく悪あく癖へきがあったので、それが事実かどうかはわからないが、『赫竜』にとって『絲妃』の言葉は絶対だし──興味もなかった。

　両親の素性はわからないけれど、今の『赫竜』には関係ない。『絲妃』に拾われて、寵ちよう愛あいを受けた『大奥』序列二位、大量破は壊かい兵器のような女──それが、自分のすべてだ。

　けれど『絲妃』が死に、『大奥』から出しゆつ奔ぽんし、何もかもを失ってしまった『赫竜』は──寄る辺がなくなって、たまにひどく不安になる。

　何者でもない自分。誰でもない自分。どこの馬の骨とも知れぬ自分。

　むかしは、見世物小屋では──それが当たり前だったはずなのに。

　未練たらしく『大奥』にいたころと同じ見た目を装い、必死に何かを取りつくろっている自分がとても弱くなってしまったようで、『赫竜』は落ちつかなかった。

「『赫竜』よ」

　ちょこんと外套マントを引っぱられる感覚があって、『赫竜』はそちらを見た。

　ちいさな少女が、ぼんやりした様子で立っている。

　まだ幼いがうつくしい顔立ちをしていて、精巧な陶器人形ビスクドールのようだ。やや暗あん鬱うつな印象の西洋衣装をまとっている。檸檬レモン色の艶つややかな髪かみの毛は長く透とう明めい感があって、すべてが壊こわれやすい芸術作品のようで、顔色も青白く無表情なのでまるで生きている感じがしない。

『デンキ』──という名前の他ほかは、いまだ『赫竜』には詳細が不明だ。

「顔色が優すぐれぬが、腹でも痛いのか？　へそを丸だしで歩いているせいでは？」

　お人形めいた少女は、ほとんと抑よく揚ようのない小声で囁ささやくと、どこか偉そうに「むふん」と胸を張った。そして『赫竜』の外套マントを赤ん坊ぼうのように握にぎりしめると、こちらの背中をおもむろによじ登ってくる。

「ちょっと、あんた──」

　突とつ拍ぴよう子しもない『デンキ』の行動に、『赫竜』は戸惑う。

　まるで頓とん着ちやくせずに、『デンキ』は苦労して『赫竜』の背中を這はいあがると、肩かた車ぐるまの姿勢になる。邪じや魔まそうに『赫竜』の尖り帽子をのけて、己おのれの頭にかぶった。

　えへん、とその状態で胸を張る意味のわからん幼女を、『赫竜』は睨ねめあげる。

「何ナノヨ、馴なレ馴なレシイワ・ヨォ？　アト、アンタ見タ目ヨリ重クナイ？」

「われは、半身が機械であるからな。ぶつくさ文句を言わずに、運ぶがよい」

　とても偉そうな『デンキ』は、視界が高くなったのが嬉うれしいのか、やや目を輝かがやかせて周囲を眺めている。硝子ガラス玉のような双そう眸ぼうに、夜祭カーニバルを愉たのしむ出島の人々の狂きよう態たいが映りこんでいる。遠い、打ちあげ花火の色も。

「『赫竜』、あれは何だ？　あれだ、何か光ったぞ？　どういう理り屈くつである？」

　操そう縦じゆう桿かんのごとく、『赫竜』の三つ編みを引っぱって、得意げに。

「近くで見るぞ、われを運ぶがよい。きりきり歩け、面おも舵かじ一いつ杯ぱい～♪」

「アレハ花火デショ、近ヅイタラ危ナイワヨォ──ッテカ、アンタ何様・ヨォ？」

『赫竜』は乗り物扱いされているのが不服で、くちびるを尖らせる。

　この『デンキ』という少女の正体については、薄うす々うすと察しがついている。その推測が正しいならば、あまり無体な態度をとるべきではない、ご機き嫌げんをとるべきですらある。

　それは理解しているのだが──どうにも、かわいげのない子供なのだ。

　何で、こんな子供の世話を焼いてやらなくてはいけないのだろう……。

　近ごろそんな役回りばかりな気がする、どこで人生を間ま違ちがえたのだろうか、と『赫竜』は遠い目をして溜ため息いきをついたが。

「ほら、ぼうっとするな。われの言うことを聞け、あの花火とやらを近くで見るのだ」

『デンキ』がこちらの頭を「ぺん、ぺん」と叩たたいて急せかしてくる。

「ソレナラ勝手ニ歩イテイケバイイデショ、私ヲ乗リ物ニシナイデ・ヨォ？」

「なぜだ？」

『デンキ』はすこし可愛かわいらしく「きょとん」と小首を傾かしげた。

「われは歩行能力がほとんどない、赤ん坊並みといっていい。このような人ひと混ごみのなかを搔かきわけて進むのは無理だ。転んで踏ふみつけにされて死ぬ。われに死ねと言うのか？」

　実際、『デンキ』は極きよく端たんに身体能力が低い。

　先ほどまではがんばって歩いていたが、すぐに疲つかれて休みたがるし、ほんとうに手がかかる。この子の保護者（？）である『ピカドール』によると、『デンキ』はこれまでほとんど運動らしい運動をしたことがないらしい。

「それに、高いところから見下ろすのは気分がよい」

『デンキ』はそう言うと、ほんのわずかだけ血色をよくした。

　無表情なのでわかりにくいが、それなりに上じよう機き嫌げんのようだった。

　仕方なく『赫竜』は『デンキ』をおぶい直してあげながらも、不平を並べる。

「ツウカ、『ピカドール』ニ背負ッテモライナサイヨ。アンタノ従者ミタイナモンナンデショ、アッチヲ扱こキ使イナサイ・ヨォ？」

「『ピカドール』は従順すぎて、つまらん」

『赫竜』の三つ編みを引っぱり、『デンキ』は「にやり」と不気味に笑った。

「嫌いやがる気の強い女を屈くつ服ぷくさせるほうが、楽しいであろう？　ほぉら、ぶつくさ言ってないで歩くがよい。全速前進であ～る♪」

「…………」

　クソガキにまた頭を叩かれて、『赫竜』の苛いら々いらは絶頂に達した。
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「やぁ、『赫竜』さん！　お疲れさまです！」

　やけに爽さわやかな声が、響ひびいた。

　くそ生意気な幼女『デンキ』をそのへんのどぶ川にでも放ほうり捨てようかと思案していた『赫竜』は、忌いま々いましい声の方向を睨にらみつける。

　ひとりの青年が、こちらに向かって歩み寄ってきている。書生風の、優やさ男おとこである。目元を柔やわらかく演出する眼鏡めがねをかけていて、男性にしては長い髪の毛を馬の尻しつ尾ぽのように結ゆわえている。

　焼きそばやたこ焼きなど、屋台飯が詰つまった紙かみ袋ぶくろを片手に、吞のん気きに手をふっている。

『デンキ』の保護者（？）──『ピカドール』である。

　ひょんなことから『赫竜』と知りあい、ずるずると関係を保っている青年だ。本人はとある商家の丁でつ稚ちですよ、などと己を紹しよう介かいしていたがいかにも胡う散さん臭くさい。訳ありでないわけがない、だが決して己のほんとうの素性を語らない──信用できぬ相手だった。

　とはいえ出島になかば成りゆきから逃げこんできた『赫竜』たちは寄る辺がなく、『ピカドール』が何くれとなく世話を焼いてくれなければ生活していくのも困難だった。

　今では『赫竜』は近所の炊すい事じ場ばでかんたんな手作業をして日ひ銭ぜにを得ているが、その仕事も『ピカドール』に紹介してもらったものだ。食事などをともにする機会も多く、出島では最も親しい相手──といえる。

　何か裏があるのではないか、と常に悪わる巧だくみをしているような『絲妃』のもとにいた『赫竜』は疑ってしまうが、今のところごく平和的な付きあいがつづいている。

　それなりに仲のよいご近所さん（？）みたいな関係のまま、今に至る。

　最近は『デンキ』を伴ともなうことも多く、この生意気な幼女のお世話をするのはけっこう大変だが、『大奥』での血まみれの殺しあいに比べれば楽なものではある。

　妙に所帯じみていく己が何だか哀かなしいが、『赫竜』は少しずつだが、『ピカドール』たちに気をゆるし始めていた。

『黒船』と呼ばれる異国の勢力がなかば占せん拠きよした、長なが崎さき出島で。

　人目を忍しのぶ過か酷こくな逃とう亡ぼう生活、と呼ぶのも憚はばかられるのほほんとした毎日を、『赫竜』は送っていた──このときは、まだ。

「おばさま、見て見て！　黒、いっぱいお菓か子しとか買ってもらったのじゃ♪」

『ピカドール』の傍かたわらに寄り添そった童女が、嬉しそうに手をふってくる。

　何だかんだで『赫竜』と同居生活をつづけている──豊臣黒くろ姫ひめである。

　この国の支配者たる豊臣幕府の唯ゆい一いつの女子であり、まごうことなきお姫さまなのだが、最近はすっかり険もとれ高貴な振ふる舞まいも影かげを潜ひそめ、そのへんの子供のようだ。

　お団子にまとめてから垂らされた長い黒くろ髪かみ。ふだんは真っ黒な振り袖そで姿だが、今日は夜祭カーニバルゆえにかやや明るい色調のものを選んでいる。ほっぺを林りん檎ごのように赤くして、頭にちいさなお面をつけている。

『赫竜』がなかば『大奥』から誘拐してきた黒姫だが、とくにこちらを怨うらんだり恐おそれている様子はなく、むしろ最近はひどく馴なれ馴なれしい。

　小走りに駆かけ寄ってくると、幼子が母親にそうするように、夢中で身体からだを擦こすりつけてくる。そして「見て見て！」と手にした鈴すずかすてらの詰まった紙袋を掲かかげてみせる。

「『ピカドール』が買ってくれたのじゃぞ？　何でも買ってくれるのじゃ、こやつ！」

　行ぎよう儀ぎ悪く紙袋から鈴かすてらを直じか食いしながら、黒姫はご満まん悦えつである。

　呼ばれた『ピカドール』はゆっくりと、遅おくれて『赫竜』のそばに辿たどりついた。意味ありげに微笑ほほえんでくるので、『赫竜』は「ケッ」とそっぽを向く。

「ソウ、オ世話ニナッタワネ──チビクロ、オ礼ヲチャント言ッタノ？」

「そうじゃった。ありがとうの『ピカドール』、美味おいしいぞこれ♪」

　おまえも食え、と『ピカドール』に紙袋を掲げる黒姫であった。

　黒姫はあまり他人に懐なつかないほうだが、『ピカドール』は優やさしいから好きらしく、ずいぶんと仲なか睦むつまじくしている。まぁ、ぎすぎすされても面めん倒どうだし、結構なことではある。

「『デンキ』さまのお世話を任せてしまってすみませんね、『赫竜』さん」

　黒姫からもらった鈴かすてらを手のひらにのせたまま（なぜか『ピカドール』も『デンキ』も人前で食事をとりたがらない）、『ピカドール』が申し訳なさそうに言ってくる。

『赫竜』は「フン」と鼻を鳴らして、我ながら可愛くない反応をした。

「ソウ思ウナラ、代ワッテヨ。コイツ、乗ッカッテキテ鬱うつ陶とうシインダケド？」

「あ～、『デンキ』ちゃんずるい～！」

　黒姫がそこでようやく『赫竜』に背負われている『デンキ』に気づいたか、振り袖を揺ゆらしてせがんでくる。

「おばさま～、黒もおんぶ！　おんぶ～♪」

「…………」

　黒姫は最近すっかり遠えん慮りよがなくなってきている、気がする。

　それをあまり不ふ愉ゆ快かいに思わない、自分も嫌だ。

『赫竜』は長く深い溜息を漏もらして、どうしてこんなことに、とあらためて自分の置かれている状じよう況きようの不可解さに戸と惑まどった。

「おぉ、『デンキ』ちゃんと呼んでしまった──『デンキ』さまと呼ぶべきかの？」

　黒姫が己の失言に気づいて、口元を振り袖で覆おおった。

　先日、黒姫は『ピカドール』により──この不思議な少女、『デンキ』を紹介され、仲良くしてほしいと頼たのまれたのである。

『大奥』にいたころもろくに友達がいなかった黒姫にとっては難題であり、それでも努力はしたようだが、いちど「『デンキ』ちゃん」と呼びかけて「『さま』をつけろ、愚ぐ民みん」という酷ひどい返事をされてしまい、やや距きよ離りをとっていた。

　ついでに『赫竜』は自分では何もしない『デンキ』の世話を焼く機会が多いぶん親密になり、黒姫は優しい『ピカドール』のほうに懐く、という妙みような事態になっている。

　肝かん心じんの『デンキ』と黒姫の関係は、ほとんど進展していない。

　面倒くさい子供たちの板いた挟ばさみになって、『赫竜』はどうしたらいいかわからない。

「そう畏かしこまることはない、黒姫」

　だが『デンキ』は今日は機嫌がいいのか、『赫竜』の三つ編みを弄いじりながら。

「構わぬ、われは寛かん容ようである。祭日であるしな、無礼講であるぞ」

　小生意気に言われて、黒姫は目を白黒させ、縋すがるように『赫竜』を見た。

　見られても困る。

「ずいぶん、『デンキ』さまに気にいられたようですね──『赫竜』さん」

　微笑ましそうに言った『ピカドール』の眼鏡を、無数の色しき彩さいが塗ぬりたくる。花火が、断続的に夜空を染めている。見るとあちこちに仮設の倉庫が建ち並び、中身はすべてが花火らしい。いったいどれほどの量か──まとめて炸さく裂れつしたら、出島が消し飛びそうだ。

　出島では何もかもが極端で、濃のう密みつだった。

　花火が陰いん影えいをつくっている、この夜祭カーニバルの最大の目玉である巨大な記念碑モニユメントも、無む駄だに豪ごう華かだ。万魔博パンデモ覧会ニバル、などと瓦斯燈ネオンで記されたその巨大な二等辺三角形──⊿のかたちをした意味不明の物体は、遠い異国の王の墳墓ピラミツドとやらを参考にしているらしい。

『デンキ』が見たがるのでいちど眺ながめにいったのだが、ほとんど人工的な巨大な山で、こんなものが人力でつくれるのかと驚おどろいたものだ。大おお阪さか城よりも巨大な建造物がいつの間にか鎮ちん座ざしていて、さながら一夜城であった。あらためて、長崎を占拠した『黒船』勢力の超ちよう科学力を実感して、ぞっとしない気分を味わったものだ。

　得体のしれぬ、異世界に迷いこんだようなこの落ちつかない感じも、たぶんきっと出島という特とく殊しゆな環かん境きようにいるせいだ。

「怖こわい顔をしてちゃだめですよ、『赫竜』さん」

『赫竜』よりも背の低い『ピカドール』が、こちらを見あげて微笑んだ。

「せっかくのお祭りですし、美人が台無しです」

　さらりと言われて、『赫竜』は「ムグ」と息を詰まらせる。『大奥』では、己おのれの異貌は忌き避ひされ恐れられることはあっても、褒ほめられることなどなかった。慣れていない。

「いやぁ、しかし──『赫竜』さんと『デンキ』さま、何だかすこし似てらっしゃる。髪かみの色のせいですかね、ほんとに親子のようですよ～？」

『ピカドール』は調子のいい言葉を並べているが、実際、同じく異人である『デンキ』のほうが、『大奥』の他ほかの生徒たちよりも己に似ているだろう──と『赫竜』は思う。

　まさか親類ではなかろうが、もしかしたら『デンキ』は『赫竜』と同じ人種の暮らしている国の出なのかもしれなかった。すこしだけ『デンキ』に親近感をおぼえるのも、そのせいだ。自分と似ている生き物に好意を抱いだく、動物としての本能だ。

『赫竜』は何だかむしゃくしゃしてきて、『ピカドール』を睨にらみつけると。

「クダラナイコト言ッテンジャナイワ・ヨォ？」

　優やさ男おとこの顔面に、「ペッ！」と唾つばを吐はいた。引っぱたこうにも『デンキ』を肩かた車ぐるましていて、手が塞ふさがっているのだった。

『ピカドール』は平然と、刺し繡しゆうの細やかな手布ハンカチで顔を拭ぬぐいながら。

「いやはや、これは手厳しい！　いいえ、むしろご褒ほう美び！　はっはっは！」

　あぁ、と『赫竜』は先ほどの『デンキ』の「『ピカドール』は従順すぎてつまらん」という言葉の意味を実感した。どんな嫌がらせをしても怒おこらず、むしろ悦よろこぶ被マ虐ゾ趣ヒ味ス者トなど、相手にしても疲つかれるだけだ。

　誰だれからともなく、夜祭カーニバルのなかを歩き始める。

　つれ添って、まるで家族のように。

　すっかり所帯じみてしまった……。

　大量破は壊かい兵器のような女、と恐れられた面おも影かげは、もはや『赫竜』にはなかった。

　だが気を抜ぬきすぎてはいけない。いまだ時代は動乱を抱かかえており、幕府と緊きん張ちようした関係にある『黒船』が占拠したこの出島は、いつ攻こう撃げきを受けてもおかしくはないのだ。『赫竜』も、幕府からは追われる立場である。

『赫竜』の将軍御ご前ぜん試合で負った疲ひ労ろうと怪け我がはほとんど完治したが、ひとりの武勇で、覆くつがえせることばかりではない。安心して身を任せる相手──『絲妃』が生きていれば、何も不安など抱かずにいられたのだけど。

　今ではもはや、『赫竜』が保護者だ。

　慣れぬ立場に、いまだ『赫竜』は翻ほん弄ろうされてばかりだった。
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「アァア──私モオ腹なかスイチャッタ・ワァ？」

『赫竜』はゆっくりと『デンキ』を降ろして、猫ねこ科の大型肉にく食しよく獣じゆうのように伸のびをする。

　そして横目で『ピカドール』を見ると、異国の言葉を口にした。

『すこし話せますか？』

「おや」

『ピカドール』もすこし意外そうにしながらも、こちらの意図を汲くんでくれたのか。

『構いませんよ』

　異国語に切りかえて、微笑んだ。

『しかし相変わらず、『赫竜』さんがこちらの言語で喋しやべるときは妙に丁てい寧ねいで、面おも白しろい──いいえ、可愛かわいらしいですね』

『遺い憾かんです、訂てい正せいを求めます。意図は伝わりますか？』

『とはいえ。こちらの言語に切りかえただけでは、『デンキ』さまにも伝わってしまいますので──内ない緒しよ話でしたら、すこし離はなれましょう。あまり遠くへは行けませんので、ちょっとそのへんで』

　手近な位置にある、酒やおつまみなどを売っている屋台を目線で示される。

『赫竜』は頷うなずき、黒姫の頭をそっと撫なでて、こちらには日本語で語りかける。

「チビクロ、チョットノ間──『デンキ』ノ世話ヲシテオイテ。デキルワヨネ、アンタノホウガオ姉サンナンダカラ？　ホラ、オ小こ遣づかイアゲルカラ、コレデ遊ンデナ？」

「ほぇ？」

　黒姫には異国の言語が宇宙人の会話に聞こえるらしく、おおきなお目々をぱちくりさせてから、慌あわてて小こ銭ぜにを受けとると。

　すこし不安そうにしてからも、しっかりと頷いた。

「わかったのじゃ。黒、良い子にしておる。『デンキ』ちゃんのことはちょっと苦手じゃけども──黒のがお姉さんじゃものな、えへへ♪」

　お姉さん扱あつかいが嬉うれしかったのか、振ふり袖そでを揺らして喜んだ。

　そしてやや離れたところに金魚すくいの出店を見つけて、『赫竜』の尖とがり帽ぼう子しをかぶったまま眠ねむそうに船を漕こいでいる『デンキ』に、呼びかける。

「『デンキ』ちゃん、あれで遊ぼう。金魚すくい、わかるかや？」

「ふぁお……。知っている、下等生物を弄もてあそぶ遊びであるな。興味深い」

　言いながらも、ほんとにお疲れなのか動こうとしない『デンキ』を、黒姫が焦じれたように摑つかんだ。手を引いて導いてやろう、と思ったのだろうけど──。

　そこで黒姫は、はっとして青ざめた。

　振り袖のなかにずうっと隠かくしていた、黒姫の手のひら。『大奥』で大量の血にまみれ、その異能力による副産物で黒く染まった、罪深くも異様な指先。

『デンキ』の手のひらは絹織物のように白くきれいだったので、殊こと更さらに黒姫の手のおぞましさが強調されるようだった。

　黒姫はこの、母から受け継ついだ異能そのもののような黒く染まった両手を──忌いまわしく思っており、いまだ『赫竜』以外に触ふれられるのを嫌いやがる。

「あっ──」

　黒姫は夢から醒さめたように、慌てて『デンキ』から手を放した。

「すまぬ……」

　しょんぼりして、数歩ほど退いた。

『デンキ』は「？」と不思議そうに、硝子ガラス玉の双そう眸ぼうで黒姫を見つめた。

「なぜ謝る？」

「黒の手、汚きたないから──」

　悄しよう然ぜんとしてつぶやく黒姫の手のひらを、『デンキ』はそっとちいさな指先で摑むと、眼前でまじまじと観察した。

　恥はじらうように俯うつむく黒姫だが、『デンキ』は無む垢くに語った。

「この体組織の変化は、強大な異能力に遺伝子が対応したことによるもの。きわめて、ごく真っ当な事例であろう。卑ひ下げすることはない、と判断するが」

　指先を絡からめて、あらためて手を繫つなぐ。

「他人と異なることを厭いとうならば、われなどは身体からだの大部分が機械だ──魂たましいまで機械化した女、そう呼ばれている。骨の髄ずいまで、他者と異なる」

　思ったことを率そつ直ちよくに、『デンキ』は口にしているようだった。

　ゆえにこそ、そこには噓うそも誤ご魔ま化かしも、お世辞すらもない──本音なのだろう。

「むしろ、われは黒姫が羨うらやましい」

　黒姫の罪と血で染まった指先を、己の頰ほおに押し当てて。

「黒姫の手のひらは、あったかいのだから」

「…………」

　黒姫はすこし驚いたように目を丸くして、言葉を失ったが。

　やがて身体からちからを抜いて、ほんのすこし微笑ほほえんだ。

「ありがとう、『デンキ』ちゃん。慰なぐさめてくれるのじゃな」

「感謝される謂いわれはない。思ったことを述べたまでである」

　そのまま幼子たちは、手を結んだまま、金魚すくいの屋台に向かっていく。寄り添そって、ほんのすこしでも心の距きよ離りを縮めて──傍はた目めからは、仲なか睦むつまじい姉妹のように。

　和装と洋装。黒くろ髪かみと金きん髪ぱつ──見た目は正反対にも思えるのに、どこか似ているふたりだった。

　それを、『ピカドール』は慈いつくしむように見送っていた。

『赫竜』も何だかほっとして、屋台で安酒と串くし焼やきを買うと、やや寛くつろいだ。尖った歯で串焼きを引きちぎるようにして囓かじり、横目で『ピカドール』を眺める。

　考えてみれば、男性とふたりきり──というのに慣れていない。

　見み世せ物もの小屋では常に檻おりのなか、独りぼっちだった。あるいは観客の前で芸を見せて、常に好こう奇きと蔑さげすみの視線が向けられていた。『大奥』も、うら若き少女たちの楽園だ──男性と触れあう機会などほとんどなかったし、『絲妃』の傍かたわらにばかりいた。

　奇き異いの目で見られるか、あるいは怪かい物ぶつのように恐おそれられ遠ざけられた。

　今さらふつうの女になどなれない──の、だけど。

『私をお疑いになるのも、当然だと思います』

　不意に『ピカドール』が、口火を切った。

『私たちは実に怪あやしいでしょうし。あなたも他人から裏切られ、傷つけられてきたのでしょう──そういう顔をしています。この鎖さ国こくされた土地で異人が生きるというのは、そういうことでしょうしね』

『あなたに、私の何がわかりますか？』

『類推のみで申しているわけではありませんよ』

　どうも、異国の言語だと堅かた苦くるしい会話になってしまうけれど。

『ピカドール』は『赫竜』を真っ直すぐに見つめて、すこし迷うようにしてから。

　決然と言った。

『他者に理解されずに、憎ぞう悪おのなかで独りぼっちで生きていく。それは、『デンキ』さまも同じですからね。先ほど、あなたたちが似ていると言ったのは──本心ですよ』

　どこか一歩退くような態度を改めて、『ピカドール』は踏ふみこんでくる。

『あの御お方かたは、『デンキ』さまはその機能のみを求められて、誰もその人間性を鑑かんがみてきませんでした。これまで、生みの親すらも。だから私だけは、そんな『デンキ』さまの心を尊重したい。魂まで機械化された──わけではない、はずですから』

　胸むな元もとに手を添えて、懺ざん悔げするように。

『苦しくないわけがない、寂さびしくないわけがないんです。『デンキ』さまは、まだちいさいのですから。私は、あのかたの友にも、家族にもなれないかもしれない。立場があります。けれど、そばで支えることぐらいはできるはずです』

　不器用に、異国の青年は語った。

『他意はありません。と言っても、信じてもらえるかはわかりませんが。私はほんとうに、ただ『デンキ』さまにも人間としてのちょっとした幸せを、味わっていただきたいだけなのです。でないとあんまりにも、あの御方は哀あわれです』

『無理ですよ。人間は、誰もが血まみれで生まれてくる。この現代は、とくに。他人を殺すことぐらいしかできない異能力で、呼吸と同じだけ他人を傷つける。私たちが、他人と同じだけの幸せを望むのはいけないことです』

『赫竜』も安酒が廻まわったのか、ふだんは秘ひめ隠している本音をつぶやいた。

『見世物小屋で、『大奥』で、何度も祈いのりました。せめて人間らしく生きたい。たっぷりの財宝なんていらない、愛するひとのそばですこしだけ安らかに眠れる、そのぐらいの幸福が欲しかった。でも、神さまなんていません。血と、涙なみだだけが、現実でした』

　異国の言語に慣れていない『赫竜』には、うまく言えなかった。

『最初から期待しなければ、失望もしません。せめて、哀かなしむことはありません。諦あきらめて、生きてきました。だから今さら──望んではいけないのです、ひとつだって』

『神さまがいないからこそ、人間は、己おのれの手のひらで欲しいものを摑まなくてはいけません。半身が機械の私たちは、他人よりもずっと、何倍もの努力をしなくてはいけません。私は、だから──諦めません、たとえ徒労でも』

『赫竜』と『ピカドール』の目があった。

　青年の瞳ひとみのなかでは、激情が燃え盛っていた。

『私はそのために生きているのだと、信じています』

『他人のために、尽つくすだけの人生で満足ですか？』

『赫竜』は言ってから、自じ嘲ちようした。それは、己のことだ。いまだ『絲妃』の思おも惑わくに縛しばられ、それで満足している。けれど、『絲妃』は死んでしまった。

　寄る辺なく、迷子のように、『赫竜』は途と方ほうに暮れている。

　戸と惑まどいのなかで──この、長なが崎さき出島で。

「おばさま、見て見てっ♪　いっぱい金魚が捕とれたのじゃっ！」

　やや離れた位置で、黒姫が『デンキ』としっかり手を繫いだまま、金魚すくいの出店の前でしゃがみこんでいる。ポイを握にぎった片手を振って、天てん真しん爛らん漫まんに。

　その足あし下もとに置かれた器うつわには、溢あふれそうなほどの金魚が盛られている。

「おばさまが鍛きたえてくれたお陰かげで、お魚を捕つかまえるの得意になったのかも！」

　見ると、黒姫は己の異能力で、ポイを補強し──また逃にげまどう金魚を水と同色の透とう明めいな糸で搦からめとり、器用に捕ほ獲かくしている。

　そういえば、『赫竜』は戯たわむれに黒姫を鍛えていた。長崎の海岸で、己の能力を研けん鑽さんしながらも、片手間に。

　敬愛する『絲妃』の最後の命令は、黒姫を守れ、であった。

　いつも『赫竜』の手が回るとは思えないから、黒姫自身を鍛えてやれば自分で自分を守れるかもしれない──と思ってのことだが。

　黒姫は目に見えて、成長している。以前は、母から受け継いだ糸使いの能力を、ほとんど制せい御ぎよできていなかった。有効に用いられずに、持て余していたはずだった。

　だが今は、手足のようにとはいかないが──かなり上手に、異能力を用いている。

　糸使いとして、成長している。

　ゆっくりと──母親に、あの『絲妃』に近づいている。

　それは、喜ぶべきことのはずだった。けれど『赫竜』のなかには、とぐろのような憂ゆう苦くが渦うず巻まく。黒姫が遠ざかっていくようで、無む性しように恐ろしかった。『絲妃』はきっと黒姫の成長を喜ぶ、むしろ褒ほめてくれるはずだ、生きていたならば。

　けれど、『赫竜』は動どう揺ようする。

　何かあったかくて尊いものを、失いつつあるように思えて。

　自分の心が、わからなかった。

「おばさま？　どうかしたのかえ？」

　黒姫が心配そうに、こちらを見あげて小首を傾かしげた。

　彼女に何と応こたえたらいいのか、『赫竜』にはまだ──わからなかった。
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『赫竜』の穏おだやかな生活が終わりを告げたのは、それから数日後のことだった。

　その日、『赫竜』は職場としている炊すい事じ場ばからの帰宅が遅おくれてしまった。

　やたらと、本来の職務である皿洗いなど以外の雑務が多く、忙いそがしかったのである。

　何でも長崎出島は現在、原因不明の熱源エネルギー不足らしく、あちこちの工場や店てん舗ぽがなかば機能を停止していたのだ。

　異国の勢力たる『黒船』に占せん拠きよされ、独立国家を気取る出島への幕府からの制裁措そ置ちか、あるいは『黒船』が大量の熱源エネルギーを用いて何かを企くわだてているのか、それとも先日に開かい催さいされた夜祭カーニバルで思いの外に電力や燃料を消費してしまったのか──。

　事情は不明だがともあれ、主に貿易を目的としている出島には自ら食料や熱源エネルギーを生産する機能はほとんどない。情勢不安な現代では幕府からの援えん助じよも望めぬ。誰だれもが汲きゆう々きゆうとし、家屋から明かりが消えた薄うす暗ぐらい出島は、まるで全体が葬そう式しき会場のようになっていた。

　いつもはやたら自己主張の激しい道々の瓦斯燈ネオンも輝かがやきを失い、粗そ末まつな廃はい屋おくや瓦が礫れきの山を月明かりに浮うかびあがらせる。街灯も消えているのでは外も出歩けぬ。誰もが寒さに肩かた身みを寄せあいながら、屋内で不安げにしていた。

　この世の終わりのような、気の滅め入いる状じよう況きようであったが──。

　予想外なことに。

　異能力により炎ほのおを生みだせる『赫竜』は、あちこちで重宝されてしまった。

　やれ炊すい事じのために、暖だん房ぼうのためにとあちこち駆かりだされ、求められるままに火種を振ふりまいた。そのたびに感謝され報ほう酬しゆうも受けとり、一夜にしてちょっとした財産と、出島の人々の衆望を得てしまった。

　正直、『赫竜』は困っていた。

　異能力者は現代では稀まれな存在だ、酷ひどく目立つ。幕府から追っ手が放たれていたら、今回の一件で所在が露ろ見けんしてしまう可能性が高かった。

　困こん惑わくもおおきかった。己の異能力は、効率的に他者を抹まつ殺さつするために鍛えあげられたのだ。血と、罪にまみれている。それが、ふつうの人々の助けになるなんて──感謝すらされるなんて、思ってもいなかった。

　こういうふうな生きかたも、あったかもしれない。

　人々のなかにまぎれ、命を奪うばいあったりせず、あったかいものに包まれて暮らす人生が──もしかしたら。そんな空想をしてしまう程度には、新しん鮮せんで心ここ地ちよい体験だった。

　だが、やはりそれは白昼夢でしかない。

　蔑まれ、恐れられながら生きてきた。見世物小屋で、『大奥』で──ずうっと。

　今さら、善人面づらしてのほほんと暮らすことなんて、できない。

『お疲つかれさまでした』

　異国語で、『赫竜』は挨あい拶さつをした。

　自宅から程ほど近い炊事場が、『ピカドール』の紹しよう介かいしてくれた『赫竜』の職場だ。とくに異人が多い区画で、『赫竜』はさして奇異の目で見られることなく馴な染じんでいた。

　同どう僚りようたちにはむしろ日本語よりも通りがよいので、いつしか忘れかけていた母国の言葉を、ごく当たり前に発するようになっていた。

　どうも『赫竜』の異国語は丁てい寧ねいすぎるらしいが、むしろ上司や同僚たちからは好評で、礼れい儀ぎ正しい若者だと思われているふしがある。『大奥』でてきとうに学んでいた花はな嫁よめ修しゆ業ぎようのような授業が活いきており、炊事場の仕事も順調にこなせている。

　巧うまくやれているのだ、思った以上に。

『お疲れ～』『今日は大だい活かつ躍やくだったね～♪』『また明日！』

　などと和なごやかに、同僚たちが笑え顔がおで応えてくれる。

『赫竜』は職場での制服である作業着姿で、作業帽ぼうを目ま深ぶかにかぶっている。きちんと結ゆわえた三つ編みも、そばかすも、何だかとてもよく馴染んでいた。

　慣れない雰ふん囲い気きが耐たえ難がたく、『赫竜』は逃げるように退室しようとしたが──。

『ちょっと待って、『赫竜』ちゃん』

　炊事場の主任である中年女性が慌あわてて駆け寄ってきて、風ふ呂ろ敷しきに包まれたたっぷりの野菜やら何やらを、押しつけてきた。

『このぐらいのお礼しかできないけど──今日はほんとに『赫竜』ちゃん、がんばってくれたもんね。みんな、すっごく感謝してるのよ』

　滑なめらかな異国語で、主任は語る。

『今日はさ、みんな出歩かなかったのか客入りが少なかったじゃん？　使わなかった食材を余らせて腐くさらせるのもどうかと思うし、せっかくだから持っていって？』

『こんなには、食べきれません──』

　好意に慣れておらず、『赫竜』は戸惑ったけれど、主任は元気よく笑う。

『あんたんとこの娘むすめさん、食べ盛りでしょ？　子供はこんぐらい、ぺろっと食べちまうもんだわさ──遠えん慮りよしないの、ほら』

『べつに娘というわけでは』

『あら、複雑な家庭なのね？　でも出島じゃあ、訳ありなのはみんな同じじゃん？　だからこそ助けあうわけよ、はぐれもんの集まりだからこそ、支えあわなきゃ生きてけないってね！　あっはっは！』

　背中を叩たたかれよろめきながら、『赫竜』は仕方なく大荷物を受けとる。

『赫竜』は腕わん力りよくがあるので重たくてもへいきだが、他ほかの職場のものが『これも持っていきな！』『これも！』『ついでにうちのドラ息むす子こももらってくれないかね～？』『あっはっは！』と他愛たわいないことを言いながらいろいろ押しつけてくるので、視界が山のように盛られた荷物に塞ふさがれ、すこし困った。

　でもそんなに、嫌いやではなかったのだ。
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　そのあと。

　灯あかりもなく真っ暗な出島を、『赫竜』は歩いて帰った。自宅として用いている廃はい屋おくじみた一いつ軒けん家やは、職場のすぐそばだ──ほんの、数分もかからない。

　もはや丑うし三つ時どきだ。寂さびしん坊ぼうのあの子は、心細くしているかもしれない。

『赫竜』はおおきな風ふ呂ろ敷しき包みを抱かかえて、足早になる。

　お腹なかを空すかしているだろうあの子に、どんな料理を振る舞まおうか、などと考えながら。帰りが遅おそくなって機き嫌げんを損そこねてるだろうし、お菓か子しもつくってやろうかな。それとも寝ねちゃったかな。夜よ更ふかしが好きな子だけど、すっかり遅くなってしまったから──。

『ただいま』

　自宅の扉とびらの前で、思わず異国語を口にしてしまい、言い直した。

「タダイマ──起キテル、チビクロ？　両手ガ塞ふさガッテルノ、開ケテクレナイ？」

　やや大声で呼びかけてみたが、反応がない。

　不在、ということはなかろう。黒姫は日中、となりの老夫ふう婦ふのところで農作業のお手伝いなどをしているようだが、さすがにもう帰宅しているはずだ。子供が出歩く時間ではないし、土と地ち柄がらでもない。黒姫は、けっこう引きこもりがちな子だし。

　やはり寝てしまったのだろうか。面めん倒どうに思いつつも、『赫竜』はいちど荷物を片手で保持し、苦労して扉を開いた。施せ錠じようは、されていなかった。

　違い和わ感が、あった。

「………？」

　胸むな騒さわぎがして、『赫竜』はその場に立ち尽つくし、室内を眺ながめた。

　暗い。出島全体が停電している今、それは不思議ではない──だが、ひとの気配はする。見ると、部屋の隅すみっこにほのかな光源がある。根本までとろけた、蠟ろう燭そくである。

　黒姫が好きな本を読むときなどに用いている、そのへんから拾ってきた学習机だ。そこで今にも吹ふき消えそうなちいさな灯りがちろちろと、儚はかなげに揺ゆれている。

　頼たよりない灯りに照らされて、黒姫が机に突つっ伏ぷしている。

　開きっぱなしの本に頭を押しつけるような姿勢で、ぴくりとも動かない。本を読んでいるうちに眠ねむくなって、そのまま寝ね入いってしまったのだろうか。

「アンタ、ソンナトコデ寝テルト風邪かぜヒクワ・ヨォ──」

『赫竜』は得も言われぬ不安をおぼえながら、お小言を垂れつつ歩み寄る。

　そのまま、黒姫を揺り起こそうとして、その華きや奢しやな肩かたに触ふれて──。

　絶句する。

　異様に、熱い。

　濡ぬれているようにも思えるのは、酷く汗あせをかいているせいか。

「……黒姫？」

　思わず愛あい称しようの『チビクロ』ではなく、本名を口にしてしまった。

　ちからが脱けて、片手で抱だいていた大荷物が転がり落ち、耳みみ障ざわりな音を響ひびかせる。

　寒気をおぼえた『赫竜』は、今度はもっと強く、黒姫を揺すった。

「チョット、アンタ──ドウシタノ!?」

　抱きよせるようにして、ちいさな黒姫の顔を覗のぞきこんだ。黒姫は耳の先まで紅潮していて、ぐったりと脱だつ力りよくしている。高熱に耐たい性せいのある『赫竜』が、思わず怯ひるむほどの体温だ。あきらかに、尋じん常じようではない──風邪をこじらせた、ように見えるけれど。

　今け朝さまでは、元気だったのに。

　幸せそうに『行ってらっしゃい、おばさま』と見送ってくれたのに。

「あ、う──」

　黒姫は薄うす目めを開いて、こちらを見てきた。

　意識はあるようだが、朦もう朧ろうとしているらしい、反応は鈍にぶく頼りなかった。

「おば、さま……？」

　熱に浮かされ潤うるんだ黒姫の瞳ひとみが、『赫竜』を認にん識しきして、すこし和やわらいだ。

　ほのかに揺れていた蠟燭の火が、その吐と息いきで、ふっと消えた。
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　黒姫はそれから数日経たっても、一向に快復することはなかった。

　長く、苦しんだ。

『赫竜』には医術の知識はない、壊こわし殺してばかりの人生だった。看護しようにも打つ手がなく、日に日に衰すい弱じやくしていく黒姫を見ていることしかできなかった。

　無論、あちこち奔ほん走そうし、職場のものにもつてをつけてもらって医者を呼んだりもした。高額なお薬も身み銭ぜにを切って買った、けれど何の意味もなかった。

　科学技術や医術は大おお阪さか城を中心にして発展している。こんな辺境にまでその影えい響きようは及およんでいない。医学も薬学も、戦国時代からさほど進んではいなかった。中央から弾はじきだされた腕うで利ききの闇やみ医者、なんて都合のいい映画のような存在などいるわけがない。

『黒船』ならば超ちよう科学力を有している。黒姫を快かい癒ゆさせる手だてもあるのかもしれないが──すぐそばで暮らしているとはいえ、『赫竜』には『黒船』と縁えんはない。

　すこし、『黒船』のものに心当たりがないこともないけれど──黒姫の命を異国の勢力である『黒船』に預けることに、躊躇ためらいと、恐おそれがあった。

　迷っているうちに、黒姫の容態はどんどん悪化していった。

　その症しよう状じようは、おもに高熱である。薬や罐かんが沸ふつ騰とうするほどの、という表現がおおげさでないぐらいの体温の高さだ。氷水にひたした濡れ布ふ巾きんを黒姫のおでこにかぶせても、すぐにぬるくなってしまう。

　熱は黒姫の意識を曖あい昧まいにし、ほとんど昏こん睡すい状態にしてしまった。弱々しい喘あえぎを繰くりかえし、ときおり譫言うわごとで『赫竜』を呼ぶ。四し肢しもなかば麻ま痺ひしているらしく、脱力しきった黒姫は泥どろのように、寝ね床どこにちからなく横たわっている。

　黒姫はいつも結わえている髪をほどき、寝ね間ま着き姿でずっと生死の境をさまよっている。忌いみ嫌きらっている黒く染まった両りよう腕うでのみは、医者だろうが誰だれだろうが触さわると酷く抵てい抗こうして暴れ──体力を消しよう耗もうするので、手て袋ぶくろを嵌はめている。

『赫竜』は徐じよ々じよに消えていく黒姫の命の灯ともし火びを、傍かたわらで、木偶でくの坊のように突っ立って眺めているしかない。無力感。所しよ詮せん、己おのれは大量破は壊かい兵器のような女。兵器に、ふつうの人々のように穏おだやかに、暮らすことなどできないのか。

　壊すことしかできないのか。

　兆候はあったはずだ。もともと出島で育った『赫竜』とちがって、黒姫は『大奥』で蝶ちようよ花よと育てられたお姫ひめさまだ。雑多で、消毒のされていない、こんな混こん沌とんとした土地での生活に順応できるわけがなかったのだ。

　思いかえしてみれば夜祭カーニバルのあとから、黒姫は元気がなかった。はしゃぎすぎて疲つかれたのだろうかと、軽く考えていたけれど──ちがっていた。

　たぶん、あのとき人ひと混ごみのなかで風邪か何かをもらったのだ。出島は、異国と繫つながっているため麻疹はしかやコレラコロリなどの、伝でん染せん病の温おん床しようである。

　黒姫はおそらく無理をして、病びよう魔まに侵おかされゆく己を隠かくし、無理していつもどおりに振ふる舞おうとしていた。『赫竜』に心配かけまいと、体調を崩くずしていたのに──健けな気げにも。

　あるいは強くなれ、迷めい惑わくをかけるな、そんなことばかり言っていた優やさしくない『赫竜』に叱しかられるのが嫌だから。鬱うつ陶とうしがられて、捨てられて、独りぼっちになるのを恐れて。寂さびしがり屋のこの子は、へいきなふりをしていたのだ、ずっと。

　黒姫を追いつめ、苦痛のなかから救いだすこともできない──。

　そんな己を、『赫竜』は呪のろった。

「ひゅう、ひゅう──」

　黒姫は聞くからに苦しげな、呼吸音を響かせている。

　高熱と、四肢の麻痺。おそらく、呼吸器も満足に動いていない。苦しくて、咳せきこむ。咳きこむと喉のどが腫はれる。どんどん、窒ちつ息そくしていく。負の連れん鎖さだ。脳に酸素がいかずに、真っ赤だった黒姫の顔色が青ざめていく。

『赫竜』はせめて体温がすこしはさがればいいと、献けん身しん的に濡れ布巾をつくる。黒姫の身体からだを清せい拭しきし、とくに熱い胸むな元もとや頭部を、冷やす。

　その程度のことしか、できない。熱は、己の武器である。けれど、高熱で燃やすことができても、温度を低下させることはできない。必要がなかったのだ、そんな技術は。

　失態だ。黒姫を守れ、生かしておけ、それが敬愛する『絲妃』との最後の約束だった。『赫竜』の、みじめに生き恥はじをさらしている唯ゆい一いつの理由だったはずだ。

　その、たったひとつの生きる意味すら──このままでは、己は果たせない。否いな、それだけではない。理り屈くつではない、くるおしいほどの感情の揺らぎが、『赫竜』の心をきりきり舞いさせる。

『大奥』ならば、異能力を操あやつる薬くす師しがいた。もしかしたら、黒姫の治ち療りようもできるかもしれない。だが、そこから逃にげてきたのではなかったか。おめおめと戻もどれぬ、だいたい黒姫の体調では『大奥』までの旅路は耐たえきれない、打つ手がない。

『誰か──』

『赫竜』は全身を震ふるえさせ、その場に頽くずおれた。

『誰か、この子を助けて……』

　手袋を嵌めた黒姫の手のひらを握にぎり、己の頰ほおに押し当てる。まだ、あたたかい。まだ、生きている。鼓こ動どうも感じる。だが、すぐに消えてなくなってしまいそうだ。

　嫌だった。

　あの見み世せ物もの小屋で、いつもそうしていたように──『赫竜』は祈いのった。祈りに、意味などなかったのだけど。あの地じ獄ごくのような泥どろ沼ぬまから救いだしてくれたのは、神から最も縁えん遠どおいような、『絲妃』だったのだけど。

　その『絲妃』も、もういない。

『赫竜』は、やはり己が弱くなってしまったことを、実感する。『大奥』では、他人になど頼らなかった。『絲妃』のみを神のように崇あがめ、他人は壊して殺すだけの、血まみれの怪かい物ぶつだった。けれど、『絲妃』の呪じゆ縛ばくは、鎖くさりは、ちぎれてしまった。

　首輪を外された怪物は、どうしたらいいかわからなかった。

「おば、さま──」

『赫竜』に手のひらを握られて反応したのか、黒姫がちいさなおくびを漏もらした。

　薄目を開き、不思議そうに、こちらを眺めている。

　その頰はげっそりと瘦こけて、目元には隈くまが浮うかんでいる。髪の毛はほつれ、酷ひどい有様だった。声も、聞きとれないほどか細い。

　いつも手を他人に触られるのを嫌いやがるのに、『赫竜』だとへいきなのか──黒姫はわずかに指先を震わせて、確かめるように動かした。赤ん坊ぼうが、母親に触れようと、ちいさなお手々を差しのべるように。

「おばさまの手のひら、ひんやりしてて、気持ちいいのじゃ──」

　嬉うれしそうに、黒姫は痛々しいぐらいに、きれいに微笑ほほえんだ。そのまま、黒姫は『赫竜』の指先に己のそれを絡からませて、安あん堵どしたように吐息した。

「手が冷たいひとは、心があったかいのじゃと──本で読んだから、黒は知っておるのじゃ。ふふん、黒ははくしきじゃろ？　のう、おばさま……？」

　やはり意識は曖昧なのか、まとまらぬことを、いつもより舌足らずに語っている。

　思ったより元気そうじゃない、心配することなかったわね、なんて軽口を叩たたけるようなものでもない──蠟ろう燭そくが、最後に強く瞬またたくようなものだろう。あるいは、ただの譫言か。どちらにせよ、安心できるものではない。

「喋しやべッチャダメ。疲つかレチャウデショ、アンタ自分デ思ッテルヨリ弱ッテルノ・ヨォ？」

『赫竜』は沈ちん痛つうに押し黙だまると、動いたことで乱れた黒姫の掛かけ布ぶ団とんを、直してやる。

「起キタナラ、ゴ飯、チョットデモ食ベナサイヨ。栄養ト水分ヲ、補給スル。ＯＫ？」

　ゆっくりと、できるだけ優しく、告げる。黒姫は、意地っぱりで、格好つけたがりだ。へいきなふりをして、『赫竜』の前では、無理をしたがる。

　そんなふうに、健気にがんばらなくてもいいのに──虐ぎやく待たいされて育った子こ猫ねこのように、黒姫はびくびくとして、気にいられようとして、卑ひ屈くつなほど良い子にしている。

　裏表がある、己の本心を隠している、それは『絲妃』も同じだったけれど。

　それは『絲妃』の邪じや悪あくさとはちがう、傷つきやすい心を必死で覆おおった、哀かなしい仮面だ。

『赫竜』は黒姫の頭をいちど撫なでてから、つくって傍かたわらに置いておいた煮に物ものを、そっと差しだす。匙さじで、すこし掬すくって、黒姫の口元に運んだ。

　だが弱りきった黒姫は口のなかのものを咀そ嚼しやくすることができず、呻うめくと、吐はきだしてしまった。固形物は、喉を通らないのだ。

『赫竜』は黒姫の汚よごれた口元を拭ぬぐってやると、すこし考えてから、職場のものがお見み舞まいにもってきてくれた林りん檎ごを手に取る。それを、まず自分でかりりと音をたてて嚙かんだ。

　やや身を起こさせた黒姫のくちびるに、己のそれを寄せる。口づけをして、親鳥が雛ひなにそうするように、嚙みくだいた林檎を移した。背中をさすって、飲みこむ手助けをする。それを、何度も繰りかえした。

　黒姫のちいさな喉が、こくんと動いた。

　すこし落ちついたのだろうか──黒姫は、ほっとしたように微笑んだ。

「えへ、へ──おばさまが、優しい。たまには、体調を崩すのも、悪くはないのう？」

「馬ば鹿かナコト、言ッテンジャナイワ・ヨォ？」

　そう応こたえた己の声は、思った以上に弱々しかった。

「おばさま、ありがとう」

　黒姫は高熱に冒おかされたまま、息苦しそうな呼吸の隙すき間まで、途と切ぎれ途切れに語った。

「黒はの、幸せじゃった。『大奥』にいたころより、ずうっと。夢みたいな、生活じゃった。おとなりの、おじいちゃんとおばあちゃんも、親切にしてくれる。お料理も、すこしは上達したじゃろ。好きな本も、いっぱい読めた。そんなことが、とてもとても、幸いじゃった──」

　まるで、遺ゆい言ごんみたいに。

「黒は、何にもできない自分が、ずっと嫌じゃった。でも、この出島では、何にもできないままでは、いられなかった。すこしずつ、できることが増えていった。黒の手のひらは、この血で汚れた手のひらは、おおくのものに触ふれ、ひとつひとつ拾い集めて、得ていった。そのすべてが、黒の宝物じゃ」

　やはり熱に浮かされているのか、すこし遠い目をして。

　走そう馬ま燈とうでも、見ているのか。

「むかし、黒はよく体調を崩した。季節の変わり目など、必ず風邪かぜをひく。お姫さま、じゃったから。守られて、愛めでられて、育ったから。今よりずっと、弱かったから」

　黒姫の目元に、涙なみだのつぶが浮かんだ。

「兄者上は、大阪城から遠ざけられておった。学校にも、仲良しの友達はおらんかった。お母まあさまもお父さまも、当然──いちども、お見舞いになどきてくれなかった。黒はいつも、暗くら闇やみのなかで独りぼっち、じゃったよ……」

　大事そうに、黒姫は『赫竜』の指先を、己の頰に押し当てると。

「だから、今はとても、幸せじゃ。おばさまが、そばにいる。黒を、見てくれる、心配してくれる。おばさまが、お母さまだったら、よかったのに──」

　涙が零こぼれて、『赫竜』の指先に、伝った。

　その熱は、今まさに吹ふき消えようとしている──ちいさな、黒姫の命そのものだ。

　咳きこみ、身を起こしているだけでつらいのか、黒姫は横になった。『赫竜』の手のひらは、決して放さずに。その体温と感かん触しよくのみで、命を繫ぐように。

　愛いとしそうに。

　そして微笑みを浮かべたまま──ぽつりと、つぶやいた。

「おばさま、黒は、死んじゃうの……？」

『赫竜』の身体の奥で、ぞくり、と未知の感情が跳はねた。

　何も言えない『赫竜』を、黒姫は探すように、視線をさまよわせる。

「怖こわい、嫌じゃ、死にたくない。兄者上に、会いたい。会いたい──おばさまと、もっと一いつ緒しよにいたい。もっと、ずっと、一緒に……」

　黒姫の指先から、ちからが消えた。

『赫竜』の手を握っていたそれが、ちからなく垂れて、寝ね床どこに跳ねる。

　黒姫は目を閉じ、最後の吐と息いきで、囁ささやいた。

「お……母、さま──」

　そして黒姫は、動かなくなった。

　涙の残ざん滓しだけが、その頰で、光っていた。

「死ヌモンカ──」

『赫竜』は黒姫をいちど強く抱だきしめると、衝しよう動どう的に叫さけんだ。

「死ナセルモンカ……！」

　こんな闇やみの底で。愛されたこともほとんどないまま。苦しみ抜ぬいて死ぬなんて、あんまりだった。まだ、ちいさな子供なのに。

『絲妃』に守れと言われたから、だけではない。『赫竜』は、黒姫のなかに、むかしまだ神を信じていたころ──見世物小屋で独りぼっちで祈っていた、幼い己おのれの姿を見た。

　自分は、『絲妃』に拾われ、救われた。

　今度は、自分の番だった。

「…………」

『赫竜』は、無言で立ちあがった。

　放ほうりだしていた外套マントを羽織り、尖とがり帽ぼう子しをかぶって、外へと飛びだしていく。

　もはや選べる手段はない、悩なやんでいる余よ裕ゆうもない──。

　長なが崎さき出島に、ひどく黒々とした冷たい雨が降り始めていた。
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　真っ白な空間だった。

　壁かべも床ゆかも天てん井じようも真しん珠じゆのようにつるりとしていて純白で、どこにも光源が見当たらないのにやけに眩まぶしく、ちかちかするので『赫竜あかとんぼ』は目を細める。天国のような空間は非現実的で、一いつ切さいの音がなく、とことん殺さつ菌きんされているのか清潔で味気なかった。

『黒船』と呼ばれる異国の勢力の大だい艦かん隊たい──その旗き艦かん『黒曜石』の内部である。

　名前に反して何もかもが純白で、『赫竜』は何だか狐きつねにつままれたような気分だ。出島育ちの『赫竜』にすら馴な染じめぬ、まるでこの国の道理と異なる理り屈くつで構築された船せん舶ぱく。

『赫竜』の正面では、『黒船』のものらしい異形のものたちが数名、無言で動いている。拷ごう問もん吏のようにすら見える独特な防ぼう塵じん仮面マスクをかぶり、頭部から足もとまですっぽりと雨あま合羽ガツパのような衣服で隠かくしている。身体からだを不自然に改造した『黒船』のものたちは、己の素す顔がおを見られるのを嫌がる、という話だった。

『黒船』のものたちは体内に仕込まれた機械で通信できるらしく、声すらも発さない。『赫竜』がここまで運んできた黒くろ姫ひめを丁てい寧ねいに預かると、医い療りよう用の担たん架かにのせて、転げ落ちないようにか手足を革帯ベルトで固定している。

　てきぱきとした、動きだ。機械、そのものである。

　そのまま、『黒船』のものたちは担架を廊ろう下かの奥に向けて運んでいく。『赫竜』もついていこうとしたが、その寸前で呼びとめられた。

『黒姫ちゃんが心配でしょうが、ここでお待ちください』

　振ふり向むくと、『赫竜』をここまで導いてくれた青年──『ピカドール』が立っている。

　他ほかの『黒船』のものと同様に雨合羽のようなもので身体を覆い、頭部には独眼が目立つ仮面を嵌はめている。これが彼本来の姿なのだろうけれど、いつもの書生ふうの、親しみのある格好のほうが『赫竜』には好ましかった。

　逆に言えば、素顔を晒さらし慣れぬ一いつ般ぱん人の態をしてまで、『ピカドール』は無理をして『赫竜』たちに接せつ触しよくしていたということだ──これまで。何のために？　疑念は尽つきず、警けい戒かいする『赫竜』に、『ピカドール』は苦く笑しようする。

　仮面を外すと、その奥から現れたのは見慣れた優やさ男おとこの風ふう貌ぼうだ。

　覆いフードの奥から、馬の尻しつ尾ぽのように結ゆわえた髪かみが垂れている。

『さすがは『赫竜』さん、私の素人しろうと演技などとうの昔に見破られていたのですね。がんばって、一般人を装っていたつもりだったのですが』

　そう、この『ピカドール』は『赫竜』が薄うす々うすと疑っていたとおりに、『黒船』のものであったのだ。超ちよう科学力を有する異国の勢力──その医療技術に頼たよるため、『赫竜』は恥はじを忍しのんで彼に接触した。

　最悪、痛めつけて脅きよう迫はくしてでも協力させようと『赫竜』は覚かく悟ごしていたのだが、『ピカドール』は思いの外にあっさりと己の正体を認め、尽じん力りよくしてくれた。

　迅じん速そくに馬車を手配し、自宅で寝ねている黒姫を回収して──本来ならば部外者は立ち入り禁止らしい『黒船』の内部まで、こうして導いてくれたのだ。

　馬車の窓には目張りをされており、どこをどう走ったものかはわからぬが、長崎湾わんの水上を占せん拠きよしている『黒船』の旗艦、その内部であるということは説明を受けた。海上とは思えぬほど揺ゆれず、異文化のなか、『赫竜』は落ちつかない気分だが。

　借りてきた猫ねこのようにぴりぴりしながら、『赫竜』は異国語で言った。

『あなたは、がんばって一般人のように振る舞まっていたようですが、違い和わ感は隠しおおせるものではありません。いろいろ、調べさせていただいたのです。尾び行こうなどもしました、そういうことは得意ではないのですが──』

　そういう情報収集などは、姉と慕したった『絲妃あらくね』の十八番おはこであった。

　だが『赫竜』も、『絲妃』のそばでそのやりくちを見つづけてきたのだ──真似まねごとぐらいならば、できる。

　そして『赫竜』は、そう単純に他人を信用できない。そういう性格だし、立場だ。『ピカドール』の親切にも何か裏があるのではないかと、疑いつづけていた。

『それに、『デンキ』という名前を用いたのは間ま違ちがいでした。大おお阪さか城の城下町に隕いん石せきを降らせた『黒船』の女王。出島は内陸部の情報が入りにくい土と地ち柄がらですが、それでも民衆の口に戸は立てられません。その名前は、有名でしたよ』

『噓うそをつくのが苦手なかたですからね、『デンキ』さまは。下手へたに身分を偽いつわるよりも、堂々としてらっしゃったほうがよい、と思ったのですけれど。あんな幼子が『黒船』の女王などと、誰だれも信じないかと期待したのですが』

『最初から、あまり隠す気がなかったのでしょう？』

『赫竜』は、困り顔の『ピカドール』を、真っ直すぐに見み据すえて言った。

『私たちを騙だまして利用するのが目的なら、もっと巧うまいやりくちはいくらでもありました。私たちに接触したのは、あなたの独断ではないですか？　あまりにも杜ず撰さんで、行き当たりばったりでした。『黒船』全体が動いていたとは、思えません』

『赫竜』たちを悪わる巧だくみに用いるつもりならば、己らの急所である『黒船』の首しゆ魁かい『デンキ』を晒す意味はあまりない。危ない橋を渡わたってまで、『ピカドール』たちが得られるものはほとんどない、愚ぐ行こうともいえる。

　ほんとうに、この『黒船』の青年は──『デンキ』に、同年代のお友達をつくってあげたかっただけなのではないか。だとしたら、馬ば鹿かがつくほどのお人ひと好よしだ。

　そんな彼の善意に期待し、『赫竜』は恥はじ知らずにも頼った。医者も匙さじを投げた黒姫も、超科学力を保有する『黒船』ならば治ち療りようする手だてがあるのではないか、と。

　長崎出島を駆かけずりまわり、『ピカドール』を探して。『ピカドール』もすぐに動いてくれて、こうして黒姫の命が吹き消える前に『黒船』に搬はん入にゆうすることができた。

　まだまだ安心はできないが、気が抜けて──『赫竜』は壁に背を預け脱だつ力りよくする。

『ありがとう──この恩は、いつか返します』

　殊しゆ勝しように、『赫竜』は感謝する。

『ピカドール』は独眼の仮面を嵌め直し、かぶりを振った。

『お礼には及およびません。頼ってくれて嬉うれしかったです。それに、すこし気になることがあるのです──黒姫ちゃんのあの容態は、もしかしたら……』

　何かを言いかけて、『ピカドール』は途と中ちゆうで口をつぐむ。

『すこし、黒姫ちゃんの様子を見てきますので、ここでお待ちください。調べたいことも、ありますので。何事もないとよいのですが、『黒船』もまた一枚岩ではないのです。よからぬことを企くわだてているものも、いるかもしれない』

『あとで、話せますか？』

『赫竜』が問うと、『ピカドール』は真しん摯しに頷うなずき、黒姫をのせた担架が去っていったほうへと歩いていく。

　その背中が見えなくなるまで眺ながめてから、『赫竜』は溜ためていた息を吐はいた。

　これでよかったのだろうか。

　他に、黒姫の命を救う方法はなかった。そのはずだけど、何かおおきなものを見落としている気がして、『赫竜』のなかで不安が消えない。何か得体のしれぬ運命のようなものが、こうして『黒船』と関かかわることを強制していたようで……。

　身み震ぶるいし、『赫竜』は胸の前で手のひらを祈いのりのかたちにした。

　今はとにかく、黒姫が助かるならば──それだけで、よかった。

　そう思い気を抜いた、まさにその瞬しゆん間かんである。

『赫竜』の全身に、致ち命めい的てきな衝しよう撃げきが走った。
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『赫竜』は、己おのれの腹部に奇き妙みようなものが生えているのを見た。

　血色をした、刃やいばである。

　それは『赫竜』の背中を容易たやすく貫かん通つうし、嫌いやらしく体内を抉えぐり抜いている。『赫竜』の血に濡ぬれた切っ先が妙みように生物的に鎌かま首くびをもたげ、てらりと光っていた。

「………!?」

　油断。『赫竜』は己が不意打ちを受けたことを、遅おくれて実感する。

　黒姫を預け、『ピカドール』を見送り、ようやく一息をついたその瞬間に攻こう撃げきを受けた。回かい避ひするどころか、反応もできなかった。痛みと衝撃に身を震ふるわせてから、ようやく己の状じよう況きように気づくというていたらくである。

　見ると、『赫竜』が背中を預けている純白の壁を切り裂さいて、細長い刃が伸のびている。壁ごと、身体を貫つらぬかれた。内臓を損傷したのか、『赫竜』の口内に血が溜まり、たまらずに鉄錆さびの味がするそれを吐きだした。

「グッ──」

　咳せきこみ、ひとまず刃を引き抜こうと手を添そえたが。

　その刹せつ那な、壁に亀き裂れつが走る。血色の刃で切れこみをいれられ脆もろくなった壁を、何者かが蹴け破やぶって突とつ入にゆうしてくる。瓦が礫れきと粉ふん塵じんが舞い、その正体は窺うかがい知れない。

　刃を腹から生やしたまま、勢いよく『赫竜』は前のめりに倒たおれた。刃はやはりひとりでに動き、自ら床に突つきたち、『赫竜』が動けぬように縫ぬいとめる。

　そんな『赫竜』を足あし蹴げにするように、壁を蹴破った姿勢で──闖ちん入にゆう者は、怪あやしげな鳥のように耳みみ障ざわりな声を響ひびかせる。

「あ～ら、あらあらあら！」

　それは、不気味な女だった。

『赫竜』と同年代ぐらいの、まだ少女と呼んでもいい年とし頃ごろである。

　すこし旧ふるい様式の『大奥』の制服を着ているが、不自然にあちこち生き地じが失われており、半身は下着を晒している。やや色の脱けた桜色の髪の毛を頭の左右のちぐはぐな位置で結わえており、すべてが左右非対たい称しようで、見ているだけで不安になるような女だった。

　女は片手に、『赫竜』を貫いたまま不自然に伸びた血色の刃の柄つかを握にぎりしめ、邪じや悪あくに哄こう笑しようしながらこちらを見下ろしている。

「あなたには、お初にお目にかかりますわ──」

　そして優ゆう雅がに、名乗りをあげた。

「わたくし、『黒船』大幹部──外交担当大臣、『モモ』と申しますわ。以後、お見知りおきを？　仲良くいたしましょう、たぁっぷりと！」

　下品な仕草や表情に不似合いな、取ってつけたような貴族的な口調だった。何もかもが不統一で、不自然な女であった。

　おもむろに、彼女は血色の刃を、弦げん楽がつ器きを爪つま弾びくようにして揺らす。

　えぐい痛みに身み悶もだえする『赫竜』を、『モモ』と名乗った女は余よ裕ゆう綽しやく々しやくに眺める。

「お会いできて光栄ですわぁ、ほんとうに──踊おどりだしたくなるぐらい、浮うき浮きしてきますわね！　ねぇ、あなたもそう思わなくて？」

　腰巻きスカートを翻ひるがえして、実際、踊るような足取りで踏ふみこんでくる。

　その見た目も声も、『赫竜』のよく知る誰かに似ている気がしたが──考えている余よ裕ゆうはない。『赫竜』は平和惚ぼけしていた己を恥はじ、急速に臨戦態勢を整えていく。

　だが床ゆかに手をつき身を起こし、せいいっぱい敵を睨にらみつける、程度のことしかできなかった。腹部に突き刺ささったままの血色の刃を中心にして、身体中から活力が奪うばわれていくような感覚がある。こちらの生命力を吸いとっている……？

「ん、ん～♪」

『モモ』と名乗った女は、酒でもたらふく飲んだような、紅潮した表情で官能的に身をくねらせている。感極きわまって、己の握りしめた血色の刃に頰ほおを添えると。

「あは☆　ここのところ下手ヘタこいてばかりでしたからね、わたくし暗殺者としての自信を失いかけていたのですけど──なぁんだ、やればできるじゃない！」

　おとなびた美び貌ぼうに似合わぬ、稚ち気きに溢あふれた態度で、はしゃいでいる。

　その見た目も『赫竜』には既き視し感があるが、それ以上に、己を貫いた血色の刃に見覚えがあった。どこかで、これと似た武器と相対したことがある──だが、すぐには思いだせない。幸せな、何でもない日常が長すぎて、『大奥』での陰いん惨さんな記き憶おくはすでに遠い。

　それを、恥じる。

　自分は弱くなってしまった。

　それを実感する。『絲妃』もきっと、草葉の陰かげで泣いている。

　自じ嘲ちようするように口こう端たんを歪ゆがめ、『赫竜』はこみあげてくる血を唾だ液えきとともに吐き捨てると、『モモ』を視線だけで殺すように睨みつける。

「アンタ──」

「あら、まだ喋しやべれますの？　頑がん丈じようですわね！」

　目を丸くして、『モモ』は呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「『大奥』の連中ってこれだから、面めん倒どうですわ。ひとりひとりが強すぎますわよ──あの『銀ぎん狼ろう』や『一本角ゆにこおん』もけっきょく、ほとんど手て傷きずも負わせられずに、取り逃にがしちゃいましたし。あぁ、せっかく美味しそうだったのに……」

『銀狼』、という名前に『赫竜』は反応する。

　それは己の宿敵の、否いな、敬愛する『絲妃』を殺した仇かたきの名である。

「まぁ、構いませんわ──いメちイばンんデのイごツ馳シ走ユは、無事に得られそうですし。終わりよければすべてよし、そうは思わなくて？　ねぇ、『赫竜』さん？」

「気安ク名前ヲ呼ンデンジャナイ・ワヨォ？」

『赫竜』は威い嚇かくの声をあげたが、状況はきわめてまずい。

　先手を打たれてしまった。腹部を貫く刃は『赫竜』の体内で変形し、棘とげだらけになって、抜ぬけなくなる。無理に引き抜けば、己の腹が内臓ごと破けてしまう。

　けれど痛みに、遅おそまきながらも『赫竜』のなかで戦意が昂こう揚ようしてくる。状況はよくわからないが、とにかく敵だ。敵は倒す。できるだけ無む惨ざんに。

『赫竜』のなかの魔ま物ものが怒ど声せいをあげ、徐じよ々じよに体温が高まってくる。

　純白の部屋に、溶よう岩がんのごとき『赫竜』の灼しやく熱ねつの吐と息いきが、漂ただよい始める。

「アンタ、イッタイ何ナノヨ──アンタナンカト、遊ンデル場合ジャナイノヨ……」

「あら、つれないことを言いますのね？」

『モモ』は飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさずに、一定の距きよ離りをおいて、こちらを眺めている。

「この髪の色に見覚えはなくて？　忘れてしまいましたの？　そうでしょうね、戯たわむれに踏みつぶした道ばたの花のことなんて、覚えてられないでしょうね？　でも、わたくしは忘れない──あぁ、ようやくお会いできましたわ！　この日を待ち望んでいましたの！」

「私ハ、アンタナンカ知ラナイ──」

「あら、そう？」

『赫竜』の言葉に気分を害したのか、『モモ』は苛いら立だたしげに己の髪をかきあげる。

「そうでしょうね。そうでしょうとも──わたくしも、この国には永らく留守をしていましたし、ずいぶんな年月が流れてしまいましたから」

　そして表情を、ゆっくりと凍いてつかせると。

　独り言のように。

「さくらは、すっかり牙きばを抜かれてしまったようですから──わたくしが、やるべきことをやる。焼かれた故郷を、奪われたすべてを、わたくしだけは忘れない。あなたの悲鳴と苦痛を供く物もつにして、彼岸に捧ささげますわ！」

　両目を爛らん々らんと輝かがやかせて、『モモ』は常じよう軌きを逸いつした態度で、語る。

「抵てい抗こうは、しないほうがよろしくてよ──いちおう、船内ですからね。穴でもあけば沈しずみますわ、それはあなたも望むことではないでしょう？」

　そうだ。いまだ、船内で黒姫が治ち療りよう中である。

『黒船』が沈めば、彼女の身も危あやうい。人ひと質じちをとられた格好である。

　状況は最悪だったが、さらに──。

『赫竜』の腹部から生えた刃が、どんどん伸びる。それはまさに蛇へびのごとく『赫竜』の身体からだを這はい回り、縛しばりあげていく。手足に、豊かな乳ち房ぶさに、首にまで絡からみついて強固に緊きん縛ばくする。刃の切れ味をもつ荒あら縄なわだ。『赫竜』の皮ひ膚ふが裂けて血がにじむ。

　身動きを封ふうじられた『赫竜』を、『モモ』は満足げに眺めている。

「うふふ。大量破は壊かい兵器のような女、と恐おそれられた『赫竜』も不意を打てばこんなものかしら？　それとも、わたくしが強くなりすぎちゃったのかしらぁ？」

　得意げに、やはり幼子のような満面の笑えみで。

「さぁ、どうしてくれましょう？　煮にるなり焼くなりお好きなように、ってとこですわね──たっぷり拷ごう問もんしてあげましょうか？　それとも、こういうのがお好み？」

　血色の刃の切っ先が、『赫竜』の股こ間かんをなぞるように、淫いん靡びに動く。

　屈くつ辱じよく的な、挑ちよう発はつだったが──『赫竜』には、戸と惑まどいがおおきい。

　何だろうか、この『モモ』と名乗った女の得体のしれぬ憎ぞう悪おは。『赫竜』とて、ひとに怨うらまれる筋合いはない──などとは、到とう底てい言えぬ人生を送ってきた。

　さんざ、外げ道どうな真似まねをしてきたのだ。

　だが、やはり『モモ』とは初対面のはずである。よもや、人ひと違ちがいとは思えぬが──理由のよくわからぬ敵意に、『赫竜』は困こん惑わくするしかなかった。

「何ですの、その態度？　もっと殊しゆ勝しようにしてなさいよ、人殺しのくせに！」

　反応の鈍にぶい『赫竜』に焦じれたように、『モモ』は歯は軋ぎしりをすると。

「自分の異能力を過信してるなら残念でした！　この部屋は決して燃えぬ特とく殊しゆな素材でできてますの、あなたの異能力は使えません！　あなたは抵抗もできずに嬲なぶりものにされるしかない、昆こん虫ちゆう標本みたいに！　ねぇ悔くやしい？　もっと怯おびえなさいよ！」

「……異能力ガ、使エナイ？」

『赫竜』は小首を傾かしげて、可笑おかしくなってしまって、声をあげて笑った。

「ドイツモコイツモ、馬ば鹿かジャナイノ？　私ガ異能力ヲ使ワナイトキハ、使ワナイデイテアゲテルノヨ？　手加減シテ、優シクシテヤッテレバ、調子ニ乗リヤガッテ──」

「何を、ぶつぶつ言ってますの？」

　勝ち誇ほこっていた『モモ』が、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

『赫竜』は退たい屈くつしきった表情で、ぼやいた。

「……クタバレ淫乱ビツチッテ言ッタノヨ」

　瞬しゆん間かん、「ぼこっ」としか形容できぬ、異音が響いた。
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「………!?」

　完全に調子に乗っていた『モモ』の顔色が、化け粧しようが崩れたみたいに乱れた。

「何ですのこれっ──」

　その手のひらに大事そうに握りしめられた血色の刃やいばが、沸ふつ騰とうしていた。『赫竜』に突き刺さった尖せん端たんからぼこぼこと破は裂れつ音を響かせながら泡あわを噴ふき、蒸発していく。液化し床にしたたり、また一いつ瞬しゆんで気化して蒸散していく。

　猛もう烈れつな高熱で、液体的な血色の刃が煮え立っているのだ。

「そんな馬鹿な……！」

『モモ』は狼ろう狽ばいする。

「わたくしの『零ぜろの太刀たち・妖よう刀とう村むら正まさ』は膨ぼう大だいな生命力の結けつ晶しようですのよ！　並なみ大たい抵ていの異能力では干かん渉しようできないはず、こんな簡単に沸わきあがるはずが……!?」

「液体ナラ、沸ふつ点てんヲ超こエレバ蒸発スル。温度ガ足リナイナラ、モットモット加熱スレバイイダケ。吞のん気きニオ喋しやべリシテル余裕ナンテナカッタノヨ、アンタ──」

　煮とろけて脆もろくなった刃を、『赫竜』は渾こん身しんのちからで引きちぎる。両りよう腕うでを拘こう束そくしていた刃が粉々に砕くだけて飛び散り、自由になった指先でいまだ執しゆう念ねん深く腹部に突つき刺さった刃の主しゆ軸じくを握にぎりしめる。

　そこに、『赫竜』はさらなる灼熱を注ぎこんだ。

「液体ヲ操あやつル異能力者ナラ、『大奥』デモ戦ッタケドネ！　マダ、アノ『水蛇みずち』ノホウガ正面カラ挑いどンデキタブン上等ダッタワヨ……！」

　怒声とともに、刃を熱が伝導していく。『零の太刀・妖刀村正』というらしい奇き態たいな刃の根本──『モモ』まで爆熱が伝わったのか、彼女の手のひらが焦こげつく音がした。

　肉が焼ける、嫌いやな匂においが純白の部屋に立ちこめる。

「ひ、ぎっ──」

　生物は高熱に触ふれると、反射的に離はなれようとする。だが『モモ』は大事そうに『妖刀村正』を保持したまま、苦く悶もんの表情で肉を焦がされる。敵の前で武器を手放すのを潔いさぎよしとしなかったのか、あるいは他ほかに理由でもあるのか──むしろ強く両手で血色の刃を保持する。

　だがその判断は愚おろかである。

　このまま『妖刀村正』を経路として高熱を叩たたきこみ、『モモ』をとろ火で煮てやる。

　否、そんな悠ゆう長ちようにしている必要はない──。

『赫竜』は己おのれを拘束していた血色の刃をすべて、魔ま獣じゆうのごとく引きちぎり終えた。縛いましめを粉ふん砕さいし、自由になる。きらきらと、『妖刀村正』の破は片へんたる血の雨が散さん華げした。

　腹部の傷は深いが、動けないほどではない。

『大奥』の戦士は、死ぬまで戦う。

　大量破壊兵器のような女、と恐れられた元『大奥』序列二位の面めん目もく躍やく如じよだ。『赫竜』は甘さを捨て以前よりもなお苛か烈れつに、容よう赦しやなく地を蹴けって『モモ』に襲おそいかかった。

　この部屋は燃えにくい素材のようだ。ならば『モモ』に直接──摑つかみかかって、その全身を黒くろ焦こげにしてやる。卑ひ劣れつな不意打ちをしてきた落とし前は、つけてやる。

　その命を支し払はらわせてやる。

「ひっ──その怪け我がで何で動けますの!?　不死身というわけでもあるまいに！」

『モモ』が慌あわてて小刀ナイフのように短くなった『妖刀村正』を構えたが、遅い。

　最初の不意打ちでこちらの命を取らなかったのが間ま違ちがいだ。その不相応な余よ裕ゆうを、血で償つぐなわせてやる。地じ獄ごくを見せてやる。どちらが捕ほ食しよく者か思いしらせてやる。

「アンタガ誰だれデ、何ガ目的カハ知ラナイシ、ドウデモイイ・ワァ──」

　周囲の空気を発火させ、燃え盛る手のひらで、『赫竜』は『モモ』に摑みかかる。

「無意味ニ、死ネ」

　金属すらも融ゆう解かいさせる超高熱の指先が、『モモ』の頭部を爆ばく散さんさせる──。

　その、まさに寸前であった。




「ば～ん☆」




　場ば違ちがいな、可愛かわいらしいとすらいえる声が響ひびいた。

　同時に、『赫竜』の全身が真横に吹ふっ飛んだ。

　何が起きたのか、理解できなかった。透とう明めいな巨きよ人じんに首根っこを摑まれて、振ふり回まわされたようだった。何か見えないものに激げき突とつしたような──。『赫竜』は錐きり揉もみ回転し、『モモ』の正面から弾はじけ飛んで、勢いよく白い壁かべに叩きつけられた。

「ガッ──」

　苦鳴をあげた『赫竜』は、壁に半ばめりこんだ。周りに青白い電光が輝き、『赫竜』は全身が麻ま痺ひして動けない。その周囲に、半球形の凹へこみができている。

　失神するほどの激痛だったが、『赫竜』は根こん性じようで顔をあげる。

『モモ』を見たが、彼女も意外そうに目を丸くしている。あいつが何かしたわけではない──では、いったい誰が？　何を？

　最初に見えたのは、丁てい寧ねいに編みこまれた黒い靴くつだ。

　幼児のように覚おぼ束つかぬ足取りで、何者かがこの激戦地へと踏ふみこんできている。

「調子にのってすぐ油断し、足あし下もとをすくわれるのがおまえの悪い癖くせだ──『モモ』」

　淡たん々たんと語りながら姿を見せたのは、あの『デンキ』と呼ばれた少女である。

　艶つややかな癖のない檸檬レモン色の長ちよう髪はつ。陶とう器きのような肌はだ。ぞっとするような無表情。

　手のひらに、白熱し煙けむりをあげた黄おう金ごん色の拳けん銃じゆうを握りしめている。

「あら、あらあら──」

『モモ』が破顔して、大だい歓かん迎げい、というように両手を広げた。

「恥はずかしいところを、見られてしまいましたわね。でもまぁ助かりましたわ、我われらが偉い大だいなる提てい督とく『デンキ』さま！」

「感謝は必要ない」

　軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな『モモ』の賛美にも、『デンキ』はうるさそうに眉をひそめるだけだ。

「部下を苦く難なんから救うのは、主あるじの務めである」

　言いながら、『デンキ』は手にした黄金銃じゆうを、重たそうに構えて『赫竜』に向ける。

『赫竜』は、いまだ衝しよう撃げきの余波が抜ぬけぬまま、歯は軋ぎしりをする。

「イマ提督ッテ呼バレタ？　『デンキ』アンタ、ヤッパリ──」

「『さま』をつけろ。夜祭カーニバルは終わった、無礼講とはいかぬ」

　浮うき世離ばなれした機械のような少女は、硝子ガラス玉の瞳ひとみで『モモ』を見み据すえた。

「騒さわがしいので様子を見にきたのだが、無事に『第二の火ネオロマンサー』は回収できたのか？」

「ええ。順じゆん風ぷう満まん帆ぱんとはいきませんが、おおむね予定どおりですわ♪」

『モモ』が媚こびへつらうように、わざとらしく敬礼して臣下の礼をとった。

「すべては『黒船』のために、『デンキ』さまの大願成じよう就じゆのために！　ですわ！」

「大願、というほどでもない」

『デンキ』は調子のいい『モモ』を、やや呆あきれたようにぼんやり眺ながめている。

「われは機械ロボツト。役目を果たすだけ」

「アンタ──」

『赫竜』はふたりの会話を聞き、理解する。

　薄うす々うすと、疑っていたことがあった。『ピカドール』は、たしかに善意からこちらに接せつ触しよくしてくれたのかもしれない。だが、彼以外の『黒船』のものはどうだろうか──。

　すべての好意を資源のように浪ろう費ひして、陰いん謀ぼうを巡めぐらせているものがいるとしたら。

『赫竜』のそれなりに幸せな日々がすべて、仕組まれ、こうして無む惨ざんに収しゆう穫かくされるために用意された泡沫うたかたの夢だったなら──。

「安心するがよい」

『デンキ』はやはり幼い見た目に似合わぬ、傲ごう慢まんな口調で。

「黒姫は助かる。治ち療りようは、成功するはずだ。死なれるよりも、生かしておいたほうが、有効活用できるのでな」

　言いながら、もたもたと、懐ふところからもう一丁の拳銃を取りだした。

　独眼の蜥蜴とかげ、のように見える装そう飾しよくが不気味な、拳銃というより注射器に似た造形の凶きよう器きである。水みず鉄でつ砲ぽうのように、いくつもの薬容器アンプルが連結されている。

「これは毒物生成に特化した『才古銃サイコガン』刻印シリアル№１０８『凶皇アグリツピナ』。この『才古銃サイコガン』で仕込んだ害毒は、同じくこの『才古銃サイコガン』でのみ快かい癒ゆできる。これを用いれば、黒姫は助かる」

　それは──どういう意味だろうか。

『赫竜』は、すぐに察した。

「アンタガ、黒姫ヲ──」

「うむ。あの夜祭カーニバルでな、彼女の食べていた屋台飯に害毒を仕込んだ。驚おどろくほど簡単だったぞ、どうしてあの娘こはあぁも無む警けい戒かいなのだ？」

　黒姫が体調を崩くずしたのは、夜祭カーニバルの直後だった。

　夜祭カーニバルではしゃぎすぎたせいかとも思っていたが、もっと単純な理由だったのだ。あそこで、黒姫は毒を仕込まれた。そして、死ぬほど苦しんだ──。

　残ざん酷こくな構図に、『赫竜』は息を詰つまらせて、批難するように叫さけんだ。

「黒姫ハアンタノ、オ友達ニナロウトシテタノニ──」

　似合わぬことを言っていると、自覚はしている。

　けれど、我が慢まんできなかった。

「アンタニ手ノヒラガ温カイッテ言ワレテ、アノ子ガドレダケ喜ンダカ──」

「なぜ感情を乱している？　怒おこっているのか？」

『デンキ』は、きょとんとした。

　他人の激情が、まったく理解できないようだった。

「よくわからぬ。あの発言に、他意などなかったぞ。半身が機械であるわれよりも、黒姫のほうが体温が高い。ありのままの事実を、述べただけであるが？」

　まったく表情を変えずに、『デンキ』が言った。

『赫竜』は──全身から、ちからが脱ぬけるようだった。

　やがて、可笑おかしくなってきた。

　肩かたを震ふるわせて、壁に半ばめりこんだまま、『赫竜』は自じ嘲ちようする。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　己が、甘っちょろかったのだ。だから、こんなにも弱くなってしまった。他人など信じるから。愛などに期待するから。ふつうに暮らせるなんて、夢を見たから。すべてを奪うばわれ、踏みにじられる。

　ひとは裏切るもの。信じるものが馬鹿を見る。それは、あの『大奥』で『絲妃』に骨身に刻まれた真実だった。それを忘れていた、これは罰ばつなのだろうか。

　もう、言葉もなかった。

　すべては夢だった。

『ピカドール』にあの夜祭カーニバルで語ったとおりに、この世界に神などいなかった。祈いのるだけ無む駄だだった。『赫竜』は笑うしかなかった。

「まだ元気なようだな」

『デンキ』が不思議そうに小首を傾かしげて、黄金銃を構えると、無造作に引き金をひいた。

　今度は、はっきりと視し認にんできた。

　銃じゆう口こうから放たれたのは、球形の高圧電流のかたまりである。巨きよ大だいな電力そのものが、『赫竜』の全身を痺しびれさせ、焦こがし、打だ撃げきする。何度も何度も、その光球は放たれる。

「これは隕いん石せき落としの『第一の火オールドエンジン』の補ほ佐さをするためにつくられた『才古銃サイコガン』──刻印№００７『電球エジソンエンジン』。高密度の雷電プラズマ砲ほうを放つ、武器としても用いられる。まだ、調整が必要だな……。効率がよくない。この『才古銃サイコガン』を駆く動どうさせるために長なが崎さき出島が一いつ斉せいに停電してしまった。だが、今後この『黒船』には必要な『才古銃サイコガン』である」

　己自身も電圧に痺れたのか、痛そうに眉まゆをひそめて、『デンキ』は己の『才古銃サイコガン』を持て余すように身体からだから遠ざけた。

　そのまま、痛めつけられた『赫竜』に歩み寄ってくる。

　すぐ間近から、こちらを見下ろして──無感情に。

「安心しろ。おまえも、われがこの『才古銃サイコガン』のように有効活用してやる」

「ハッ、アリガタクッテ涙なみだガデルワ・ネェ？」

『赫竜』はせいいっぱいの意地で、『デンキ』に唾つばを吐はいた。

　電流で焼やけ焦げて血の混じった唾だ液えきが、『デンキ』の陶器のような頰ほおを汚よごした。

「ホントニ魂たましいマデ機械ナノネ、可か哀わい想そうナオ人形チャン！」

「…………」

『デンキ』は目を丸くすると、硝子玉の瞳にほんのわずか──感情を浮かばせて。

　それを、恥じるように、すぐに抑よく制せいすると。

　何度も、『電球エジソンエンジン』を連射する。至近距きよ離りから放たれた雷電プラズマ砲が、『赫竜』を跳はねさせ、削けずる。爆ばく圧あつで、『デンキ』の長い髪かみが舞まい踊おどった。

　紫し電でんが純白の部屋をさらに漂ひよう白はくし、『黒船』のすべてが震しん撼かんする。

　やがて、『赫竜』は沈ちん黙もくし──『デンキ』は『才古銃サイコガン』の濫らん用ようで生命力を消しよう耗もうしたのか、肩で息いきをした。幼い子供が地じ団だん駄だを踏むような攻こう撃げきは終わって、『デンキ』ははっと我に返ると、『才古銃サイコガン』を我が身に押し当てて自制した。

「これ以上は、『黒船』の運航に支障がでる──」

　自分に言い聞かせるように、独りごちると。

　独眼の蜥蜴の銃と黄金銃を握にぎりしめた両手を、だらりと垂らして。肩で、『赫竜』に吐きつけられた唾を、拭ぬぐった。満足せずに、何度も何度も、拭った。

　それを、壁に背を預け腕うでを組んだ『モモ』が、うっとりと眺めている。

「うふ、ふ──仕込みは上々、とくとご覧ろうじろってとこですわね♪」

　そして床ゆかに飛び散った『妖よう刀とう村正』の残ざん骸がいを、愛いとおしそうに拾いあげる。

「あとちょっと、だから。見ててね、お母さん……」

　あくまで優やさしく、愉たのしそうに。

　満足そうに。
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　泥どろの海のような混こん濁だくした意識の底から、黒姫はいっとき──浮ふ上じようする。

　ぼんやりと目を開いたが、真上に強い照明があって、眩まぶしくて何も見えない。

「う……」

　呻うめいて、ぱちくりと瞬まばたきしながら身をよじる。身体が酷ひどく重たい、自分のものではないみたいに。四し肢しの麻ま痺ひは和やわらいでいるようだが、単純に疲ひ弊へいしきっている。

　鉛なまりのような瞼まぶたがずり落ちて、再び意識が闇やみに閉とざされようとした──寸前。

「目が醒さめたか、黒姫」

　抑よく揚ようのない声とともに、陶器人形ビスクドールのような顔が視界いっぱいになった。

　艶やかな檸檬色の髪が、おとぎ話みたいに、さらさらと垂れてくる。

「『デンキ』──ちゃん」

　黒姫は赤ん坊ぼうみたいに、目に映るものを素す直なおに口にした。どうやら寝台ベツドか何かに横たわっているらしい自分を、無む垢くに見下ろしているのは、異国風の不思議な少女──あの『デンキ』である。

　いつも率そつ直ちよくな『デンキ』は珍めずらしく口ごもり、すこし思い悩なやむような様子だったが。

　あの独特な、「ふぁお」という円盤デイスクを回すような声をあげると。

「無理して喋しやべるな、安静にしているがよい。解げ毒どくはしたが、まだ身体は衰すい弱じやくしておる。大事をとって休んでいなければ、ころりと逝ゆくぞ」

　見ると黒姫の太ふと股もものあたりには点てん滴てきの管が繫つながれており、何かの薬液を循じゆん環かんさせている。あの忌いまわしい高熱も、ひいている。どうも病院かどこかに運ばれて、治療を受けた──という案配だろうか。

　熱に浮かされている間は意識が曖あい昧まいだったから、記き憶おくが覚おぼ束つかない。

　ただ『赫竜』が、とても優しくしてくれたのは──ぼんやりと、覚えていた。

「ここは、どこじゃ？　おばさま、は？」

　喋るなと言われたが、自分の置かれた状じよう況きようがわからぬままでは不安である。

　黒姫の問いに、『デンキ』は事実のみを提示する、機械のように。

「『赫竜』も、すぐそばにおる。おまえを、心配しておったぞ」

　そのあたりで、ようやく黒姫は目が慣れて、視界も判然としてきた。真っ白な、妙みように清潔感のある狭せまい部屋に、黒姫は寝ねかされているようだった。床や天てん井じよう、壁かべの継つぎ目がなくつるりとしていて、まるで宙に浮かんでいるみたいだ。

　黒姫は自宅にいたときと同じ、髪をおろした寝ね間ま着き姿だ。何らかの治療が行われたのか、すこし寝間着は乱れていて、『デンキ』が気づいてそっと前を隠かくしてくれた。

　いまだ茫ぼう漠ばくとしている黒姫を、傍かたわらに立つ『デンキ』はしばし、硝子ガラス玉のような双そう眸ぼうで眺ながめていたが──やがて思いきったように、身を乗りだして告げてきた。

「黒姫よ」

　喋るのがあまり得意ではないのか、考え考え、舌足らずに。

「本来ならば選せん択たくの余地はないのだが──あえて、問いかけの形式をとろう」

　堅かた苦くるしいのは、他ほかに他人との接しかたを知らないからか。

　機械のような少女は、幼い見た目とはちぐはぐな、厳いかめしい口調で。

「黒姫──われらとともに、われの祖国へと赴おもむくつもりはないか？」

「『デンキ』ちゃん、の……？　祖国？」

　黒姫は、よくその発言の意味が吞のみこめずに、当とう惑わくする。

　熱病の残ざん滓しがいまだ頭に靄もやをかけていて、うまく考えられない。『大奥』では『腐死蝶ういるす』などと──病びよう魔まの名前で、呼ばれていたのに。熱をだして寝こむなど、どんな皮肉なのだろうか。と、思考が横道にそれているのが、自分でもわかった。

　えぇっと、と黒姫は会話に集中しようとする。

「ようやく、準備が整ったのである」

　こちらの返答を待たずに、『デンキ』は焦じれったそうに。

「これから、『黒船』は発進する。我が、祖国へ向かって。帰郷するのである──それは、我々の悲願であったのだ」

「『黒船』……？　それって……？」

　黒姫は、珍しくやや興奮ぎみに語る『デンキ』に気け圧おされ、戸と惑まどった。

　何が何だかわからない。『デンキ』と『黒船』に繫がりがあるなどと、想像もしていなかったのだ──そこまで、黒姫は聡さとい少女ではなかった。

『デンキ』も異国風の容よう貌ぼうだし、もしかしたら『黒船』の一員だったのだろうか──などと、ぼんやり思い当たった程度である。

　反応の鈍にぶい黒姫に気づかず、『デンキ』はちいさな手のひらを己おのれの胸むな元もとに当てる。

「われら『黒船』はこの国に資源の獲かく得とくのためにきた。長く逗とう留りゆうするつもりはなかったのである。けれど動力部の破損により航行が困難となり、凍てつインセクトいた霧・ケージを突とつ破ぱできず、祖国へと帰参することができなかった」

　何も知らぬ黒姫に、丁てい寧ねいに、己らの立場を説明してくれているようだった。

「この国の事情に深入りするつもりはなかった。資源を獲得するために強きよう硬こうな手段も用いたが、資源の問題は解決できた。これ以上、この国の歴史に関かかわる必然はない。われらはこの国から脱だつし、祖国へと帰き還かんする。ようやく、すべての手はずが整ったのである」

「何を言ってるのじゃ、『デンキ』ちゃん……？」

　いまだ理解の追いつかない黒姫だが、『デンキ』はただ思いの丈たけをぶちまけるように、やや一方的に語った。

「われらは、おおきな熱源エネルギーを得た。あくせくと、誘ゆう拐かいの真似まねごとをしてまで、悪事に手を染めてまで『大奥』の生徒など集める必要はなくなった。ずうっと探し求めていた、われらの祖国が見失っていた、強大な『才古銃サイコガン』を──この国で、発見できたのだ」

　珍しい興奮の色に、『デンキ』の硝子玉の瞳ひとみが潤うるんでいる。

「『第一の火オールドエンジン』に代わる次世代の熱源エネルギーとして開発され、けれど研究途と中ちゆうで散さん逸いつした幻まぼろしの『才古銃サイコガン』──『第二の火ネオロマンサー』。それは危険な兵器でもあるが、有効活用できれば資源問題を一挙に解決できる、素す晴ばらしい発明である」

『第一の火オールドエンジン』？　『第二の火ネオロマンサー』？

『才古銃サイコガン』……？

「祖国へ舞い戻もどり、『第二の火ネオロマンサー』を献けん上じようできれば、よい手て土産みやげになる。われら『黒船』は役目を果たせる。これ以上ないほどの、功績をあげられる。父王もきっと褒ほめてくださる。われらは役目を果たし、凱がい旋せんできるのである」

　そっと、『デンキ』が黒姫の手のひらを握りしめた。

　その指先がか細く震ふるえていることを、黒姫は知る。こんな、ちいさな女の子が──きっと、黒姫には理解できぬほどおおきなものを抱かかえて、不安に耐たえている。

　支えてあげたかった。

　せめて慰なぐさめてあげたかった、お友達になれた──はずなのだから。

　黒姫はそっと、ちからなく『デンキ』の指先を握りかえした。ほっとしたように『デンキ』は息を吐き、それが自分でも不思議だというように、小首を傾かしげた。

「黒姫、おまえも一いつ緒しよに行こう」

　そして思いきったように、こちらの瞳を覗のぞきこんで。

「おまえらも幕府に追われる身──と聞いている。だが国外に逃とう亡ぼうすれば、凍てつインセクトいた霧・ケージを突破できぬ幕府にはもう追ってこれぬ。安全に、平和に暮らせるのだ。われらの祖国で。どうだ、素晴らしいであろう？」

『デンキ』はちいさな子供がとびっきりの思いつきをしたときの、無垢な笑えみだ。

「歓かん迎げいする。きっと、不自由はさせない。おまえにも、『赫竜』にもだ。父と母に、弟や妹たちに紹しよう介かいしよう。祖国を案内する、こうして手を引いて──最初は慣れぬかもしれないが、きっとおまえも祖国を気にいる」

　必死に、懇こん願がんするみたいに。

「こんな哀かなしみしかないような国など飛びだして、われとともに祖国へと赴こう。そこでなら、きっとおまえも幸せになれる。健すこやかに、安楽に、幸福に暮らせるはずだ。もう泣いたり苦しんだりする、必要はなくなるのだ」

　そんな『デンキ』の言葉に、黒姫は苦く笑しようした。

　哀しみしかない国、とは随ずい分ぶんな言われようだが──それは一面の真実ではある。思えば泣いて、苦しんで、そればかりだった。

　けれど、それだけ──ではないはずだった。

「『デンキ』ちゃん」

　黒姫は曖昧な意識のなか、素そ朴ぼくに、思ったことを述べた。

「黒はの、もう、幸せじゃよ？　充じゆう分ぶんに。この国で、幸せに暮らしておったよ？」

　間近にある陶器人形ビスクドールのような『デンキ』のかんばせを、穏おだやかに見あげると。

「たしかに苦労してばかりじゃ。泣いてばかりじゃよ。でも、喜びも幸せも、いっぱいいっぱいあった。兄者上が、おばさまがいるこの国が、黒の国じゃ。黒の生きる場所じゃ。どこか遠いところに、理想郷なんてないんじゃ、きっと──」

　うまく言えなかったけれど、黒姫は、せいいっぱいに気持ちを伝えようとした。

　真しん摯しに、どこか自分に似ていて、だからたぶん自分と同じ間ま違ちがいをしでかし──不幸になるかもしれない、異国の、生まれて初めてできたお友達に。

「どこへ逃にげたって、罪は、哀しみは消えぬのじゃ。地じ獄ごくの外には、さらにおぞましい地獄が広がっておるだけじゃ。けれど地獄でも、愛いとしいひとがそばにいるなら、幸せになれる。黒は、それを知っておる。兄者上が、おばさまが、黒に教えてくれたから」

「おまえが何を言っているのか、わからない」

『デンキ』は失望したように、赤ん坊みたいに顔をしかめた。

「われは機械ロボツト。役目を果たし、調整プログラムどおりに動く。それが、すべてである。他の生きかたを知らない。役目を果たし、褒められ認められる。そのために、つくられた」

　きゅっ、と黒姫と握にぎりあったままの指先に、『デンキ』はちからをこめる。

「おおくの犠ぎ牲せいを払はらって、われは生みだされた。そういうふうに、つくられた。だからこそ、われはその求められる機能を発揮する──それだけが、われの喜びである」

「それはたぶん、『デンキ』ちゃんの本音とは、ちがうのじゃ」

　黒姫は、躊躇ためらいがちに、けれどはっきりと断言した。

　やはり、この子は自分に似ている。きっと、母の──あの『絲妃』の操あやつり糸で雁がん字じ搦がらめにされていた、むかしの自分に。陰いん謀ぼうと悪意の渦うずのなか、巧うまくやって他人をだしぬき、その刹せつ那な的な快楽に酔よっていた。

　でもそれは、幸せなんかではなかった。

　愛を、幸せを、喜びを受けとったことがないから、そのかたちがわからない。どこか遠くにそれがあると信じて、思いこんで突つき進み、迷子になってしまう。

　探しものは、すぐそばに落ちているかもしれないのに。

「『デンキ』ちゃんは、効率よく物事を進め、目的を達成しつづけておるのじゃろ。優ゆう秀しゆうな、機械みたいに。そんな『デンキ』ちゃんから見れば、黒はきっと、同じとこでずうっと足あし踏ぶみしてる不ふ甲が斐いないやつなのじゃろ」

　でも黒は、それが心ここ地ちよいのじゃ、と黒姫は穏やかに語った。

「黒は弱いから、しゃにむに突き進んでいたら、ばらばらになってしまう。だから、同じところに踏ふみとどまって、懸けん命めいに今を生きておる。そうやって、生きると決めたのじゃ。だから、『デンキ』ちゃんと一緒には行けない。せめて、逃げることはしたくない」

　幕府のちいさな姫ひめ君ぎみは、決然と言った。

「この国で、生きる。たとえ血を吐はきながらでも、哀しみしかなくても。兄者上の、おばさまのいるこの国で、黒は逃げずに戦いたいと思うのじゃ」

「それは、看過できぬ」

『デンキ』は「いや、いや」をするように首を振ふった。

「『赫竜』は黒船の運航に不可欠である、手放すことはできぬ。彼女とともに暮らしたいなら、おまえも同どう伴はんするしかないのだ」

「おばさま、が……？」

　意味がよく摑つかめずに、黒姫はやはり戸惑うしかなかった。

　そんな黒姫を、『デンキ』は歯は嚙がみして見つめている。

「すでに『黒船』は動きだしている、われにも──もう止められぬ。せめて、強制はしたくなかった。望んで、ともに祖国にきてほしかった。そうすれば、誰だれも不幸にはならなかった。『赫竜』も、祖国へ戻れば解放してやれる、国こく賓ひんとして迎むかえいれられた。ただの資源として浪ろう費ひなどせずに、おまえも『赫竜』も祖国へ迎えいれられるはずだったのに」

　言ってから、『デンキ』は俯うつむき、冷や水を浴びせられたように震えた。

「どうしてだろう……？　強制することもできた。けれど、われはおまえたちの同意がほしかった。望んで、いっしょにきてほしかった。不合理な、感情……。何だろう、これは？　われは機械ロボツト、機械ロボツトに感情はない、それなのにどうして……？」

　混乱した様子で独白していた『デンキ』が、不意に「びくっ」として顔をあげる。

　天てん井じようのあたりを見あげて、血の気を失った。

「どうしたのじゃ、『デンキ』ちゃん……？」

　尋じん常じような様子ではなかったので、黒姫は不安になって、問いかけた。

『デンキ』はそれに気づかぬように、ひたすら目を白黒させている。

「おかしい、『黒船』の動きが変だ。予定にない、航路をとっている。祖国へと向かうなら、針路は外海のはずだ。だが、これは──むしろ内陸部へと向かって進んでいる？」

　ちいさな『デンキ』の頭のなかで、疑ぎ問もん符ふばかりが渦うず巻まいているようだった。

　難しい計算を求められた機械のように硬こう直ちよくし、『デンキ』は瞑めい目もくする。

「なぜ……？　『黒船』は、われだ。われが、『黒船』だ。思いどおりに動かぬわけがない、はずなのに。異物を混ぜたせい？　こんなことは予定に、計算にない！」

　硝子ガラス玉の瞳が、不安に揺ゆらいでいる。

「どうしてだ、なぜ巧くいかぬ？　われはただ、祖国へ帰りたいだけなのに！」

　駄だ々だっ子のように叫さけぶと、『デンキ』は黒姫を置き去りに、駆かけだした。

　その先に、どんな破は滅めつが待っているか知らぬまま。
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『黒船』提てい督とく『デンキ』は、せいいっぱいの早足で歩いていた。

『黒船』旗き艦かん『黒曜石』内部の、網あみ目め状に入り組んだ細長い通路である。慣れたものでも迷いそうな複雑怪かい奇きな構造だが、『デンキ』にとっては自分の体内も同じだ、その足取りに不安はなかった。

　だが『黒曜石』はすでに動きだしており、その駆く動どうにすべての熱源エネルギーを用いているためか自動なはずの通路も停止しており、歩行が不得意な『デンキ』は遅ち々ちとして進めない。ときおり壁かべに手をつき呼吸を整えて、休みながら進んでいた。

　黒姫が寝ねかされていた医い療りよう・研究のための区画から、『黒曜石』全体から見て対角線上、かなり遠い位置に動力部があり、その真上に全体の針路を決める操作盤ばんがある。『デンキ』の私室でもあり、ふだん『デンキ』はそこで回路と直結するための王おう冠かんをかぶり、『黒船』と一体化している。

『黒曜石』はあきらかに不可解な駆動をしているため、その原因を突きとめるために『デンキ』は操作盤へと向かっていた。何者かが悪意をもって、『黒船』の針路を歪ゆがめている。あるいは、『黒船』が勝手に暴走をしている。

　何とかして止めなければならない。それが、『黒船』を任された自分の役目だ。ようやく不本意な逗とう留りゆうを終え、故郷へと帰き還かんできるのだ。

　こんなところで、しくじるわけには断固としていかなかった。

「ふう──」

　汗あせみずくになって、『デンキ』は歩く。

　蹲うずくまってしまいたくなるが、それは無理な相談である。幼く、ひ弱な身体からだに鞭むち打うって、『デンキ』はひたすら足を前へと踏みだしていく。

『ピカドール』と連れん絡らくがつけば、彼を乗り物にできたのだが。『黒船』のものが恒こう常じよう的に用いている体内通信が断絶している。電波妨ぼう害がいが発生しているらしい。これもまた、異常事態だ。あきらかに変だ、予定にない。胸むな騒さわぎがする。

「何が、起きている？　何が、どうなっている？」

　虚こ空くうに問いかけたが、もちろん返答はなかった。

　疲ひ労ろう感に挫くじけそうになりながらも、やがて『デンキ』は目的地に辿たどりついた。

　関係者以外立ち入り禁止の、『黒船』の心臓部ともいえる区画である。幾いく重えにも防ぼう壁へきが降りており、そのままでは進めない。やはりこちらの接続は拒きよ絶ぜつされており、仕方なしに『デンキ』は己おのれの『才古銃サイコガン』──『電球エジソンエンジン』を構えて、撃うった。

　雷電プラズマ砲が炸さく裂れつし、強固な防壁が軋きしむ。

　何度も放ち、ようやく小こ柄がらな『デンキ』が通りぬけられそうな穴があいた。『デンキ』は『才古銃サイコガン』を用いたことによる疲ひ労ろうでぐったりとしながらも、何とかその隙すき間まに身をいれる。姿勢を崩くずし、前のめりに倒たおれた。

　それでも決然と、顔をあげて──。

　絶句する。
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　玉座の配置された、王冠形の操作盤が置かれた『黒曜石』の本部。

『デンキ』にとっては馴な染じみ深い、ふだん住まいの空間である。だが、そこには不ふ穏おんな空気と──悲劇の一幕のような、血なまぐさい光景が広がっていた。

『デンキ』は愕がく然ぜんとして、竦すくむ。

　理解不能。

　己のあけた大穴から転がりこんで、床ゆかに伏ふせた姿勢のまま、愕然とした。

「あらま、意外と早かったですわね──褒ほめてあげましょうか、『デンキ』さま？」

　甘ったるい声が、朗々と響ひびいた。

『デンキ』がふだん腰こしを落ちつけている玉座に踏ん反りかえっているのは、『黒船』大幹部『モモ』である。悩なやましく足を組み、こちらを睥へい睨げいしている。

　それだけでも本来はあってはならぬ蛮ばん行こうである。あの玉座は『黒船』の操作盤だ。『黒船』提督『デンキ』のみに着席が許可される、神聖にして侵おかすべからざる場所なのだ。

　そこに、破は廉れん恥ちな半はん裸らで、下品な笑えみを浮うかべて『モモ』は座っている。

　それだけでは飽あきたらずに、『モモ』は足あし下もとに何かを這はいつくばらせ、それを踏みつけにしていた。

　それは全身を『モモ』の血色の刃やいばで串くし刺ざしにされた、瀕ひん死しの『ピカドール』である。『ピカドール』は『デンキ』が与あたえた『才古銃サイコガン』のちからで変形し、全身を装そう甲こうされた駿しゆん馬めの姿に変形できる。

　今の『ピカドール』はその馬体である。巨きよ軀くを這いつくばらせ、全身から血と火花を零こぼして、失神しているのか動かない。それを、『モモ』は足裏で嬲なぶっていた。

　どこか官能的に、『モモ』は『ピカドール』に刺ささった血色の刃──彼女の武器『零ぜろの太刀たち・妖よう刀とう村正』を指先で撫なでている。

　空いた片手では『黒船』の中ちゆう枢すうと直結するための王冠を弄もてあそんでおり、どこまでも他人を小こ馬ば鹿かにしたような、挑ちよう発はつ的な態度であった。

　だが、その『モモ』の振る舞まいを見て、『デンキ』は理解する。

『黒船』に予定のない針路をとらせているのは、『モモ』だ。操作盤を掌しよう握あくし、『黒船』をなぜか内陸部に向けて進ませている。何のために？　どうして？

　疑問と、部下と思っていた『モモ』の恥はじ知しらずな裏切りに、『デンキ』は声もでない。

　呆ぼう然ぜんとしていると、『モモ』はそんな『デンキ』を憐あわれむように目を細めた。

「ちょっと気を抜ぬきすぎじゃありませんこと、『デンキ』さま？　こんな簡単に『黒船』を乗っ取れるだなんて、思ってもいませんでしたわよ。危機管理の態勢がなっちゃいませんわね──拍ひよう子し抜ぬけですわ？」

　ちょこんと王冠をかぶると、溜ため息いきを漏もらして。

「油断しすぎですわよ。完かん璧ぺきな封ほう建けん主義に支えられた帝てい国こくとちがって、この国はいまだ戦国時代を引きずっていますのよ。部下が主あるじに反逆する、下が上を駆く逐ちくする、いまだ下げ克こく上じようの論理で廻まわっていますの♪」

　下克上。言葉としては『デンキ』も知っている。

　だが『デンキ』の故郷は機械によって完璧に管理された国家だ。野心もない人々が、ひたすら己の役目を果たしつづける。それが当たり前で、反逆などありえなかった。

　我が欲よくをとおし、功名心から体制に逆らう、そんなのは不ふ謹きん慎しんで──不合理だった。

『デンキ』には理解できない。

　けれど、この状じよう況きようは看過できぬ。

　何とか立ちあがると、ふらつきながら、『デンキ』は『モモ』を睨にらみつけた。硝子玉のような瞳ひとみに画面デイスプレイのようにいくつもの文字列を表示し、現状を把は握あくする。

　やはり『黒曜石』は内陸部に向かって、ゆっくりと加速しながら進んでいる。今は湾わん内ない──水上のため問題なく進めているが、陸地に差しかかれば最悪、船体が破損し、ばらばらに砕くだけ散る。そうなれば『黒曜石』は終わりだ、撃げき沈ちんして乗員のすべてが海の藻も屑くずだ。

『デンキ』のただでさえ青白い陶とう器きのようなかんばせから、さらに血の気が失われる。

「説明しろ、『モモ』。理解が困難だ。こんなことは予定にない、意味がわからぬ。なぜ『黒曜石』の針路を変えた？　これでは故郷に帰れぬ、われらの目的が果たせぬ！」

「あらあら、あら？」

　くすくすと肩かたを震ふるわせて笑うと、『モモ』はとびっきりの冗じよう談だんを口にするみたいに。

「故郷？　わたくしの故郷は、この国でしてよ？　『故郷へ帰る』──ちゃあんと、目的どおりではありませんか！」

「『モモ』、おまえは正気ではない。すぐに玉座を降りろ、『黒船』の指揮権を返せ」

『黒船』と直結するための玉座と王冠を握にぎられている今、『黒船』への接続権は『モモ』が優先して保有している。『デンキ』でも、『黒船』の行ゆく方えを左右できない。

　自分そのものだと思っていた『黒船』が自らで制せい御ぎよできない、その事実に手足をもがれたような喪そう失しつ感をおぼえて、『デンキ』はくちびるを引き結ぶ。

「これは重大な背信行こう為いだ、『モモ』──自分が何をしているか理解しているのか？」

　厳しく問うと、『モモ』はやはり嘲ちよう弄ろうするように、耳みみ障ざわりに笑った。

「えぇ、理解していましてよ？　『黒船』は、『第二の火ネオロマンサー』という強大な動力を得ましたわ──それでも充じゆう分ぶんでしょうが、予備として長なが崎さき出島じゅうの電力をかき集め、また夜祭カーニバルに必要だからと花火のかたちで大量生産した火薬も、たんまりとありますの♪」

『妖刀村正』を『ピカドール』から引き抜き、嬉うれしそうに己の頰ほおに触ふれさせると。

「全国津つ々つ浦うら々うらに粗そ製せい濫らん造ぞうした『才古銃サイコガン』をばらまき、それによって不自然に異能力者となった人々をこの『妖刀村正』で吸収──『大奥』から誘ゆう拐かいした異能力者たちも取りこみ、また皇居に囚とらわれていた『吸血姫ばんぱいあ』からも膨ぼう大だいな生命力を得ました」

　それは、『デンキ』の知らない話だった。

　全国に、粗製濫造した『才古銃サイコガン』を？　何の話をしている？

『モモ』は外交担当として、『黒船』から離はなれて活動していた。その間に、こっそりと暗あん躍やくして──何かを企くわだてていた？

　封建主義のなかで育った『デンキ』には、裏切られる、という発想がなかった。

『モモ』の怪あやしい動きにも、今の今まで気づいてもいなかった。

「『銀狼』と『一本角』は取り逃にがしましたけれど──『第二の火ネオロマンサー』などの『才古銃サイコガン』を動力として用いるために必要な資源は充分、集まりましたわ。これで、ようやく『黒船』を動かせる。わたくしの、目的のためにね」

　清せい々せいした、という晴れやかな笑顔で、『モモ』は語る。

「あ～あ、うんざりでしたわ。あんたみたいなお子さまに媚こびへつらって尻しつ尾ぽ振ふって……。でも、それももうお終しまい。お世話になりましたわね、とお礼を言うべきかしら？　お陰かげで、わたくしはようやく復ふく讐しゆうを果たせますのでね！」

「復讐……？」

　鸚おう鵡む返しに相手の言葉をなぞることしかできない、己が歯がゆいが。

『デンキ』は猛もう烈れつに、思考する。たしか、『モモ』はこの国出身で、島流しの憂き目にあって『デンキ』の祖国に流れついた──と聞いている。己をそんな境きよう遇ぐうに追いやったこの国に、復讐を……？　それが『黒曜石』を内陸部に向けることと、どう繫つながる？

　さっぱり『モモ』の発言は理解できないが、その行いは見すごせぬ。

　父王から拝受した『黒曜石』を、『モモ』の復讐とやらの道具にさせられはしない。

「残念だ、『モモ』」

『黒船』提てい督とくの誇ほこりにかけて、『デンキ』は敢かん然ぜんと立ちむかう。

「おまえは『黒船』の一員だと思っていた、生まれた国はちがえども同どう胞ほうだと──信しん頼らいしていたのに、それを裏切られた。行き場をなくし流る浪ろうしていたおまえを拾いあげ、重用した、恩を仇あだで返すというのなら──軽けい蔑べつし、処断せざるを得ない」

「あら、こちらこそ残念ですわぁ？」

『モモ』はそよ風に吹ふかれたほどにも動じずに、笑みを浮かべたまま。

「おうちに帰りたい、お父さんとお母さんに会いたいって──それだけで行動している子供の我が侭ままに付きあってあげていたのに、感謝の言葉もありませんの？」

　子供の、我が侭。

　一いつ笑しように付すべきそんな小馬鹿にしたような物言いに、『デンキ』は怯ひるんだ。

　核かく心しんをつかれた気がした。

　だがそれを誤ご魔ま化かすように、ちいさな拳こぶしを握り固めて、『モモ』を威い圧あつする。

「否いなである。われは、『黒船』提督としての責務を果たしている、忠実に、確実にだ──この国で資源を回収し、故郷へと持ちかえる。それがすべてだ、われの役目である」

「いいえ、それは噓うそ」

『モモ』は優ゆう雅がに組んでいた足をおろして、立ちあがった。意識のない『ピカドール』をわざわざ踏ふみつけにして、進みでてくる。

　ちぐはぐな結ゆわえ髪がみが、奔ほん放ぽうに揺ゆれた。

「役目だ、命令プログラムだって、そんな言い訳で自分を誤魔化している。でもね、わたくしにはわかるの──共感できるの！　だって、わたくしも同じだから！　お母さんに会いたくて、ただそれだけで生きている赤ん坊ぼうみたいなものですからね！」

　常じよう軌きを逸いつした勢いで進みでてくる『モモ』に、『デンキ』は怯み、数歩だけ後ずさった。だがすぐにそれを恥はじ、己よりも高い位置にある『モモ』の顔を睨ねめあげた。

「知っているぞ。おまえの母親は、すでに亡なくなっている──どれだけ望んでも、会えるわけがない。ゆえに、おまえの望みは妄もう言げんと同じ！　そんなもののために『黒船』を恣ほしいままにさせるわけにはいかぬ、われとおまえは立っている場所がちがうのだ！」

「否ノン、否ノン──同じですわ、やっぱり。だって、わたくしはお母さんに会える。そのための手段を、ようやく見つけたのだから。あとは、わたくしとあなた、どっちの望みが強いかの勝負でしょう？　そして断然、わたくしはあなたよりももっともっとお母さんに会いたい！　だから、わたくしが優先されるべきですわ！」

「おまえは、やはり──正気を失っている」

　吐と息いきが触れる距きよ離りまで近づいてきた『モモ』に、『デンキ』は嚙かみつくように告げた。

「今すぐ愚おろかな行いをやめ、『黒曜石』の制御権を返すがよい。このまま『黒曜石』が進めば内陸部に激げき突とつして爆ばく散さんする、この『黒曜石』には大量の火薬や『第二の火ネオロマンサー』が積まれている、大だい惨さん事じになるぞ！　それでもよいのか、ここはおまえの祖国だろうが！」

『デンキ』とて、隕いん石せきを落としこの国に被ひ害がいを及およぼした。

　だが、『黒船』提督としての苦く渋じゆうの決けつ断だんだったし、何より己おのれの属する『黒船』勢力に犠ぎ牲せいがでることではなかった。だが、『モモ』のやりくちは己も他者もすべて巻き添ぞえにして破は滅めつを呼ぶ、ただの破は壊かいだ。何の価値もない、蛮行である。

『デンキ』はそう判断し、己は間ま違ちがったことは言っていない、と胸を張った。

「今なら、まだ間にあう。妄もう想そうを捨て、心を落ちつけて、己の行いを反省し──」

「妄想なんかじゃない！」

　言葉の途と中ちゆうで、『モモ』が唐とう突とつに激げき昂こうし、『デンキ』の頰を打った。

　華きや奢しやな『デンキ』は反応もできずに軽かろやかに吹っ飛び、転がった。殴なぐられたのは、生まれて初めてだった。『デンキ』には、咄とつ嗟さに何が起きたかわからなかったぐらいだ。

　床ゆかを何度か跳はね、あちこちに立っている目盛りや複雑な回路が浮うかんだ円柱に、頭をぶつける。衝しよう撃げきに、ちかちかとした。殴られた『デンキ』の陶器のような頰はおおきく腫はれあがり、鼻から真っ赤な血が溢あふれて零こぼれた。

「あら、きょとんとしてますわね？　何をされたかわからない、お姫さま？」

『モモ』が悠ゆう然ぜんと歩み寄ってきて、『デンキ』の腹部を思いっきり蹴けりあげた。

　くの字に折れて、宙に浮かんだ『デンキ』の髪の毛を、『モモ』が引っ摑つかむ。宙ちゆう吊づりにされ、『デンキ』は己の髪がちぎれる音を間近で聞いた。

　痛みと、驚おどろきに、何も考えられない。

　だが咄嗟の防衛本能で、『デンキ』は懐ふところから取りだした毒物生成の『才古銃サイコガン』──『凶皇アグリツピナ』を『モモ』に向けて、狙ねらいをつける。『モモ』は不死身だが、毒物に侵おかされればどうだろうか、すくなくとも動きを封ふうじる程度のことは──。

　だが瞬しゆん時じに、『モモ』が鞭むちのように平手を放って、『デンキ』の手から『才古銃サイコガン』を弾はじき飛ばした。『デンキ』の手首が呆あつ気けなく折れて、ねじ曲がった。

「お母さんに会いたい。目的が同じ、ならばどちらを優先するべきか──当然、戦って強いほうが優先される。それが弱肉強食の論理、この国の理り屈くつ！　さぁさぁ、銃を取りだしたってことは戦う気はあるってことね？　じゃあ何されても文句は言えませんわね！」

　高らかに歌うように告げてくる『モモ』にぞっとしたが、『デンキ』にはもう手持ちの『才古銃サイコガン』はない。『第一の火オールドエンジン』も『電球エジソンエンジン』も『黒曜石』の動力として使用している。今の『デンキ』はもう丸まる腰ごしだ。

「あなたの用いる『才古銃サイコガン』はたしかに一級品──最強の異能力者と同等かそれ以上の能力を、資源があるかぎり連発できる。けれど、それはあくまで『才古銃サイコガン』のちから。あなた自身はひ弱な子供、それを勘かん違ちがいしちゃあいけませんわね？」

『モモ』が平手打ちに用いた片手を翻ひるがえして、『デンキ』の細首を握りしめた。

　頸けい部ぶを圧あつ迫ぱくされ、『デンキ』は呻うめく。

「あなたの『才古銃サイコガン』は遠えん距きよ離りからの砲ほう撃げきにおいて最も強大な威い力りよくを発揮する──この距離まで接近された時点で、あなたの勝ちはありませんわ。わたくしが裏切ったとわかった時点で、すぐに撃うっていればよかったのにね？　やっぱり甘ちゃんの、お子ちゃまってことかしら？　ねぇ、何とか言ったら？」

　挑ちよう発はつするように言われたが、気道を絞しめられて、『デンキ』は声もあげられぬ。

　だが最後の気力で、『黒船』提督としての誇りで──。

『デンキ』は、ちいさな手のひらで、目の前の『モモ』の顔や肩を、ぺちぺちと叩たたいた。何度も、何度も。諦あきらめずに──けれど、意味はなかった。

　むしろ心ここ地ちよさそうに、『デンキ』の手のひらを受けながら、『モモ』は微笑ほほえむ。

　そのいけ好かないにやけ面づらに、『赫竜』のように唾つばを吐はきつけてやろうかとも『デンキ』は思ったが、はしたないことができなかった。

　己は王族。『黒船』提督。常に完かん璧ぺきに調律された機械であり、君臨するもの。

　このような、理り不ふ尽じんな暴力に晒さらされる謂いわれはないはずだった。

「あらあら、ようやく『デンキ』さまもこの国の理屈を弁わきまえてきたのかしら？　それじゃあ、もうひとつ教えてあげましょう！」

『モモ』がおもむろに、『デンキ』の腹部にきれいな膝ひざ蹴げりを叩きこんだ。同時に手を放されて、『デンキ』はおおきく宙返りし、仰あお向むけに落ちた。顔面を強したたかに打ち、歯がいくらか砕くだけたのか、口のなかで血の混じったそれがじゃりじゃりとして不快だった。

　知らない。

　こんなのは──知らなかった。

　だから、『デンキ』には、どうしたらいいか判断できなかった。

「目には目を。歯には歯を。殴ったら、殴られることもある。まぁ、蹴ったんですけど──ようこそ『デンキ』さま、この国へ！　いまだ戦国を引きずる、本能のままに奪うばい奪われあう獣けものたちの楽園へ！　歓かん迎げいしますわぁ、たっぷりと！」

『モモ』は両手を広げて満足そうにそう言ったが、すぐに気づいた。

『デンキ』は倒たおれ伏ふしたまま、ぴくりとも動かない。体験したことのない痛みに、失神してしまったらしい。あら、と『モモ』は残念そうにくちびるに指を添そえる。

「もう、おねんね？　まぁいいですわ──ここから先、あなたが役に立つことはありませんから。どっかそのへんに飾かざっておいてあげますわ、可愛かわいらしいお人形ちゃん♪」

　鼻はな唄うた混じりに『デンキ』に歩み寄る『モモ』は、気づいていなかった。

　いつの間にか、玉座のそばで倒れていた『ピカドール』の姿が消えていたことに。

『モモ』は忘れていたのだ。

　取るに足らないお子さまだと侮あなどっていた『デンキ』が、指し摘てきしたその弱点を。




　調子にのってすぐ油断し、足あし下もとをすくわれるのがおまえの悪い癖くせだ──『モモ』。







　第四幕　暗雲　あらしのまえ
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『ピカドール』が語ったのは、『黒船』の血なまぐさい内乱についてだった。

　突とつ如じよとして、『黒船』を襲おそった惨事──。

『黒船』提督『デンキ』に反逆し、その全権を奪い掌しよう握あくした大幹部『モモ』。

　彼女は『黒船』旗き艦かん『黒曜石』を操そう舵だし暴走させ、なぜかその針路を内陸部──この国の本土に向けて驀ばく進しんさせているという。

『モモ』の真意は定さだかではないが、『黒曜石』は大量の火薬と熱源エネルギーを満まん載さいした船艦である。わずかな刺し激げきを与あたえるだけで爆ばく発はつ四散し、もし人里で破は裂れつでもすれば先日の隕石落としなど比べものにならぬ被害をもたらすであろう。

　事実とすれば、もちろん看過できぬ非常事態である。

　無論、『ピカドール』が噓うそ八はつ百ぴやくを並べ立てている可能性もあった。『黒船』はこれまで、卑ひ劣れつな騙だまし討うちや裏工作を用いてきた、これもその一いつ環かんではないかという疑いは消えぬ。

　だが『ピカドール』の態度は真しん摯しであったし、傷だらけになりながら己の命を差しだすようにして誠実に語った。まだ確実に信しん頼らいに足るとは言えぬが、もし彼が明かした内容に噓うそ偽いつわりがなければ、とても見すごせるものではなかった。

『黒曜石』が大爆発すれば本土には史上類を見ない災さい禍かが及び、最悪の場合──ただでさえ政情不安に揺れる日本は、国家としての輪りん郭かくを失って滅ほろびかねない。

　関ヶ原以上の、悪夢である。

　治ち療りようを受けた『ピカドール』と同じく『強化義ぎ肢し』接続の手術を受け、同室に寝ねかされていた『百手むかで姫ひめ』＝さくらは、他ほかのものに先んじてその情報を得た。

　そして、『ピカドール』の語った内容を信じ協力する見返りとして、ひとつの約束をしてもらった。

　彼の語った内容から一点のみ、秀ひで影かげには伝えぬようにと、きつく願ったのである。

　その一点とは、すなわち──。
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　旅館の前に、さくらは立っていた。

　朝食をとりながら『ピカドール』にあらためて全員に話をしてもらった、その直後である。事態は一刻を争う──すぐに決断し、行動する必要があった。

　だから、さくらは旅たび支じ度たくを調ととのえて、こういうときは焦じれったくなるぐらいに判断の鈍にぶい愛いとしいひと──秀影と、向きあっていた。

「さくらちゃん」

　秀影は情けない顔をして、こちらの名前を呼ぶ。

　さくらは革帯ベルトを装着し、ほんのり薄うす化げ粧しようまでして、準備を整えていた。『大奥』で戦いに赴おもむく前、いつも『水蛇みずち』や『銀ぎん狼ろう』が身だしなみを整えてくれた。

　今はもう、独りぼっちだけれど。

『銀狼長屋』の、誇ほこりにかけて。

　みんなが命いのち懸がけで守ってくれたこの国の未来を、救うために。

　戦いに、向かうつもりであったのだ。

「そんな顔をしないでください」

　さくらは秀影にそっと、手を伸のばした。

　確かめるように、秀影の頰ほおを、愛しげに撫なでる。

　間近から──恋こい人びとたちは、見つめあった。

「これが、最善の判断なんです」

　自分に言い聞かせるように、はっきりと告げた。

「わたしが、『ピカドール』さんとともに『黒船』に向かいます」

　それが、さくらの決断であった。

「彼は馬の姿に変形して、高速移動することが可能だと聞きました。急げば、『黒船』が災わざわいをもたらす前に、それを止められるかもしれません。けれど、『ピカドール』さんにはおそらく、ひとりしか乗れません──人数を増やせば、速度が鈍って本ほん末まつ転てん倒とうです」

　たとえば『ピカドール』を馬車のようにして、全員で行動することは可能だろう。

　けれど、それではきっと──間にあわないのだ。

「わたしは、『鎌かま切きり』さんと戦ってしまいました。『大奥』の意向に従わず、逆らったのです。上層部に睨にらまれているだろうわたしは、『大奥』に戻もどっても、地下監かん獄ごくに叩きこまれるのが関の山です。ならば自由の身であるうちに、できることをしたいと思います」

　なるべく感情をださずに、事務的に告げた。

　でないと、泣きだしてしまいそうだ。

「それに、『黒船』で反逆を起こしたという『モモ』さんは、わたしの──」

　そこで言葉を切る。これは、言わずともいいことだ。

　自分が、背負うべきことであろう。

「だめだ。だめだよ──さくらちゃん」

　秀影は、弱々しく首をふった。

「君は死ぬような重傷を負ったばかりなんだよ？　『阿あ呆ほう鳥どり』の治療を受けたとはいえ、体調は万ばん全ぜんじゃない。無理をすれば、今度こそ死んでしまうよ？」

「『大奥』ではそんなの、いつものことでしたよ」

　万全な状態で挑いどめる戦いのほうが、少なかった。

　いつだって死力を振ふりしぼり、傷だらけで、帳ちよう尻じりをあわせてきた。

「心配しないでください、さくらは負けません」

　にっこりと、つとめて楽観的に笑った。

「秀影さまも──自分の果たすべき役割を、果たしてください。あなた、将軍さまなんですよ。ずっと大おお阪さか城を空けているわけにもいかないでしょう。この国が動乱を抱かかえている今、すべての頂点である将軍さまがふらふらしていては、いけません」

「俺にとっては、さくらちゃんの命がいちばん大事だ」

　秀影が堪たまらなくなったのか、さくらの手のひらを握にぎりしめた。

　その指先が小刻みに震ふるえていて、けれど、さくらは情けないとは思わなかった。それだけ、さくらを案じてくれている。光栄で、幸せであった。

　だからこそ。

「そんなことを、言ってはいけません」

　さくらは微笑んだ。すこし、懐なつかしかったのだ。

「むかし、教えてあげたじゃないですか──何も知らなかった、あなたに。どんな道ばたの花にだって、命がある。それを踏ふみつぶすのは、いけないことです。命は平等なんです、わたしだけを優先しちゃあ、いけません」

　秀影の手のひらを己おのれの頰に押し当てて、そのぬくもりを、刻みこむように。

「あなたは、この国のすべてに恵めぐみの雨を降らせることだってできる、そんな立場になったんです。そんなあなたが、たったひとつの花に瑞みず々みずしさを保たせるために、他の花すべてを見殺しにするのは、いけないことです」

　駄だ々だをこねる子供をあやすように、さくらは語った。

　心に、ひとつの事実を秘して。

　それは『ピカドール』に口止めをしてまで隠かくした、秀影にとって重要な事実。

　長なが崎さき出島には、秀影の妹である豊とよ臣とみ黒くろ姫ひめがいる。そして、『黒船』で反逆を起こした『モモ』に──おそらく、囚とらわれている。それを知れば、優やさしいこのひとは妹を助けに行こうとする。さくらが、長崎出島に赴こうとしているならば、尚なお更さらだ。

　だから、さくらはそれを隠した。

　黒姫はきっと、兄に助けにきてほしいのだろうけれど。ゆえに、これはたぶん酷ひどいことなのだろうけれど──。

　愛しいひとに噓うそをつく罪悪感を抱えながら、さくらは意地でも、それを押しとおす。

　長崎出島は、死地だ。幕府の権力も及およばぬあの地では、秀影の威い光こうは役に立たない。みすみす、死ににいくようなものだ。先ほど語ったとおり、『ピカドール』が運べる人数にも限りがある。

　さくらが、出向く。

　そして、『黒船』で悪事を働く、姉──『モモ』と相対し、黒姫を救う。

　至難であり、成功する確証はほとんどない。

　だが、さくらはその難事を果たさなくてはならない。

「『大奥』では、いま『蠅王べるぜぶる』が不ふ穏おんな動きをしています」

　もうひとつの、秀影を長崎出島に向かわせたくない理由を、述べた。

「将軍不在の大阪城で好き放題に振る舞まう『蠅王』を、あなたは放置してはいけません。『蠅王』は、あなたの育ての親──『冥土鳥ほととぎす』、と同一人物のようなものでしょう。あなたが向きあうべきは、そちらです」

『蠅王』は『冥土鳥』を己の端たん末まつ＝操あやつり人形として、動かしていた形けい跡せきがある。

　何を企たくらんでいるかもわからぬ、危険な存在であり、災さい厄やくの火種である。放置はできない。そしてたぶん、『蠅王』に向きあうべきなのは──秀影なのだ。

　秀影は、己の生みの親、『金きん獅じ子し』とはほとんど交流もなく死に別れた。

　せめて、育ての親とは、折りあいをつけてほしい。

　すでに両親を失っているさくらには、望んでもできぬことなのだから。

『大奥』に戻った『鎌切』や、居残った『蛍ほたる』との連れん絡らくが途と絶だえているのも、気になる。『大奥』では今、想像もつかない異変が起きている可能性が高い。

　長崎出島とどちらが危険か、比べるべくもない。二に兎とを追うものは一兎をも得ず、なのかもしれないけれど──どちらも、放置はできぬ。

　ならば戦力をわけ、同時にどちらにも対応する。

　それしかないはずであった、少なくとも──さくらは、そう判断した。

　混こん沌とんとした情勢のなか最善を尽つくし、未み曾ぞ有うの災厄を防ぐ。

　それしかなかった。

「『阿呆鳥』さんは治療で異能力を使いすぎて、疲ひ弊へいしきっています。それは姫さまも同様ですし、『新しん撰せん組ぐみ』である彼女と双ふた子ごさんはわたしたちの部下というわけではない──危険に巻きこむことは、強制できません」

『吸血姫ばんぱいあ』はいまだに獣じゆう化かしており、まともな対話もできない状態であるし。

　彼女が元通りになり、『阿呆鳥』が復帰するのを待っていては、少なくとも現在進行形で災厄が生じている『黒船』の非常事態には、間にあわぬ。

　ゆえに、彼女らが復帰するのを待って、秀影を守ってもらいながら『大奥』へ向かってもらう。さくらはその間、『ピカドール』に乗って早はや駆がけし、『黒船』へ向かう。

　それが現実的な、対処だ。

　無論、さくらだって嫌いやだ。一秒だって、秀影と離はなれたくない。けれど、そうするしかないではないか。いつだって面めん倒どうな立場が、情勢が、さくらと秀影の間を引き裂さく。叫さけびだしたいぐらい、理り不ふ尽じんだ。

　けれど、さくらは今だけは──弱音を吞のみこんだ。

　それなのに。

「嫌だ！」

　秀影が、全力で抱だきついてきた。

「絶対に嫌だ！　さくらちゃんを独りで行かせやしない、生きるときも死ぬときも一いつ緒しよだ！　俺はさくらちゃんと離れたくない、もう二度と！」

「んもう──」

　さくらは、むしろ覚かく悟ごが決まった。

　こんなにも愛されている。欲しがられている、求められている。さくらだって同じだ。絆きずなと愛が、ふたりの間には結ばれている。

　ならば、どれだけ遠ざかったって。

　引力のように、再び引きあわせてくれるはずだ。

　それを信じたかった。

　信じるために。

　さくらは抱かれるがまま、ちょっとだけ秀影を押しのけると。背せ伸のびをして、秀影の頰にくちづけた。久しぶりの、感かん触しよく。知識のない秀影にとっては、最上級の愛のしるし。

「思い出を、いただきました」

　名残なごり惜おしくなってしまいそうだから、すぐに愛しいひとからくちびるを遠ざけた。

　そのぬくもりを覚えていようと、顔を寄せて、宣言する。

「これで──さくらはもう、誰だれにも負けません」

　秀影は、すこし驚おどろいたように目を丸くしていたが。やがて奮起したように、さくらを背骨が折れそうなほどに強く、抱きしめてきた。

　そして、さくらのくちびるに──己のそれを、重ねてきた。

　さくらは瞠どう目もくし、身を震わせる。けれど、すぐに受けいれた。長い時間が流れる。ふたりは、無限に思えるほどずっと──そうしていた。

　やがて、息が苦しくなって、ようやく終えた。

　呼吸が乱れ、頰ほおが上気して啞あ然ぜんとしたさくらを、秀影は眺ながめる。

「俺も、いつまでも子供じゃない。君の判断が、正しいのはわかっている」

　項うな垂だれてしまって、いつまでも放っておけない天下の大将軍は──涙なみだぐんだ。

「だから、さよならは言わない。これはお別れではない、そう信じる。君を信じる、だから君が帰ってくるのを──ずうっと、待っている」

　腰こしが抜ぬけてその場にへたりこんでいたさくらの手をひいて、立たせてくれる。

　おおきな、その手のひら。

　いつの間にか、彼はほんのすこしでも、成長していたのだ。
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　侮あなどっていた己を──さくらは恥はじて、名前のとおりの色に頰を染めた。

「だから帰ってきたら、俺と結けつ婚こんしよう」

　いきなり秀影が言うので、さくらはまた転てん倒とうしそうになった。

　思わずまじまじと、秀影を見つめる。

「あの。秀影さま、いちおう名目上は──『大奥』の生徒はすべて、秀影さまの嫁よめですよ？　あと決戦の前にそういう約束すると、映画とかだとたいてい死にますよ？」

「死なないでくれ、さくらちゃん」

　秀影はさくらの手のひらを痛いほど強く握りしめると、懇こん願がんした。

　この国でいちばん偉えらいのに、情けなくも、ひとりの少女に希ねがった。

「君が死んだら、俺も死ぬ」

「では──」

　死ぬわけにはいきませんねと、さくらは微笑ほほえんだ。

　覚悟が、今度こそ決まった。

　自分は死なない。どんな悪意が待ち受けていようとも、必ず突とつ破ぱして帰ってくる。このひとの元へ。それを、誓ちかった。世界を照らし始めた朝焼けに、血刀を抜き放ち、雄お叫たけびをあげて誓った。

　燃えよ、血刀。この、命──。

　この命尽きるときは、せめて、このひとの傍かたわらで。

　それだけを、さくらは願った。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　叢むら雲くもが暗い陰かげを落とした海岸線を、一頭の馬が疾しつ駆くしている。

『才古銃サイコガン』なる超ちよう科学力の結けつ晶しようによる異能力で変形した、『ピカドール』である。鋼の輝かがやきを帯びた装そう甲こう板で全身を包んだ、大型の馬体だ。蹄ひづめの先から鬣たてがみまで装甲が鎧よろっており、生物というより異国の兵器──戦車のごとき異様である。

　その装甲は『大奥』の勇士『蛍』の必ひつ殺さつ技わざを防いだほどの耐たい久きゆう度だが、どちらかというと戦せん闘とう用というよりは高速移動によって己の身が削けずられぬようにまとっている。

　速度をあげればあげるほどに空気中の埃ほこりや羽虫などが弾だん丸がんの勢いで叩たたきつけられることになるが、『ピカドール』はそのすべてを粉ふん砕さいし、こ揺ゆるぎもしない。

　だが治ち療りようを受けたとはいえ『ピカドール』は五体満足とはいえず、装甲の隙すき間まからおびただしい血を迸ほとばしらせ、身体からだの各所から火花をあげている。

　頭部に輝く独眼でひたすら前方を睨にらみつけ、『ピカドール』は魔ま弾だんのごとく駆かける。

　道行くものたちが啞然として振ふり向むき、また衝しよう撃げき波はで尻しりもちをついたりするが、『ピカドール』はもはや視し認にんも難しいほどの速度である。変わったつむじ風かと、人々は怪け訝げんそうな顔をするだけであった。

　それら民衆を轢ひかぬよう細心の注意をはかりながら、『ピカドール』はいっそう力強く蹄を高鳴らせ、走っていく。やがて町並みが遠ざかり、細々とした樹木のなかから脱ぬけると、砂すな浜はまであった。

　冬の海の物もの寂さびしい景色のなか、砂さ塵じんをぶちまけながら『ピカドール』は驀ばく進しんする。そのまま海中へ向かって飛ひ翔しようし、あちこちに突つき立つ奇き岩がんを足場にして跳はね回る。

　ときおり姿勢を崩くずしながらも、気合と義ぎ憤ふんで己おのれを律し、嘶いななきながら征ゆく。

　向かう先は当然──宿命の地たる、長なが崎さき出島である。
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「……ふうっ」

　強行軍の果てに、『ピカドール』は長崎出島の埠ふ頭とうに着地した。

　超科学力をもつ『黒船』に属する『ピカドール』は、高性能な位置Ｇ特定Ｐ機能Ｓを体内に有している。

　発信器をつけたものの位置を、どんな遠くからでも感知し、探し当てられるのだ。

　先だって秀影の元に辿たどりつけたのも、以前『大奥』で遭そう遇ぐうしたさくらに目に見えぬ極小の発信器をつけていたからである。

　さくらと秀影が『大奥』の外で行動をともにしているという情報は、そのときはまだ『黒船』を裏切っていなかった『モモ』から得ていた──彼女の情報を元に行動しなくてはならぬのは、やや複雑な気分であったが。

　無論、『モモ』が掌しよう握あくし動かしている『黒曜石』の位置は、より正確に把は握あくできている。『ピカドール』にとっては、己の本ほん拠きよである。『黒曜石』は戦せん艦かんなのでもちろん自ら動いて場所を変える可能性があったため、見失わぬよう発信器をいくつも設置しておいた。

　思ったよりも『黒曜石』は移動しておらず、いまだ長崎出島から離れてもいない。その点はすこし不思議だが、こちらにとっては都合がいい。『黒曜石』が内陸部に至って大だい爆ばく発はつを引き起こすのを阻そ止しすることが、自分たちの目的なのだ。

　間にあった、ということなのだから。

　ともあれ。

　長崎出島と本土を繫つなぐ唯ゆい一いつの橋は『黒船』と幕府の関係が緊きん迫ぱくしてから通過するために煩はん雑ざつな手続きが必要なため、先を急ぐ『ピカドール』は最短距きよ離りを選んだ。海上の岩を足場にし、無数の跳ちよう躍やくを繰くりかえして出島に乗りこんだのである。

　最終的に足場すらなくなり、海のなかを突き進むことになったものの──形なり振ふり構かまわぬその必死な道行きが功を奏したのか、かなりの短時間で出島の土を踏ふむことと相成った。

　皇居からやや離れた町中の旅館で治療を受け、それからまだ陽ひが沈しずんでもいない。一日もかからずに、長崎まで移動したことになる。だが限界以上の速度をだしたため『ピカドール』はもはや青あお息いき吐と息いきで、おおきく馬首を垂れて荒あらい息をついている。

　その場に頽くずおれそうなほど疲ひ弊へいしてはいたが、むしろ、ここからが本番である。

　気合を入れ直すように嘶いななきをあげて、『ピカドール』は出島の景色を見み据すえる。

　あらためて見ると、寂さびれた島でしかない。荒あれ地に廃はい墟きよじみた、あるいは異国の独特な建築物がごちゃごちゃと並んでいて、猥わい雑ざつな雰ふん囲い気き。出島の中央を貫つらぬく大通りにはちいさな出店や屋台が目立ち闇やみ市いちめいている。畑や田園はほとんど見当たらず、黒こく煙えんをあげる工場や炊すい事じ場ばが空気を淀よどませている。

　人ひと気けはほとんどなく、誰もが嵐あらしが過ぎるのを待つように、屋内で息をひそめている。

　長崎出島を挟はさんで、日本側の海──長なが崎さき湾わんには細長い橋と貧相な漁船などが並び、外海──凍てつインセクトいた霧・ケージで隔へだてられた大陸側には、『黒船』の艦かん隊たいが厳いかめしく並んでいる。

「懐なつかしの古巣、と感かん慨がいに耽ふけるほどには離れておりませんでしたが──慣れぬこの国の景色は物もの珍めずらしくもありましたし、すべてが落ちついたら観光でもしたいものですね」

『ピカドール』は『黒船』において内政を担当していた。いちど、独断専行をした『モモ』を回収しに行くため『大奥』へ出向いたことはあるが、そのときも急ぎの旅路だったし、ほぼ出島の外は未知であったのだ。

　そんなこの国にとっての門外漢が、短い時間で秀影将軍と接せつ触しよくし、異変の起きている『黒船』へ援えん軍ぐんとともに舞まい戻もどれたのは奇き跡せきに等しい。やはり神はいるかもしれませんよ『赫竜あかとんぼ』さん、と『ピカドール』は満足げに独白する。

　疲つかれきった体たい軀くを生まれたての子馬のように震ふるえさせ、独眼も怪あやしく明めい滅めつしている。『ピカドール』はそこでふと思いだしたように、己の背中に視線を向けた。

「あまり気き遣づかいができませんでしたが──ご無事ですか、『百手姫』さま」

　呼びかけた先、『ピカドール』の背中は不自然に膨ふくれあがっていた。

　装甲された『ピカドール』の鬣に沿うようにして、不可思議な繭まゆのような葉菜キヤベツのような物体が貼はりついているのだ。この物体のお陰かげで、『ピカドール』は異国に実在するという背中に瘤こぶをもつ動物──駱らく駝だのようにも見えた。

　それは植物操作の能力で己の周りに葉っぱの防ぼう御ぎよ壁へきを展開した、『百手姫』である。

　高速移動する『ピカドール』に生身で騎き乗じようすると危険すぎるため、『百手姫』は己を防備するために異能力を用いたのだ。この防御壁はかつて対戦した『熊くま女おんな』の自じ爆ばくにも耐たえた実績がある。

　これならば安心と、『ピカドール』は全速力で駆け抜けたのだが──。

　反応がないのですこし不安になり、再度、呼びかける。

「『百手姫』さま？」

　すると、『ピカドール』の背部で葉っぱがひとつひとつ剝はがれていき、その奥から可か憐れんな桜色の髪かみをもつ少女──『百手姫』が姿を見せた。見たところ無傷で、接続したばかりの『強化義ぎ肢し』がもげたりもしていない。

　だが憔しよう悴すいしているようで──『百手姫』は『ピカドール』の馬首に手を添そえ、ぐったりと身体を預けたまま。その顔はほとんど土気色で、『百手姫』は口元を両手で塞ふさぐと。

「う、うぇぇええ──」

　嘔え吐ずいた。

『大奥』の生徒の誇ほこりにかけて吐と瀉しや物をまきちらすことはしなかったが、相当つらいのか、苦しげに喘あえいでいた。

　さすがに、乗り物もの酔よいをしたのであろう。あの葉菜キヤベツのような防御壁が衝しよう撃げきをある程度は緩かん和わしていたとはいえ、『ピカドール』はかなり荒っぽい移動をしていた。飛び跳ねたりの上下動もかなり激しかったし、内臓や血流が揺さぶられてしまったのだ。

　可か哀わい想そうな感じになっている『百手姫』を、『ピカドール』は尻しつ尾ぽを揺らして眺める。

「すこし休みますか？　その状態では、戦闘は困難でしょう？」

「いえ──お気遣い無用です、『ピカドール』さん」

　馬体に身体を預け尻をつきだした、はしたない姿勢のまま、『百手姫』は微笑んだ。

「無理をとおして道理を引っこめ、最短距離を突っ走って時を稼かせいだのです。敵はこんなにも早くわたしたちが到とう着ちやくするとは思っていないでしょう──今が、好機です。電光石火の勢いで、攻せめこみましょう」

　何よりも速度を優先しての、強行軍であったのだ。

　そのために、秀影たちと別行動し──最も行軍速度の高い『ピカドール』×『百手姫』のふたりのみで出島へと赴おもむいたのだ。ゆっくり慎しん重ちように休みながら行動するのでは、痛みをともなったその決断を無む駄だにしかねない。

　愛するものと別れ、救きゆう援えんも望めぬ激戦地へと『百手姫』は向かうことを選んだ。

　その勇気を、決死の覚かく悟ごを、『ピカドール』も尊重したいと思う。

「諒りよう解かいしました」

　もはや何も言うまいと、『ピカドール』は異国の勇ゆう敢かんなる少女へ敬意を払はらった。

「ここから先は高速移動は行いませんので、そのまま騎乗していてください。私の背中で、すこしでも身を休めるとよいでしょう」

　ここまでの行軍で大量の熱源エネルギーを消費してしまったため、『ピカドール』は疲弊している。高速移動もそうだが、戦闘にも耐えられるかはわからぬ。だが、こんな華きや奢しやな少女が健けな気げに振る舞っているのだ、己が弱音を吐はくわけにはいくまい。

『ピカドール』は思いつつ、なるべく揺らさぬように、蹄を鳴らして進んだ。

「ずいぶん、静かですね……」

『百手姫』がきちんと背筋を伸のばして騎乗の姿勢をつくり、周囲を見回した。

　その発言のとおりに、長崎出島は死後の世界のような静せい寂じやくに包まれていた。

　さくらたちが上陸した付近は居住区ではないらしく、ごつごつした岩があちこちから突きでているだけで、殺風景だ。ごみだらけの砂浜がすぐそばにあって、打ち寄せる波がたてる潮しお騒さいのみがわずかに耳じ朶だを打つ。遠く、山を挟んだ向こうに見える人里も灯あかりはなく、ぼんやりと並んだ建物らしき影がわずかに確認できる程度だ。

　本土と繫がっている橋がかなり離はなれた位置にあって、その付近にはこちらも輝きを宿していない灯台がある。戸と惑まどうように、海鳥たちがその周りを旋せん回かいしていた。

　物寂しい、景色であった。

「まだ、何も起きていない──わけがない、はずですが」

『百手姫』は怪訝そうにしている。

『ピカドール』も同意見だ。あの逆ぎやく賊ぞく、『モモ』は『黒曜石』を掌握し、なかば暴走させていた。本来ならば、とっくに『黒曜石』は本土に激げき突とつしていてもおかしくはない。だが、そのような事態は観測されていないし、騒さわぎも起きていない。

　寝ね静しずまったように、出島は深しん閑かんとしていた。

「嵐の前の何とやら、といった感じではありますが──」

『百手姫』は不安そうに、己の背にさげた四本の血刀を確かめる。

　だいぶ顔色もよくなっている。回復の早い娘むすめである。いくらか、薬くす師しであるらしい『阿呆鳥』とやらに薬液の小こ瓶びんも持たされていて、そのうちひとつを服用していた。

　お上品に薬瓶びんを傾かたむけている『百手姫』に、躾しつけのゆきとどいた娘さんである、と『ピカドール』は感心する。視線の意味を誤解したのか、「『ピカドール』さんも飲みますか？」と『百手姫』が勧すすめてくれたが、固辞する。

　ここからが本番なのだ、こんな早い段階で自分たちの命いのち綱づなである薬液を消費するわけにもいくまい。武士は食わねど高たか楊よう枝じと、男としての意地を張る『ピカドール』を、『百手姫』は微笑ほほえましそうに眺ながめていたが。

　ふと、視線をあげて。

「あ！　あれ、見てください──『ピカドール』さん！」

　身を乗りだして、『百手姫』があらぬ方向を指さした。

　怪かい力りきでこちらの馬首を動かそうとするので、ぶるるん、と『ピカドール』は嘶いななきをあげて慌あわててそちらを見た。

　そして、啞あ然ぜんとする。

「なっ──」

　見えたのは、あの夜祭カーニバルの目玉であった巨きよ大だいな記念碑モニユメントである。

　二等辺三角形──⊿のかたちをした、たしか万魔博パンデモ覧会ニバル、などという文字が刻まれていた巨大な物体だ。それは長方形をした長なが崎さき出島の一辺を、外海→出島→長崎湾と縦断している。ちなみに⊿の頂点となる角が、長崎湾に面しているかたちだ。

　薄うす闇やみのなか陰影シルエツトとなったその意味不明な構造物は、たしかに人目を引くが。

　それ以上に、おかしな点があった。

　二等辺三角形の頂点──最も高くなった位置に、『ピカドール』には見覚えのあるこれも堂々たる外観の『黒船』旗き艦かん『黒曜石』が鎮ちん座ざしているのである。

　斜ななめに屹きつ立りつした構造物の上で、転がり落ちることもなく不自然に停止している。

　よく見ると『黒曜石』は仄ほのかに身み震ぶるいしており、重低音が轟とどろいている。

　不条理な前衛芸術のようなその光景は、『ピカドール』の理解の及およぶところではなかった。だが、思考停止してもいられない──急ぎ、そちらへ向かって踏みだしていく。

「『黒船』は複数の哨しよう戒かい船、駆く逐ちく艦かん、貿易船などが連結された大艦隊の総そう称しようです。あの構造物の頂点で停止しているのは、その心臓部ともいえる旗艦『黒曜石』。なぜ、あんな場所に？　私が不在の間に何が起きたというのでしょう？」

　当とう惑わくしながらも、『ピカドール』は『百手姫』を振ふり落とさぬ程度の速度で、走る。

「あの『黒曜石』は、『黒船』全体の動力部でもあります。『モモ』は、あの船内にいるはずです。彼奴きやつを退治し、その野望を阻そ止しする絶好の機会です！」

「囚とらわれの身だという黒姫さまも、あの船にいるかもしれませんね」

『百手姫』が、最近こんなのばっかりです、と自じ嘲ちようするようにぼやいた。

『モモ』がすべての黒幕ならば、幕府に対しての人ひと質じちなど有効に用いられる黒姫を遠ざけはしないだろう。同じ船内で牢ろう屋やにでも放ほうりこみ、監かん視し下に置いているはずだ。

『ピカドール』は独眼を煌きらめかせ、事態を解かい析せきする。

「あの二等辺三角形は夜祭カーニバルのために用意された記念碑モニユメントですが、どうやら『黒曜石』を撃うちだす発射台としての裏の顔があったようです。『黒曜石』はあの傾けい斜しやした坂を駆かけあがり、そのまま空へと発射され、滑かつ空くうして──内陸部に向かう手はずなのでしょう」

「あんな巨大な戦せん艦かんが、そんな単純な方法で空に浮うかぶのですか？　すぐに落下してお終しまいだと思うのですが──」

「『黒曜石』はある程度の空中駆く動どうを可能としています、発射台の補ほ佐さがあればかなりの距きよ離りを飛ぶでしょう。我ら『黒船』の祖国では、あの十倍の重量をもつ巨きよ大だい戦艦が空を飛び交かっていましたよ」

「空想ＳＦ小説みたいな話ですね」

『百手姫』が呆あきれたような感心したような、曖あい昧まいな表情でつぶやいた。

　ともあれ、事態は一刻を争う。

　あの夜祭カーニバルすらも、『モモ』の陰いん謀ぼうの一いつ環かんであったのだ。花火という名目で大量の火薬を集め、また記念碑モニユメントと偽いつわって『黒曜石』を発射する助走台をつくっていた。いつか裏切り己おのれの本ほん懐かいを果たすため、『モモ』はすべてを最大限に利用していたのだ。

　己もそんな『モモ』の悪わる巧だくみに搦からめとられ、知らずに片棒を担かつがされていた。

　それを悔くやみ、苦く渋じゆうに満みちた表情となる『ピカドール』に──。

「俯うつむいて、反省してばかりでは始まりません。今は、前を見ていてください」

『百手姫』が、そっとこちらの鬣たてがみを撫なでて、語りかけてくる。

「わたしは、ずっとそうしてきました。だから、傷つくことはあっても、負けませんでした。百足むかでは、そういう生き物です。あなたにも、お付きあいいただきますよ」

　もう一ひと踏ふん張りお願いします、と鼓こ舞ぶするように、こちらの腹を蹴けってくる。

『ピカドール』は頷うなずき、さらに加速をつけて決戦の地へと遽そそ走ばしった。
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　間近から見ると、馬ば鹿かげた巨大さの記念碑モニユメント。

　そこに向かって、『ピカドール』は速度を落とさずに突とつ進しんしていく。

　激しい震しん動どうのなか、『百手姫』は必死にその馬首にしがみつき、秀影さま以外の男性にこんなに密着するのははしたないかしら──と無意味にもじもじしていたが。

　舌を嚙かみそうになりながら、問うた。

「どうするんですか？　激突しちゃいますよ、ぺちゃんこになっちゃいます！」

「問題ありません！」

『ピカドール』は生き真面目まじめに応こたえると、「とう！」と嘶きをあげておおきく跳ちよう躍やくする。

　かなりの飛ひ距きよ離りを疾しつ空くうして、巨大な⊿＝記念碑モニユメントの垂直な壁かべに、蹄ひづめを食いこませる。

「しっかり、私に抱だきついていてくださいませ！」

　律りち儀ぎに忠告すると、そのまま垂直に記念碑モニユメントを駆けあがっていく。頑がん丈じようそうな記念碑モニユメントに蹄をめりこませ足場とし、真上へとぐんぐん上じよう昇しようしていく。壁のような記念碑モニユメントを揺ゆるぎもせずに駆けあがっていく。

「きゃっ、きゃあああああ!?」

　さくらは悲鳴の尾おを引きながらも、ほとんど足を宙に浮かせ、腕わん力りよくのみで『ピカドール』から振り落とされぬように踏ふん張った。『強化義ぎ肢し』がもげませんように。

　どんどん地上が遠くなって、記念碑モニユメントの頂点まであとわずか──。

　その段になって、『ピカドール』が勇ゆう壮そうに吼ほえた。

「ぬん！」

　雄お叫たけびとともに、『ピカドール』の身体からだの各所が機械音をあげる。同時に、その姿が変形していく。全身を覆おおった装そう甲こうや、さくらが抱きついた独眼の煌めく馬首はそのままに──図ずう体たいのみが人間のかたちへと組み換かわっていく。

　身の丈たけ、常人の二倍ほどもある鋼鉄の巨きよ人じんだ。さくらは、地じ獄ごくの獄ごく卒そつ──馬め頭ず鬼きを想起する。その広い背中に身体を預け、目を丸くしていると。

『ピカドール』はいつの間にか両手に握にぎっていた巨大な槍やり──のようなものを、記念碑モニユメントの頂点に向けて投とう擲てきする。細長い刃やいばの部分のみが鋼線を垂らしながら伸びていき、さながら銛もりのようだった。

　刃が記念碑モニユメントの天てつ辺ぺんに突つき刺ささったのを確かく認にんし、『ピカドール』は感かん触しよくを確かめるように鋼線で繫つながった長槍の柄つかを握りしめて、曲芸師のごとく振り子運動で己を跳はねあげる。

「ふんぬ……！」

　気合をこめて、己とさくらを膂りよ力りよくのみで引きあげていく。さくらは、父母におんぶされる幼子のように、目をきゅっと瞑つぶって彼に身を任せた。

　最後の急きゆう上じよう昇しようを経へて、『ピカドール』は記念碑モニユメントの頂点に到とう着ちやく──何度も回転しながら着地し、碇いかりのように突き立った己の長槍を引っこ抜ぬく。

　かなり荒あらっぽい移動だったが、無事に記念碑モニユメントを踏とう破はできたようである。

「ふう──」

　獣じゆう頭とう人身の異形のまま、穏おだやかに、目を回しているさくらに呼びかけてくる。

「馬体のままでは重力に負けて落下しそうでしたので、緊きん急きゆう的に荒っぽい対応をしてしまいましたが──平気ですか、『百手姫』さま？」

「ば、ばっちりです」

　意外と乱暴なかたですね、とさくらは溜ため息いきをつき、乱れた髪をかんたんに整える。

　そして、あらためて記念碑モニユメントの頂点からの景色を眺めた。かなりの高度である。『大奥』の時計台よりもなお、ずっと視点が高い。さくらにとっては未知であり、目め眩まいがしそうだ。人ひと気けのない長崎出島の、廃はい墟きよのような光景──。

　記念碑モニユメントは遠目で見たとおり全体が二等辺三角形になっており、なだらかな下り坂になっていて、気を抜くと転がり落ちてしまいそうだ。

　実際、馬鹿でかい滑すべり台のようなものである。

　あまりにも巨大なので、⊿の頂点はやや下り坂ではあるが立つのに充じゆう分ぶんな足場があり、踏ん張ればその場に留とどまるのも難しくはない。

　乗り物酔よいといまだ慣れぬ『強化義肢』が相あい俟まって、さくらはやや中ちゆう腰ごしになり姿勢を安定させ、目眩が治まるのを待った。

　そして今さらながらに、『ピカドール』を見あげて言った。

「あなた、そんな中ちゆう途とはんぱな姿にも変形できたのですね」

「『中途はんぱ』という表現は、遺い憾かんですが」

『ピカドール』は腕うで組みし、さくらを待ってくれながらも、誇ほこらしげに。

「私はみっつの形態に変形できます。それが、『黒船』提てい督とく『デンキ』さまから賜たまわった『才古銃サイコガン』の能力です。本来の姿であり、人間の町に溶とけこむ擬ぎ態たいでもある人間体。高速移動のための馬体。そして、これが戦せん闘とう用の半馬体であります」

　胸を張り、どこか新しい玩具おもちやを自じ慢まんする男の子のように。

「強固な装甲で敵の攻こう撃げきを防ぎ、また身につけた武芸も存分に発揮できます。装備品として様々な用よう途とに用いられるこの銃槍ガンランスも扱あつかえるようになります。ここから先は過か酷こくな戦場でしょうが──あなたの足を引っぱることは、ないと思います」

　銃槍ガンランス、と呼ばれた槍を勇ましげに肩かたに担ぎ、『ピカドール』は請うけおった。

　先ほどの動きからいって、その言葉に噓うそはなかろう。人間体のときはどこか頼たよりないともいえる印象だったのだが、今の彼は屈くつ強きような『黒船』の戦士だ。『新しん撰せん組ぐみ』の双ふた子ごと同程度には、戦えそうである。

　無論、彼は重傷をおして長い距離を踏破したのだ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているはずである。あまり頼りすぎるのもよくないが──さくらは、心強さをおぼえた。

　今は、ひとりでも戦力が多いほうがいい。

「ええ。ちょっと見た目が気持ち悪いという以外は、上等だと思いますよ」

　そう言って「気持ち悪いですか!?」と真面目に落ちこんでいる『ピカドール』を尻しり目めに、さくらは無む駄だ話をしている暇ひまはない──と呼吸を整えてきちんと背筋を伸のばした。

『ピカドール』の言ったとおりに、ここから先は戦場である。

　油断すれば、即そく死ぬ。

　見ると遠目からも確認できたように、二等辺三角形をした記念碑モニユメントに倒たおれこむようにして、『黒船』旗き艦かん『黒曜石』が鎮ちん座ざしている。今も唸うなりをあげながら『黒曜石』は前進しようとしているようだが、何かがそれを防ぎ、押し留とどめている。

　激しい震動のせいで視界が定さだかではなく、なぜそんな摩ま訶か不ふ思し議ぎな事態になっているのかはわからない。記念碑モニユメントを発射台として利用する途と中ちゆうで、『黒曜石』に何らかの異変トラブルが起きたのだろうか。

　もっと近づいて観察しましょう、と『ピカドール』と目線で意見を交かわしあってから、さくらは爆ばく風ふうに乱れる髪かみと腰巻きスカートを手で押さえながらそっと『黒曜石』に進みゆく。

　その瞬しゆん間かんである。

「あら、『百手姫』さん」

　優やさしげな声が、さくらの耳じ朶だを打った。

「奇き遇ぐうでございますね、いいえ運命なのでしょうか？」

　のんびりとした口調で語っているのは、なぜかこんな記念碑モニユメントの天辺に座ざ布ぶ団とんを敷しき、水すい筒とうからお茶を飲んでいるひとりの女である。印象は、純白、に尽つきる。身にまとう死に装束のような和服も、髪や睫まつ毛げまでが白い。

　おでこから、象ぞう牙げのごとき穢けがれなき角が生えている。

「あなたは──」

　麗うるわしい、丁てい寧ねいにつくられた細工物のようなその女に、さくらは見覚えがあった。

　思わず姿勢を正し、その名を呼ぶ。

「『大奥』序列五位──『一本角ゆにこおん』……さま」

　正確に言えば、元序列五位である。

　この女──『一本角』はさくらもたいへん恩義のある『金獅子』の家臣団レギオン『ライオンキングダム』を陰かげに日向ひなたに支えた功労者にして、『大奥』に名高き伝説の薬くす師しだ。さくらは直接、相対したことはほとんどないが、その高名には聞き及およんでいる。

　かつて『大奥』を恐きよう怖ふで支配した『絲妃あらくね』に搦からめとられ、意に沿わぬ立場に立たされていたが──将軍御ご前ぜん試合で『絲妃』が死ぬと同時にその呪じゆ縛ばくから逃のがれ、現在は『金獅子』の遺児のようなさくらの師し匠しよう、『銀狼』と行動をともにしていたはずだ。

　公式には行ゆく方え不明という扱いで、序列を一時的に没ぼつ収しゆうされている。とはいえ、さくらにとって『一本角』は尊敬すべき先達であり、どうしても畏かしこまってしまう。

「『さま』などと。他た人にん行ぎよう儀ぎな呼びかたをしなくて、よろしいですよ？」

　緊きん張ちようするさくらが可笑おかしかったのか、『一本角』は優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

「あなたは序列四位となったのでしょう。本来の、わたくしの序列よりも高位でございますよ。ともあれ久方ぶりですね、息災なようで何よりでございます」

　慇いん懃ぎん無礼なほどに丁寧に語ると、深々と頭をさげてくる。

　さくらは恐きよう縮しゆくしてしまうが、それよりも聞きたいことがあった。

「あの『一本角』さん、何でここに？　あなたは、『銀狼』姐ねえさんとともに『金獅子』さんの故郷へ出向いていたはずですが？」

　将軍御前試合で命を落とした『金獅子』を荼だ毘びにふすため、さくらの師匠『銀狼』はこの『一本角』とともに『大奥』を出しゆつ奔ぽんしていた。

　時たま、機械に疎うとい『銀狼』に代わって『一本角』が携けい帯たい電話で通信メールを届けてくれて、そこに添てん付ぷされた『銀狼』の可愛かわいらしい写真にめろめろになっていたのだが──。

　だから、これがほとんど初対面と思えぬほど、さくらは『一本角』に親近感をおぼえているのだが──ともあれ。

「『銀狼』でしたら、そちらに──」

　何気なく、『一本角』が指先であらぬ方向を示す。

　そちらには、今も爆ばく音おんを轟とどろかせながら身み悶もだえする、巨獣のごとき『黒曜石』がある。否いな、それだけではない。

　威い圧あつ的な巨きよ大だい戦せん艦かんに比べてあまりにもちいさな、ひとりの少女がそこにいた。

　暴れ馬のごとき『黒曜石』にぴたりと密着し、さながら埋うもれるようになっていて、すぐには気づかなかった。

　両手のなかに隠かくせてしまいそうな、小こ柄がらな少女である。地味な色の着流しをややぞんざいに身にまとっている。子犬の尻しつ尾ぽのように結ゆわえた銀色の髪が、ぴょこんぴょこんと跳ねている。いかなる圧力がかかっているのか、その足あし下もとには無数の亀き裂れつが走っていた。

　両手をぴんと前に伸ばし、どうやらその少女はたったひとりで──『黒曜石』と相撲すもうをとるようにして、停止させていた。

　華きや奢しやな手のひらで、巨大戦艦を押さえこんでいる。

　そんな常識外れの真似まねができる人物を──さくらは、他ほかに知らない。

「姐さん……？」

　さくらが夢でも見るように曖あい昧まいな声で、呼びかける。

　声に気づいたか、その少女──他の誰だれでもない、元『大奥』序列六位にしてさくらの師匠、そして親愛なる姉貴分『銀狼』は、振ふり向むいた。

「む」

　一声呻うめくと、『銀狼』は『黒曜石』を堰せきとめたまま、こちらを見た。

　可愛らしいとしか表現できない顔がん貌ぼうに浮うかぶのは、いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらだ。相変わらず機き嫌げんを損そこねた子供のようにひそめられた眉まゆに、『へ』の字に歪ゆがんだ口元。両目だけが爛らん々らんとしていて、ひとに馴なれぬ獣のようだ。

『銀狼』は表情を変えぬまま、ほんのりと小首を傾かしげた。

「さくら　か？」

　抑よく揚ようのない、けれど懐なつかしいその声こわ音ね──。

　さくらは全身からちからが脱ぬけて、その場にへたりこんでしまった。あの将軍御前試合からずっと、携帯電話などで遣やり取りはしていたが、こうして巡めぐり会うのは随ずい分ぶんと久しぶりだ。生きて、また会えた。

　いろんな感情が、言葉が、さくらの身の内を嵐あらしのように駆かけ巡る。

　けれど、『銀狼』はまるで会えなかった空白の時間など存在しないように──あの『大奥』で、いつもそうしていたように、不機嫌そうにお小言を述べてくる。

「おそい　ぞ　まったく。まちくたびれた　で　ござる」

　その、あまりにも当たり前の態度に感極きわまって、さくらは落らく涙るいした。ひとつぶ、涙なみだが零こぼれればもはや止まらずに、さくらの頰ほおを熱いものが濡ぬらしていく。

　顔を覆おおい、震ふるえるさくらに──『銀狼』は、くちびるを尖とがらせると。

「どう　した？　ひさしぶり　だから　せっしゃ　の　かお　を　わすれた　か？」

　尻尾のような結わえ髪を揺ゆらして、ほんのわずかに微笑むと。

「わん、わん♪」

　両手で破は滅めつそのものの『黒曜石』を押し留とどめたまま、愛らしく鳴いた。
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「ね……」

　さくらは辛しん抱ぼうたまらなくなって、『銀狼』の元へ一直線に駆け寄ると──。

「姐さぁぁぁぁぁああああんっ♪」

　夢中で抱だきついた。

　両手で『黒曜石』をしっかり支え、身動きのとれぬちいさな『銀狼』の背中にぐりぐりぐりぐり……と頭をめりこませるようにして押しつける。

「ぅあぁん姐さん姐さん姐さんだぁあああ♪　夢じゃないですよね幻まぼろしでもないですよね姐さんったらプニプニすべすべの感かん触しよくは間ま違ちがいなく姐さん姐さんだぁあああうあぁああん会いたかったです帰ってくるのが遅おそいですよ姐さん姐さん姐さん姐さん──♪♪♪」

　ぎゅうぎゅうと締しめあげられ、『銀狼』は「ぐ」と息を詰つまらせると。

「さくら　おぬし　ちから　つよくなって　ないか？」

　困ったように眉まゆ尻じりをさげると、号ごう泣きゆうしているさくらに懐かしそうな微笑を浮かべる。

「またせた」

　両手が塞ふさがっていて抱きかえすことも、頭を撫なでてやることもできないのが歯がゆいというように、『銀狼』は尻尾のような後ろ髪がみを「ぴこ、ぴこ」と揺らすのみ。

「ようじ　は　すんだ。この　どうらん　の　じだい　に　せっしゃ　だけ　のんびり　する　わけ　にも　いかぬ　だろう？」

　可愛らしい『大奥』の英えい雄ゆうは、凛り々りしく述べた。

「『ぎんろう』、ただいま　かえってきた　で　ござるよ」

　苦労して顔を寄せると、『銀狼』がさくらの頰を「ぺろっ♪」と舐なめた。

　涙を、拭ぬぐってくれたのだ。

「これから　は　ずうっと　いっしょ」

　そして──『銀狼』には珍めずらしい、満面の笑えみを見せてくれたのだった。

　さくらは、それだけで、楽になった。

　胸の内でわだかまっていた重たいもの、苦しいものすべてが、とろけてしまった。これまでの激戦を思いだす。『銀狼』が『大奥』から離はなれ、ひとりで臨のぞんだ血まみれで、孤こ独どくな戦いの日々……。

　地下監かん獄ごくで。皇居で。

　傷つき痛めつけられながらも『銀狼長屋』の誇ほこりにかけて、その名な前まえに泥どろを塗ぬらぬようにと必死に、踏ふん張ってきた。けれど、もうその必要はないのだ。独りぼっちで抱かかえこまなくてもいいのだ。『銀狼』がいる。帰ってきてくれた。ずっと、そばにいてくれる。

　それだけで、どんな苦難も何とかなりそうだった。

　へいちゃらに、思えた。

　さくらは目元を「ぐし、ぐし」と拭うと。

　おもむろに『銀狼』の着流しの下に顔を突つっこんで、いろいろ満まん喫きつした。

「姐さん姐さん姐さんハフーハフー！　あぁ姐さんの匂におい、姐さんの味……！」

「ちょっ　やめろ　さくら！　せっしゃ　いま　すごく　おもたいの　ささえてるから！　くすぐったい！　ちから　ぬける！　あは　あはははは☆」

「相変わらず、仲良しでございますね」

『一本角』が微笑ましそうにしながら、歩み寄ってくる。

　そんな彼女に、『銀狼』はさくらを足で「ぐいぐい」と押しのけようとしながら。

「『ゆにこおん』　たすけろ　さくら　が　きもい」

「あらあら、まぁまぁ」

　はんなりと頰に手を添そえながら、『一本角』が懐ふところからおもむろに何かを取りだした。

　ちいさな、おそらく粉末状の薬などが収まった紙包みである。

　そのひとつを、『一本角』が『銀狼』の口元に運ぶ。

「それより『銀狼』、そろそろ疲つかれたでしょう──わたくしのお薬を、どうぞ」

『一本角』は薬師だ。万病を癒いやす効能のある己おのれの角を削けずり、薬として用いる。

　どうやら『黒曜石』を支え、異能力を最大限に使用しつづけている『銀狼』の疲ひ労ろう回復のために、『一本角』は定期的に薬を与あたえているらしい。

『銀狼』は眉み間けんにしわをつくると、ぷいっと顔を背そむけた。

「『ゆにこおん』　の　おくすり　にがい　から　いや！」

「あら、あら」

『一本角』は慈じ愛あいに満ちた笑みを浮かべると、『銀狼』が動けぬのをいいことにその顔面を鷲わし摑づかみにして、無理やり口を開かせて薬の粉末を流しこんだ。

「むぐ～!?」

　じたばた藻も搔がく『銀狼』だが、『一本角』も慣れたもので、薬を飲みくださせる。

「ひどい　『ゆにこおん』　せっしゃ　いやだ　って　いったのに！」

　目をうるうるさせて抗こう議ぎする『銀狼』に、なぜか頰を染めて「うふふ……♪」と恍こう惚こつとする『一本角』だった。

　よくわからないが、『銀狼』と『一本角』は長旅をともにするなかで、それなりに仲良しになっているらしかった。

「吞のん気きにお喋しやべりしている余よ裕ゆうはないかと思いますが──」

『銀狼』にしっかと抱きつきながらも、さくらは表情だけ真面目まじめにして問うた。

「どういう経けい緯いで、おふたりは長なが崎さき出島にいるのでしょう？」

　ふたりが『金獅子』を荼毘にふすため向かっていた故郷は、東北地方だったはずだ。『大奥』を挟はさんで、長崎出島は反対側である。ふたりがこんな場所にいる道理はない。

　何か特別な理由があるのだと思って、さくらは問うてみたのだが。

「ちょっと　まいご　に　なっちゃって」

『銀狼』がろくでもないことを言うので、『一本角』が慌あわてて補足した。

「わたくしたちは『金獅子』さまの故郷を離れ、全国を行あん脚ぎやしておりました。道中で、不可思議な災さい禍かに見み舞まわれた人々を見かけたもので、まさか捨て置くわけにもいかずにね」

　おそらく、かつて全国を巡り人助けをしていたという『金獅子』の生き様を、その遺志を受け継つぐふたりはなぞっていたのだ。

　彼女らの話によると、全国で粗そ製せい濫らん造ぞうされた『才古銃サイコガン』が出回り、それを用いた一いつ般ぱん人たちが次々と結けつ晶しよう化しているらしい。

　そんな人々を『モモ』が襲しゆう撃げきしてまわり、その武器である『零ぜろの太刀たち・妖よう刀とう村正』で突き刺さし、どうやら生命力を吸いあげている──ということらしかった。

『モモ』、という名前にさくらは反応したが、『銀狼』や『一本角』も彼女に襲おそわれたと聞いて顔色を変える。

「だ、だいじょうぶだったんですか？　どこか怪け我がをしたりとかは──」

「むろん。われ　は　『ぎんろう』　である」

　えへんと胸を張る『銀狼』であった。

　何の説明にもなってなかったが、可愛かわいいのでさくらは「まぁいいか」と思った。

「ともあれ、『モモ』なる人物は『黒船』の大幹部──と名乗っておりましたからね」

『一本角』が丁てい寧ねいに、語る。

「『黒船』といえば今、この国を脅おびやかしている怪あやしげな勢力。看過できぬと『モモ』とやらのあとを追い、我々はこの長崎出島に辿たどりついたのでございますよ」

　そういう経緯だったらしい。

『大奥』に戻もどってしまえば身動きもとりにくくなる。自由な身の上のうちに、『銀狼』たちは外そと堀ぼりを埋うめるようにして、災わざわいの芽を潰つぶしてまわってくれていたのだ。

　今もまた、『黒曜石』を堰きとめてくれている。いかに『ピカドール』が早はや駆がけしたとはいえ、『銀狼』たちがいなければ『黒曜石』は内陸部に到とう達たつし、大だい爆ばく発はつを引き起こしていたかもしれぬ。

　巨きよ大だい戦せん艦かんをひとりの少女が押し留めるなんて理り不ふ尽じんなこと──『黒曜石』を制せい御ぎよする『モモ』にとっても不測の事態だったろう。対応できていないらしい。そのうち邪じや魔まな『銀狼』を排はい除じよするための手を講じてくるだろうが──今はまだ、その気配もない。

　それとも『モモ』は、そのうち『銀狼』が力ちから尽つきるのを待っているのか。まさか、さくらがこんなにも早く駆けつけるなどとは思ってはいなかっただろうし、悠ゆう長ちように構えていたのだろうか。

　相変わらず、『モモ』は他人を侮あなどり、油断して──どこか足あし下もとがおろそかだ。

　だが、そのお陰かげで、破滅はどうにか先延ばしにされていた。

「とはいえ」

『一本角』は真しん摯しに、『銀狼』の口に水すい筒とうを運んでお茶を飲ませてあげながら。

「時間稼かせぎをするので手て一いつ杯ぱいで、困っていたのでございますよ。『銀狼』は動けませんし、この子に異能力を行使させつづけるため、わたくしも傍かたわらに控ひかえていなければなりません。どうしたものでしょう、と困っていたら──あなたがたが、到とう着ちやくしたのです」

「よいところ　に　きてくれた　さくら」

『銀狼』は無む垢くな、ゆえにこそ賢けん者じやのようにも見える双そう眸ぼうで、さくらを見み据すえた。

「なにやら　おぬし　も　わけあり　の　ようだが。けじめ　を　つけてこい」

　顎あごをしゃくって、自ら押し留とどめる『黒曜石』を示す。

「せっしゃ　が　とき　を　かせいでいる　うちに。おぬし　が　この　くに　を　すくうので　ござる。おかあさま　が　あいした　この　くに　を」

「はい、姐ねえさん」

『大奥』でも──こうして、『銀狼』はいつもさくらを見送ってくれた。

　背中を押して、戦う勇気を与えてくれた。

　さくらは『銀狼』の背中から名残なごり惜おしく思いながらも離れて、覚かく悟ごを決める。

「すべて、終わらせてきます。これは、わたしの戦いです」

「さくら　の　てあし　から　『みずち』の　におい　が　する」

　嗅きゆう覚かくに優すぐれた『銀狼』が、どこか懐なつかしそうにつぶやいた。

「あやつ　も　おぬし　を　ささえて　くれている　のだな」

「はい」

『強化義ぎ肢し』は『水蛇』の遺のこした技術──『銀狼長屋』の頼たよれる先せん輩ぱいたちが、さくらをこの場に立たせてくれている、前へ進ませてくれる。

　ならば、誰だれにも負けるわけがなかった。

「及およばずながら、私も『百手姫』さまに協力させていただきます」

『ピカドール』が移動用の馬体に変形して、進みでてくる。

　初めて見る顔に、『銀狼』はすこし不思議そうにしていたが、やがて頷うなずいた。

「おぬし　よい　め　を　しておる」

　すこし嬉うれしそうに、結ゆわえ髪がみを揺ゆらした。

「さくら　を　たのむ。　あぶなっかしい　やつ　だから」

「心得ております」

『ピカドール』が礼れい儀ぎ正しいようでいて失礼なことを言いながら、深々とお辞じ儀ぎした。

　それを満足そうに見てから、『銀狼』がふと思いだしたように。

「そうだ。さくら　に　おみやげ　が　ある　で　ござるよ」

　自分の胸むな元もとを、さくらに見せつけるようにして。

「このへん　に　はいって　おる　から　かって　に　とれ。せっしゃ　いま　ちょっと　て　が　はなせぬ　から」

　それは文字どおりそうだ。

　さくらは頷き、全力で『銀狼』の胸元をはだけさせて頰ほおを擦こすりつけた。

「うわぁい『銀狼』姐さんのお土産みやげだぁハァハァっ♪　どこですかぁ～、ここですか～？　ほぉら、ちょめちょめ！」

「やめんか　こら　くすぐったい　というに！」

　正気を失っているさくらを見かねて、『一本角』が「これでございますよ」と『銀狼』の首からさげられた風ふ呂ろ敷しき包づつみを、手で取った。

　チッと舌打ちして『銀狼』への悪戯いたずらをやめると、さくらは包みを開く。

　でてきたのは、うつくしい──細長い布であった。反たん物ものであろうか。

「おかあさま　の　いはつ　から　つくった　はちまき　で　ござる」

『銀狼』が『一本角』に乱れた衣服を直してもらいながら、言った。

「きっと　おぬし　を　まもってくれる」

「『金獅子』さんの──」

『銀狼』にとって、とても大事なもののはずだ。

　それを、託たくしてくれる。

　その意味と重さを理解できぬほど、さくらは愚おろかではなかった。ありがたく頂ちよう戴だいし、己の桜色の髪をまとめるようにして、鉢はち巻まきを締しめる。

　そして、『ピカドール』の馬体──その背中にひらりと跨またがり、背筋を伸のばした。

「りりしい　すがた　で　ござるよ」

『銀狼』が満足そうに、微笑ほほえんだ。

「さくら　きれい　に　なった……」

　そして『大奥』でいつもそうだったように、力強く鼓こ舞ぶしてくれる。

「ゆけ！」

　さくらは頷き、いちど『ピカドール』におおきく前まえ肢あしをあげさせ高らかに刀を抜ぬき放つと、特とつ攻こうの姿勢で『黒曜石』に向き直る。

「行って参ります、姐さん！」

　勇ゆう気き凛りん々りん──もはや、さくらに怖こわいものなどなかった。

　己の運命へと、真っ直すぐに突とつ入にゆうしていく。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　さくらを乗せたピカドールは軽かろやかに、『黒曜石』の壁へき面めんを駆かけあがっていく。

『黒曜石』は至近からでは全ぜん貌ぼうが見通せないほど巨きよ大だいで、表面はつるりとしている。何の素材でできているのかわからぬ、名前のとおりに黒曜石──なのだろうか。

　二等辺三角形の記念碑モニユメントに、陸りく揚あげされた魚のように圧のしかかっている『黒曜石』は斜ななめに傾かしいでいる。

　かなりの急きゆう斜しや面めんを、『ピカドール』は激しい震しん動どうのなか安定した走りを見せていた。さくらも騎き乗じように慣れてきて、かるく『ピカドール』の馬首に手を添そえ、見送ってくれる『一本角』や『銀狼』に手をふる余裕もあった。

『黒曜石』内部に突入する場所を探さぐっているのだが、行けども行けども卵の殻からのごときつるりとした壁面である。

「すべての搬はん入にゆう口、搭とう乗じよう口その他は閉へい鎖さしているようです」

　何かを精査しているのか、独眼を明めい滅めつさせていた『ピカドール』が、やや困ったように述べてくる。さくらは頷き、空いた片手で腰こしに差した血刀のひとつに手を添える。

「どこかに無理やり穴をあけるなりして、突入するしかないでしょうか？」

「ええ。恐おそらくは『黒曜石』の操作権を得た『モモ』が、艦かん内ないと外部を完全に隔かく絶ぜつさせているのでしょう。真っ当な手段では、『黒曜石』内部に入れません」

「どうせ突入するなら、『モモ』さんのいる場所に直接乗りこみたいですが。おっとっと、かなり傾けい斜しやがきつくなってきましたね。この状じよう況きようはまさに鵯ひよどり越ごえの逆落とし……の逆ですね。巧うまいこと言おうとしましたが、失敗しました」

「余よ裕ゆうがあるようで、頼たのもしいです。とはいえ、『モモ』がいるのはおそらく『黒曜石』の操作盤ばんが置かれた中心部──この戦せん艦かんの動力部もすぐ真下にありますし、下手へたにその付近に刺し激げきを与あたえれば『黒曜石』が爆発しかねません」

「では、安全そうなところを指示してください。『黒曜石』については、あなたのほうが詳くわしいでしょうし──この戦艦、素材は鉄ですか？　ならば『強化義肢』の膂りよ力りよくを用いれば壁かべを切断し、内部に突入するための穴をあけられるはずです」

「鉄とはすこしちがうのですが、硬こう度どは同じようなものです。では──間もなく正面に今は閉じている搬入口が見えるはずです。そこなら他ほかの外がい壁へき部よりは脆もろいはずです」

「心得ました」

　さくらは両手を空けて鉢巻きを締め直すと、血刀を抜き放ち構える。

『銀狼』の激げき励れいを受け、今のさくらは勇気百倍である。

　何事も、やってやれないわけがない──。

『ピカドール』が馬首をもたげ、独眼を煌きらめかせた。

「今です、『百手姫』さま！」

「合がつ点てんです！」

　さくらも搬入口を視し認にんした。と同時に『ピカドール』の背中を蹴けって跳ちよう躍やくし、回転をくわえて飛ひ翔しよう──勢いよく、『黒曜石』に渾こん身しんの一いち撃げきを叩たたきこんだ。

　重い手て応ごたえ。

　空中を航行する機能もあるという『黒曜石』の外壁部は、さほど分厚くはない。装そう甲こうを厚くすると自重が増え、空など飛べまい。

　何とか刃やいばが通ったのを確認し、さくらは連続で斬ざん撃げきを叩きこむ。

　壁に、四角く切れこみが走る。『ピカドール』が空中で再度、さくらを騎乗させると──そのまま体当たり。切れこみの走った壁を突つき破って内部に飛びこんだ。

　さくらは革帯ベルトが巻かれた両りよう腕うでで、飛び散る壁材の破は片へんから顔を守る。

　同時に『ピカドール』が『黒船』内部にしっかりと着地し、蹄ひづめを高鳴らせた。さくらは刀を収め、つい『ピカドール』の馬首を「よし、よし」と本物の馬のように労いたわった。

「息があいますね、わたしたち」

「光栄です。とはいえ、気を抜くことのありませんように──ここからが本番です」

「ええ。おっと、頭がつっかえそうですね」

　騎乗した状態だと、狭せまい『黒船』艦内では身動きがとりづらい。ここからは己おのれの足で歩くべきであろう。さくらは麗うるわしい髪を舞まわせて身軽に飛びおりると、周囲を警けい戒かいする。

　どうやら『黒曜石』内部の、通路である。外壁と同じ黒々とした素材でできた壁に床ゆかに天てん井じよう。艦内というより、坑道トンネルのようであった。停電しているのか元々なのか、薄うす暗ぐらくて視界がよくない。あちこちに、用よう途と不明な目盛りや配電盤らしきものが見えた。壁にいくつも見える切れこみは、扉とびらであろうか。

　あちこちの小部屋や他の通路につながった、やや湾曲した廊ろう下かの只ただ中なか、のようだ。

　さくらの慣れ親しんだ和風の建築物とは、まったく異なる論法で築かれた『黒船』の戦艦内部──どこが何やらわからぬ、さくらは戸と惑まどって『ピカドール』を見あげた。

『ピカドール』は戦せん闘とう用だという半馬体に変形し、銃槍ガンランスを構えて頷く。

「『モモ』さえ倒たおせば『黒曜石』の暴走は止まります。まずは、彼女を見つけましょう。おそらく操作系統が存在する区画です、あるいはその真下の動力部──」

　言い終わる前に、『ピカドール』は「むっ」とおおきく反応し、ちいさなさくらをその巨きよ体たいで抱だきかかえるような姿勢になった。

　きゃっ、と声をあげてさくらは驚おどろいたが──その刹せつ那な、『ピカドール』の背中に火花が飛び散る。連続するのは、銃じゆう声せいだろうか。どこかから、銃じゆう撃げきされている……？

『ピカドール』がそれを察し、守ってくれたのだ、とさくらは遅おそまきながら理解する。

「手て荒あらい歓かん迎げいですね」

　言いながら、自分の身は自分で守れます、とさくらは『ピカドール』を押しのけて血刀を抜ばつ刀とうする。

　見ると前後から挟はさみ撃うちにするように、外套マントで身体からだをすっぽり覆おおい仮面で顔を隠かくしたいかにも『黒船』のものらしい連中が、手に手に銃じゆう器きを構えて出現していた。

　その数は、十人か二十人か──それ以上か。彼らの装備する銃器はさすがは『黒船』というべきか、さくらの見たことのない最さい新しん鋭えいの代しろ物ものであるようだ。

　武器ひとつとっても、『黒船』の所属する異国は日本よりずうっと進んでいる。超ちよう科学力をもつ異国の勢力、『黒船』との接敵。

　何をしてくるか、さっぱり読めぬ。さくらは生なま唾つばを吞のみ、油断なく身構える。

　いきなり銃撃してきた、向こうは闘やる気まんまんのようだ。まぁ、さくらたちは『黒曜石』の壁を無理やり突とつ破ぱしてきた侵しん入にゆう者だ、攻こう撃げきを受けて当然なのだが。

　正面きって戦うのは、面めん倒どうである。『モモ』と相対するまで体力を消しよう耗もうしたくもない。さくらはそう思い、『ピカドール』を見あげた。

「『ピカドール』さん。あなた、『黒船』のお偉えらいさんなのでしょう。何かこう、説得したりはできませんか？　あるいは、武装解除するように命令したりとか？」

「ええ、もちろんです。先ほどから呼びかけているのですが──」

『ピカドール』は悔くやしそうに、嘶いななきをあげる。

「私と同格の大幹部である『モモ』が通達をくだしたのか、私はどうやら『黒船』を裏切った逆ぎやく賊ぞくとされているようです。事実は逆だというのに……。私からの通信を受けつけぬよう、『黒船』のものどもは体内通信を設定しているようです」

「着信拒きよ否ひ、ってとこですか。面倒ですね」

　まぁ、当然の措そ置ちであろう。さくらが『モモ』の立場なら、そうする。

『黒船』は徹てつ底ていした封ほう建けん主義と聞く。上位者からの命令は絶対だ。今の『黒船』のものたちは、『モモ』の操あやつり人形といっていい。

　機械のように己の頭で考えず、唯い々い諾だく々だくと上位者の命令に従う『黒船』のものたち──その姿に憤いきどおりを覚えたのか、『ピカドール』は怒ど鳴なった。

「情けないぞ貴様ら！　『モモ』などの手て駒ごまにされよって！　我ら『黒船』のものは半身が機械、だが半身は人間であろうが！　何が善で何が悪かもわからいでか！」

　その怒ど声せいが刺激を与えてしまったのか、『黒船』のものたちは一いつ斉せいに銃撃を始める。

　聞く耳もたぬ、という態度だ。

「えぇい、こんなところで足あし踏ぶみを食っている余裕はないというのに！」

　それは、さくらも同感である。

　当然、ここで『黒船』のものたちを全ぜん滅めつさせる必要はまったくない。この窮きゆう地ちを突破できればそれでいい、余計な戦いは避さけるべきだ。

　さくらは、『黒曜石』動力部の方向を見やって──決断する。

「『ピカドール』さん、一いつ瞬しゆんだけでも銃撃をやめさせられませんか？　その隙すきにわたしが突っこんで活路を開きます！」

　現在は『ピカドール』が壁になって敵の銃撃を防いでくれているが、彼の装甲がいつまで保もつかわからぬ。こんなところで、立ち往生している場合ではないのだ。

「承知！」

『ピカドール』が銃槍ガンランスを構えて、動力部のほうを塞ふさいでいる『黒船』のものたちに向ける。反対側の通路から攻せめてくるものたちは、とりあえず放置でいい。

　すこし離はなれるように手で示されたので、さくらは頷うなずき、反対側の通路から飛来する銃じゆう弾だんを二刀流で弾はじき散らす。『女じよ王おう蜂ばち』の銃撃に比べれば密度も威い力りよくも何するものぞ──。

「同どう胞ほうたちよ！　大義である、道を空けい！」

『ピカドール』が吼ほえて、銃槍ガンランスの尖せん端たんから破は壊かい光線を迸ほとばしらせた。熱源エネルギーのかたまりが噴ふん出しゆつし、道をふさぐ『黒船』のものどもを吹ふっ飛ばした。

　全員をまとめて蒸発させるほどの威力はないようだが、突とつ然ぜんの砲ほう撃げきに『黒船』のものどもは怯ひるみ、銃撃を途と絶だえさせる。

　今だ。

　さくらは『強化義ぎ肢し』に気合をいれる。

　両足に、毛細血管が浮うかびあがってくる。それは、さくらの両足を血の色に染めた。体温計の目盛りのように、ぐるぐるに巻かれた革帯ベルトのしたで『強化義肢』が爪つま先さきから太ふと股ももまでを真しん紅くに染め抜ぬく。

　ちからが、充じゆう塡てんされていく。

　そのすべてを解き放ち、さくらは床を蹴った。頑がん丈じようそうな『黒曜石』の床がおおきく凹へこみ、激しく船体が震動する。

「おお!?」

　弾だん丸がんのように前進しながら、さくらは己の脚きやく力りよくに自分で驚いた。慌あわてて転びそうになりながら姿勢を制せい御ぎよし、『黒船』のものどもに向かって直進する。

　たった一歩で、距きよ離りが埋うまる。

「『黒船』の皆みなさん、邪じや魔まをするなら斬きり捨てますよ！」

　宣告し、血刀を握にぎる手のひらにちからをこめる。

　先ほど床を蹴ったときと同じように、気合をこめる。そうすれば、『強化義肢』は最大限の働きをする、それが過か酷こくな『大奥』を生き抜いたさくらには本能的にわかった。

　瞬しゆん間かん──両腕にも禍まが々まがしくも血の色が浮かび、無限の活力が湧わいてくる。爆ばく発はつする直前の火種のようであった。『強化義肢』は医い療りよう用ではなく戦闘用、その意味がわかった。

　今、己の両腕両足は──銃弾を装そう塡てんした破壊力満点の重火器である。

「これは、とんだじゃじゃ馬ですね……！」

　制御しきれぬほどの馬ば鹿か力で、さくらは血刀を振ふるった。腕うでがもげおちそうな勢いで動く。先ほど『黒曜石』の壁へき面めんを切り裂さいたときの比ではない。神速の斬撃が、勢い余って床を壁面を天井までを駆かけ巡めぐっておおきな切れこみをいれた。

『黒曜石』を、真っ二つにせんばかりの威力であった。

　その衝しよう撃げきのみで、『黒船』のものどもは吹っ飛び、転がる。『ピカドール』の破壊光線による砲撃とさくらの斬撃で、通路を塞ぐ邪じや魔ま者はすべて倒れ伏ふした。

「ぬあ……!?」

　やはり自分で驚いて、さくらは勢い余って何歩か蹈鞴たたらを踏ふんだ。

　敵が怯んでいるうちに何人か始末して、あわよくばそのまま突破──という算段だったのだが、想像以上の成果がでた。『あわよくば』、どころではない。

　ちょうどよく、『強化義肢』の試用もできた。慣れるまで大変そうだが、強力な武器である。だが、猛もう烈れつに生命力を吸いあげられる感覚があった。多用すれば、自じ滅めつする。

　などと、考察している場合ではない。

『黒船』のものたちは、すぐ起きあがってくるだろう。

　その前に──。

「今です、『ピカドール』さん！」

　さくらは呼びかける。『ピカドール』も頷き、瞬しゆん時じに馬体に変形すると前進。さくらを引っかけるようにして乗せて、『黒船』のものどもが死し屍し累るい々るいと転がる通路を一気に踏とう破はした。そのまま、振りきる。

　反対側の通路からきたものどもが銃撃してくるが、距離が遠いせいか、ろくに当たらない。『黒船』のものたちは、実戦経験はさほど豊富ではないようだった。

　一気に距離を稼かせぎ、長い通路を進みゆく。

　やがて、行き止まりのような場所に辿たどりついた。通路の真ん中に、隔かく壁へきが降りているのである。だが、その中央に大穴があいている。

「これは……？」

　不可思議な光景に、さくらは『ピカドール』に跨またがったまま、目を丸くした。

『ピカドール』は急停止する。穴はさほどおおきくはない、騎き乗じようしたままでは通れぬ。

「ここから先が、おそらく『モモ』がいるであろう『黒曜石』の制御を司つかさどる区域です。『モモ』の反逆を知り『デンキ』さまが駆けつけ、隔壁に穴をあけて突とつ入にゆうしたようですが、ちから及およばず──」

　歯がゆそうに、『ピカドール』は語る。

「私は『デンキ』さまを救うこともできず、おめおめと逃にげるしかなかった──けれど、私は帰ってきた！　『デンキ』さまを苦しめるすべての邪じや悪あくを挫くじくために！」

　意外と激情家らしい『ピカドール』の決意の声に、さくらも頷く。

　だが、あえて言った。

「『ピカドール』さん。おそらく、『デンキ』さんとやらは囚とらわれの身となっているはずです。黒姫さまも──そちらを、救出しに行ってください。彼女らが人ひと質じちにされると面倒です。わたしはその間、『モモ』さんの気をひいておきます」

　役割分担だ。

『ピカドール』に黒姫などの身み柄がらを任せれば、後こう顧この憂うれいを絶って、さくらは『モモ』に挑いどめる。そして『モモ』は、さくらを無視できない。それが、何となくわかった。

　たった独りで得体のしれぬ野望に身を焦こがす『モモ』に言葉を届けられるのは、世界中でたったひとり、彼女と同じ血が流れる自分だけなのだと。

『モモ』──。

　愛されなかった、あのひと。

　復ふく讐しゆう心と憎ぞう悪おに染まるしかなかった、あのひと。

　あのひとと話したい。話すべきだ。

　話せばわかる、などと期待はしない──だが、さくらは会って話したかった。

　数すう奇きな運命の果てに巡りあった、己おのれの姉と。

　できれば、一対一で。

「どうやら、あの女──『モモ』とは、因いん縁ねんがあるようですね」

『ピカドール』もこちらの気持ちを察してくれたのか、頷いた。

　彼自身も、『モモ』と戦うよりもまず『デンキ』の救出をしたいのであろう。

　無論、『モモ』にとっても『デンキ』などは人質なり何なり有効活用できる大事な存在だ。その防備は厳重であろう。疲ひ労ろうと負傷の癒いえぬ『ピカドール』もまた過酷な戦場へ赴おもむくことになる。

　この状じよう況きようで数少ない戦力をわけるのは、愚ぐ策さくかもしれぬ。

　だが、それぞれの抱かかえた事情が、戦地をわける。

　たとえ愚おろかでも、たった独りで向きあうべき宿命がある。

　お互たがいに目配せをし、それで充じゆう分ぶんだった──次の瞬間には、ふたりとも動いていた。

　さくらは直進。『モモ』の待ち受ける決戦の地へ。

『ピカドール』は馬首を翻ひるがえし、己の主あるじらを捜すために当あて所どなく。

　すれちがいざま、さくらは『ピカドール』に囁ささやいた。

「死なないでくださいね。帰りも、あなたに乗せてもらうつもりなんですから」

「ええ。……『百手姫』さまもご武運を！」

　それ以上は言葉もなく、ふたりは──それぞれの戦場へ。
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　決戦の場は、防ぼう壁へきにあいた穴を潜くぐりぬけたすぐ目と鼻の先であった。

　真まっ暗くら闇やみ。そのなかに蛍ほたる火びのごとく、燐りん光こうを放つ不気味な機械柱がいくつも屹きつ立りつしている。真下にあるのだろう動力部が熱を放っているのか室温は高く、さくらは背筋に汗あせが伝うのを感じる。母の鼓こ動どうにも似た、ゆるやかな震しん動どうがあった。

　視界がよくないせいで、どれほどの広さかもわからぬ空間──。

　その奥にいくつもの導線と繫つながった、豪ごう華かな玉座が鎮ちん座ざしている。

　そこに、『モモ』が足を組んで腰こしかけていた。

　頭に、これも機械部品のような王おう冠かんを、ちょこんと載のせている。

　瞑めい目もくし、さながら屍し体たいのように動かない。ちぐはぐな位置で結ゆわえた色の脱ぬけた髪かみ。半分しかない旧ふるい『大奥』の制服。軽けい薄はくな言動でふだんは秘ひめ隠かくしている美び貌ぼうは、ただ無言で座っているだけで気品を感じさせた。

　さくらの姉というならば──罪を犯おかし追放されなければ、まごうことなく姫ひめ君ぎみだ。

　優ゆう雅がなのも、当然。

　だが、『モモ』は信しん頼らいを裏切り『黒船』に造反し、『黒曜石』を暴走させて未み曾ぞ有うの災さい禍かを引き起こそうとしている張本人だ。

　高貴な見み栄ばえと、血まみれの来歴。

　生き様すらも、歪ゆがんでいる。

　その姿を、さくらは複雑な気持ちで見み据すえる。ひとつ間ま違ちがえば、己は『モモ』のようになっていた。亀き裂れつの走った鏡を覗のぞくような、不安な心ここ地ちがする。

　怯みかける自分を叱しつ咤たし、さくらは暗闇のなかへ一歩──進みでた。

「こんなところで、ひとり寂さびしく王様ごっこですか？」

「あら」

『モモ』が片目のみを開いて、億おつ劫くうそうに顔をあげた。

　どうも、ほんきで眠ねむっていたようである。

　吞のん気きというべきか、抜けているというべきか、図太いというべきか──この様子だと、外で『銀狼』が『黒曜石』を押し留とどめていることにも、気づいていなかったのではないか。

「あぁ、そう──あなたなのね、さくら」

　玉座に腰かけたまま動かずに、頰ほお杖づえをついて。

「そうね。この悪ふざけみたいな歴史を終わらせる前に、あなたと決着をつけておくべきでしたわ。何となぁく……やり残したことがあった、気がしていてよ？」

　相変わらず、下品ともいえる見た目にはそぐわぬ、典てん雅がな口調である。

「そうね。あなたなのね、さくら。そうでしたわね──あなたを乗りこえなければ、わたくしは先へと進めない……」

「『モモ』さん」

　さくらは譫言うわごとのようなことをつぶやく『モモ』に、真正面から呼びかける。

「何を企たくらんでいるかは知りませんが。あなたがこの国を、秀影さまの治めるこの国の未来を破は滅めつさせようと望むなら──わたしは、あなたと戦ってでも止めてみせます」

「哀かなしいことを言わないで、さくら？」

　戦意も殺気もなく、『モモ』はあくまで赤ん坊ぼうをあやすみたいに、語る。

「何度も言ったでしょう、さくら？　忘れてしまったの？　わたくしだけは、あなたを裏切らない──それを覚えていて、そう言ったでしょう？」

　眉まゆ尻じりをさげて、どこか哀しそうに。

「止める？　わたくしを？　どうして？　むしろ褒ほめて、協力するべきではないかしら？　わたくしは──あなたができないことを、代わりにやってあげてるのに。ねぇ、わたくしたちの目的は同じでしょう？　そうでなくてはいけないわ、姉妹だもの」

　自分のお腹なかのあたりを撫なでて、『モモ』は俯うつむき、長い睫まつ毛げでその瞳ひとみを隠した。

「お母さん……さくらが、きてくれたよ──むかしを思いだすねぇ、お母さん……」

　幼い、だからこそどこか異様な、口調。

　それが道どう化けを演じ虚きよ飾しよくで己のすべてを覆おおった『モモ』の、ほんとうの言動なのか。

　寒気がして、顔色を失うさくらに──『モモ』は、無む邪じや気きに微笑ほほえんだ。

「ねぇ、さくら。そんな怖こわい顔をしないで。せっかくだし、お茶でもどう？　この歴史が終わるまで──姉妹で仲良く、お母さんと楽しいお話をしましょうよ？」

「母は、亡なくなりました」

　さくらは常じよう軌きを逸いつしているようにしか見えぬ『モモ』に、そう言った。

『モモ』は動じずに「いいえ？」と小首を傾かしげる。

「何を言ってるの、さくら？　お母さん、ちゃんと──ここにいるじゃない？」

「『モモ』さん」

　まだ、お姉ちゃん、などとは呼べぬ。

　彼女との距きよ離りは──ひどく、遠い。

「妄もう言げんを、聞いている暇ひまはありません。今すぐ、『黒曜石』を停止させてください。さもなければ『黒曜石』は大だい爆ばく発はつし、国土に多大な被ひ害がいがもたらされて、おおくのひとが死ぬ──そんなこと、母が生きていたとしても、決して望まなかったはずです。母は、優やさしいひとだったと、聞いています」

　母をもちだせば、『モモ』にも言葉が届くかと、そう期待した。

　どうやら『モモ』は己を愛さなかった母に、ご執しゆう心しんのようだから。

「優しいひと？」

『モモ』は、くすくすくす、と肩かたを震ふるわせて笑った。

「ええ、あなたには──優しかったでしょうね、さくら。『大奥』に憧あこがれ、結けつ婚こんすることで望みを果たせず、我が子に己の夢を託たくそうとしていたお母さんには。異能力者であるあなたは、待望の、愛しい娘だったでしょうから？」

　酔よっぱらってでもいるような、どんよりとした眼まな差ざしだった。

「でも、わたくしは──いちどだって、お母さんに優しくされたことは、なかった」

　だが『モモ』は胸むな元もとに手を添そえて、歓かん喜きに満ちた表情になる。

「でもね？　それは、こんな歴史だから！　『時空間爆ばく弾だん』のせいで異能力者なんてものが生まれるようになって、豊臣幕府が、『大奥』がそれを集めるなんて、頭のおかしい歴史だったから！　そんな歴史じゃなかったら、わたくしもお母さんに愛されてた！」

「あなたは──」

　肉親に、こんな言葉を告げるのは、さくらは嫌いやだったけれど。

「正気では、ないですよ」

「あなたも──そんなことを言うのね、さくら？」

　けれど『モモ』は動じずに、すこし眉まゆをひそめた程度だった。

「わたくしの言うことを、ちゃんと聞いてくれたのは、『大奥』の──『蠅王』、あのひとだけでしたわ」

「『蠅王』？」

　数多あまたの騒そう動どうの陰かげに見え隠れしていた、『大奥』の亡ぼう霊れい。

　その名前に、さくらは反応する。

「『蠅王』は──いったい何を企んでいるんですか？」

「さぁ？　興味ありませんが、利害が一いつ致ちしたのでね？　いろいろ、便べん宜ぎを図はかってもらいましたわ──わたくしと、『蠅王』の目的は同じみたいですからね？」

「その、目的とは？」

「歴史の、矯きよう正せい」

『モモ』は、はっきりと答えた。

「この歪み病やみついた歴史を、本来の流れに修正する。そのために、『蠅王』はこんなものまで貸してくれた──」

『モモ』が、閉じていた片目を開いた。

　そこに輝かがやくのは、あきらかに『モモ』の本来のものとは異なる色しき彩さいの、瞳だった。あとから移植したのであろうか、どうやら他人のものらしい──奇き怪かいな眼球である。

「元『腐肉食堂ハゲタカ』頭領『夜よ鷹だか』とやらの、眼球らしいですわね」

『モモ』は大事そうに、己おのれの眼まなこに指を添えて、微笑む。

「『夜鷹』を殺したという『絲妃』が己に移植し、その異能力ごと奪うばった──って話ですけどね。『絲妃』の死後、『蠅王』が回収してわたくしに与あたえてくれたわけですわ」

「なぜ、そんなものを？」

　眼球をひとからひとへ移しかえる、そんな行こう為いに何の意味があるというのか。

　理解できぬさくらを、仕方ないわね、というふうに『モモ』は溜ため息いきをついて眺ながめる。

「可か哀わい想そうなさくら、何も知らないんですわね。『夜鷹』は、未来を視みることができたという異能力者──その異能力を強化すれば、歴史の流れが見える。『時空間爆弾』で歪んだ歴史の、本来の流れも、見える」

　歴史が見える。

　それがどういう感覚なのかは、さくらには理解できない。

「そうして確かく認にんした『本来の歴史』の流れどおりに、この時空を矯正する。豊臣軍は関ヶ原で勝利しなかった。『時空間爆弾』なんてなかった。異能力者なんて生まれなかった。『大奥』も今のかたちとはちがっていた──そんな歴史なら、ねぇ、さくら……？　お母さんも、わたくしを愛してくれたかなあ……？」

『モモ』はやはり痴しれ言のようなことを述べながらも、その表情は真しん摯しであった。

　だからこそ、正気と狂きよう気きが入り交じって──『モモ』は、やはり見ているだけで不安になる、歪んだ雰ふん囲い気きをまとっていた。

　さくらには、理解しがたい『モモ』の目的……。

『モモ』が幸せになれたかもしれない現代へと、歴史を矯正する。

　その結果としてどうなるのかは、想像しにくい。

　むかし死んだという母が、『死ななかったこと』にでもなるというのか、そして『モモ』も追放などされていないことになって、母とともに暮らせる……？　あるいは、『モモ』の頭の内側に、母と幸せに暮らした記き憶おくが事実として刻まれる、のだろうか。

　関ヶ原から四百年、紡つむがれつづけた歴史を全否定し、唾だ棄きして。

　気に食わない本を途と中ちゆうで破り捨て、自分好みの内容に書き換かえて──。

　これこそが、正しい歴史なのだと、声こわ高だかに主張するつもりなのか。

　そんな妄もう想そうじみた望みを、本気で叶かなえようとしているのか。

「ねぇ、さくら」

　子こ守もり歌うたでも口ずさむように、『モモ』は柔やわらかに語る。

「わたくしね、ずうっと後こう悔かいしていることがあるの──」

　揺ゆりかごに身を任せる赤ん坊みたいに、玉座のうえから決して動かずに。

「あなたは覚えていないでしょうけれど、あなたが生まれたそのとき──わたくしは、立ち会っていましたの。ちいさな、赤ん坊のあなたは、産うぶ声ごえと同時に異能力を発現しましたわ。あなたの周りに、可愛かわいい花がいっぱい咲さいて……きれい、だった」

　目を閉じて、『モモ』は己の身を抱だきしめる。

「お母さんはそれを大喜びしてね……。わたくしには、いちどだって見せたことのなかった笑え顔がおを浮うかべたの。あの笑顔が、わたくしのなかに、ずうっと消えずに残っている──」

　弛し緩かんしきったような『モモ』の全身に、おぞましい兇きよう気きが漏もれだしてくる。

「あの瞬しゆん間かんからずうっと、わたくしは──さくら、あなたが憎にくかった……」

　ぞくりと、さくらの背筋が粟あわ立だつ。

　微睡まどろんでいるようにしか見えぬ『モモ』から、這はい回るような殺意が放たれたのだ。それは、さくらの臓ぞう腑ふをかき乱し、心の奥まで引き裂さく刃やいばの渦うずのようだった。

「わたくしが島流しにされた、その理由を教えてあげましょうか？」

『モモ』は、大罪を犯おかし、祖国を追放され流る刑けいの身となった。

　そこまでは──さくらも、聞いている。

「あなたが生まれてから、ほんのわずかな月日が流れて……。お母さんは、あなたばかり溺でき愛あいし、あなたを育てるのに夢中になっていましたの。わたくしは、どこにでもいる姉妹みたいに、お母さんを妹に取られた気がして拗すねていて。なるべく、お母さんとあなたに近づかないようにしていたのですけど」

　さくらはもちろん赤ん坊だったのだろうから、ちっとも覚えていないけれど。

　両親と、さくらと、『モモ』が──歪ゆがみを抱かかえながらも、家族として生活していたころが、ほんのわずかでもあったのか。

　だから、『モモ』と『大奥』で遭そう遇ぐうしたあのとき、抱きしめられて──何だか懐なつかしいような、不思議な気持ちになったのだろうか。

　この姉は、いちどぐらいは、赤ん坊だった自分を抱きしめてくれたのだろうか。

「ある日、わたくしは見てしまいましたの。そのとき──お母さんの周りには、ちいさくて可愛らしい花々が咲き乱れていた。赤ん坊だったあなたが、異能力で咲かせた花々……。お母さんはあなたのそばで、嬉うれしそうに、『大奥』の制服を見せていましたわ。自分が着るために仕立てた、旧ふるい様式の、『大奥』の制服をね」

　そして言ったの、と『モモ』は掠かすれきった声で、つぶやいた。

「さくら、さくら、わたしの娘──愛してるわ。お母さんは、あなたに嬉しそうに語りかけていましたの。わたくしは、いちどだって愛してるなんて言われなかった。お母さんは、自分の夢を叶えてくれる、異能力者のあなたを──あなただけを、愛してた」

　己の顔を手で覆い、『モモ』は乱れた。

「あなたがいるかぎり、わたくしは出来損そこないの子供、ただの失敗作。あなたが生まれてこなければ、異能力なんてもっていなければ、わたくしは期待していられた。いつかきっと、って……。でも、そのとき理解したの。わたくしは永遠に、お母さんに笑いかけてもらうことすらない、って」

　己の手のひらをじっと見つめて、『モモ』は顔をくしゃくしゃに歪めた。

「それに気づいてしまった、その瞬間にはもう──わたくしは、お母さんを後ろから刺さしてた。お母さんに、わたくしのことも見てほしくって、がんばって料理をつくってたから……包丁を、もってた、から」

『モモ』の着ている『大奥』の制服は、母親が若いころに仕立てたもの。

　けれど汚よごれてしまって、生き地じがほとんど、残らなくて──。

「刺して、殺した……。ほんとは、わたくしも、笑いかけてほしかっただけなのに」

　親殺し。

　己の母親を、その手にかけた。

　それが、『モモ』が島流しになった理由──彼女の、罪か。

「あなたなんか……」

『モモ』の片目から、血のような涙なみだが、零こぼれた。

「あなたなんか、生まれてこなければよかったのに」







　第五幕　時空間爆弾　もしもあのとき
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『赫竜あかとんぼ』は、おぞましい悪夢のなかから、拾いあげられるように目を醒さました。

　何か優やさしいものに、包まれている感かん触しよく。

　見ると、真正面にもはや見慣れた優男の顔がん貌ぼうがある。

『ピカドール』……。

「ご無事で、何よりでした」

　意識も視界もあやふやだったが、彼が泣きだしそうな表情をしているのはわかった。『赫竜』は、なぜかそれが嫌いやで、彼の目元を拭ぬぐうようにそっと手を伸のばした。

　確かめるように、その端たん整せいな頰ほおを、指先で撫なでた。

『ピカドール』は不思議そうにしながらも、沈ちん痛つうに俯うつむく。

「このような事態を招いてしまって──申し開きをする、言葉もありません」

　ひたすら謝罪する『ピカドール』の身体からだは、血で染まっていない部分がないほどの、満まん身しん創そう痍いであった。乱れた前まえ髪がみの隙すき間まからも血が滴したたり、『赫竜』の肌はだに垂れてくる。眼鏡めがねもどこかに落としてしまったのか、素す顔がおの彼は、何だかとても純情な少年のようだった。

『赫竜』は、いくつもの瘤こぶが浮きでた巨きよ大だいな生物の内臓──のようなものに、背中を預けていた。『黒曜石』の動力部なのだろう、何となく覚えている。

『モモ』と『デンキ』に捕ほ獲かくされた『赫竜』は、この不気味な器官に回路のひとつとして組みこまれ、全身に血色の針を突つき立てられ生命力を吸われていた……。

　巨大な生物に取りこまれていたみたいで、ぞっとしない。見ると機械部分も多く露ろ出しゆつしているのだが、それよりも赤黒い器官が血肉そのもので、気持ち悪い。『黒船』の、超ちよう科学力の産物なのだろうが──生きたまま、『黒曜石』を動かす乾かん電でん池ちにされていたのだ。

　ともあれ、『赫竜』はそこから救いだされ、いま『ピカドール』に抱だきよせられている。血液に似た器官の内容液が『赫竜』の全身を汚しており、何だか血と羊水にまみれた生まれたばかりの赤ん坊ぼうのようだった。

『あなたが、謝る必要はないでしょう』

　彼の前ではごく自然に、懐かしい異国語で喋しやべってしまう。

『だから、そんな顔をしないでください』

　なぜか彼を見ていると胸がかき乱されるようで、似合いもしない慰なぐさめの言葉を口にした。それを恥はじ、『赫竜』は自じ嘲ちようして笑った。

『黒くろ姫ひめは……？』

　問うと、『ピカドール』は背後を示す。そこには、黒姫と『デンキ』が仲良く頭を預けあって、そういう種類のお人形であるかのように壁かべに背をもたれかけて熟じゆく睡すいしている。

『ピカドール』が、どこかから救出したのだろうか。『デンキ』も何があったのか、腫はれた頰や折れているらしい手首はそのままで、痛々しいが──生きていた。

『みんな、ぼろぼろですね』

『赫竜』は何だか可笑おかしくなってしまって、声をあげて笑った。

『何をしているんでしょうね、私たちは──』

　言いながら、ふらつきつつも身を起こして、立ちあがった。身体からだ中じゆうの生命力が搾しぼりとられているせいか、身体はひどく水を吸ったように重たかった。

　だが、それよりも。

『赫竜』は愕がく然ぜんとして、『ピカドール』を見る。

『あなた──』

　今の今まで気づかなかったが、『ピカドール』の背中はおおきく抉えぐれていた。肉も背骨も、内臓すらもこそげ落ちて、彼の身体にはおおきな空くう洞どうが空いているようだった。機械部分が誤作動を起こしているのか、火花をあげながら破は片へんのような装そう甲こうをでたらめに生やしていて、恐きよう竜りゆうや魚の背びれのようだ。

　どう見ても致ち命めい傷しようだった。

　むしろ、生きて動いているのが不思議なほどだ。

　彼は限界以上の死力を振ふりしぼって、みんなを救出したのだ。おそらく機き関かん銃じゆうの掃そう射しやでももろに背後に食くらい、常人ならば痛みだけで即そく死しするような状態で──。

『どうして？』

　死に体の『ピカドール』を、『赫竜』は弱々しく両手で支えた。

『ピカドール』は安あん堵どしたのか、こちらに倒たおれこんでくる。肉を多く消し飛ばされ、彼の体重はやけに軽かった。怖こわくて、彼の重さを感じたくて、『赫竜』は抱きよせる。

　手のひらのなかで、彼の生命が零れ落ちて、消えてなくなってしまいそうだ。

『どうして、こんなふうになってまで──他人を、私たちを助けたんですか？』

　ただの義務感とは、とても思えなかった。それだけでは、人間はこんなにも己おのれの命を投げだして行動はできない。機械だから、命令されたから、というのもありえない。機械はこんな非合理なことは、決してしない。

『ピカドール』は何だか物もの珍めずらしそうに、『赫竜』を間近から見あげ、微笑ほほえんだ。

『私には、妹がいました』

　夢うつつなのか、すでに意識を保っているのも難しいのか、弱々しい口調だった。

　懺ざん悔げのようだった。

『私の祖国では、赤ん坊の時点で遺伝子などから機械との相あい性しようがいい子供が選別され、国のために差しだされる──という仕組みがありました』

　異国の、奇き妙みような仕組み。

　非人道的な行いなのかもしれないが、『赫竜』には納なつ得とくできる話だった。

　かたちはちがえども『大奥』だって同じだ。異能力という才能をもつ子供たちを集め、権力者が牛ぎゆう耳じる。国は変われどお偉えらいさんの考えることは、似通っていく。否いな、人間の考えることは──。

『我が祖国は機械文明を発達させており、機械と融ゆう和わし一体化する才能をもつ子供らは重宝されました。そんな子供たちを遺伝子的に組みあわせ、材料としてつくりあげられたのが、最大限まで機械との相性を高められた特別製デザイナーズの子供・ベイビー──『デンキ』さまです』

『ピカドール』は愛いとしそうに、すぐそばで眠ねむりこける『黒船』提てい督とくの少女を見る。

『私の妹も、機械との相性がよく生まれついたため、『デンキ』さまの材料として献けん上じようされました。どこの部分に用いられたのかは、わかりません。髪かみの毛なのか、目玉なのか、それとも、ほんの細さい胞ぼうの一ひと欠片かけらなのでしょうか──』

　けれどそれでも私の妹は、『デンキ』さまのなかで生きていますと、彼は語った。

『正直に告白しましょう、私は『デンキ』さまを憎にくんだこともあった。妹を食い殺した、機械の怪かい物ぶつ、と思ったこともある。けれど、せめて妹のいちぶでもそのなかで生きていることを信じ、こうして──世話役にまでのぼりつめ、今も仕えております』

　誇ほこらしそうに、『ピカドール』は微笑んだ。

『妹を、機械の怪物から救出したい、そう望んだこともあります。けれど、『デンキ』さまは、怪物ではありませんでした。多くの赤子を食い殺し生まれたからこそ、せめて求められた役目を果たしたいと、そう望んでいるだけの無む垢くな少女でした。健けな気げで、弱く、脆もろく、愛おしい、ただの少女。いつしか、私は彼女を、妹の生まれかわりのように──』

　そこで激しく咳せきこみ、けれど『ピカドール』は語るのをやめなかった。

　遺ゆい言ごんのよう、だった。

『どうか、『デンキ』さまを怨うらまないであげてください。彼女は役目を果たしたかった。そして祖国へ戻もどり、せめて生まれてきてよかったと……、自分をつくるために犠ぎ牲せいになった赤ん坊たちが無む駄だではなかったのだと、証明したかったのです。両親に会いたいという、気持ちも強かったのでしょう。ふつうの、子供です。魂たましいまで機械ではありません、私は、私だけはそれを信じたいです』

　青年の目元に、尊いものが光った。

　妹を失い、その生まれかわりのような怪物じみた少女を支えることに命をかけた、不器用な青年の涙であった。

『生まれたときから人生が決められている、我が祖国とはちがって──この国の赤ん坊には、無限の未来がある。だから、私も欲よくがでてしまった。せめてこの国にいる間だけでも、『デンキ』さまにふつうの少女のように暮らしてほしいと、望んでしまいました』

　そのために、『ピカドール』は『赫竜』たちに接せつ触しよくしたのか。

　──『デンキ』さまの友達になってほしい。

　そんな彼の願いには、裏はなかった、悪意などなかった。

　妹の哀かなしい残ざん骸がいへの、ちいさな好意しかなかったのに。

『機械のように役目を果たしつづける、それもひとつの人生かもしれません。ふつうの人間の暮らしというのは、思っているよりも幸せなものではないかもしれない。哀しいことも、苦しいことも多いでしょう。けれど、私はそれを望んでしまった。妹の生まれ代わりのような彼女に、せめて、すこしでも人間らしく──』

　同時に、『赫竜』は合が点てんがいった気がした。

　黒姫が、やけにこの青年には懐なついていた。兄の面おも影かげを、見ていたようだった。それも当たり前だ、彼もまた──名前もわからぬひとりの妹の、誠実な兄であったのだ。

　せめて人間らしく。その願いは無む慈じ悲ひに踏ふみにじられ、悪意によって利用され、おおいなる破は滅めつのなかで粉みじんに砕くだかれた。けれど、彼の気持ちは誰だれに批ひ難なんされるものでもない。間が悪く、運が悪く、時代が悪かった。

『赫竜』は切なくなって、『ピカドール』の胸むな元もとにそっと、頰を寄せた。

　半身が機械のせいか、血が流れすぎたのか、とても冷たい身体だった。その手のひらを、『赫竜』は己にも触ふれさせる。

　手のひらの冷たいひとは、心が優しいひと。

　黒姫が教えてくれたことは、もしかしたら、真実だった。

『幼かったころ、見み世せ物もの小屋で、泥どろを啜すすって生きていたころ──』

『赫竜』はとても珍めずらしいことに、素す直なおに、他人を褒ほめた。

『あなたみたいなお兄ちゃんが、私にもいたら、よかったのに』

　あるいは『絲妃あらくね』ではなく、このひとに巡めぐり会っていたら。

　自分はどんなにか、お天てん道とさまに胸を張れる生きかたができていたであろうか。

『ピカドール』の反応は、ない。

　彼は微笑をたたえたまま、すでに、呼吸をしてはいなかった。

『あとは、私に任せてください』

　告げると、『赫竜』はもしかしたらちょっとだけ好きになりかけていたかもしれない青年のそばで──力強く立ちあがる。『ピカドール』の両目を優やさしく閉じてやると、背中に担かつぎ、『デンキ』と黒姫の元へと颯さつ爽そうと向かう。

　神さまなんていないかもしれない、人間の血が流れつづける、この国で。

『赫竜』は、まだ生きている。
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　生まれてこなければよかったのに。

　己の存在すべてを否定する、愛の対極にある言葉にも──さくらは怯ひるまなかった。

　以前ならば、すこしは動どう揺ようしたかもしれない。

　けれど、さくらの胸の奥に──秀ひで影かげがくれたぬくもりがある。

　背中に、鉢はち巻まきに、『銀ぎん狼ろう』のくれた勇気がある。

　苦しいことも、痛いことも、たくさんある人生だった。

　それでも──。

「生まれてこなければよかったと、わたしは思いません」

　堂々と、さくらは即そく答とうした。

　そして慎しん重ちように刀の柄つかに手を添そえて、『モモ』との間合いを測る。大立ち回りをするには視界の暗さと、立ち並ぶ機械柱が厄やつ介かいだ。こちらの動きが制限され、中ちゆう距きよ離りから伸のびてくる『モモ』の刃やいばがどこから忍しのびよってくるかわからない。

『モモ』とはいちど交戦経験があるが、あのときは『蛍ほたる』とふたりがかりだったし──『モモ』は、いまだその実力を秘ひめている気配がある。だが、こちらにも『強化義ぎ肢し』という隠かくし球だまがある。一対一で戦って倒せるかどうかは──判断がつかない。

　相手の出方を窺うかがいながらも、さくらは己にできることをする。

「楽しいことも幸せなことも、いっぱいありましたよ」

　せめて、言葉を紡つむいだ。

　すこしでも『モモ』を動揺させられれば、ここから生きて帰れる可能性が高まる。

　それだけではない、『モモ』と話したかった。そのために、愛しいひとの制止を振り切り危険に身を晒さらしてまで、この『黒曜石』に乗りこんできたのだ。

「お姉ちゃん」

　さくらは、そう呼んだ。

　失敗してしまった自分。愛されなかった自分。もはや、疑うまでもなかった──おおきな共感を、さくらは『モモ』に感じる。肉親でないわけがなかった。いいやたとえ『モモ』が赤の他人でも、さくらは鏡映しの己のような『モモ』に言葉を届けたかった。

　見ていられなかった。

　奇くしくも、『池田屋』で秀影が『冥土鳥ほととぎす』を母と呼び、その心を乱したように。さくらも、自然と愛する青年と同じ重さをもつ口上を述べていた。

『モモ』の表情が、ぴくりと動いた。

「あなたはどうやら、お母さまに強い執しゆう着ちやくを抱いだいているようですが──」

　遠い昔に早そう逝せいしたと聞かされている、病弱だったという母。

『大奥』に憧あこがれ、その無む邪じや気きな夢が、姉妹の命運をわけた。

「わたしも、お母さまの娘むすめです。お母さまが産んでくれたから、こうして生きているのです。受け継ついだのは、この血肉と、異能力。これは、お母さまのいちぶです」

　己おのれの胸元に手を添えて、その熱を確かめる。

　母に並々ならぬ愛あい執しゆうを抱いている『モモ』には、この血肉こそがいちばんの武器だ。

　母を刺さし殺したという『モモ』には、通じないかもしれないけれど。たとえ挑ちよう発はつにしかならなくても、憎ぞう悪おをかきたてる結果になろうとも──心は、乱せる。

　飄ひよう々ひようとした『モモ』が己を彩いろどる虚きよ飾しよくも剝はぎ取って、その奥まで手が伸ばせる。

「お母さまのお陰かげで、生まれてこられた。秀影さまに出会えた、恋こいができました。もしかしたら、幸せになれるかもしれない──だから、生まれてきてよかったです」

　それが、『モモ』への、さくらの返答だった。

　本心からの。

　道どう化けの仮面じみた『モモ』の兇きよう悪あくな表情が、凍いてつく。

　その人間らしい感情の発はつ露ろに、さくらは生なま唾つばを吞のむ。今は、憎悪だけでもいい。

　晒さらけだされた姉の心に、己のそれをぶつけるしかない。

「あなたは──何を望んでいるのですか？」

　さくらは一歩、踏みこんだ。

「あなたの目的は、何なのですか？」

「知ってどうするの？　お姉ちゃんを手伝ってくれますの？」

　慌あわてて取りつくろうように気品ある口調に戻った『モモ』に、さくらは頷うなずく。

「場合によっては。……わたしのせいで、あなたの人生が歪ゆがんだのなら」

「贖しよく罪ざいってこと？　同情かしら？」

『モモ』は荒あら々あらしく、歯は軋ぎしりをした。

「どこまで苛いらつかせてくれますの？　わたくしを、どこまで惨みじめにさせるの？」

　まぁいいですわ、と『モモ』は深呼吸して、余よ裕ゆうありげな態度を取り戻す。

　それは、彼女が必死にまとった鎧よろいのようだった。

「それじゃあ、冥めい土どの土産みやげに教えてあげましょうか──」

　軽かろやかな調子で語りながら、優ゆう雅がに足を組みかえる。

　だが吞のん気きな態度とは裏腹に、殺意はちっとも減じていない。

　──何かを狙ねらっている。

　さくらはそれを理解し、決して油断なく身構えた。

　居合の達人どうしが向きあうような、一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちよう感のなか。

「ねぇ、さくら──以前にわたくしが話してあげたこと、覚えていて？」

『モモ』は猫ねこのように笑うと、こちらを見み据すえてくる。

「この歴史は間違っている。『時空間爆ばく弾だん』が炸さく裂れつした瞬しゆん間かんから、この国の歴史はおおきく歪んでいますの。異能力者。『大奥』。『黒船』。『新しん撰せん組ぐみ』──すべてが、間違ってるの。戦国時代以前の歴史と、明確に異なってしまっているの。そうは思わない？」

　そうだ。

　たしかに戦国時代の記録書などを紐ひも解といても、異能力者などの記録はない。『時空間爆弾』が生みだした副産物、なのである。それ以前とは人々の肉体も、土地の景観も、政治体制も何もかも、様変わりしてしまった。

「関ヶ原で用いられた禁断の兵器、『時空間爆弾』は文字どおり時空を破は裂れつさせる。本来あるべきだった歴史を、未来を吹ふっ飛ばしてしまう。異国では、並行世界パラレルワールドとか呼ぶらしいですわよ？　そこで、あってはならぬ未来で、わたくしたちは生きていますの」

『モモ』は異国に流れつき、そういった知識を蓄たくわえたのか。

　語る言葉にはよどみがなく、ほんとうに、姉が妹にお勉強を教えているみたいだ。

「喩たとえ話をしましょうか。わたくしたちの目の前に、分かれ道がありましたの。右へ進むか左へ進むかで、景色は変わってくる。けれど、『時空間爆弾』は本来進むべき道を破は壊かいし、強制的に間違った道を選ばせましたの」

　ただの妄もう想そう、と片付けるわけにはいかぬ。

　実際、戦国時代以前と現代ではおおきく世界はその様相を変えている。さくらがいま生きているこの現代が、もしも無理やりに選ばされた間違った道だったとしたら──。

　でも、だから何だというのだろうか。

　たとえ間違っていても、血ち塗ぬられていても、この道を歩くしかないではないか。

「わたくしはね、この『夜よ鷹だか』の眼球で──塞ふさがれてしまった正しい道を、垣かい間ま見ましたわ。驚おどろきましたわね、関ヶ原で勝利したのは徳とく川がわ側。もし『時空間爆弾』が炸裂しなければ、豊とよ臣とみ側は勝利せず、もちろん豊臣幕府なんてふざけた代しろ物ものも誕生しなかった」

「徳川──」

　その名前を、さくらはどこかで聞いたことがある気がした。

「駿すん府ぷの大名──松まつ平だいら、徳川？　わたしたちの、祖先？」

「関ヶ原の敗戦によって徳川側には厳しい処断がくだされ、一族は処しよ刑けいされ散り散りになったと聞きます。直系の子孫ではないかもしれませんが、その可能性はありますわね？」

　愉たのしそうに、『モモ』は両手を広げた。

「どう？　面おも白しろいでしょう？　にっくき豊臣幕府がわたくしたちの故郷を焼いた理由がおわかり？　『夜鷹』の瞳ひとみの所有者だったあの『絲妃』も、本来の歴史を見て──仇きゆう敵てきともいえる徳川側の末まつ裔えいたるわたくしたちを、不ふ穏おん分ぶん子しとして滅ほろぼしたのかもしれない」

　広げた両手を折りたたみ、我が身を抱だきしめる。

「民たみを、国土を焼いただけではありませんでしたの。豊臣は、わたくしたちから未来すら奪うばった。栄えい誉よも勝利も、政権も何もかも、わたくしたちが得られるはずだったものすべてを強ごう奪だつして、この国の支配者として踏ん反りかえっていますのよ？」

「それを、取り戻もどしたいのですか？　あなたは、この国を支配したいのですか？」

　問いながら、さくらは否いな、と判断する。

『モモ』の動機はもっと、個人的なもののような気がしていた。

「いいえ」

　やはり『モモ』は、あっさりと首をふる。

「それは、あくまでおまけ──重要なのは、異能力者というものが『時空間爆弾』の副産物という一点のみですわ。本来の、正しい歴史ならば異能力なんてものもなかった。武器といえばせいぜい刃は物ものや火器。けれどこの間ま違ちがった歴史では異能力なんてものが重宝され、『大奥』に集められてますの。お宝として、貢みつぎ物として、価値のあるものとしてね」

　どういう意味かわかるでしょう、と『モモ』は嬉うれしそうに語った。

「正しい歴史にも『大奥』は存在しましたわ。けれど、そこは血統を維い持じし子孫をつくるための、異国などにも見られる純然たる愛の園ハーレムでしたの。集められた姫ひめ君ぎみたちも家いえ柄がらや教養、美び貌ぼうなどが重視された。決して、異能力の強さなんかじゃなかったの」

　感極きわまったように、己を抱いたまま『モモ』は官能的に震ふるえた。

「素晴らしいじゃない！　そんな歴史だったら、もしも正しい歴史だったら──わたくしは出で来き損そこないの失敗作じゃなかった！　わたくしは、ただ異能力が使えなかっただけ！　運悪くそう生まれてしまっただけ！　本来の歴史だったら、そんなわたくしだって、きっとお母さまに愛されてた……！　要いらない子、なんかじゃなかったんですわ！」

「そんな──」

　そんなことのために、と笑い飛ばすことはできなかった。

　さくらも、秀影に巡めぐり会い彼と結ばれるために、命いのち懸がけで戦ってきた。

　人情は、友愛は、あるいは執着は──容易に、人間を命懸けで動かしてしまう。

　母に愛されたい一心で『黒船』に反逆を起こし、未み曾ぞ有うの災さい厄やくを引き起こそうとしている『モモ』は、だから──さくらに似ているのだ。

　共感と、同属嫌けん悪おがあった。

　だが、さくらにはまだ理解できぬことがある。

「あなたの目的はわかりました。けれど、そのためになぜ『黒曜石』を暴走させるんですか？　あなたが愛されたかもしれない並行世界パラレルワールド──とやらは、たしかに存在するのかもしれません。そちらが正しい歴史なのかもしれません。けれど、わたしたちはこの世界で、間違ってるかもしれない世界で生きていくしかないじゃないですか」

「そんなことは、ありませんの。さくら、そんなことはないの」

『モモ』は子供っぽく、ちっちっち、と指をふった。

「『夜鷹』の瞳を用いながら、上手に歴史の歪みを矯きよう正せいすれば──歴史は、元通りになる。わたくしが、愛されたかもしれない、歴史に。そして、時空を歪めるためには『時空間爆弾』が必要ですの。ここまで説明すれば、さくらにも理解できますわよね？」

　きれいな貝かい殻がらを見つけた幼子のように、『モモ』は目を輝かがやかせた。

「『時空間爆弾』はもともと異国からもたらされた兵器──というのは、教科書にも記されている事こと柄がらです。関ヶ原で、豊臣側が如い何かにしてその兵器を得たのかは不明ですが。太たい閤こう秀ひで吉よしが大陸に侵しん攻こうしたときに、戦利品として持ち帰ったのかしら？」

　それはどうでもいいですわね、と『モモ』は艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「わたくしは幸か不幸か、異国で暮らしておりましたわ──そして出世し、重要機密にも触ふれられる立場となりましたの。四百年前に日本で炸裂した『時空間爆弾』についての知識も、そのときに得たんですわ」

　いったい如何ほどの執しゆう念ねんと時間、労力をかけたのか。

『モモ』は己が母に愛されたい一心で、どれだけ他人を蹴け落おとし骨身を削けずって、その知識を得たのか。想像もできない、けれど実感はできた。

　もしも、さくらが同じ立場ならば──。

　間違えていれば。愛されなければ。同じことを、したかもしれない。

　遠い異国で独りぼっちで復ふく讐しゆうの牙きばを研といでいた、ならば。

「『時空間爆弾』の燃料となる生命力も、『大奥』の生徒や粗そ製せい濫らん造ぞうされた『才古銃サイコガン』で無理やり異能力者にした人々から、吸いあげましたの。そして重要な部品たる『第一の火オールドエンジン』『第二の火ネオロマンサー』も、得ましたわ。それらを組みこんだこの『黒曜石』は、わたくしの号令ひとつで『時空間爆弾』として完成し、大だい爆ばく発はつして、歴史を歪める。いいえ矯正するの」

　それが、『モモ』の野望なのだ。

　未曾有の大だい災さい禍かを引き起こす動機としては、あまりにも個人的で、けれど『モモ』にとっては重要な──その理由であり、経けい緯いなのだ。

「わたくしは、そうして取り戻す。本来の歴史を、わたくしが愛された歴史を」

　大事そうに、『モモ』は他人から奪ったちいさな王おう冠かんを、指先で撫なでる。
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『黒曜石』が内陸部で爆発すれば、関ヶ原以上の悲劇になる。

　そう表現したのは誰だれだったか──ともあれ、それは文字どおりの意味だったのだ。

　第二の『時空間爆弾』と化した『黒曜石』は、甚じん大だいな被ひ害がいを及およぼす。国土や人々だけではなく、これまで積み重ねられてきた歴史のすべてを吹っ飛ばしてしまう。

　そのために、『モモ』は異国で知識を集め他人を蹴落とし出世し、この国に舞まい戻り粗製濫造の『才古銃サイコガン』をばらまき『大奥』の生徒を誘ゆう拐かいし、『黒船』に反旗を翻ひるがえし『黒曜石』の制せい御ぎよを奪い、ありとあらゆる陰いん謀ぼうと悪徳を巡らせてきたのだ。

「歴史を矯正する。そんなことが可能か不可能かは、わかりませんが──」

　まったくの妄想、というわけでもあるまい。

『モモ』は正気を失い暴走しているだけ、のようには見えない。何かの、しっかりとした確信があって行動している。荒こう唐とう無む稽けいな話だったが、笑い飛ばせるわけもない。

　事実、歴史が歪ゆがんでしまうならば、どんな影えい響きようがあるかわからない。『モモ』が望むどおりに歴史が修正される保証はないのだ。何より、単純に『黒曜石』が爆発しただけでも尋じん常じようではない被害がでる。

　絶対に、『モモ』の望みを肯こう定ていするわけにはいかぬ。

　ここで、止めねばならなかった。

「疑問なのは、そんなだいそれた真似まね──ひとりですべてを準備万ばん端たん整えることができたとは思えない、ということです。『モモ』さんはずっと異国にいて、この国に戻ってきたのはつい先日のことでしょう。この国の内部から、手引きしたものがいるのでは？」

『モモ』単独の犯行とは思えぬ。

　誰か、『モモ』と協力し、あるいは利用したものがいるはずだ。

　そしてその誰かに、さくらは心当たりがあった。

「ええ」

『モモ』もべつに隠かくすことなく、あっけらかんと語った。

「わたくし、むかぁし──この国から追放される直前に、『大奥』へ行ったことがありますの。当然、母殺しは重い罪ですわ。追っ手がかかり、当時はただの小こ娘むすめだったわたくしは命からがら逃にげ惑まどっていましたけれど、いちどだけでも『大奥』へ行きたかった」

　話が逸それた気がしたが、さくらは黙だまって聞いた。

『モモ』は遠い目をして、過去を懐なつかしんでいる。

「何のために？　何て聞きませんわよね？　当然、お母さんを『大奥』につれていってあげたかったの──わたくしは、ちいさな身体からだにお母さんの亡なき骸がらを詰つめた棺かん桶おけを背負って、『大奥』の門を叩たたいた」

　せめて、母が憧あこがれた『大奥』に、その亡骸を埋うめてやろうとでもしたのか。

　母を手にかけた直後で、まだ幼かった『モモ』は錯さく乱らんしていたのかもしれない。それが、とても大事なことに思えたのだろう──きっと。屍し体たいを担かついで駿府から『大奥』へ、母殺しの姉は、孤こ独どくな旅路を歩いたのだ。

　さくらは、そう推測する。

「わたくしはその場で殺されてもよかった。罪人ですもの、当然でしょう。でも、母の亡骸だけは『大奥』にいれてあげたかった。門の前で土下座して、懇こん願がんしましたわ。もちろんすぐに衛兵がきて、取り押さえられてしまいましたけどね？」

　それは、さぞかし異様で痛ましい光景だっただろう。

　棺桶のそばで、返り血に染まった少女が土下座をしている──。

「そのまま処刑でもされるのだろうと思いながら、わたくしは引っ立てられて、見たこともない豪ごう華かな間に通されましたわ。そこで会ったの、わたくしの協力者にね」

「『蠅王べるぜぶる』──ですね」

　さくらは、事件の陰かげに見え隠れするその名前を、口にする。

「ええ、そう。『蠅王』さん、当時は名乗りはしませんでしたけどね」

『モモ』は親しみをこめて、微笑んだ。

「彼女はわたくしに同情し、理解を示してくれましたわ。彼女の目的も、利害も、わたくしと一いつ致ちしていた──けれど当時、歴史の矯正に必要な『夜鷹』は『絲妃』に奪われており、彼女は困りきっていましたの」

『蠅王』の目的も、歴史の矯正、なんて世よ迷まい言なのだろうか。

　気にはなったが、今は関係ない。

　同時にすこし、さくらは複雑な気持ちになる。『絲妃』──『大奥』を恐きよう怖ふで支配したあの暴君は、その邪じや悪あくによってもうひとつの邪悪たる『蠅王』を抑おさえこんでいたのだ。

　毒をもって、毒を制していた。

　けれど、さくらたちが『絲妃』に天てん誅ちゆうをくだしてしまい、彼女が抑えこんでいた邪悪が噴ふきだしてきた。それが、この現代なのであろう。

　害虫を駆く除じよすることで、その害虫が餌えさとしていた他ほかの害虫が跋ばつ扈こし始める。そして場合によっては、それまで以上の被害をもたらしてしまう。

　故郷では畑仕事をしていたさくらには、それは、自明の理であった。

「だから、そのときは──まだ時代がよくない、と『蠅王』さんは判断しました。『絲妃』がその権勢を失うか死ぬまで、『蠅王』さんは動けませんでしたの。その間に、わたくしたちはいずれ再会を約束し、それぞれ準備を整えていましたのよ」

『モモ』は『蠅王』に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せているのか、好ましそうにその名を呼ぶ。

「わたくしは『蠅王』さんの手によって、島流し、という名目で異国に派は遣けんされましたの。罪を犯おかしたわたくしは裁かれなくてはいけなかった、けれど、どうせならば──ということでね。『時空間爆ばく弾だん』の製法を知る異国へ、追放されたってわけですわ」

　それすらもまた、仕組まれたものなのか。

　この時代に『黒船』が資源を得るため、という名目でこの国に来航したのも。もしかすると、異国で出世した『モモ』がそう働きかけたのかもしれない。

　すべては『蠅王』の用意した盤ばん上じようで、動いていた。

　他者を搦からめとり恐怖で動かした『絲妃』よりも、なお性た質ちが悪い。長考し、時間をかけて他者を操あやつり、盤上を支配する。そこには脅おどしもない、いつの間にか、誰もが『蠅王』のために動いている。『蠅王』は、そんな策略家なのだ。

「同時に、『蠅王』さんはわたくしに──おおきな、贈おくりものをくれましたの」

『モモ』の手のひらに、いつの間にか血色の小刀ナイフが握にぎられている。

　さくらも見た覚えがある、奇き妙みように伸しん縮しゆくする『モモ』の武器だ。

「『零ぜろの太刀たち・妖よう刀とう村正』──あなたの血刀よりずっと前につくられた、最初の血刀。これはね、母の屍し骸がいを元にして鋳ちゆう造ぞうされましたのよ」

　愛いとしそうに、『モモ』は母の成れの果てに、頰ほおを添そえる。

　すべてのものを軽かろんじて嘲ちよう弄ろうするような『モモ』が、大事にしていたのは生き地じが半分になった母の制服と、この『妖刀村正』だけだった。

　あの不気味な刃やいばもまた、『モモ』が愛した母の名残なごりであったのだ。

「あなたの血刀は、故郷の人々の屍骸からつくられているのでしょう？　同じですわ、むしろあなたの血刀はわたくしの『妖刀村正』を元にしてつくられたのでしょうね？」

　さくらは、そうだろう、と思った。

　四し肢しをもがれすべてを失ったさくらは、『銀狼』に救われ導かれ、『大奥』にきた。そして『水蛇みずち』に義ぎ肢しをつくってもらい、また故郷の人々を血刀に打ち直してもらった。

　血刀は『大奥』にいた異能力者につくってもらったが──たぶん、それは『蠅王』本人か、あるいは彼女の操り人形であった、のかもしれない。『蠅王』が関係なくても、その製法そのものは、『モモ』が『妖刀村正』を得たときに確立されていたのだ。

　どこから何が始まっていて、どこまでが陰謀なのか。

　すべてが『蠅王』の手のひらのうえではないか、と不安にすらなったが、さくらは首をふる。今は、弱気になっている場合ではない。

「母の屍骸は故郷から『大奥』へ至るまでの旅路のなかで、腐ふ敗はいしていましたわ。よって刀に打ち直す際に、わたくしの肉体となかば同化させることにしましたの」

『モモ』は、己おのれの手のひらから直接生えている刃を、見せつけてくる。

「植物のようにね。わたくしたちの異能力、植物操作の仕組みを用いたのでしょうけど──母の亡骸を種にして、わたくしの身体のなかで『妖刀村正』はすくすくと成長していきましたわ。今ではほら、こぉんなに立派♪」

　手のひらのなかで、『妖刀村正』がまさに樹木のように、生長していく。

　ふだんは小刀ナイフほどの長さしかないその凶きよう器きが、さくらの血刀よりもなお長く立派に、そそり立った。『モモ』の肉体と同化しているということは──彼女自身の生命力を餌として、肥料として育っているのだろう。

　それだけではない。『銀狼』などの話から総合するに、『モモ』はこの血刀を突つき立てた異能力者や粗製濫造された『才古銃サイコガン』により結けつ晶しよう化された人々から、生命力を吸っている。地面から栄養を吸う植物、そのものに。

　他者から生命力を吸う。それはあの『吸血姫ばんぱいあ』も行っていたことだ。彼女はそれによって遺伝子を読みとり異能力を再現することに、重きを置いていたようだが。『モモ』は単純に、他者の命そのものを吸いあげていた。

　そのたびに『モモ』は強くなり、また『妖刀村正』は育つ。

「お母さん、喜んでる。感じますの、もっともっと──ってね」

　己の胸むな元もとに手を添えて、『モモ』は血色の刀を手のひらのなかに戻もどした。

「そうして集めた生命力を、『黒曜石』を動かす動力として転用し、第二の『時空間爆弾』として炸さく裂れつさせる。ほんとは、お母さんのために集めた生命力を消費するのは嫌いやなのだけど──ちょっとの間だけ、辛しん抱ぼうしてもらいますわ♪」

　捕ほ食しよく者の笑えみで、『モモ』はさくらを見み据すえてくる。

「幸い、あなたがきてくれた。あなたを切り刻み、その生命力を奪うばう。その血刀も、吸いとってあげましょう」

　舌なめずりをすると、顔をほのかに火ほ照てらせて。

「ほんとうに、孝行娘むすめですわね？　あなたはお母さんが産んだ子供、元々はそのいちぶ──あなた自身がそう言いましたものね？　じゃあ、もういちど元通り──お母さんの胎たい内ないに戻ってもいいでしょう？」

　姉妹の、肉親の縁えんを、絆きずなを期待して口にした、先ほどのさくらの言葉を。

　そっくり悪意で引っくりかえして、『モモ』は哄こう笑しようする。

「お母さんの笑顔、喜び、抱ほう擁よう、期待、夢……。すべてを手にいれた、わたくしの欲しかったすべてを奪ったあなたを、その存在のすべてをここで吸いとってあげる。そうして、初めてわたくしは、あなたを乗りこえるの──」

「そのために？」

　さくらは、不意に哀かなしくなって、問うた。

「いつか食べて取りこむために、わたしを皇居で──守ってくれたんですか？　『わたくしだけはあなたを裏切らない、それを覚えていて』──あの言葉も？　そういう意味ですか？」

「ええ」

『モモ』は、にっこりと笑った。

「わたくしは、あなたのすべてを取りこむ。あなたは、わたくしのいちぶになるの。自分自身を、裏切るお馬ば鹿かさんがいて？」

　無む邪じや気きに口にされたその言葉に、さくらは虚きよ脱だつ感をおぼえた。

　あんな言葉を、今の今まで好意的に解かい釈しやくしていた。

　抱だきしめられたときの、あったかみを。居酒屋で交かわした、何気ない会話も。ともに馬に跨またがり、駆かけ抜ぬけたあの一体感も。皇居で我が身を盾たてにして、さくらを守ってくれた、『モモ』のあの姿もすべて──。

　砕くだけ散った。

　さくらの期待は、裏切られた。

　芽生えかけていた姉妹の情も、何もかも、踏ふみにじられてしまった。

「ようやく」

　だから、さくらはむしろ、楽になった。

　そんなふうに突き放してくれなくては──さくらはまだ、迷っていただろうから。

　血刀を抜き放ち、真っ直すぐに構える。

「あなたを、お姉ちゃんではなくこの国を乱す賊ぞくとして──成敗する覚かく悟ごができました」

「あら、そう」

『モモ』は笑みを消すと、顔をしかめた。

　仮面のような微び笑しようが失うせたその表情は、人間が幼いころのみ抱いだく純じゆん粋すいな殺意に、充みち満ちていた。彼女はまだ、愛されなかった子供時代の延長線上に生きている。

「こっちは再会したときからずっと、お姉さんぶるのが嫌で堪たまりませんでしたわ。不ふ愉ゆ快かいで──あなたのこと、切り刻んで殺したくてずっと気が変になりそうでしたわ！」

　瞬しゆん間かん、さくらの足あし下もとに亀き裂れつが走った。

　同時につるつるとした床ゆかを突き破って無数の、血色の刃が生えてくる。食虫植物のあぎとのように、それらはさくらの全身に突き立たんとして猛もう然ぜんと迫せまる。

『モモ』はずいぶん吞のん気きに話していると思ったが──ずっと、これを狙ねらっていたのだ。おそらく彼女は玉座につけた尻しりや床につけた足から、根を張るようにして血色の刃を進ませ、床ゆか下したを掘ほり進め、真下からさくらを刺さし殺すために伸のばしていたのだ。

　気づかれぬように、慎しん重ちように──ゆっくりと。

　だが、刃が己に到とう達たつする寸前に、さくらは動いていた。

「よっぽど不意打ちが好きなようですね、お姉ちゃん」

　爆ばく発はつ的に。

「どうして？　不意打ちでもしないと、本物の異能力者には勝てやしないと卑ひ下げしてるんですか？　それとも、罠わなに嵌はめて卑ひ劣れつな奇き襲しゆうをして、してやったりとほくそ笑むため？　どちらにしても、浅ましい！　情けないですよお姉ちゃん！」

　話しながら準備を整えていたのは、『モモ』だけではない。

　姉妹なのだ。

　似ているところも、あるはずだった。

「女なら！　姉ならば！　正々堂々と、立ち向かってきてくださいよ……！」

　革帯ベルトを巻かれたさくらの足に、毛細血管が浮うかび、真しん紅くに充じゆう血けつしている。

　ちからを充じゆう塡てんしきった『強化義肢』で、さくらは思いっきり床を蹴けった。頑がん丈じような床が粉ふん砕さいされ、さくらが立っていた位置でむなしく血色の刃が歯を嚙かみあわせるような音をたてて、ぶつかりあう。

　砲ほう弾だんのごとく、さくらは真っ直ぐに──玉座へと突とつ進しんする。

　そこで『モモ』が両目を見開き、さくらの『強化義肢』による信じがたい動きに啞あ然ぜんとしている。『強化義肢』を、『水蛇』の遺のこしてくれたこの切り札を、彼女は知らない。

　彼女の知らぬ、知ろうともしなかった、さくらの積み重ねてきたすべてが──。

　さくらを、前へと進ませる。

『モモ』は咄とつ嗟さに対応できず、玉座から立ちあがることもできない。己の身体からだから血刀を生やし床下を進ませた、ということは──文字どおり、彼女は根を張っている。床に伸びた根っこのごとき血刀が邪じや魔まで、彼女は身動きがとれない。

　策士、策に溺おぼれる。

　さくらは、あっという間に『モモ』に肉にく薄はくする。

「奇き策さくに頼たよった、あなたの負けです！」

「奇策に頼るしかない、わたくしの気持ちはあなたにはわからない！」

『モモ』は叫さけぶと、その全身から血色の刃を生やした。生命力を他者からたっぷり吸いとった今の『モモ』は、床に伸ばしているもの以外にもこんなに大量に、血色の刃を用いることができるのか。

　だが、こんな真似まねをしてくるものは、『大奥』にもいた。

　十じゆう二に単ひとえの隙すき間まから断裁機チエーンソーを繰くりだしてきた『女じよ王おう蜂ばち』──彼女との戦せん闘とう経験が。否いな、異国で『モモ』が拗すねている間に、さくらが重ねてきた戦いのすべてが。

　さくらを、強くしてくれている。

「このっ──」

　さくらは己に迫る血色の刃に、むしろ体当たりをしていく。

　怯ひるまずに前進し──気に食わない家族と、思いっきり喧けん嘩かをするみたいに。

「いじけ虫……！」

　怒ど鳴なると、『強化義肢』で握にぎりしめた己の血刀で、『モモ』を袈け裟さ斬ぎりにする。

　花びらのような鮮せん血けつが、舞まった。
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『黒曜石』の外部では、『銀狼』がいまだ踏ん張っていた。

　徐じよ々じよに巨きよ大だい戦せん艦かんは高熱を帯び、艦かん内ないの激戦の影えい響きようか震しん動どうもいや増していく。『銀狼』は異能力の多用により消しよう耗もうしきっており、『一本角ゆにこおん』の薬も尽つきかけている。

　それ以上に、記念碑モニユメントが限界であった。即そく席せきの発射台として建造されたのだろうこの二等辺三角形は、こんなにも長く『黒曜石』の自重を支えるようには構築されていなかった。

『銀狼』の重みもくわわり記念碑モニユメントの全体には無数のひび割れが生じ、あっという間に崩ほう落らくする。二等辺三角形を平らにするように、尖とがった部分から脆もろくも崩くずれて、『黒曜石』は瓦が礫れきとともに地面へと向かい落下していく。

　前方へ飛びだそうとする推進力もいまだ活いきており、足場を失った『銀狼』には留とどめておけぬ。『黒曜石』に押しだされるようにして、宙に放ほうりだされてしまった。

「『銀狼』！」

『一本角』が素す早ばやく動き、ちいさな『銀狼』を抱かかえる。そのまま、ふたりは着地。同時に『黒曜石』が突っこんでくる。『銀狼』は再度、巨大戦艦を両手で突っ張って止めるが、足下は濡ぬれた砂すな浜はまだ、先ほどまでに比べて踏ん張りがきかない。

　背後は海である。じりじりと押され、『銀狼』は海中に没ぼつしていく。全身の硬こう度どをあげられるとはいえ、『銀狼』とて呼吸はする。このまま水中に沈しずめば遠からず窒ちつ息そくだ。

　限界は近い。

『黒曜石』はさらに熱を増し、『銀狼』の柔やわ肌はだを焼き焦こがす。煤すすけた顔を肩かたで拭ぬぐって、それでも怯まずに『銀狼』は無言で巨大戦艦を押し留める。一秒でも、長く。

　砂さ塵じんが吹ふき荒あれ、いかなる摩ま訶か不ふ思し議ぎな原因のためか──『黒曜石』の真上を中心として長なが崎さき出島をすっぽりと覆おおうように、黒々とした雲が充じゆう満まんしている。雷らい鳴めいが轟とどろき、いかにも禍まが々まがしい。

『銀狼』たちは知るよしもなかったが、このとき長崎出島を中心として巨きよ大だいな時空の歪ゆがみが生じていた。

　空間がねじ切れ、『黒曜石』を中心としていくつもの異ワ世ー界ムへホのー扉ルが開き、また時の流れもちぐはぐで、やけに緩かん慢まんに落下する砂があるかと思えば、砂浜に芽め吹ぶいたちいさな植物が猛もう烈れつに生長して枯かれ果てる、などの事象が起きていた。

　腕わん力りよくだけで制止するべくもない、歴史そのものに亀裂が走るような、異常事態が発生している。『一本角』はたまらず、今すぐ『銀狼』の袖そでを引いて逃にげたい気持ちに駆られたが、『銀狼』はてこでも動かぬだろう。

　初志貫かん徹てつ。

　どんな難事にも、果か敢かんに立ち向かう。

　たとえ命を捨てても。

　その生き様は『銀狼』の育ての親──『一本角』の敬愛したあの『金きん獅じ子し』そのものだった。彼女のように、『銀狼』はここで壮そう絶ぜつに散るのか。

　嫌だ。『一本角』はもう二度と、大事なものを手放さぬ。

　ここで『銀狼』を守れなければ、その目的を果たさせてあげられなければ、自分は生きている甲か斐いがない。『金獅子』に、きっと顔向けできない。

　覚悟を決め、『一本角』は己おのれの武器を取りだした。己自身の骨を削けずってつくりだした鎖くさり鎌がまだ。じゃらじゃらと伸びた鎖を振ふり回まわし、その尖せん端たんについた分銅で飛来する瓦が礫れきを弾はじき飛ばす。

『銀狼』は際限なく硬こう化かできるとはいえ、痛覚はある。瓦礫に当たれば痛いし、怯む。

　同時に、『黒曜石』も今さらながらに自らの針路を妨ぼう害がいする邪魔っけな『銀狼』に気づいたのか、あらゆる手段でその排はい除じよをせんとしていた。

　対応が遅おくれたのは、『黒曜石』を制せい御ぎよしている『モモ』が眠ねむってでもいたのか──まさかたったひとりの少女が戦せん艦かんを押し留めているなどとは想像もできずに、事態を把は握あくするのに時間がかかってしまったためか。

　ともあれ、『黒曜石』はもはや容よう赦しやなく、野や獣じゆうのように暴れくるっている。

　警報が甲かん高だかく鳴り響ひびき、外海側に並んでいる『黒船』の艦かん隊たいからも銃じゆう撃げきが砲ほう撃げきが注がれ始め、また凧たこのごとき異様な機械が出しゆつ撃げきして飛来し──『銀狼』に弾だん丸がんを浴びせていく。

　無人機なのだろうか。人間が乗れるおおきさではない。『黒船』の超ちよう科学力は、『一本角』にとっては想像の埒らち外がいだ。高速で飛来する無人機の攻こう撃げきは執しつ拗ようで、またこちらの経験則にないものだった。

『一本角』は歯は嚙がみしながらも、鎖鎌を振り回し、無人機を撃げき墜ついしていく。

　この程度の助けしかできない、己が歯がゆいが──何もしないよりましだ。だが、すべては防ぎきれぬ。銃じゆう弾だんが『銀狼』の硬化した肌はだにすこしずつ傷をいれて、彼女の可愛かわいらしいかんばせに血が垂れる。

　あの『大奥』でも、『銀狼』の流血は稀まれだった。

『絲妃』との戦闘以外では、ほとんど皆かい無むといっていい。

　それほど、追いつめられているのだ。異能力による硬化が、どんどん弱まっている。このままでは『銀狼』は銃弾に貫つらぬかれ、あるいは『黒曜石』に押しつぶされて死ぬ。

　せめて手傷を負った『銀狼』を治ち療りようしてやりたいが、薬はもはや尽きた。『一本角』の薬はほぼ万ばん能のうだが、自らの角を折り削って加工する必要があるので、すぐに用意はできぬ。角が生え替かわるのにも時間がかかる。

　あの『水蛇』のように己の体液をすぐ薬に変化させられるならば、『一本角』は今すぐにでも全身の血液を抜ぬいて『銀狼』に捧ささげてしまいたかった。

　それができぬ自分を恥はじ、けれど異能力に頼らずとも手当ぐらいはできると、『銀狼』に駆かけ寄ってその傷口を見た。

　かなり、深い傷だ──怪け我がをすることに慣れていない『銀狼』にとっては、未知の感覚であろう。心配して、『一本角』は『銀狼』の頭をせめて、優やさしく撫なでた。

「だいじょうぶですか、『銀狼』？」

「よゆう」

『銀狼』は仁に王おう立ちのまま、いつもの『へ』の字みたいな口元を、すこし笑えみにした。

「さくら　が　まだ　たたかっている」

　自分に言い聞かせるように。

「せっしゃ　さくら　の　ねえさん　だもの。いじ　でも　さき　に　たおれる　わけ　には　いかぬ……！」

「わたくしは──」

『一本角』はたまらなくなって、情けなくも内心を吐と露ろした。

「『金獅子』さまの、死に目にも立ち会えなかった。その信しん頼らいを裏切り、名めい誉よを汚けがしたまま、恥はじ知らずにも生きてきました。だから、せめてあなたを守りたいと──あぁ『銀狼』！　あなたを死なせてしまったら、わたくしは今度こそ、生まれてきた価値がない！」

「おかあさま　も」

『銀狼』は『金獅子』という名前にむしろ勇気づけられたのか、微笑ほほえんだまま。

「こんなとき　じぶん　だけ　にげたり　は　せぬ。そう　で　あろう？」

『金獅子』に誰だれよりも長く仕え、誰よりも知っている『一本角』には、そのとおりだ、と頷うなずくことしかできなかった。あぁ、何でこの子はこんなにも、あのひとそっくりに育ってしまったのだろうか？

　もはやかける言葉も見つからず、『一本角』は『銀狼』の背中を守って立つ。

　鎖鎌を構え、せめてこの命尽きるまで、『銀狼』を守ろうと決めた。その程度のことしかできない。何の因果かここまで繫つないだこの命、燃もえ尽きようとも本ほん望もうである。

『金獅子』はきっと、『一本角』はほんとに真面目まじめなやつだなぁ、などと呆あきれてくれるだろう。その笑顔を想像して──活力にかえて、『一本角』は奮戦する構えとなって。

　瞬しゆん間かん、ぽかん、とした。

　麗うるわしい顔がん貌ぼうが台無しな、間の抜けきった表情であった。

「どうした　『ゆにこおん』？」

　全身から闘とう志しすら消して呆ぼう然ぜんとする『一本角』に、『銀狼』が不思議そうに問うてくる。『一本角』は危険な弾丸が真横を通過するのすら、まるで頓とん着ちやくせずに。

「いえ──」

　ほんとに予想外の事態が起きたとき、人間はこんな声をだすのだなあ、と他人ひと事ごとのように思いながらも。

「どうも、わたくしは知らぬうちに死んでいたようでございます」

　はんなりと、困り顔に手を添そえて。

「見えてはならぬものが見えます」

「む？」

『銀狼』には意味がわからなかったのか、『一本角』のほうを見ようとして。

　そんな彼女の後ろ髪がみが、尻しつ尾ぽのように揺ゆれた。

　同時に『銀狼』のちいさなおつむの真上に、腕うでが伸のびる。『銀狼』の身体からだを包みこむようにして、その背後に誰かが立ち、両りよう腕うでを突つきだしたのだ。その腕は『銀狼』のそれに重ねるように手のひらをつけて、『黒曜石』を押した。

　じりじりと動いていた巨大戦艦が、それだけのことで停止する。

「『ゆにこおん』？　ではない……だれ　で　ござる？」

『銀狼』が当とう惑わくして、今度こそ振り向いた。

　そして、絶句する。

　同時に『銀狼』からちからが脱けて、『黒曜石』が激しく揺れた。それを「おぉっと」と『銀狼』の背後に立つ誰かは慌あわてて支え、豪ごう快かいな笑い声を響かせた。

「気を抜くな、馬ば鹿か者。だいたい『誰？』とはご挨あい拶さつだな──」

　吞のん気きな口調で語っているのは、うつくしい少女だった。

　年の頃ころは二十代にわずかに届かぬ程度か。体格がよく、勇ましい印象。黄こ金がね色の『大奥』の制服。煌きらびやかな首巻きマフラーと、頭の側面で結ゆわえたこれも黄金色の髪かみ。全身が、比ひ喩ゆでなくきらきらと輝かがやいている。

　その華か麗れいな姿は、他ほかの誰でもない──。

『銀狼』も『一本角』も、見み間ま違ちがえるわけがない、忘れがたい人物。けれど決して、この場に立っていてはいけない──。

『大奥』序列四位にして、『大奥』における伝説の英えい雄ゆう。

　かつて『大奥』の太陽だった──『金獅子』、そのひとであった。

「は……？」

『銀狼』が、魂たましいごと抜けそうな吐と息いきを漏もらした。

「おか　あ　さま……？」

「『金獅子』さま!?」

『一本角』が両目をぐるぐるさせて、珍めずらしく錯さく乱らんした。

「ななな、何で!?　『金獅子』さま……!?　将軍御ご前ぜん試合でお亡なくなりになったはず──あぁ！　理解しました、敵の攻撃ですね！　精神を乱すとか夢を見せるとかそういう異能力でございますね、卑ひ劣れつな……！」

　思わず鎖鎌を構える『一本角』に、『金獅子』は目を丸くした。

「おいおい、落ちつけ。『一本角』、可愛いなぁ。いつも冷静なのがおまえの長所だろ──いつも言っているだろ、優雅エレガントに、そして大だい胆たんに振る舞まうのだ！　わっはははは！」

　懐なつかしい、その笑い声。

　二度と、生きて聞けるはずがなかった──『金獅子』は、死んだはずだったのに。

「少々、周りがうるさいな」

『金獅子』は大型肉にく食しよく獣じゆうが尻尾で蠅はえでも散らすように。

　いちど『黒曜石』から手を放すと、どこからともなく黄金色の鎖つきの鉄球を取りだした。鉄球は獅子を模した意い匠しようが目立つ、これも派手な代しろ物ものだ。こんな素すっ頓とんきょうな武器は『大奥』の歴史を紐ひも解といても、『金獅子』以外の使い手はいないだろう。

　それを、『金獅子』は豪快にぶん回した。

　瞬間、周囲を飛来していた無人機たちが呆あつ気けなく散さん華げし──花火のように宙を彩いろどった。あれだけ『一本角』を悩なやましていた超科学力の産物が、一いつ瞬しゆんで全ぜん滅めつしてしまった。

『一本角』の長い白はく髪はつが爆ばく風ふうに煽あおられる。

　同時に何だか腰こしが抜けてしまって、『一本角』はその場にへたりこむ。

　こんな、破は天てん荒こうなやりくちは──間ま違ちがいなく、『金獅子』。けれど、意味がわからない。死んだはずなのだ。『金獅子』とは、二度と巡めぐり会えぬはずだった。それこそ、死んであの世にでも行かないかぎりは。

『一本角』は震ふるえて、小首を傾かしげる。

「あぁ──わたくし、やっぱり夢でも見ているのでございましょうか？」

「うむ。夢のようなものさ」

『金獅子』は真っ白な歯を見せて、豪快に笑った。

「死に目におまえに会えなかったからな、化けてでたのだ。怨うらめしやぁ♪　お盆ぼんって季節でもないけどな、私は空気を読まない女だからな！」

　ろくでもないことを言って、わはははは、と全力で笑った。

　こんな元気なお化けは古今東西、どんな国にも存在せぬであろう。

『金獅子』は間近で立ち尽つくしている『銀狼』の頭を、ふさふさと撫でると。

「そうだな、この巨きよ大だい戦せん艦かんはどうやら──第二の『時空間爆ばく弾だん』となっているらしい。詳くわしい話はこの戦艦のなかにいるやつにでも聞いてくれ、私はしばらく死んでたからよく状じよう況きようがわかっておらんのだ」

　相変わらず、おおざっぱな説明であった。

　いかにも『金獅子』である。

「『時空間爆弾』は、名前のとおりに時空間を破は裂れつさせ、歪ゆがめる。過去と未来と現在がごちゃ混ぜになり、その歪みを利用して私は一時的に──過去から、この現在に移動したわけだ、って説明でわかるか？　う～む、私は教師のわりに小難しい説明は苦手でな！」

『時空間爆弾』。

　それはすべての発ほつ端たんにして、未知なる兵器。

　そのあまりにも強大な威い力りよくを忌き避ひしたのか、幕府にすらその記録や情報はほとんど残されていないが──これが炸さく裂れつすると、時空が歪む。時間も空間も物理法則も何もかもがめちゃくちゃになる。死者が蘇よみがえる、なんてこともあるのかもしれない。

『時空間爆弾』と化したという『黒曜石』は本格的に爆ばく発はつしたわけではない。その影えい響きよう力が漏れでている程度だろうから──一時的な、ものだろうが。

「私は空間を操作する異能力をもっている。『時空間爆弾』の、空間、の部分に作用できたのだろう。よくわからんけど。できたから、やったのだ。可愛い我が子ががんばっているようだから、ちょっと出しゃばってきたわけだが──」

　片目を瞑つぶって、力強く『黒曜石』に手を添える。

「ま、泡沫うたかたの夢さ。夢から醒さめれば、またお別れだ。とはいえ、夢でも奇き跡せきでも何でも、また会えて良かったよ──『銀狼』、『一本角』」

　久方ぶりに会った肉親が、情を交かわしあうような、あったかい口調だった。

「『一本角』、感謝するぞ。よく、私の娘むすめの世話を焼いてくれているようだ。私を支えてくれたように、この子のちからになってくれ。おまえは私の最高の相棒だ、無二の親友だ──おまえは、決して裏切りものなんかじゃあない」

「『金獅子』さま──わた、わたくしは」

『一本角』は涙なみだでぐちゃぐちゃの顔を『金獅子』に向けて、喘あえいだ。

「わたくしは、あなたに謝りたかった！　ずっと、ずうっと後こう悔かいしていました！　あなたのそばを離はなれたこと、あなたの期待を、信頼を裏切ったこと！　わたくしは謝りたくて、でもあなたの死に目にも会えずに……！」

「謝るな。おまえは、何も恥はじることはないのだから」

『金獅子』は優ゆう雅がに微笑むと、片手で軽々と『黒曜石』を支えて、空いたもう片方の手で傍かたわらにいる『一本角』の涙をそっと拭ぬぐった。

　そして、愛いとしそうに、『一本角』のおでこから生えた角を撫なでた。

「それでもまだ、申し訳ないと思うなら──償つぐなえばいい。おまえは、生きているのだから。胸を張っていろ、『一本角』。そしてできれば、笑っていてほしい。おまえはこんなに、きれいなんだから。泣きべそかいてちゃ、もったいないぞ？」

　その言葉に、『一本角』は息を詰つまらせて、わあわあと泣き喚わめいた。顔を覆おおい、突っ伏ぷして。いつも穏おだやかな彼女らしからぬ、否いな、『金獅子』の前でしか見せなかったのだろう弱くて感じやすくて人間らしいひとりの女として、笑えと言われたのに、泣いた。

　困ったやつだなぁ、というふうに──けれど幸せそうに、『金獅子』はそれを見ると。

　あらためて、『銀狼』の手のひらに己おのれのそれを重ねて。

　ちいさな『銀狼』の首筋に、顔を寄せた。そして、全身で抱だきしめるようにする。

　親子は、密着して──熱を、志をわけあった。

「『銀狼』、おまえ、相変わらずちびっこだなぁ」

「………！」

　どんな言葉をかけられるかと期待していたような『銀狼』は、何だかとてもがっかりした感じに口を「あんぐり」させると、真っ赤になった。

　珍しい、子供っぽい感情表現だった。

「おかあさま」

　むう、と顔をしかめると、『金獅子』を見あげて。

「せっしゃ　すこしずつでも　おおきくなって　おりまする」

　宣言する。

「もっともっと　おおきく　なりまする！　おかあさま　の　よう　に！　でっかい　おんな　に　なりまする！　たいよう　に　て　が　とどくほどに！」

「うむ」

『金獅子』は満足そうに、ぐりぐり、と我が子の頭に大胆に頰ほおずりした。

「おまえは私の太陽だ。ううん、それ以上におおきくなれる。それを、そばで見守っていられないのは寂さびしいけれど──おまえのなかで、私はいつも見守っているよ？」

『金獅子』の頰に、涙が伝った。

　哀かなしい涙ではなかった。あぁ安心した、というような──。

「それを、覚えていてくれ。忘れないでくれ。とっても、大事なことだから」

　その言葉は、後々に重大な意味をもってくる。

　けれど、このときの『銀狼』たちには、それはわからない。このとき時空間を超ちよう越えつして存在していた『金獅子』は、彼女たちに待ち受ける運命を、察していたのかもしれない。そして、助言を与あたえてくれたのだ。

　偉い大だいな『大奥』の先達は──『金獅子』は、やれやれと肩かたをすくめる。

「言うことを言ったら、満足してしまった。あぁ、成じよう仏ぶつしてしまいそうだ」

　悪戯いたずら小こ僧ぞうみたいに笑うと、地にしっかりと足をつけて──。

『黒曜石』の壁へき面めんが凹へこむほどに強く、それを押しかえした。

「けれど神さま、あとちょっとだけ──私に娘を抱きしめさせていてくれ！　お礼として、天国に戻もどったらいくらでも話し相手になってやるぞ！　さぁ『一本角』、泣いていないで気合をいれろ！　『銀狼』も、まだまだ元気だな！　よぉし良い子だ！　わははははは！」

　呵か々か大笑し、『金獅子』は吼ほえる。

「この国を、未来を、私たちが守るのだ！」

「はい！　おかあさま……！」

『金獅子』の号令で、『銀狼』が手のひらにちからをこめる。『一本角』も立ちあがり鎖くさり鎌がまを振ふり回し、飛来しつづける瓦が礫れきを吹ふっ飛ばす。

　災さい厄やくのなか、家族の団らんのように、輝かんばかりの笑え顔がおで。

　破は滅めつそのものが、他に表現のしようがない、奇跡によって堰せきとめられていた。
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　──手て応ごたえ、あり。

　痛快に『モモ』の肉を骨を、その腰かける玉座や、己に迫せまる血色の刃やいばのすべてをぶった斬ぎって──けれど、さくらはその余よ韻いんには浸ひたらない。

　まだ勝利ではない。終わってはいない、ここからが本番だ。

　さくらは己の『強化義ぎ肢し』に振り回されるようにかなりの距きよ離りを行きすぎてから、猛もう烈れつに振り向く。桜色の髪かみが舞い、母の遺品である髪かみ飾かざりがきらりと輝かがやいた。

　その、視線の先──。

「あら、あらあら？」

　あちこちに導線が繫つながった玉座が、斜ななめにずれた。さくらが、その『強化義肢』による剛ごう力りきで切断したのである。その奥で、『モモ』もまた真っ二つになっていた。肩から腰にかけて、切れこみが走っている。

　だが、己の上半身が揺ゆらぎ、落ちそうになるのを──。

『モモ』は、片手で支えた。

「酷ひどい……。お母さんの服が、また汚よごれちゃった……」

　常人なら間違いなく即そく死ししている致ち命めい傷しようを浴びながらも、『モモ』は、服のことばかりを気にしていた。その身体からだがこちらに背を向けたまま、不気味に脈動し、隆りゆう起きしている。おそらく、床ゆか下したに伸のばしていた血色の刃を回収しているのだ。

『モモ』の身体を断たち割った切断面に、野太い血管のようなものが伸びる。ぐちゃぐちゃと異音がして、傷口が縫ほう合ごうされていく。

　やはり、不死身──。

　それは知っていた。

　身体を一刀両断にしたぐらいでは、『モモ』は死んでくれない。

　終わってくれない。

　だから、さくらは『モモ』が回復しきるのを待つ前に仕し掛かけた。刀をしっかり握にぎり直すと、短く呼気を吐はいて再び床を蹴ける。

　皇居で、『モモ』は『鎌かま切きり』の斬ざん撃げきを何度も食くらい、動かなくなった。あれも演技──やられたふり、だったのかもしれないが。

　いくらなんでも無限に何度も再生できるわけがない、と信じるしかない。

　少なくとも両手両足をぶった切ってそのへんに串くし刺ざしにでもすれば、もう動けないはずだ。そう判断し、さくらはこの世の道理を無視した不死身の姉に、挑いどんでいく。

　休まず、攻せめたてる。

「せっかちな、子──」

『モモ』がいまだ接合しきらぬ身体で、立ちあがると振り向いた。切り裂さかれた部分を中心にその旧ふるい様式の制服は血で染まり、色の脱ぬけた髪にもまた真しん紅くが飛び散っている。

　凄せい惨さんな立ち姿で、ふらりと、『モモ』は酩めい酊ていしたようによろめいた。

　その両手のひらに、いつの間にか血色の刃が握られている。

　隙すきだらけに見えるが、不死身の彼女は防ぼう御ぎよをほとんど考えていないのだろう。こうも無防備だと逆に仕掛けづらいが、さくらは夢中で駆かけると──血刀を真っ直すぐ突つきだした。

　吸いこまれるように、血刀が『モモ』の腹部を貫かん通つうする。

　家族の、姉の身体を抉えぐる、得も言われぬ嫌いやな感かん触しよく──さくらは、一いつ瞬しゆんだが怯ひるんだ。

　とても罪深いことをしている気がしたのだ。

「はぁっ──」

『モモ』が呆あきれたような、どこか官能的な溜ため息いきを漏もらした。

　腹部を刺さされたまま、まるで頓とん着ちやくせずに、間近にあるさくらの顔を眺ながめると。

「お姉ちゃんの話を、ちゃんと聞いてましたのぉ？」

　悪戯いたずらっ子を叱しかるように、ぼやいて。

　思いっきり、手にした小刀ナイフを振りおろした。さくらにではない、その手にした血刀に向けて。血刀は頑がん丈じようだが、『モモ』が腹部の筋肉にちからをいれて引っこ抜ぬけないよう固定したうえ、真上から衝しよう撃げきを与えたのだ──当然、血刀は脆もろくも折れた。

「………!?」

　武器破は壊かいを行われ、さくらは絶句してひとまず後方に退たい避ひ。

　新たな血刀を抜く。

　その眼前で、『モモ』は折れた血刀を腹から生やしたまま、にっこり笑った。

「わざわざ、お姉ちゃんにご馳ち走そうしてくれたのね──良い子ね、さくら？」

　その腹部に突き立った血刀が、どろりと溶とける。そして、瞬しゆん時じに『モモ』の体内に吸いこまれてしまった。満足そうに、上等な食事を口にしたみたいに『モモ』は微笑ほほえむ。

「言ったでしょう。わたくしは他者の生命力を吸いとる、『零ぜろの太刀たち・妖よう刀とう村正』と一体化している。ほぼ同じ素材でできている血刀は、触ふれるだけで吸収できますのよ」

　取りこんだ血刀から生命力を得たのか、『モモ』の傷口が瞬またたくうちに再生を終える。

　触れただけで取りこまれる。

　おまけに血刀を吸収されると、『モモ』の回復力は高まるようだ。

　こちらから『モモ』に損傷を与えることはできず、むしろ攻こう撃げきが相手のちからを高めてしまう。そしてこちらの血刀にも、体力にも限界がある。血刀は、残り三本。慣れぬ『強化義肢』は消しよう耗もうが激しい、さくらはすでに息があがっていた。

「打つ手なし、ってこと理解できます？」

　思わず後ずさったさくらを、『モモ』は愉ゆ悦えつに満ちた表情で眺めている。

「臆おく病びようなわたくしが、わざわざあなたと対話してあげた、その理由がおわかり？　あなたには、わたくしは絶対に負けないって確信があるからですわ──あぁ、絶対に負けない！　あなたに！　お母さんがわたくしより愛したあなたに！　……あはっ♪」

　あははははは、と『モモ』は正気を失ったように笑った。

「見ていてお母さん！　わたくしが、さくらに勝利するところ！　ねぇ、さくらなんかこんな程度！　どっちが失敗作かおわかり？　さくらに、こんなことができる？」

『モモ』の身体が、すこしだけ浮ういた。

　否、『モモ』の靴くつ裏うらに、奇き妙みようなばねのようなものが出現していた。血色の刃がぐるぐるととぐろを巻いて、『モモ』の身体を支えている。

　即そく席せきの跳躍靴ホツピングと化した両足で、『モモ』は怪かい物ぶつのように跳はねた。

　真上に。

　そしてくるりと反転して、今度は天てん井じようを蹴る。跳躍靴ホツピングによって倍加したその脚きやく力りよくは、『モモ』に常人離ばなれした動きを可能とさせていた。

「あぁ、上からの景色は見晴らしがいいですわぁ♪」

　どこか艶つやっぽく喜ぶ『モモ』の全身から、刃が生える。

　それらは、『モモ』の信じがたい動きに立ちすくんでいたさくらの全身を目がけて、殺さつ到とうする。血の雨のように、真っ赤な刃の奔ほん流りゆうがさくらに襲おそいかかる。

「ほぉら！　こんなこともできる！」

『モモ』が指揮者のように手を振った。

　と同時に、先ほどの斬撃により床に飛び散った『モモ』の血液が、跳ねる。それらはちいさな刃となり、上方に注意を奪うばわれていたさくらの身体に毒虫のごとく迫った。

　咄とつ嗟さに、さくらは身をよじって避よける。だが、お陰かげで体勢が崩くずれた。

　上下から迫る血色の刃を、さくらは『強化義肢』が悲鳴をあげるほどに気合をこめて、無理な姿勢で真横に跳とんで避けた。床をごろごろ転がり、血刀を構えつつ身を起こす。

『モモ』の姿が、消えていた。今の一瞬で移動したのだ。

「鬼おにさん、こちらっ♪」

『モモ』は跳躍靴ホツピングで機械柱を足場に縦じゆう横おう無む尽じんに疾しつ駆くし、さくらに迫っていた。その手のひらに握りしめられた小刀ナイフが、さくらの首筋目がけて振りおろされる。この薄うす暗ぐらい空間は、暗殺者として鍛きたえあげられた『モモ』には絶好の舞ぶ台たいであろう。

　だが、猪ちよ口こ才ざいである。

　さくらは回かい避ひを諦あきらめ、刹せつ那なの判断で振り向きざまに『モモ』を斬りつけた。『モモ』の脇わき腹ばらに、血刀の刃が食いこむ。『モモ』が微笑んだのを、さくらは察した。

　また取りこむつもりだ。

　させない。

「あ、ああああ……！」

『強化義肢』に気合をこめて、さくらは剛力で血刀を振りきった。『モモ』の身体に接していたら、血刀は取りこまれる。ならば完全に切断し、振り抜く。

『妖刀村正』と同化しているという『モモ』の身体には刃の硬こう度どがあった。だが、斬ざん鉄てつをも可能とする今のさくらならば、充じゆう分ぶんに切断できる。

　姉の身体をぶった切って、さくらは勢いよくその場で回転する。『モモ』の身体から噴ふん出しゆつした血液が、緩かん慢まんに見えるほどに充じゆう実じつしている。脳内麻ま薬やくが分ぶん泌ぴつされ、『大奥』で修しゆ羅ら場ばを潜くぐりぬけてきたさくらを『銀狼長屋』の英えい雄ゆう、『百手むかで姫ひめ』として覚かく醒せいさせる。

　攻め手をゆるめてはいけない。

　もうひとつ刀を抜ばつ刀とうして、二刀流で挑む。

「あはっ♪　無む駄だな抵てい抗こうしちゃって、かぁわいいっ──」

　だが、『モモ』はそこで信じがたい動きを見せた。

　斬り飛ばされた上半身はそのままに、下半身のみがひとりでに動いた。脳と繫がっていない部位すら自在に動かせるのか。そういえば先ほど、床に垂れた血液すら刃として遠えん隔かく操作していた。当然、その可能性も考こう慮りよすべきだったのに──迂う闊かつだった。

　だが、上半身と下半身が別個に動く相手とは、さくらも戦ったことがない。

　未経験のおぞましい戦せん闘とうに、さすがに咄嗟には対応できない。

『モモ』の下半身が、さくらの腹に稲いな妻ずまのような蹴りをぶつけてきた。ぐふっ、と息を詰つまらせ身体をくの字に折って、さくらは吹ふっ飛ぶ。

　その間にも『モモ』の上半身は別個に動いている。立ち並ぶ機械柱に腕うでを絡からめてくるりと回転──奇き抜ばつな玩具おもちやのように動くと、さくらに向かってきた。

「何やら以前とは動きがちがうようですが、どうやらその両手足のせい？　じゃあ、もぎ取ってあげればおとなしくなるかしら？」

　空中で、『モモ』の上半身と下半身が接せつ触しよくし、瞬時に融ゆう合ごう。

　元通りになった『モモ』が、床を滑すべり、先ほどの蹴りで内臓を痛め吐と血けつするさくらに迫ってくる。鉄の味を吞のみこみ、さくらは脂あぶら汗あせを流しながら立ちあがって身構えた。

　今の瞬しゆん間かんは、危なかった。殺されていてもおかしくなかった。

　常識外れの相手と戦っていることを、あらためて──さくらは実感する。どんな攻撃を受けても再生し、身体がちぎれても平気で襲ってくる。

　そんなの、どうやって倒たおせばいいのだ。

　目の前が暗くなるような絶望感が湧わいてくるが、さくらは歯は嚙がみしてそれを堪こらえた。

　泣き言は、後でいい。

　どんな相手だろうが打ち砕くだいて、あのひとのところに帰るのだ。

「秀影さま……！　さくらに、戦うちからを与あたえてください！」

「あはっ♪　その気持ちの悪い感情、愛とか恋こいとか！　あなたを、わたくしのいちぶにしたときは糞ふん便べんといっしょに排はい泄せつしてあげますわ！」

『モモ』が嘲ちよう笑しようをあげて、その両手に握った小刀ナイフをしゃにむに振ふるってくる。小刀ナイフは宙で枝分かれし、無数の刃やいばと化す。さくらは手にした血刀で、あるいは腕に巻きつけた革帯ベルトで何とか防ぎ、凌しのぐ。手数の多さでは相手が上だ──。

　押し負ける。

　だが、さくらには作戦があった。

「あなたの真似まねをするのは癪しやくですが──」

　ぼやきながら、異能力を発動する。瞬間、先ほど床を滑りながら植えつけた種子が、さくらの号令に従って猛もう烈れつに発芽する。それは野太い蔓つるとなって、『モモ』を背後から縛しばりあげた。豊満な『モモ』の身体からだが、嫌らしく緊きん縛ばくされる。

『モモ』の戦法を見て咄嗟に思いついた作戦だ。不意打ち。飛び散った血液を利用。『モモ』にできることは、自分にもできるはずだった。

　殺しあいをしているが、姉妹なのだから。

　動きは封ふうじた。

　勝機。

「形なり振ふり構かまわずってとこ？」

『モモ』は余よ裕ゆうの笑えみを崩さずに、瞬時に己おのれの身体から刃を生やした。己を縛る蔓つる草くさを切断しようというのか。だが巻きついた蔓草は多い、数秒を要するであろう。その間に決着をつけてやる。

　そう思ったさくらだが、甘かった。

『モモ』はいきなり、己の腕をぶった切った。自ら生やした血の刃で。その腕が落下しながら『モモ』の服のなかに潜りこみ、そこに隠かくされていたものを取りだした。

　独眼の蜥蜴とかげの意い匠しようが目立つ、拳けん銃じゆう──よもや、『才古銃サイコガン』か。

「何でも大事に取っておくものね♪」

　宙で、『モモ』の腕が自らに向けて『才古銃サイコガン』の引き金をひく。

　どんな摩ま訶か不ふ思し議ぎな効果があったのか、『モモ』の身体に巻きついた蔓草があっという間に枯かれ果て、拘こう束そく力を失う。

「毒物生成のためにつくられた『才古銃サイコガン』──らしいですわよ」

　身体を揺ゆすって土気色となった蔓草をあっさり引きちぎり、己自身も毒を浴びてやや顔色を悪くしながらも、『モモ』は自由の身を得た。

　もういちど、『モモ』は『才古銃サイコガン』の引き金をひく。解げ毒どく作用がもたらされたのか、『モモ』は息を吹きかえした。ほんの、一いつ瞬しゆんのことだった。

　勝ちを急いで突つっこんでいたさくらは、こんなにも容易たやすく『モモ』が己の緊縛を突とつ破ぱするとは思っておらず、停てい止しもできずにそのまま『モモ』の元へと接近するしかない。

　それを、『モモ』は悠ゆう然ぜんと待ち受けた。

　ぼやぼやしていたら、『モモ』の小刀ナイフが振るわれる。身を翻ひるがえす余裕もない。さくらは、そのまま突っこみ──二刀流で『モモ』の身体の左右から斬きりつけた。

　浅い。

　振りきることもできない、予想外の事態に踏ふみこみが甘くなっていた。

「肉を切らせて、骨を断たつ──いいえ、それ以上かしら？」

『モモ』の身体に食いこんだ血刀が、どろりと融ゆう解かいしていく。取りこまれる。さくらは咄嗟に血刀を引っこ抜ぬき、勢いよく『モモ』の真横を通りすぎた。

　振り向むき、またも『モモ』と向きあう。

　見ると血刀は『モモ』に触ふれた一瞬で溶とけ崩れ、見るも無む惨ざんな有り様になっている。刀としての形状を保ってはいるが、刃は切れ味を失っている。

　鈍どん器きとしては使えようが、不死身の『モモ』を相手どるには不足すぎる。

　仕方なく煮に溶とけたような血刀を収めると、最後の一本を抜き放った。小手先の作戦に頼たよった結果がこれだ。読み負け、武器をおおく失ってしまった。

　どんどん、打つ手がなくなっていく。

「さぁさぁ、どうするの？　ねぇ、さくら？」

　抉えぐられた身体を見る見るうちに再生させ、余裕ありげに『モモ』が両手を広げる。

「教えておいてあげましょう。わたくしはこの『黒曜石』を動かしている熱源エネルギーの大部分をこの身に宿していますの。ほぼ無む尽じん蔵ぞうの──莫ばく大だいなちからをね。それに比べてあなたはどう？　武器はもう、たったそれだけ！　体力も限界ではなくって？」

　語りながら、鞭むちでも振るうように伸のばした小刀ナイフを繰くりだしてくる。

　さくらは必死に、それを血刀で打ち払はらい、耐たえた。

「元気がなくなってきましたわね？　ねぇ、もっとお姉ちゃんを楽しませて？」

『モモ』が弄もてあそぶように、余裕たっぷりに口上を述べる。

「でも、そんな悠ゆう長ちようなことでいいの？　忘れてるかもしれないけど、こうしている今も『黒曜石』は内陸部に向けて動いている──なぜか、途と中ちゆうで押し留とどめられているようですが、それもいつまで保もつかしら？」

　そうだ。

　こうしている今も、『銀狼』が必死で破は滅めつを堰せきとめてくれているのだ。

　さくらが諦め、あるいは敗北すれば、『銀狼』の踏んばりすらも無駄になる。さくらは、師し匠しようから受け継ついだ鉢はち巻まきを、締しめ直す。気力を、奮い立たせる。

　だが、いったいどうすれば──『モモ』を攻こう略りやくできるのだろう？

　この不死身の女を、止められるのだろうか？

「ほら、芸を見せて？　お利口さんの、さくら！　それとも、もう諦める？　泣いて謝れば、せめて痛くないように殺してあげますわぁっ♪」

「諦めが悪いのが、長所です」

　血の混じった唾つばを吐はき、さくらは考えるのをやめた。

　負けられない。ならば、負けなければいいだけだ。

『強化義ぎ肢し』に気合を充じゆう塡てんさせていく。生命力が、身体から搾しぼりとられる感覚。もう、長くは動かせまい。そして動けなくなったときが、さくらの終わりだ。死、である。

　その前に、やるべきことやる。

　両りよう腕うでの『強化義肢』が唸うなりをあげ、最高潮の真しん紅くに染まる。

「うりゃあ！」

　鬨ときの声をあげて、さくらは床ゆかを切断した。それを怪かい力りきで蹴けり砕き、大穴をあける。そして桜色の髪かみを波打たせ、階下へと跳ちよう躍やくして落ちていく。

「逃にげるの？」

『モモ』はつまらなそうに眉まゆをひそめると、追ってくる。不死身の彼女には警けい戒かい心などない。無防備な身体を晒さらして、まるで抱だきしめたいかのように両手を広げて落ちてくる。

　同時に、『モモ』は手にした小刀ナイフを投げてくる。次から次へと小刀ナイフを生やし、機き関かん銃じゆうで連射するみたいに。さくらは宙で身を翻し、革帯ベルトで防ぎ、また血刀で打ち払う。

　同時に血を吐くような気持ちで、さくらは血刀から珍ちん種しゆ『落下傘パラシユート綿花ドレツサー』を放出する。ふわふわとした海月くらげのような浮ふ遊ゆう物が、『モモ』の正面に充じゆう満まんし、その視界を塞ふさぐ。

「小こ癪しやく！　でもこれは、皇居で見ましたわ！」

『モモ』は下手へたに『落下傘パラシユート綿花ドレツサー』に刺し激げきを与えずに、柔やわらかく振り払って遠ざける。衝しよう撃げきを受ければ爆ばく発はつし増ぞう殖しよくする性質の『落下傘パラシユート綿花ドレツサー』だが、これではその本領を発揮できぬ。

　けれど、すこしは時を稼かせげた。

　すぐに階下の床が迫せまり、さくらは一回転して着地。

『ピカドール』の話だと、ここは『黒曜石』の動力部だ。ここを破は壊かいすれば、『黒曜石』は止まるかもしれない。『モモ』への熱源エネルギーの供給がなくなれば、彼女の再生力も弱まるかもしれない。『かもしれない』ばかりだが、他ほかに打つ手を思いつかない。

　雑草は、根っこから引き抜かねばならぬ。

　動力部にいらぬ刺激を与えれば、『黒曜石』が大爆発を引き起こすかもしれないが。

　内陸部──人口が集中している場所で炸さく裂れつするよりは、まだ被ひ害がいは抑おさえられるだろう。もっとも、そんな小の虫を殺して大の虫を生かすようなやりくちは、できれば選びたくないが。無論、爆発に巻きこまれればさくらは生きてはいられぬだろうし。

　だが、万が一のときには。

　そんな覚かく悟ごで、さくらは戦いの舞ぶ台たいを移した。

「あら、あらあら？」

　遅おくれて落ちてきた『モモ』が、猫ねこのように音もなく着地する。

　そして、目を丸くした。

「ここには『第二の火ネオロマンサー』ごと、あいつを幽ゆう閉へいしていたはずですが──誰だれかが、助けだしてしまったのかしら？　さくらに夢中で、まったく気づきませんでしたわ？」

　おそらく、『ピカドール』がうまくやったのだ。

　さくらはそう判断し、あの好青年に心のなかで喝かつ采さいを送る。

『あいつ』とは何者なのか、気になったが──『デンキ』、だろうか？　『ピカドール』は彼女を救出することを、目的としていたようだし。同時に捕とらえられていたという黒姫も、おそらく無事だ。

　遠くに避ひ難なんしてくれていると、いいけれど。

　すこし場ば違ちがいなことを考えてしまったさくらを、『モモ』が眉をひそめて見ている。

「動力部を破壊すれば『黒曜石』は止まる、などと考えたのかもしれませんが。すでに『第二の火ネオロマンサー』やもろもろから大量の熱源エネルギーを搾りとり、わたくしはこの身に宿しています。わたくしを完全に始末しないかぎり、『黒曜石』は止まりませんわよ？」

「そうですか。では、そうしましょう」

　やはり、そう簡単にはいかないか。

　さくらは血刀を構えると、『モモ』に向き直る。余計なことを考えてはろくなことにならない。楽な道など、用意されているわけがなかった。

『モモ』と相対し、打ち倒たおす。それだけを考えるべきであったのだ。

　最初から、そうだった。そのために、自分は愛するひとの制止も振ふり切り、この場所にやってきたのだ。

　さくらは深呼吸する。『強化義肢』は高熱を帯び、接続された生身の部分からもげ落ちてしまいそうだ。暴れ馬のごとき己の両手足を、さくらは必死に抑えこんだ。

　だが、どうすればいい。

　どうすれば『モモ』に勝てるのだろう。

　こちらの攻こう撃げきは通じず、武器は触れただけで取りこまれる。『モモ』は無限に再生し、今のところほとんど損傷を負ってはいない。さくらは武器をおおく失い、『強化義肢』は限界で、体力は尽つきかけている。

　もともと、さくらの植物操作の異能力は強力な破壊には向かない。刀による斬ざん撃げきがほぼ無効化されるこんな状じよう況きようでは、さくらは決め手に欠けていた。

　ないものねだりだが──一いち撃げきで、『モモ』の全存在を吹ふっ飛ばすような攻撃が、自分にも可能であればよかったのだが。

『蛍』や、さくらの宿敵だったあの──。

「セセコマシク遊ンデンジャナイワ・ヨォ、虫ケラ」

　不意に、声がした。

　さくらの全身が、本能的な恐きよう怖ふに震ふるえた。

　瞬しゆん間かん──『モモ』の身体からだに紅ぐ蓮れんの炎ほのおが絡からみついた。『モモ』のまとった制服が、髪の毛が皮ひ膚ふが激げき烈れつに焦こげて、異い臭しゆうを放つ。不死身とはいえ痛覚がないわけではないのか、『モモ』が身み悶もだえして悲鳴をあげた。

「ぎゃ、あああああ……!?」

　炎に巻かれ『モモ』が床を転がりまわる。

　初めて明確に、『モモ』が怯ひるんだ。だが、さくらはそれを素す直なおに喜べない。むしろ、絶望的な気分だ。何で。よりにもよって──。

　さくらは恐おそる恐る、顔をあげる。

　先ほどさくらがあけた大穴の縁ふちに、その女は傲ごう岸がんに腰こしかけていた。

　ど派手な、魔ま女じよのごとき外套マント。まとうのは、局部のみをかろうじて隠かくした破は廉れん恥ちな水着。くすんだ色の髪を三つ編みに結ゆわえている。凹おう凸とつの目立つ、異人らしい恵めぐまれた体格。爬は虫ちゆう類るいのごとき兇きよう悪あくな三白眼。そんな危なげな見た目に似合わぬ、童女のようなそばかす。

　見み間ま違ちがえるわけがない。さくらが夜な夜な、悪夢に見る顔だ。

「アラ？　似タヨウナ顔ガフタツ、並ンデルワネ──」

　その女は、欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、ごく当たり前のように言った。

「マァイイワ、……ドッチモ殺セバイインダモン・ネェ？」

　それは忘れがたきさくらの仇かたき、元『大奥』序列二位『赫竜』であった。
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　さくら。『モモ』。そして『赫竜』。

　三つ巴どもえの睨にらみあいは──ほんの、一いつ瞬しゆん。

　最初に動いたのは、地じ獄ごくの炎に焼かれながらも身を起こした『モモ』である。

「死にぞこないが……！　おとなしく、『黒曜石』の電池になってればいいのに！」

　その手のひらであぶくをあげながら沸ふつ騰とうしている小刀ナイフが、弾だん丸がんのごとく伸びた。それは大穴の縁にのんびり腰かけた『赫竜』の心臓を狙ねらっている。

「フン──」

『赫竜』はその一撃を、あっさり首を動かして避よけた。

　それだけでは飽あきたらず、伸のびる血色の刃やいばを無造作に摑つかむ。無論、『モモ』の小刀ナイフは切れ味鋭するどい凶きよう器きである。『赫竜』の手のひらに血がにじんだ。

　だが、まったく頓とん着ちやくせず──『赫竜』は、高熱をおびた吐と息いきを漏もらした。

「雑魚ざこガァ、調子コイテンジャナイワ・ヨォ？」

　その指先で、『モモ』の刃が沸騰し血色の蒸気をあげる。慌あわてて、『モモ』が小刀ナイフを回収した。『モモ』にとって『零ぜろの太刀たち・妖よう刀とう村正』は彼女が執しゆう着ちやくする母親そのものだ、大事なものなのだろう。

　その間に、『赫竜』は身軽に飛びおりてくる。外套マントが膨ふくらみ、熱気球の仕組みで彼女をふわふわと浮遊させる。

　そのまま、『赫竜』は難なく死地へと到とう着ちやくした。

　全身で警けい戒かいし、身構えるさくらの真横である。さくらにとって、『赫竜』は何度も殺されかけた相手だし、憎にくむべき仇である。まさか、少年漫まん画がよろしく「おまえを倒すのはこの俺だ」と宿敵が助けにきてくれたなんて、夢想するほど楽観的ではない。

　だが『赫竜』は、鬱うつ陶とうしそうにさくらを見やると──舌打ちした。

「一丁前ニ睨にらンデンジャナイワ・ヨォ、アァ？　踏ふミツブス・ゾォ？」

　凄すごむと、さくらを押しのけるようにして『モモ』へ向かって踏ふみだす。

「今ハ、アンタノ相手シテル暇ひまハナイノ・ヨォ。私ハ、アイツニ用ガアンノ。アイツニ、地獄ヲ見セテヤル。落トシ前ヲ、ツケテヤル」

「あなた──」

　さくらは何だかその横顔を見て、つい思ったことを告げてしまった。

「何だか雰ふん囲い気きが変わりましたか、『赫竜』さん？」

「アンタハ、変ワンナイネ。相変ワラズ、色気ノナイ小娘ちんちくりんダワ？」

　そんな憎まれ口を叩たたく様子すらも、以前の触ふれるものすべて傷つけた──大量破壊兵器のような、と喩たとえられた『赫竜』とは、どこかちがっている気がして。

　さくらは、戸と惑まどってしまう。

　だがその間にも、『モモ』は焼かれた名残なごりの煙けむりをあげながら、身構えていた。

「仲良くお喋しやべりしてんじゃないですわよ、あんたたちは──」

　その姿は、異様であった。

　皮膚が焦がされ灼やき尽くされ、身体の中身が露ろ出しゆつしている。それは、血色の刃と同じものでできた硬こう度どのある液体の集合であった。蠢うごめきながら触しよく手しゆのように刃を伸ばして、不気味に蠕ぜん動どうしている。

　仮面も虚きよ飾しよくもすべて脱ぬぎ捨てた、それが『モモ』の本ほん性しようであったのだろうか。

　変わり果てたその姿に、さくらは息を吞のむ。

「そいつは、仇でしょうが。わたくしたちの故郷を焼いた、極ごく悪あく人にんでしょうが！」

　白はく濁だくしかけた色ちがいの眼球が、さくらを睨んでくる。

「さくら！　そいつを殺しなさい、ふたりで復ふく讐しゆうを果たすの！　お母さんもきっとそれを望んでいる！　さぁ、さぁ──血祭りにあげて、みんなの供く養ようをしましょう！」

「もちろんです」

　さくらは頷うなずいた。おい、と横で『赫竜』が不満そうな顔をする。

　それを手で制して、狂きよう乱らんに支配された哀かなしき姉を──さくらは、見み据すえる。

「でも、それは今ではありません」

　はっきりと、告げた。

「『赫竜』さんをどれだけ痛めつけて、苦しめて殺しても、死んだひとは生きかえったりしません。誰も、喜んだりしません。この血まみれの世界に、またひとつ哀しみが増えるだけです。過去は、決して修正できません」

『モモ』の目もく論ろみすべてを否定する、だが──さくらの本心であった。

「けれど、未来は変えることができるんです。後ろばかり見て、立ちどまることがないかぎり。前に、歩いていくかぎり──きっと」

「さくら？　どうして、さくら？　何を言っているの？」

『モモ』は心底、理解できないというように首を傾かしげている。

「わたくしとあなたは、同じのはずでしょう！　同じ、灼き尽くされた故郷という原風景を胸に抱いだき！　ただ復讐のために動いている、血まみれの刃でしょう!?」

「ピイチクパアチク、ウルサイワ・ネェ──」

『赫竜』は鬱陶しそうに顔をしかめると、小声でさくらに呼びかけてくる。

「オイＨＥＹ、『百手姫』──イチオウ言ッテオクワ・ヨォ。私ハ、アンタノ助すけッ人とニキタワケジャナイ。私ハ、勝手ニヤラセテモラウ。邪じや魔まダケハ、シナイデ」

「ええ。べつに期待はしていませんよ」

『大奥』では、いつだって背後から刺さされる危険性があった。騙だまし、裏切り、殺しあう。そんな『大奥』で、ふたりは生き抜ぬいてきたのだ。

　実の姉妹である『モモ』よりも、『赫竜』のほうがさくらと呼吸があっている。馴な染じんでいる。それを睨み、『モモ』は憎らしげに吐はき捨てた。

「何で、何で？　何で、さくら？　何でそいつとばっかり喋るの!?」

　同時に、伸ばされた血色の刃が飛来する。それを、『赫竜』が炎をぶつけて散らした。

　だが、どう見ても『赫竜』は本調子ではない。『大奥』にいたころよりずっと、その炎の熱も輝かがやきも色いろ褪あせていた。

　さくらがむしろ心配そうに見ると、『赫竜』は歯は軋ぎしりをした。

「フン──ゴ覧ノ有リ様ヨ、アノ女ニ生命力ヲ吸ワレテネ？　私ハ、本調子ジャナイ・ワァ。デモ、アノ女ハ必ズ殺ス。ソノタメニ、アンタヲ協力サセテヤッテモイイ」

「偉えらそうですね、相変わらず。やっぱり、あなたはあなたですね──『赫竜』」

「放ッテオキナサイヨ、『百手姫』。……ヒトツ、作戦ガアル」

「まぁ不本意ですが、聞くだけ聞きましょう」

　さくらは『赫竜』と並び立ち、血刀を構える。何だか不思議だ。『赫竜』にはいつも追い立てられ、命を狙われつづけ、あるいは弄もてあそばれてきた。

　それが、今はこうして肩かたを並べて戦っている。

　皮肉な宿命に、もはや笑うしかない。

「アイツハ不死身。生半可ナ攻撃ジャア倒たおセナイ──デモ、私ニハ『銀狼』ヲ始末スルタメニ練リアゲタ奥ノ手ガアル。ソレナラ必ズ『モモ』ッテノヲ再生デキナイホドニ破は壊かいシ蒸発サセテ、オマケニ『黒曜石』モ内部カラ木こッ端ぱ微み塵じんニデキルデショウ」

『銀狼』を倒すために磨みがかれた、『赫竜』の奥の手。愛いとしい師し匠しようを標的としたそんな技わざに頼たよるのは気き後おくれするが、今は他ほかに選べる手段もない。

　動力源たる『モモ』が消しよう滅めつし、『黒曜石』がその機能を徹てつ底てい的に破壊されれば、この戦せん艦かんは第二の『時空間爆ばく弾だん』として完成せず──その機能を果たせず、この国は救われる。

　かもしれない。わずかな可能性だが、それに賭かけるしかない。

「ケド、ソノ技ニハアル程度ノ溜たメガ必要」

「つまり、その間──時間稼かせぎをしろってことですね」

　さくらは結論すると、血刀を構えて真っ直すぐに突とつ貫かんした。

　桜色の髪かみと、鉢はち巻まきが揺ゆれる。

『赫竜』は「話ガ早イワネ」と小声でつぶやくと、胸の前で、両手をまるで神に祈いのるかのように組んだ。そのあわされた手のひらの隙すき間まから、爆ばく熱ねつが迸ほとばしる。凝ぎよう縮しゆくされた、高熱のかたまり──それは見る見る輝きを増し、『黒曜石』動力部を照らしあげた。

　金こん剛ごう石せきのごとき、その煌きらめきに、さくらは寒気をおぼえる。

　たしかに、言うだけのことはある──期待してもよさそうだ。

　自分は、自分のやるべきことを果たそう。

『強化義ぎ肢し』に気合をこめて、さくらは死力を振ふりしぼる。直後、『モモ』と接敵した。全身から刃を生やし、かろうじて人間のかたちを留とどめているかいないか──といった、異形である。

　その姿を見て、さくらは、むしろ痛ましく思った。

　こんなにも、人間の輪りん郭かくを捨ててまで、『モモ』はひたすらに母を求めた。ただ愛されたい一心で。でも、その夢はきっと叶かなわない。自分が、断たち切る。

　振りおろされてくる血色の刃の重い斬ざん撃げきを、さくらは最後の血刀で受けとめ、凌しのぐ。時間稼ぎ、と簡単に言ってくれるけれど──今の『モモ』はまさに修しゆ羅らだ、嵐あらしのような災さい厄やくそのものだ。徐じよ々じよに押されてさくらは後退する。

　だが、踏みとどまって、姉と向きあう。

「植物操作の本ほん懐かいは、生命操作──それが、わたくしの不死身の理由ですの。集めた生命力を材料にして、何度でも己自身の肉体を再構築する。けれど、生命には自己保存以外に、進化という性質ももつ」

『モモ』が、声だけは甘い気品のあるそれで、独り言みたいに語った。

「生命は、宿命的に進化をしていく。こうして戦っている間にも、わたくしの全身は、『妖刀村正』は──お母さんは、成長しつづける」

　言葉どおり、『モモ』はひとつ打ちあうごとに刃を増やし、その形状を複雑にし、勢いを増していく。さくらの身体からだに避けきれなかった斬撃が掠かすり、血ち飛沫しぶきを飛ばす。

「もっと強大に、もっと偉い大だいに、もっともっと──成長すれば、お母さんは、わたくしを褒ほめてくれるかしら？」

　刃の竜たつ巻まきを迸らせながら、『モモ』はどこか、泣いているようだった。

「こんなに変わり果てたわたくしを、お母さんは、わたくしだって──わかってくれるかしら？」

「ええ」

　さくらは、頷いた。

　母は──優やさしいひとだったと、聞いている。

　だが『モモ』の刃の連撃を防ぎきれず、そこでさくらの手にした血刀がひび割れる。もはや、刀身が限界だ。そこを勝機と見てか、野や獣じゆうのごとく『モモ』が全身で抱きついてきた。さくらはけれど怯ひるまずに、おおきく身を仰のけ反らせて。

　思いっきり、手にした血刀を投げつけた。

　最後の武器を、躊躇ためらいもなく。

『モモ』が絶ぜつ叫きようした。

「あなたは！　今！　何を投げ捨てたかわかってるの!?」

　その身体に血刀が突つき刺さり、吸いこまれて消える。

「あなたは！　いつだって、わたくしの欲しかったものを──！」

　刃を生やした『モモ』の全身が、無防備になったさくらの腕うでを肩を、めったやたらに突き刺す。一いつ瞬しゆんの出来事だった。今の投とう擲てきで倒たおせなければ、もはや打つ手はない。自分のもちうる戦術、武器、何もかもをぶつけて止められなかった。

　刹せつ那なのうちに、さくらは決断していた。

　──ならば、最後に残ったこの肉体で、押し留める。

　身体が串くし刺ざしにされ、縫ぬいとめられて、もはや『モモ』から離はなれられない。

　その必要もない。

　生き別れの、姉。

　こんな数すう奇きな巡めぐりあわせの果てに、また出会えたのだから──今度こそ、離さない。まだ話したいことが、いっぱいあった。だから、さくらは『モモ』を抱きかえした。『強化義肢』の膂りよ力りよくで、己おのれの身体に刃やいばが深く挿そう入にゆうされていくのを感じながらも。

「ふふ。最後まで、気づきませんでしたね──誰だれかに言われませんでしたか、『モモ』さん？　あなた、調子にのると足あし下もとがおろそかになる悪い癖くせが、ありますよ？」

　ぎゅうっと、『モモ』の変わり果てた身体を抱きよせて、囁ささやく。

　腕のなかで『モモ』が暴れる。だが、さくらは決して離さない。その両りよう腕うで──『強化義肢』が、『モモ』の身体に癒ゆ着ちやくしている。

　血刀と同じように、『モモ』のなかに取りこまれている。否いな、先ほど投げつけた血刀を『モモ』が取りこもうとして、なぜか一いつ緒しよにさくらの義肢も取りこもうとしている。

　串くし刺ざしにされ繫つながって、接着し溶とけあわさって──もう、離れない。

「あなたが取りこんでいた血刀は、『阿あ呆ほう鳥どり』さんがつくってくれた模造刀です」

『阿呆鳥』は体液を操あやつり粘ねん土ど細工のようにかたちを変えて、武器にする。むしろ、薬くす師しとしてよりそちらのほうが、彼女には慣れ親しんだ異能力の用いかたといえる。

「ほんとうの血刀は──『強化義肢』の材料として、その軸じくとして用いられました」

　両手足、あわせて四本。その骨のようにして、四本の血刀は活用された。

　それこそ『水蛇』が遺のこした技術──『強化義肢』の文字どおり軸となる、発想だ。

「すべての模造刀が破壊されたとき、『強化義肢』の制限は解除され、その本来の性能を最大限に発揮します。あなたを、少しの間だけでも身動きがとれぬよう押さえつけておくことぐらいは、できるでしょう」

　語りながら、さくらは『モモ』を羽は交がい締じめにする。

　懸けん命めいに抵てい抗こうする『モモ』だが、真価を発揮した『強化義肢』による抱ほう擁ようを、振りほどけない。『強化義肢』の膂りよ力りよくも莫ばく大だいだが、それ以上に『モモ』は本能的に血刀を吸収しようとして、さくらの両手足と半ば融ゆう合ごうしてしまっている。

　自分自身は、そう容易たやすく切り捨てられない。

「『わたくしだけは、あなたを裏切らない。それを覚えていて』──でしたっけ。実際、そのとおりですね。お姉ちゃん、たまには、ほんとのことも言うんですね？」

　身体を貫つらぬかれる痛みと衝しよう撃げきに、さくらの意識は曖あい昧まいだった。

『モモ』は見苦しく、喚わめいた。動けず、逃にげられない。それを理解したのだろう。何とか、さくらを説得しようとした。わかりました、わたくしの負け。もう変な考えは起こさない。おとなしく降こう伏ふくする。だから──。

　さくらは、聞かなかった。

　噓うそつきの姉が口にしたほんのわずかな真実のみ、信じた。

「お姉ちゃん、せめて──いっしょに死んであげましょう」

　だから、さくらはきれいに微笑ほほえんで、告げた。

「わたしは、たしかに、あなたからすべてを奪うばったのかもしれない。あなたの欲しかった、すべてを。だから、そのすべてを返しますから。この命ごと、あなたにあげますから。だから、もうやめましょう？」

　間ま違ちがってしまった自分。

　愛されなかった自分に、さくらは呼びかける。

「歴史は。過去は。変えちゃいけないんです。どれだけ間違っていようと、歪ゆがんでいようと、そこを歩いていくしかないんです。わたしたちの歴史には、無数の屍し体たいが埋うまっているのかもしれない。けれど──きれいな花が咲さくことだって、あるはずです」

　心をこめて。

「桜のしたに埋まっている屍体を掘ほりかえすような、むなしくて──何の意味もない、哀かなしいことはもうやめましょう？」

　それが、さくらの返答だった。

　さくらの、歴史であった。さくらが生きて、恋こいをして、戦って──死ぬ。

　ひとつも後こう悔かいすることのない、人生であったのだ。

　愛するひとを、その未来を、せめて守って死ねる。

　何の後悔があろうか。喜んで殉じゆんじる、たとえすぐに散る死に花でも。

「もしもあのとき、なんて──わたしは、絶対に思いませんよ」

　最後に、さくらは『赫竜』を振り向いた。

　彼女は溜めとやらが終わったのか、祈りのかたちに組みあわせた手のひらを胸むな元もとに添そえて、こちらを見ている。見届けてくれるひとがいるのは、幸いだった。

　言葉を遺のこせる。

「『赫竜』さん。もし、秀影さまにお会いすることがあったら──」

　さくらは、花はな咲さくように笑った。

　涙なみだすら、なかった。

「謝っておいて、ください。約束を守れなくて、ごめんなさいって」

『……必ず、伝えましょう』

『赫竜』はさくらには通じない異国語で、だからこそ素す直なおに告げてくれた気がした。

『あなたの──『大奥』のさくらの、散り様をね』

　その手のひらが、そっと開かれる。

　迸ほとばしった爆熱が、すべてを純白に染めて、消し飛ばした。
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　さくらは『モモ』とともに、超ちよう高熱に灼やき尽つくされながら──。

　声を、聞いた気がした。

　夢、だったのかもしれない。

　あるいは『モモ』となかば融ゆう合ごうした己に、彼女の心が流れこんできたのか。

　ほんの刹せつ那なの、奇き跡せきのような──不思議な、交流だった。

　それはとても優しく、どこか懐なつかしく、死への恐きよう怖ふが和やわらぐような──。

　子こ守もり歌うたのような、声こわ音ねだった。




　ねぇ、さくら。




　もしも、あのとき──。

　生まれたばかりのあなたを、縊くびり殺していたら……。

　こんな結末には、ならなかったのかしら。

　まだ何も知らない、身を守るすべもない赤ん坊ぼうだった、あなたを──。

　あのとき、始末していれば。

　わたくしの野望は果たされ、ううんお母さんをこの手にかけることすらなく……。

　幸せに、なれたのかしら。

　でも──。

　あのときは、こんな未来に辿たどりつくなんて夢にも思わなくって。

　生まれたばかりのあなたを、お母さんに、そっと抱だかせてもらって。

　無む邪じや気きに、わたくしの頰ほおを「ぺと、ぺと」と撫なでるあなたが──。

　あんまりにも愛いとおしくて。

　こんな尊いものを、殺すなんて、考えつきもしなくって。

　きっと──あの瞬しゆん間かんを、何度、繰くりかえしても。

　わたくしは、生まれたばかりのあなたを。

　ちいさな、わたくしの妹を。

　──生まれてくれて、ありがとう。

　あのときと同じように、夢中で抱だきしめてしまうのね、きっと……。







　終幕
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『黒船』旗き艦かん『黒曜石』は粉々になり、長なが崎さき湾わんに撃げき沈ちんした。

　操作盤ばんを制せい御ぎよしていた『モモ』が倒されたことにより暴走は停とまったものの、その戦せん闘とうの衝撃によって激しく震しん動どうし破は壊かいされ、崩ほう落らくしたのである。

『黒曜石』は爆ばく発はつ四散しながらゆるやかに海中へと沈ちん没ぼつし、その破は片へんが休みなく降り注いだものの、本土にも長崎出島にもほとんど被ひ害がいを及およぼさなかった。

　まったくの無傷、とはいかないが──災さい禍かは、最小限に抑おさえられたといっていい。

　衝撃に舞まいあがった砂すな埃ぼこりと海水が黒雲をつくり、豪ごう雨うとなって海面を叩たたいている。

『黒曜石』の破片が長崎湾に突つき立つ奇き岩がんと混ざりあう、独特な景観となっている。

　艦かん内ないから溢あふれでた重油などが混じったのか、雨も海水も『黒船』の異名どおりに黒く染まっていた。

　嵐あらしのような狂きよう乱らんが過ぎ去ってから数刻──最後まで『黒曜石』を押し留とどめていた、この国を救った立役者である『銀ぎん狼ろう』は、けれど浮うかない表情で海の底にいた。

　おおきく息を吸いこみ、己おのれの体重を増加させて海中に潜もぐっている。そして、積み重なった瓦が礫れきを軽々と担かつぎ、土ど砂しやをかきわけ、必死に何かを捜そう索さくしている。

　やがて息がつづかなくなり、己を空気よりも軽くして海面へと浮ふ上じよう。ぷは、と可愛かわいらしく吐と息いきを漏もらし──不満げに、くちびるを尖とがらせる。濡ぬれてほどけた銀色の髪かみは頰に貼はりつき、その無表情を伝う海水はさながら涙のようであった。

　この国を救った英えい雄ゆうは、何だかとても『しょんぼり』として見えた。

『銀狼』は再び酸素を肺に補ほ充じゆうすると、水中へと戻もどっていく。

　彼女が消えたあたりから、『黒船』の破片がときおり飛びだし、駄だ々だっ子が玩具おもちやを引っくりかえしているみたいだ。静まりかえった黒い海に、『銀狼』の立てる騒そう音おんのみがどこか物哀しく響ひびいている──。

「…………」

『一本角ゆにこおん』は、そんな『銀狼』を心配して眺ながめていた。

　凍いてつくような海に膝ひざまで浸ひたって、かろうじて足がつく浅あさ瀬せで前まえ屈かがみになり、海中に指先を伸のばしている。濡れぬように腰こしで縛しばりあげた死に装束を、黒い海水が点々と汚よごしている。寒気に全身を震ふるえさせ、『一本角』はまた顔を覗のぞかせた『銀狼』に呼びかけた。

「『銀狼』」

　何と言ったらいいかわからずに、躊躇ためらいがちに。

「陽ひが沈しずんでまいりました。暗くなっては、捜索も困難でしょう。そもそも、広い海からたったひとりの人間を捜さがし当てるのは無理でございますよ。せめて、もうすこし人手を集めて捜索の準備を整えてから──」

『銀狼』はその言葉に「いや、いや」をするように首を揺ゆする。

　ちいさなその背中は、途と方ほうに暮れているようだった。

　けれど諦あきらめずに、『銀狼』はまた海中へと戻っていく。その気持ちは、わかる。『黒曜石』の内部で何が起きたのかはわからぬが、『銀狼』の大事な妹分、『百手むかで姫ひめ』ことさくらは最後まで帰ってこなかった。

　おそらく逃げ遅おくれて、あるいは重傷でも負って動けずに、『黒曜石』の撃沈に巻きこまれてしまったのだ。自力で這はいあがってこられないならば、もうだいぶ時が流れてしまった、生存は絶望的であろう。

　最後の戦闘が行われた場所に立ち会った『赫竜あかとんぼ』は、間かん一いつ髪ぱつで脱だつ出しゆつできたようだが。彼女の話によると、『百手姫』は激戦の果てに身体からだを熱線で貫かれ、彼女の姉──『モモ』とともに吹ふっ飛び『黒曜石』の破片のなかにまぎれ、消息は不明ということだった。

『モモ』の肉体はなかば蒸発したというし、そんな彼女を仕留めるために密着し動きを封ふうじていたという『百手姫』もまた、同様に──生きていられるはずがなかった。

　どんなに捜しても、『百手姫』の遺い髪はつすらも発見できないのではないか。

　彼女はこの国を、未来を守るための、尊い犠ぎ牲せいになってしまったのだ。

　名前のとおりに、桜の花のように、散ってしまったのだ。

　だがその事実を認めたくないのか、『銀狼』はしゃにむに瓦礫を引っくりかえし、懸けん命めいに捜索をつづけている。

　けれど、そんな『銀狼』とて『黒曜石』を押し留めるために無理を重ねたのだ。いくら頑がん丈じようとはいえ、消しよう耗もうは色いろ濃こい。『銀狼』まで倒たおれやしないかと、はらはらしながら『一本角』は見守っているしかない。

「さくら──」

『銀狼』はひたすらに、その名前を呼びつづける。

「さくら……」

　その胸が締しめつけられるような声に、『一本角』は居ても立ってもいられずに、かぶりを振ふって呼びかけた。

「『銀狼』、『百手姫』さんは、もう──」

「さくら　は　いきて　いる！　しんで　ない！　ぜったい　に！」

　抑よく揚ようのない、だからこそ野や獣じゆうの遠とお吠ぼえのように響く叫さけびだった。

「こんな　こと　で　しぬ　ような　やわ　な　きたえ　かた　は　しておらぬ！」

　ぬかるみに足を取られたのか、海流に身を揺るがされたのか、『銀狼』は姿勢を崩くずして海中に倒れこむ。それでも顔をあげ、沈んでいく夕ゆう陽ひを睨にらみつける。その頰を、涙だか海水だかわからぬものが、熱く濡らしている。

　目元を着流しの袖そでで拭ぬぐって、悲痛に、『銀狼』は吼ほえた。

「へんじ　を　しろ　さくら！　ばかもの！　へんじ　を　して……！　こえ　を　きかせて！　さくら　さくら……！」

　返答は、ない。

　潮しお騒さいと、海面を叩く雨あま粒つぶの音のみが、さめざめと漂ただよっていた。
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『銀狼』を見ていられずに、『一本角』は目を逸そらした。

　見るともなく、岸辺──砂すな浜はまに寄り添そった男女が、視界に入ってきた。

　激戦を潜りぬけて青あお息いき吐と息いきの『赫竜』が、まず見えた。三つ編みは片方だけほどけ、色いろ褪あせた長い髪がゆるやかに波打っている。その逞たくましいともいえる両りよう腕うでに包みこまれるようにして眠ねむっているのは、豊とよ臣とみ黒くろ姫ひめだ。

　彼女は助けだされてからずっと、意識を取り戻さない。『一本角』も薬くす師しとして検けん診しんしてみたが、どうも聞くにずっと熱病を患わずらっていたらしく、衰すい弱じやくしているようだった。今は、寝ねかせてあげるしか打つ手がない。

　彼女の体内を蝕むしばんでいた毒は除去されたというし、命に別状はないはずだが──。

『赫竜』の傍かたわらには、『ピカドール』と名乗った青年が、寄り添っている。こちらも、致ち命めい傷しようではあったのだが、『赫竜』が大急ぎで運びこんでくれたため、何とか『一本角』の治ち療りようが間にあった。

　かろうじて命を繫つないでいる状態だが、どうやら鍛きたえあげられた戦士だ、安静にしていればそのうち歩けるようにもなる。

　そんな『ピカドール』のそばに、所在なさそうにちょこんと座りこんでいるのは、『デンキ』と呼ばれた少女である。彼女は、『黒船』の提てい督とくであるらしい。『黒船』艦かん隊たいは健在だが、その動力部である旗艦『黒曜石』を失い、もはや勢力としては虫の息だ。心臓を失ったような『黒船』を、今後、彼女は復興し、支えなくてはいけない。

　故郷へと帰き還かんするための最後の希望だった『黒曜石』を欠き、『黒船』は今後どうするのだろうか──ゆるやかに、長崎出島に根付いていくしかないのか。悪さをするような余力はもうないはずだし、『一本角』が心配することでもない。

　少女のちいさな夢は、否いな、おうちに帰りたいという素そ朴ぼくな願いは──無む惨ざんに、大破した。『黒曜石』とともに。その無む慈じ悲ひな現実に打ちのめされ、砂浜に打ち捨てられたお人形のように呆ぼう然ぜんとしている『デンキ』を、『赫竜』がついでというように抱だきよせた。

『ピカドール』も、同じようにして──まるで、親子みたいだった。

『大奥』『黒船』『新しん撰せん組ぐみ』の三つ巴どもえだった情勢は、『黒船』勢力のなかば自じ壊かいするような結末の果てに、その一角を失った。これから先、この国の歴史がどのように変へん遷せんしていくのかは──誰だれにも、わからない。

　風雲急を告げる状じよう況きようの果てに、おおくの血が流れ、けれど決定的な破は滅めつは回かい避ひされた。綱つな渡わたりのような現代で、それでも生きていかなくてはならぬ。悲劇は量産され、終わることなく波乱は打ち寄せ、そして英雄は帰ってこない。

　いつも、そうだ。『金きん獅じ子し』もそうだった。

　垣かい間ま見た幻まぼろしのような、『一本角』のすべてだったあのひとの面おも影かげに、問うてみてもむなしい。自分たちはどうすればいいのか。どこへ向かうべきなのか。どう生きていくべきなのか。その答えは、自分で見いだすしかないのだろうか。

　そんな、よしなしごとを考えこんでいた『一本角』は──ふと、寒気をおぼえる。

　己の身を濡らす冬の海水よりもなお凍こごえるほどの、恐きよう怖ふ。

『一本角』は「びくり」と身を震わせて、顔をあげる。

　見ると、『赫竜』の腕うでのなかで──豊臣黒姫が、薄うす目めを開いている。目覚めたのか。その表情が誰かに似ている気がして、『一本角』は胸むな騒さわぎをおぼえる。

　あの、邪じや悪あくそのもののような、血のように粘ねばつく、嫌いやな表情は──。

『絲妃あらくね』。

　その名前を思い浮かべてしまい、『一本角』は金かな縛しばりにあったように硬こう直ちよくした。かつて『大奥』を戦せん慄りつで支配した暴君、『絲妃』。あの毒婦に、『一本角』はすべてを奪うばわれた。親愛なる姉貴分も。居場所も。何もかも……。

　そして生き地じ獄ごくを味わわされていた、骨の髄ずいまで──ずうっと。

「そんな、まさか──」

『一本角』は動どう揺ようし、見み間ま違ちがいであることを期待して、黒姫を注視する。だが、またも眠りに落ちたのか、黒姫は目を閉じてしまっていた。

　ほんの、一いつ瞬しゆんのことだった。

　黒姫を抱きよせている『赫竜』も誰も、その異変に気づいていなかった。『一本角』だけが、幸か不幸か、その破滅の予兆のごとき禍まが々まがしき悪意の胎たい動どうを、目もく撃げきしていた。

　今のは、いったい──？

『一本角』が名状しがたい不安に震えていた、その瞬しゆん間かんである。

　唐とう突とつに、甲かん高だかい電子音が響いた。

『銀狼』が素す早ばやく反応し、音のほうへと向かう。『一本角』も気になって、つづいた。そして、黒姫におぼえた違い和わ感は、とりあえず措おいてしまった──。

「今の音は何でございますか、『銀狼』？」

　ざぶざぶと波をかきわけ、『一本角』は『銀狼』の元へと向かう。瓦礫がたくさん積み重なった根元に、『銀狼』は首を傾かしげて立っている。

「わからぬ」

『銀狼』は端たん的てきに答えると、けれど何かを期待するように、瓦礫をどける。かなりの重量だろうそれらを、小石のように蹴け散ちらして、どんどん放ほうり投げて撤てつ去きよする。

　気を揉もむような時間が流れ──やがて。

　瓦礫の隙すき間まに挟はさまるようにして存在していた、『百手姫』を発見した。

　ひとつひとつが人体よりも巨きよ大だいな瓦が礫れきのなか、挟み潰つぶされてもおかしくはなかったのに、奇き跡せきのように──誰かに守られるようにして、寝そべっていた。

　慌あわてて『一本角』はざっと診みたが、身体に刻まれた激戦の痕こん跡せきはどれも、致命傷ではない。桜色の髪かみはほつれ、制服はぼろぼろだけれど、息はあるようだ。

『銀狼』もさくらの胸むな元もとに耳を添えて、目を輝かがやかせた。

「いきてる！」

　そして違和感に気づいたように、小首を傾げると。

　さくらの胸元を開き、下着を露ろ出しゆつさせる。その懐ふところに、何かが入っていて、それが音の出所らしい。見ると、過か酷こくな戦場でも機能を保っていたらしい──携けい帯たい電話である。

　着信音を響ひびかせるそちらは、ひとまず放置して、『銀狼』がこちらを見あげた。

「『ゆにこおん』　てあて　を！」

「わかっております」

　それが薬師である己おのれの役目だ、と『一本角』は急いで己の角を煎せんじて小分けにした包みを取りだす。飲み薬なので、失神したさくらには吞のめないかもしれない。海水にひたし、さくらの傷だらけの肌はだに塗と布ふする。これでも、ある程度は治療がみこめる。

　ここで、さくらを死なせては『銀狼』に顔向けができない。残り少ない薬やく剤ざいをすべて使いきるつもりで、『一本角』は治療にあたった。

　その途と中ちゆうで、ふと気づく。

　さくらの腹部に、異様な疵きず痕あとがある。

　古傷のようにも見えた。遠いむかし、重傷を負って、長い年月をかけてそれが塞ふさがった痕こん跡せきのような。肉の、瘤こぶである。それは、さくらの腹部から背中までをおおきく覆おおっている。どうやら骨や、内臓にまで達している。

『一本角』は推測する。『赫竜』から聞いた戦せん闘とうの経けい緯いでは、さくらは『モモ』とともに『赫竜』の熱線に貫つらぬかれた。さくらの腹部は、その致ち死し的な攻こう撃げきに貫かん通つうされたはずだ。

　その傷口を、超ちよう高熱で融ゆう解かいし蒸発した『モモ』の肉体がへばりついて──塞いだのか。不死身の『モモ』の肉体の名残なごりが、さくらの致命傷を覆い、抱だきしめるようにしてその命を守っていた。

　こびりついた姉の肉が、妹の命を繫いでいる。

　それが、誰からも怨うらまれ、悪あく罵ばを浴び、反逆と絶望のなかで壮そう絶ぜつに果てた『モモ』の──妹に手た向むける、最後の贈おくりものであったのだろうか。ほんのちょびっとでも、あの女にも、妹への愛情めいたものがあって、それがさくらを救ったのであろうか。

　そんな想像は、感傷的すぎるだろうか──けれど、『一本角』はそれを信じた。

　ただの偶ぐう然ぜんで片付けるよりもずうっと、そちらの馬ば鹿かげた想像のほうが、よかった。

　醜悪グロテスクで、けれど尊いその疵痕を、『一本角』は複雑な気持ちで眺ながめる。

「『ゆにこおん』　どうだ？　さくら　は　たすかるのか？」

『銀狼』が、焦じれたようにこちらの服を引っぱってくる。

　あらあら、と『一本角』は我を取り戻もどして、微笑ほほえみかけてあげる。

「ご安心を、治療の必要がないぐらいでございますよ。とはいえ、冷たい海水に浸ひたしたままではいけません──運びだしてさしあげましょう。瓦礫が崩れぬよう、そおっと」

「これ　は　どうする？」

『銀狼』が困ったように、手のひらのなかで鳴りつづける携帯電話を差しだしてくる。

「緊きん急きゆうの用件かもしれませんし、とりあえず我々で応対すればよろしいでしょう──えぇっと、『銀狼』？　携帯電話の使いかた、わかります？」

「よゆう」

　言いながらも、『銀狼』は困り顔で、じっと携帯電話の画面を眺めている。

　そこには、着信者を示す『秀ひで影かげさま』という表示があった。

　秀影──。

　現代の、豊臣幕府征せい夷い大たい将しよう軍ぐん。さくらの、恋こい人びと。『一本角』の敬愛する『金獅子』の息むす子こ──『金獅子』に育てられた『銀狼』にとっては、義理の兄ともいえる。

「おにいさま　か──」

『銀狼』は慣れぬその呼こ称しようを口にして、すこし気き恥はずかしそうにすると。

　何とか通話釦ボタンを見つけて「ぽちん」と押し、期待をこめて耳に当てた。

「もし　もし？」

　だが、『銀狼』の表情は刹せつ那な──警けい戒かいに染まる。

『もしもし？　やぁ、秀影坊ぼうやでなくて悪いねぇ──？』

　その声は、『一本角』の耳にも届いてきた。

　聞き覚えのあるようなないような──腐ふ肉にくを舐なめ回すような、おぞましい声だ。

『聞いてるぜぇ、あたしは地じ獄ごく耳だからな。そっちはそっちで大変だったみたいじゃねぇの、まったく『モモ』ちゃんはやっぱり詰つめが甘いねぇ？　けっきょく失敗してやがんの、やっぱ操あやつり人形にしてあたしが動かしたほうがよかったかねぇ？』

「なんだ　おぬし　は？」

『銀狼』が可愛かわいらしく眉まゆ根ねを寄せて、問うた。

　電話の向こうの声は、すこし驚おどろいたように、間をおいてから応える。

『おぉ、誰かと思ったら『銀狼』かよ。なるほど合が点てんがいったぜぇ、おまえが絡からんでたのかよ？　まったく、おとぎ話の英えい雄ゆうみたいなやつだねぇ？』

「なぜ　おにいさま　の　でんわ　を　おぬし　が　つかっている？　おぬし　は　だれ　で　ござる？」

『そのへんは、察してほしいけどなぁ──』

　正体不明の声は、嘲ちよう弄ろうするように語る。

『ははぁ、そういう意味では『モモ』ちゃんはやることやってくれたわけだ。目め障ざわりなおまえやその他もろもろを、『黒船』に釘くぎ付づけにしてくれた。お陰かげで、あたしはやりたい放題に動けたってわけだ。馬鹿と鋏はさみは使いよう、ってことかねぇ？』

　他人を小こ馬ば鹿かにするような、聞くだけで不ふ愉ゆ快かいになるような声こわ音ねだった。

『おまえらもご愁しゆう傷しようさまだねぇ？　思春期をこじらせた愚おろかな女の妄もう想そうに付きあわされて、四苦八苦したってわけだ？　馬鹿だねぇ、時間ってぇのは一方通行だ──歴史は歪ゆがむことがあっても、戻ることはねぇのによ？』

「きさま──」

　いちいち挑ちよう発はつ的なその言動に、『銀狼』が機き嫌げんを損そこねたのか、唸うなった。

　声は『おぉ、怖こわ』と戯おどけるような反応をして、すぐに──態度を改める。

『そこに『百手姫』もいるんだろ？　それとも死んじまったか？　どっちでもいいけどよぉ──まぁ、とりあえずおまえに言っておくよ』

　たっぷりの悪意と、傲ごう慢まんさが滲にじみでた、暴君の口調であった。

『決着をつけようや、そろそろ。いいかげん目障りなんでな──おまえらみたいなのに、ちょろちょろ動き回られるとよぉ。こっちの準備は整った。あとは塵ゴミ掃除をしてよぉ、きれいな気持ちで臨のぞみてぇんだよ。新しい時代に、なぁ？』

　申もうし遅おくれたな、と今さらながらに、声は名乗りをあげる。

『あたしは『蠅王べるぜぶる』。蛆うじ虫むしだらけの、この国の女王。まぁ、最後の仕上げだ──手こずらせないでくれよ？　時代の節目にゃあ祭も必要だがよぉ、宴えんもたけなわだ。いいかげん、うんざりなんだよ。さっさと片付けてやるから、雁がん首くび揃そろえてかかってこいやぁ？』

『銀狼』の手のひらのなかで、携帯電話が軋きしみ、ひび割れる。

　不ふ穏おんに歪んだ声音で、愉たのしそうに、『蠅王』と名乗った女は告げてくる。

『──『大奥』で、待ってるぜぇ？』





劇終　　









　あとがき







　こんにちは。日日日あきらです。

　愛と鮮せん血けつの歴史ＩＦ改変活劇ストーリー『大奥のサクラ　現代大奥女学院まるごっ！』をお届けいたします。

　前巻からかなり間があいてしまいましたが、そのぶん大量に書きすぎてしまい、泣く泣く『大奥』サイドの『鎌かま切きり』や『蛍ほたる』たちの物語は次回にまわすことになりました。

　いちおう書き終えて推すい敲こうもしたので、せっかくだし、ということでそちらのエピソードは「ザ・スニＷＥＢ」に掲けい載さいしていただいております。

　次回予告にＵＲＬが載のっておりますので、興味があるかたはアクセスして読んでみてくださいませ。同じ内容が次巻に収録される予定ですが、前回わりと生死不明の状態で放りだされた『鎌切』のその後とかが先に知りたいかたは是ぜ非ひに。




　三国時代の終わりについて。

　今回はついに満を持して『黒船』勢力との全面対決です。『大奥』『黒船』『新しん撰せん組ぐみ』の三みつ巴どもえ、と銘めい打うった展開もその一角が崩くずれたことにより終結。次回から舞ぶ台たいはようやく『大奥』に戻もどり、そこにすべての因いん縁ねんが集結していくことになります。

　三つ巴、ということで三国志モチーフをちらほらとちりばめておりますが、実際の三国志もちゃんと三つ巴になった時期はわりと短く、他の勢力と小こ競ぜりあいをつづけたり、ふたつの勢力が手を結んだりでわりと混こん沌とんとしております。そのへんの流れを汲くみつつ最後は艦かん隊たい戦（と呼ぶのもあれですが、舞台は戦せん艦かん）、赤せき壁へきの戦いならぬ銀壁の戦いと呼ぶべき『銀ぎん狼ろう』姐ねえさんの壁かべが破は滅めつを押し止とどめるなか、さくらはひとつの運命に折りあいをつけます。

　噓うそ歴史もの、歴史改変ものとしての伏ふく線せんのあれこれは『モモ』がほとんど持っていきましたが、この作品における歴史改変に対するスタンスは作中でさくらが『モモ』に宣言したとおり──間ま違ちがっていても、血まみれでも、この道を歩いていくしかない。

　さくらは茨いばら道みちを歩ききり、愛するひとと未来を摑つかみとることができるのか。歴史改変すら餌えさに、道具にして陰いん謀ぼうを巡めぐらす『蠅王べるぜぶる』の目的は何なのか……というのが、今後の展開の主しゆ軸じくになっていきます。三国時代が終わり、この歪ゆがんだ歴史の果てに辿たどりついた現代の図式はシンプルに、そして深くなりつつあります。

　ちなみに今回はさくらちゃんの因縁を中心に据すえたので、ついに次回は影かげの薄うすいことでお馴な染じみの秀ひで影かげくんがメインとなって大活かつ躍やくする予定です。がんばれ秀影くん。今回、駄だ々だをこねるぐらいしかしてないぞ。




　コミカライズについて。

「大奥のサクラ」のコミカライズが決定いたしました！

　この本がでる時には、連れん載さいが始まっております。

　掲載誌は「ファミ通コミッククリア」、作画は佐さ倉くらはなつみさん（構成：やがみゆうさん／背景：倉本雅弘さん）です。

「サクラ」のコミカライズを「さくら」さんがやってくれるわけですが、そういえば本作のデザインをやってくれてるのも百足むかで屋やユウコさんで『百手むかで姫ひめ』となぞらえられてたいへん縁えん起ぎがいいです。血なまぐさく背徳的な物語を中和してくれております。

　どしどし漫まん画が版のネームやキャラデザインなどが届いておりますが、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな主人公が美少女たちといちゃいちゃしたり、妹が裸はだかエプロンで誘ゆう惑わくしてきたりで意外とメディアミックス向きの作品だったんだなあと思いました。見ていて楽しいです。

　グロくなければもっとよかったような気がしますが、グロがあってこその「大奥のサクラ」。このようなドロドロぐちゃぐちゃな作風の本作がメディアミックスできたのも、数少ないサービスシーンを拾って華か麗れいに魅み力りよく的に描えがいてくれる絵師のみやま零ぜろさん、そして応おう援えんしてくださっている読者の皆みなさまのお陰かげです。

　ほんとうに、ありがとうございます。

　という、ついでに謝辞を。本シリーズの立ちあげから編集してくれた山口さんがちょっと偉えらくなってしまって（え～）担当から離はなれ、新しくなぜか『鎌切』や『銀狼』などの幼女の話しかしない新担当の今井さんが本作の面めん倒どうを見てくれることになりました。

　いきなり作風が方向転てん換かんして次回、冒ぼう頭とう１ページ目から「何やかんやあって『蠅王』は死んだ……！　そして秀影くんは幼女たちと幸せに暮らしました」みたいなことにならぬよう、褌ふんどしを締しめて次回も血の雨を降らせたいと思います。





『モモ』より不死身なのはたぶん、何があっても壊こわれないさくらの携けい帯たい電でん話わ




日日日　
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大おお奥おくのサクラ




現げん代だい大おお奥おく女じよ学がく院いんまるごっ！








日あ日き日ら
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